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対象読者
このガイドは、次の1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対
象にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、イタ
リック体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイ

ンタイトルは、ボールド体（bold）で示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって

表示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素
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説明テキストのタイプ

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、this fontで示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、
縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい

ます。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲ん

で示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、
コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイ

ス

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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安全上の重要な注意事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に

留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の

安全についての警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください

警告

関連 Cisco UCS資料

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、以下のURLで入手可能な『Cisco
UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_roadmap.html

すべての C-Seriesマニュアルの完全なリストについては、次の URLで入手可能な「『Cisco
UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』」を参照してください。https://www.cisco.com/c/
en/us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/ucs_rack_roadmap.html

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョ
ンとサポートされる UCS Managerバージョンについては、「Release Bundle Contents for Cisco
UCS Software」を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、CiscoUCSDocs onTwitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、ucs-docfeedback@external.cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力
をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報 （1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
ここでは、Cisco UCS Manager、リリース4.1(1a)の新機能および変更された動作について説明
します。

表 1 : Cisco UCS Manager、リリース 4.1(1a)の新機能と変更された動作

参照先説明機能

メモリ RAS機能（297ペー
ジ）

Cisco UCS Manager Intel®
Xeon®プロセッサでの展開は、
BIOS経由で追加の RASメモ
リ機能をサポートします。こ

れらの機能は、メモリ DIMM
のパフォーマンスと信頼性を

向上させるために、プロセッ

サの機能を拡張します。

これらには、完全なミラーコ

ピーではなく、部分ミラーコ

ピー属性を持つメモリマップ

内のミラー化された領域を作

成可能な、メモリ全体のサブ

セットへの提供メモリの制限

が含まれます。

RASメモリ機能
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第 2 章

サーバ管理の概要

Cisco UCS Manager一般的なサーバ導入と複雑なサーバ導入を管理できます。たとえば、最初
のシャーシで取得される冗長なサーバアクセスレイヤとなる 1ペアのファブリックインター
コネクト（FI）を用いた一般的な導入を管理でき、それらを最大 20台のシャーシと 160台の
物理サーバまで拡張することができます。これは、環境のワークロードをサポートするため

に、ブレードサーバとラックマウントサーバの組み合わせとなる場合があります。さらにサー

バを追加して、引き続き、サーバのプロビジョニング、デバイス検出、インベントリ、設定、

診断、監視、障害検出、監査を実行できます。

特に明記されていない限り、リリース 4.1(1)以降の Cisco UCS Managerでは Cisco UCS 64108
ファブリックインターコネクトの既存の機能すべてがサポートされます。

特に明記されていない限り、リリース 4.0(2a)以降の Cisco UCS Managerでは次の Cisco UCS
ハードウェアの既存の機能すべてがサポートされます。

• Cisco UCS C480 M5 MLサーバ

• Cisco UCS VIC 1495

• Cisco UCS VIC 1497

特に明記されていない限り、リリース 4.0(1a)以降の Cisco UCS Managerでは次の Cisco UCS
ハードウェアの既存の機能すべてがサポートされます。

• Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect

• Cisco UCS VIC 1455

• Cisco UCS VIC 1457

• Cisco UCS C125 M5サーバ

4.0(1a)リリース以降、 Cisco UCS Managerでは UCS M2サーバをサポートしていません。

デフォルトでは、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト、Cisco UCS 6332
ファブリックインターコネクト、UCS Mini 6324ファブリックインターコネクト、UCS 6200
シリーズファブリックインターコネクトには一元管理が含まれます。1つのコンソールから同
じドメイン内にある UCSブレードサーバとラックマウントサーバを管理できます。また、
Cisco UCS Managerから UCS Miniを管理することもできます。

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
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最適なサーバパフォーマンスを確保するために、サーバに割り当てる電力量を設定できます。

また、サーバのブートポリシー、サーバの起動元となる場所、ブートデバイスの起動順序を

設定できます。UCS Bシリーズブレードサーバおよび UCS Mini用のサービスプロファイル
を作成して、サーバに割り当てることができます。サービスプロファイルを使用して、BIOS
設定、セキュリティ設定、vNICと vHBAの数、およびサーバに適用するその他の設定を割り
当てることができます。

• Cisco UCS Managerユーザマニュアル（4ページ）

Cisco UCS Managerユーザマニュアル
Cisco UCS Managerでは、次の表に示す、使用例を基本とした従来よりもコンパクトな新しい
マニュアルが用意されています。

説明ガイド

Cisco UCSアーキテクチャのほか、Cisco
UCSManagerの初期設定や構成のベストプ
ラクティスなど、稼働前に必要な操作につ

いて説明しています。

Cisco UCS Manager Getting Started Guide

パスワード管理、ロールベースアクセスの

設定、リモート認証、通信サービス、CIMC
セッション管理、組織、バックアップと復

元、スケジューリングオプション、BIOS
トークン、および遅延展開について説明し

ています。

『Cisco UCS Manager Administration Guide』

CiscoUCSManagerによって使用および管理
される物理インフラストラクチャと仮想イ

ンフラストラクチャのコンポーネントにつ

いて説明します。

CiscoUCSManager InfrastructureManagement Guide

ファームウェアのダウンロードと管理、自

動インストールによるアップグレード、

サービスプロファイルによるアップグレー

ド、ファームウェアの自動同期によるエン

ドポイントでの直接アップグレード、機能

カタログの管理、展開シナリオ、およびト

ラブルシューティングについて説明してい

ます。

『Cisco UCS Manager Firmware Management
Guide』

新しいランセンス、Cisco UCSドメインへ
のCisco UCSCentralの登録、パワーキャッ
ピング、サーバブート、サーバプロファイ

ル、サーバ関連のポリシーについて説明し

ています。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Firmware-Mgmt/4-1/b_UCSM_GUI_Firmware_Management_Guide_4-1.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Firmware-Mgmt/4-1/b_UCSM_GUI_Firmware_Management_Guide_4-1.html
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説明ガイド

Cisco UCS Managerの SANや VSANなど、
ストレージ管理のあらゆる側面について説

明しています。

『Cisco UCSManager StorageManagement Guide』

Cisco UCSManagerの LANやVLAN接続な
ど、ネットワーク管理のあらゆる側面につ

いて説明しています。

『CiscoUCSManagerNetworkManagementGuide』

CiscoUCSManagerにおける、システム統計
を含むシステムおよびヘルスモニタリング

のあらゆる側面について説明しています。

『Cisco UCS Manager System Monitoring Guide』

Cisco UCS Managerを使用して管理される
UCS Sシリーズサーバの管理のあらゆる側
面について説明しています。

Cisco UCS S3260サーバと Cisco UCS Managerと
の統合
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/4-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_4_1.html
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/4-1/b_UCSM_3260_Integration_Guide_4_1.html
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第 3 章

ライセンス

各 Cisco UCSファブリックインターコネクトにはいくつかのポートライセンスが付属してい
ます。これらはプレインストールされ、ハードウェアとともに出荷されます。ファブリックイ

ンターコネクトは、完全ライセンスまたは部分ライセンスで購入できます。また、納入後に追

加ライセンスを購入することもできます。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクト次のライセンスを使用します。

表 2 : Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトライセンス

ライセンスポート

ETH_PORT_ACTIVATION_PKG
ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKG（から 6200
シリーズ FIから）：10/25 GBイーサーネット
ポートに使用されるライセンス

ポート 1 ~ 96

2 100G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG：
40/100 GBイーサネットポートに使用される
ライセンス

ポート 97 ~ 108

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect次のライセンスを使用します。

表 3 : Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectライセンス

ライセンスポート

ETH_PORT_ACTIVATION_PKG
ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKG（から 6200
シリーズ FIから）：10/25 GBイーサーネット
ポートに使用されるライセンス

ポート 1～ 48

2 100G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG：
40/100 GBイーサネットポートに使用される
ライセンス

ポートは 49～ 54
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次の 4つの新しいライセンスは 6300シリーズ FI向けであり、6332および 6332-16UP FIでの
み有効です。

• 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG：40 GBイーサネットポート用ライセンス

• 40G_ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKG：ラックサーバに直接接続された（Cダイレクト）
40 GBイーサネットポート用ライセンス

• 10G_C_PORT_ACTIVATION_PKG：ラックサーバに直接接続された（Cダイレクト）
6332-16UPの最初の 16個の 10 GBユニファイドポート用ライセンス

• 10G_PORT_ACTIVATION_PKG：6332-16UPの最初の 16個の 10 GBユニファイドポート
用ライセンス

10G_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
10G_C_PORT_ACTIVATION_PKGライセンスは 6332-16UP FIで
のみ有効で、それらにだけインストールできます。

（注）

次のライセンスは、S3260システムがアプライアンス（アプライアンスポート）または Cisco
UCS Manager管理ノード（サーバポート）として FIに接続されている場合に使用されます。

表 4 : S3260システムライセンス要件

ライセンスFIモデル

ETH_PORT_ACTIVATION_PKG6200

40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG6332

10G_PORT_ACTIVATION_PKG6332-16UP

40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG6454および 64108

Cisco UCS C125 M5サーバでは Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトおよ
び Fabric Interconnect 6300シリーズのみをサポートします。

各ファブリックインターコネクトは、少なくとも次のカウントされたライセンスがプリインス

トールされた状態で出荷されます。

デフォルトの基本ライセンスファブリックインターコネクト

拡張モジュールの最初の12個の有効なイーサ
ネットポートおよび任意のファイバチャネル

ポート用。

Cisco UCS 6248（ユニファイドポート）

拡張モジュールの最初の18個の有効なイーサ
ネットポートおよび任意のファイバチャネル

ポート用。

Cisco UCS 6296（ユニファイドポート）

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
8

ライセンス



デフォルトの基本ライセンスファブリックインターコネクト

4個の非ブレークアウトポート専用。ライセ
ンスを含まない 5番目のポートは、さらに 4
個の 10 GBポートに分割されます。

Cisco UCS 6324

4個の 40 GBポートと 8個の 10 GBポート用。

最初の16個のポートは10GBです。
残りは 40 GBです。

（注）

Cisco UCS 6332 16UP

8個の 40 GBポート用。Cisco UCS 6332

10/25 GBポート (ポート 1 ~ 48) × 18

40/100 GBポート(ポート 49～ 54）× 2

Cisco UCS 6454

10/25 GBポート (ポート 1 ~ 96) × 36

40/100 GBポート (ポート 97～ 108）× 4

Cisco UCS 64108

ポートライセンスの使用

ポートライセンスは物理ポートにバインドされません。ライセンスされているポートをディ

セーブルにすると、そのライセンスは次にイネーブルにされたポートで使用するために保持さ

れます。追加の固定ポートを使用するには、それらのポート用のライセンスを購入し、インス

トールする必要があります。タイプ（ファイバ、イーサネット）に関係なく、ポートがイネー

ブルの場合は、すべてのポートがライセンスを使用します。

6332および 6332-16UPプラットフォームで使用可能なブレークアウト対応ポートの場合は、
ポートがブレークアウトポートで、そのポートが引き続き 40 GBライセンスを 1つだけ使用
する場合でも、40 GBのライセンスがメインポートに適用されたままになります。

ポートの初期設定でそれをイネーブルにし、ライセンスを使用します。（注）

製品の世代間でライセンスを移動させることはできません。6200シリーズファブリックイン
ターコネクト用に購入したライセンスを使用して 6300シリーズまたは 6400ファブリックイン
ターコネクトのポートを有効にすることはできません。その逆も同様です。

重要

各 Cisco UCS 6324 Fabric Interconnectにはポートライセンスが付属します。このライセンスは
工場でインストールされ、ハードウェアと共に出荷されます。このライセンスは 8個の 40 GB
ユニファイドポートに対応し、サポートされているあらゆる用途に使用できます。Cダイレク
トポートライセンスは猶予期間にプレインストールされ、Cisco UCSラックサーバで使用で
きます。
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猶予期間

ライセンスがインストールされていないポートを使用しようとすると、Cisco UCSは 120日間
の猶予期間を開始します。猶予期間は、最初にライセンスなしでポートを使用した時点から測

定され、有効なライセンスファイルがインストールされると一時停止されます。猶予期間中に

使用された時間数はシステムに保存されます。

各物理ポートには固有の猶予期間があります。1つのポートで猶予期間を開始しても、すべて
のポートの猶予期間が開始するわけではありません。

（注）

ライセンスされているポートの設定を解除すると、そのライセンスは、猶予期間内で機能して

いるポートに移行されます。複数のポートが猶予期間内で動作している場合、ライセンスは猶

予期間の終了が最も近いポートに移動されます。

ハイアベイラビリティコンフィギュレーション

フェールオーバー中の不整合を避けるため、クラスタ内の両方のファブリックインターコネク

トに同数のライセンスされたポートを用意することを推奨します。均衡が保たれていない状態

でフェールオーバーが発生すると、Cisco UCSは欠けているライセンスを有効化して、フェー
ルオーバーノードで使用される各ポートに対して猶予期間を開始します。

• Cダイレクトラックのライセンスのサポート（10ページ）
•ファブリックインターコネクトのホスト IDの入手方法（13ページ）
•ライセンスの取得（13ページ）
•ローカルファイルシステムからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウン
ロード（14ページ）

•リモートロケーションからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ド（15ページ）

•ライセンスのインストール（16ページ）
•ファブリックインターコネクトにインストールされているライセンスの表示（17ペー
ジ）

•ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定（17ページ）
•ライセンスの失効日の決定（18ページ）
•ライセンスのアンインストール（18ページ）

Cダイレクトラックのライセンスのサポート

リリース 4.1(1a)以降

リリース 4.1(1a)以降の Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトでは、ポート 1～ 96
の Cダイレクトポートライセンスについて ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKG機能パックを
使用します。ファブリックインターコネクトには、ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKGライセ

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
10

ライセンス

Cダイレクトラックのライセンスのサポート



ンスはデフォルトでは付属していません。必要に応じてこれらのライセンスを購入してくださ

い。

Cダイレクトサポートは、ラックサーバに接続されたポートにのみ適用可能です。
ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKGは、既存のライセンスパッケージに、すべてのプロパティ
が既存のライセンス機能と同じように設定された状態で追加されます。[Subordinate Quantity]
プロパティは、ラックサーバに接続されたポートを追跡するために、

ETH_PORT_ACTIVATION_PKGに追加されます。

Cisco UCSManager GUIの [License]タブに、新しいライセンスとそのライセンスの [Subordinate
Quantity]が表示されます。scope licenseの下で show featureコマンドおよび show usageコマン
ドを使用して、ライセンス機能、ベンダーバージョンタイプ、各ライセンスの猶予期間を表

示することもできます。

リリース 4.0(1a)以降

リリース 4.0(1a)以降の Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectでは、ポート 1～ 48の Cダイレク
トポートライセンスについて ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKG機能パックを使用します。
ファブリックインターコネクトには、ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKGライセンスはデフォ
ルトでは付属していません。必要に応じてこれらのライセンスを購入してください。

Cダイレクトサポートは、ラックサーバに接続されたポートにのみ適用可能です。
ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKGは、既存のライセンスパッケージに、すべてのプロパティ
が既存のライセンス機能と同じように設定された状態で追加されます。[Subordinate Quantity]
プロパティは、ラックサーバに接続されたポートを追跡するために、

ETH_PORT_ACTIVATION_PKGに追加されます。

Cisco UCSManager GUIの [License]タブに、新しいライセンスとそのライセンスの [Subordinate
Quantity]が表示されます。scope licenseの下で show featureコマンドおよび show usageコマン
ドを使用して、ライセンス機能、ベンダーバージョンタイプ、各ライセンスの猶予期間を表

示することもできます。

リリース 3.2(3n)以前

各 Cisco UCSファブリックインターコネクトは、デフォルトの数のポートライセンスが工場
で付与され、ハードウェアと一緒に出荷されます。Cダイレクトサポートは、ラックサーバ
に接続されたポートにのみ適用可能です。10G_C_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
40G_ETH_C_PORT_ACTIVATION _PKGは、既存のライセンス機能と同じプロパティがすべて
設定された既存のライセンスパッケージに追加されます。[SubordinateQuantity]プロパティは、
ラックサーバに接続されたポートを追跡するために、10G_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKGに追加されます。

Cisco UCSManager GUIの [License]タブに、新しいライセンスとそのライセンスの [Subordinate
Quantity]が表示されます。scope licenseの下で show featureコマンドおよび show usageコマン
ドを使用して、ライセンス機能、ベンダーバージョンタイプ、各ライセンスの猶予期間を表

示することもできます。

ラックサーバに接続されたポートは、ライセンスが使用可能であるか、またはライセンスが使

用中でない場合に、既存の 10G_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
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40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKGを使用できます。それ以外の場合は、
10G_C_PORT_ACTIVATION_PKGおよび 40G_ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKGを購入して
ライセンスの猶予期間を無効にする必要があります。

10 GBポートでの変更はありません。10G_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
10G_C_PORT_ACTIVATION_PKGライセンスパッケージには、ETH_PORT_ACTIVATION_PKG
および ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKGライセンス機能と同じプロパティがすべて含まれて
います。

設定と制約事項

• Cダイレクトラックライセンス機能は、CIMCポートではなく、FIに直接接続され
たラックサーバポートを構成します。10G_C_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
40G_ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKGのデフォルトの数量は常に 0です。

• 40 GBポートまたは 40 GBブレークアウトポート配下のブレークアウトポートが接
続なしで有効な場合、このポートには 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG（使用可
能な場合）に基づいてライセンスが割り当てられます。このポートがタイムラグの後

にダイレクトコネクトラックサーバに接続されると、ライセンスの完全な再割り当

てがトリガーされ、このポートは、次のライセンス割り当てシナリオのいずれかで処

理されます。

40GBブレークアウトポート配下のブレークアウトポートがイネーブルで、そのポー
トがダイレクトコネクトラックサーバに接続され、40G_C_PORT_ACTIVATION_PKG
ライセンスファイルが FIにインストールされている場合は、次のライセンス割り当
てが行われます。

•ブレークアウトポート配下の他のポートがイネーブルでない場合は、
40G_C_PORT_ACTIVATION_PKGに基づいて親の 40 GBポートにライセンスが
割り当てられ、このライセンスの使用済み数量が増分されます。

•他のポートが有効で、1つ以上のポートがダイレクトコネクトラックサーバに
接続されていない場合は、ポートが使用されていない場合でも、

40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKGに基づいて親の 40 GBポートにライセンス
が割り当てられ、このライセンスの使用済み数量が増分されます。

• 40GBブレークアウトポート配下のブレークアウトポートがイネーブルで、そのポー
トがダイレクトコネクトラックサーバに接続され、40G_C_PORT_ACTIVATION_PKG
ライセンスファイルが FIにインストールされていない場合は、次のライセンス割り
当てが行われます。

•ブレークアウトポート配下のポートがイネーブルでない場合は、
40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKGに基づいて親の 40 GBポートにライセンス
が割り当てられます。ライセンスが 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKGで使用
可能な場合は、下位の数量が増分されます。ライセンスが使用可能でない場合

は、この機能の使用済み数量が増分され、ポート全体が猶予期間に入ります。

•他のポートがイネーブルで、1つ以上のポートがダイレクトコネクトラックサー
バに接続されていない場合は、ポートが使用されていない場合でも、
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40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKGに基づいて親の 40 GBポートにライセンス
が割り当てられ、このライセンスの使用済み数量が増分されます。

ファブリックインターコネクトのホスト IDの入手方法
ホスト IDはシリアル番号とも呼ばれます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects]の順に展開します。

ステップ 3 ホスト IDを取得するファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域の [Serial Number (SN)]フィールドにホスト IDが表示されます。

次のタスク

シスコから必要なライセンスを入手します。

ライセンスの取得

このプロセスは、このマニュアルのリリース後に変更される場合があります。このマニュアル

の手順が1つ以上当てはまらない場合は、シスコの担当者にライセンスファイルの入手方法を
お問い合わせください。

（注）

始める前に

次を入手します。

•ファブリックインターコネクトのホスト IDまたはシリアル番号

•ファブリックインターコネクトまたは拡張モジュールの権利証明書またはその他の購入証
明書

手順

ステップ 1 権利証明書またはその他の購入証明書から、製品認証キー（PAK）を取得します。
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ステップ 2 権利証明書またはその他の購入証明書でWebサイトの URLを確認します。

ステップ 3 ファブリックインターコネクトのWebサイト URLにアクセスし、シリアル番号と PAKを入
力します。

シスコからライセンスファイルが電子メールで送信されます。ライセンスファイルは、要求

されたファブリックインターコネクトでの使用だけを許可するようにデジタル署名されていま

す。Cisco UCS Managerがライセンスファイルにアクセスすると、要求された機能も有効にな
ります。

次のタスク

ファブリックインターコネクトにライセンスをインストールします。

ローカルファイルシステムからファブリックインター

コネクトへのライセンスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチングペアの両方のファブリックインターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）

始める前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License]をクリックします。

ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Local File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [Filename]フィールドに、ライセンスファイルのフルパスと名前を入力します。

パス名またはファイル名にスペースを含めることはできません。たとえば、

c:\Path\Folder_Name\License.licは有効なパスですが、c:\Path\Folder
Name\License.licは「Folder Name」内にスペースがあるため無効です。
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ライセンスファイルが配置されているフォルダへの正確なパスがわからない場合は、[Browse]
をクリックしてファイルに移動します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIによってファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ドが開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。

Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告さ
れた場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブート
フラッシュの空き領域を表示するには、そのファブリックインターコネクトに移動

し、[Equipment]をクリックし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開
します。

（注）

ステップ 10 必要なライセンスがすべてファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタ

スクを繰り返します。

次のタスク

すべてのダウンロードタスクが完了した後、ライセンスをインストールします。

リモートロケーションからファブリックインターコネク

トへのライセンスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチングペアの両方のファブリックインターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）

始める前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。
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ステップ 5 [Download License]をクリックします。

ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Remote File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 プロトコルを指定し、必要な情報を入力します。

パス名またはファイル名にスペースを含めることはできません。たとえば、

c:\Path\Folder_Name\License.licは有効なパスですが、c:\Path\Folder
Name\License.licは「Folder Name」内にスペースがあるため無効です。

IPv4や IPv6アドレスではなくホスト名を使用する場合、DNSサーバを設定する必要
があります。Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されていない、または
DNS管理がローカルに設定されている場合は、Cisco UCS Managerで DNSサーバを
設定します。Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されていて、DNS管理
が [グローバル（global）]に設定されている場合は、Cisco UCS CentralでDNSサーバ
を設定します。

（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIによってファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ドが開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。

Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告さ
れた場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブート
フラッシュの空き領域を表示するには、そのファブリックインターコネクトに移動

し、[Equipment]をクリックし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開
します。

（注）

ステップ 10 必要なライセンスがすべてファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタ

スクを繰り返します。

次のタスク

すべてのダウンロードタスクが完了した後、ライセンスをインストールします。

ライセンスのインストール

始める前に

シスコから必要なライセンスを入手します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Downloaded License Files]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからインストールするライセンスを選択します。

新しいポートライセンスをインストールする場合、ダウンタイムは不要で、トラフィッ

クへの影響はありません。

（注）

ステップ 5 [Install License]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Install License]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIによってライセンスがインストールされ、未ライセンスのポートまた
は機能がアクティブ化されます。

ファブリックインターコネクトにインストールされてい

るライセンスの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Installed Licenses]タブをクリックし、ファブリックインターコネクトにイ
ンストールされているすべてのライセンスの詳細を表示します。

ステップ 4 表内のライセンスをクリックし、[Contents]タブにライセンスの詳細を表示します。

ファイル内の個々のライセンスの詳細を表示するには、ライセンスファイルを展開する必要が

あります。

ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。
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ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 動作状態、適用された猶予期間など機能の詳細を表示するには、テーブル中でその機能をク
リックします。

ライセンスの失効日の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブル内のライセンスをクリックして、ライセンスの詳細を下の [Contents]タブに表示しま
す。

ステップ 5 [Contents]タブでライセンスファイルを展開して、ファイル内のすべてのライセンスを表示し
ます。

ステップ 6 [Expiry]列でライセンスの失効日を参照します。

ライセンスのアンインストール

使用中の永続ライセンスはアンインストールできません。未使用の永久ライセンスだけをアン

インストールできます。使用中の永久ライセンスの削除を試みると、その要求は Cisco UCS
Managerによって拒否され、エラーメッセージが表示されます。

（注）

始める前に

Cisco UCS Manager設定をバックアップします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからアンインストールするライセンスを選択します。
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ステップ 5 [Clear License]ボタンをクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Managerライセンスを非アクティブ化し、ライセンスのリストからそのライセンス
を削除し、ファブリックインターコネクトからライセンスを削除します。ポートは、ライセン

スなしモードに移行します。クラスタ構成の場合、他のファブリックインターコネクトからも

ライセンスをアンインストールする必要があります。
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第 4 章

Cisco UCS Centralで Cisco UCSドメインを
登録する

• Cisco UCSドメインの登録（21ページ）
• Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決（22ページ）
• Cisco UCS Centralによる Cisco UCSドメインの登録（23ページ）
• Cisco UCS Central間でのポリシー解決の設定（24ページ）
• Cisco UCS Managerでの Cisco UCS Central登録プロパティの設定（25ページ）
• Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインを登録解除する（26ページ）

Cisco UCSドメインの登録
データセンター内の Cisco UCSドメインの一部またはすべてを Cisco UCS Centralが管理する
よう設定できます。

Cisco UCS CentralにCisco UCSドメインを管理させる場合は、そのドメインを登録する必要が
あります。登録するときには、Cisco UCS Centralと Cisco UCS Managerで管理するポリシーと
その他の設定の種類を選択する必要があります。Cisco UCS Centralは、登録されているすべて
のCiscoUCSドメインについて、同じ種類のポリシーと設定を管理できます。また、登録され
ている Cisco UCSドメインごとに異なる設定を持つように選択することもできます。

Cisco UCSドメインを Cisco UCS Centralに登録する前に以下のことを行います。

• Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralの両方において NTPサーバと正しいタイムゾー
ンを設定し、それらが同期していることを確認します。Cisco UCSドメインと Cisco UCS
Centralの日時が同期していないと、登録に失敗する可能性があります。

• Cisco UCS Centralのホスト名または IPアドレスの入手

• Cisco UCS Centralを導入したときに設定した共有秘密を入手します。

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
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Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決
Cisco UCS Centralに登録する各 Cisco UCSドメインに対して、特定のポリシーや設定を管理す
るアプリケーションを選択できます。このポリシー解決は、同じCiscoUCSCentralに登録する
すべての Cisco UCSドメインで同じである必要はありません。

Cisco UCSドメインを Cisco UCS Centralから登録解除すると、開かれているセッションはすべ
て終了します。

（注）

これらのポリシーおよび設定を解決するには、次のオプションを使用します。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。

次の表に示すポリシーと設定は、Cisco UCS Managerまたは Cisco UCS Centralのどちらで管理
するかを選択できます。

説明名前

機能カタログとインフラストラクチャファームウェアポリ

シーを、ローカルで定義するかまたは Cisco UCS Centralから
取得するかを決定します。

[Infrastructure & Catalog
Firmware]

日付と時刻を、ローカルで定義するかまたはCiscoUCSCentral
から取得するかを決定します。

[Time Zone Management]

HTTP、CIM XML、Telnet、SNMP、Webセッション制限、管
理インターフェイスモニタリングポリシー設定を、ローカル

またはCiscoUCSCentralのどちらで定義するかを決定します。

[Communication Services]

グローバル障害ポリシーをローカルまたは Cisco UCS Central
のどちらで定義するかを決定します。

[Global Fault Policy]

認証およびネイティブドメイン、LDAP、RADIUS、
TACACS+、トラストポイント、ロケールおよびユーザロー
ルを、ローカルまたは Cisco UCS Centralのどちらで定義する
かを決定します。

[User Management]

DNSサーバをローカルまたは Cisco UCS Centralのどちらで定
義するかを決定します。

[DNS Management]

Full Stateバックアップポリシーおよび All Configurationエク
スポートポリシーを、ローカルまたは Cisco UCS Centralのど
ちらで定義するかを決定します。

[Backup & Export Policies]
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説明名前

CallHome、Syslog、TFTPCore Exporter設定を、ローカルまた
は Cisco UCS Centralのどちらで定義するかを決定します。

[Monitoring]

管理対象エンドポイントをローカルまたは Cisco UCS Central
のどちらで定義するかを決定します。

[SEL Policy]

電源管理をローカルまたは Cisco UCS Centralのどちらで定義
するかを決定します。

[Power Management]

電源モジュールをローカルまたは Cisco UCS Centralのどちら
で定義するかを決定します。

[Power Supply Unit]

ポート設定をローカルと Cisco UCS Centralのどちらで定義す
るかを指定します。

[Port Configuration]

Cisco UCS Centralによる Cisco UCSドメインの登録

始める前に

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralの両方において NTPサーバと正しいタイムゾーンを
設定し、それらが同期していることを確認します。Cisco UCSドメインと Cisco UCS Centralの
日時が同期していないと、登録に失敗する可能性があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Register With UCS Central]をクリックします。

ステップ 6 [Register with UCS Central]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

Cisco UCS Centralが展開されている仮想マシンのホスト名
または IPアドレス。

IPv4や IPv6アドレスではなくホスト名を使用す
る場合、DNSサーバを設定する必要があります。
Cisco UCSドメインがCisco UCS Centralに登録さ
れていない、または DNS管理がローカルに設定
されている場合は、Cisco UCS Managerで DNS
サーバを設定します。CiscoUCSドメインがCisco
UCS Centralに登録されていて、DNS管理が [グ
ローバル（global）]に設定されている場合は、
Cisco UCS Centralで DNSサーバを設定します。

（注）

[Hostname/IP Address]フィー
ルド

CiscoUCSCentralを導入したときに設定された共有秘密（ま
たはパスワード）

[Shared Secret]フィールド

b) [Policy Resolution Control]領域の各フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをク
リックします。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されま
す。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されま
す。

c) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Central間でのポリシー解決の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [Policy Resolution Control]領域の各フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをクリッ
クします。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。
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ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS Managerでの Cisco UCS Central登録プロパティ
の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [Status]領域で、必要に応じて次を実行します。

a) 使用する [Cleanup Mode]のラジオボタンをクリックします。

次のいずれかになります。

• [Localize Global]：Cisco UCSドメインを登録解除すると、その Cisco UCSドメインの
すべてのグローバルポリシーが Cisco UCS Manager向けにローカライズされます。ポ
リシーは Cisco UCSドメインにとどまり、ポリシーの所有権は Cisco UCS Managerに
対してローカルになり、Cisco UCS Managerの管理ユーザが変更を実施できます。

Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメインを再登録すると、Cisco UCS Central
と Cisco UCS Managerの両方にポリシーが存在するため、ポリシーの競合が
発生することがあります。グローバルサービスプロファイルを作成して関

連付ける前に、ローカルポリシーを削除するか、ローカルポリシーをグロー

バルに設定してください。

（注）

• [Deep Remove Global]：このオプションは、慎重に検討した後でのみ使用してくださ
い。Cisco UCSドメインの登録を解除すると、その Cisco UCSドメイン内のすべての
グローバルポリシーが削除されます。グローバルサービスプロファイルがある場合、

それらは Cisco UCSManagerのローカルデフォルトポリシーを参照するようになり、
次のいずれかが発生します。

•デフォルトのローカルポリシーが存在する場合は、サーバがリブートします。

•デフォルトのローカルポリシーがない場合は、設定エラーによってサービスプ
ロファイルの関連付けに失敗します。

[Deep Remove Global]クリーンアップモードでは、Cisco UCS Centralからの
登録解除時にグローバル VSANと VLANは削除されせん。必要に応じて、
これらを手動で削除する必要があります。

（注）
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b) （任意）[Suspend State]チェックボックスをオンにします。

オンにすると、Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralから一時的に削除され、すべての
グローバルポリシーはローカルの同等のものに戻ります。すべてのサービスプロファイ

ルは、現在の IDが維持します。ただし、グローバルプールは表示されなくなり、新しい
サービスプロファイルからアクセスできません。

c) （任意）[Acknowledge State]チェックボックスをオンにします。

Cisco UCSManagerと Cisco UCS Centralの間の時間と整合性を表すイベント IDストリーム
に差異や矛盾が生じると、Cisco UCSManagerは自身を停止状態にして、Cisco UCS Central
から自身を切断します。

このチェックボックスをオンにすると、Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralの間に不
一致があることを認めた上で、引き続き Cisco UCSドメインを Cisco UCS Centralに再接続
することになります。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS CentralからCisco UCSドメインを登録解除する
Cisco UCSドメインから Cisco UCS Centralを登録解除すると、それ以降 Cisco UCS Managerは
グローバルポリシーの更新を受信しません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Unregister From UCS Central]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Centralを使用して Cisco UCSドメインを登録解除および登録した場合の影響の詳細
については、「Policy Resolution between Cisco UCS Manager and Cisco UCS Central」を参照して
ください。
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第 5 章

Cisco UCSでの電力制限と電源管理

•電力制限 Cisco UCS（28ページ）
•電力ポリシーの設定（29ページ）
• Cisco UCSサーバの電源ポリシー（29ページ）
•電源ポリシーの設定（29ページ）
•電源の冗長性方式（30ページ）
•ポリシー方式のシャーシグループの電力制限の設定（30ページ）
•ポリシー方式のシャーシグループの電力制限（30ページ）
•電力制御ポリシー（31ページ）
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電力制限 Cisco UCS
サーバの最大消費電力は電力制限によって制御でき、また、ブレードサーバ、UCS C220およ
び C240M4/M5、C480M5/C480M5MLラックサーバ、UCSMini、ならびにUCS混在ドメイン
では Cisco UCS Managerの電力割り当ても管理できます。

UCS Managerは、以下のもので電力制限をサポートしています。

• UCS 6200シリーズ Fabric Interconnect

• UCS Mini 6324

• UCS 6300シリーズ Fabric Interconnect

ポリシー方式のシャーシグループ電力制限または手動でのブレードレベルの電力制限方式を

使用して、シャーシ内のすべてのサーバに適用される電源を割り当てることができます。

Cisco UCS Managerは、サーバへの電力割り当てに役立つ次の電源管理ポリシーを提供してい
ます。

説明電源管理ポリシー

Cisco UCSドメイン内のすべてのシャーシに
電源の冗長性を指定します。

電源ポリシー

シャーシ内の各ブレードの初期電源割り当て

を計算するための優先順位を指定します。

電源制御ポリシー

シャーシ内のすべてのサーバに適用されるポ

リシー方式のシャーシグループの電力制限ま

たは手動でのブレードレベルの電力制限を指

定します。

グローバル電力割り当てポリシー

サーバの電力制限値を計算する方法を指定し

ます。有効な場合、サーバは、ベンチマーク

を通じて検出中にプロファイリングされます。

このポリシーは、グローバル電力割り当てポ

リシーが Policy Driven Chassis Group Capに設
定されている場合に適用されます。

グローバル電力プロファイリング

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
28

Cisco UCSでの電力制限と電源管理

電力制限 Cisco UCS



電力ポリシーの設定

Cisco UCSサーバの電源ポリシー
電源ポリシーはグローバルで、Cisco UCS Managerインスタンスが管理するすべてのシャーシ
によって継承されます。サービスプロファイルに電源ポリシーを追加して、CiscoUCSドメイ
ン内のすべてのシャーシの電源に対して冗長性を指定することができます。このポリシーは

PSUポリシーとも呼ばれます。

電源の冗長性の詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』
を参照してください。

電源ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Power Policy]領域で、[Redundancy]フィールドの次のオプションボタンのいずれかをクリッ
クします。

• [Non Redundant]：Cisco UCS Managerは必要最小数の電源装置（PSU）をオンに設定し、
それらの PSU間のロードバランシングを行います。追加の PSUが設置されると、Cisco
UCS Managerは追加された装置を「オフ」状態に設定します。いずれかの PSUへの電源
が切断されると、システムはCisco UCSManagerが新しい PSUをアクティブ化して負荷の
再調整ができるようになるまで、サービスの中断が発生することがあります。

通常、非冗長動作のために Cisco UCSシャーシに少なくとも 2台の PSUが必要です。小
規模構成（必要電力 2500 W未満）の場合にのみ、単一 PSUで電力を供給できます。

• [N+1]：非冗長性を満たす合計数の PSUに加えて、冗長性を与える 1台の追加 PSUがオン
になり、シャーシの電力負荷が均等に分担されます。追加の PSUが設置されると、Cisco
UCS Managerは追加された装置を「オフ」状態に設定します。いずれかの PSUへの電源
が切断されても、Cisco UCS Managerはサービスの中断なしでリカバリできます。

一般に、N+1動作のためには、1つの Cisco UCSシャーシに、少なくとも 3台の PSUが必
要です。

• [Grid]：2つの電源がオンにされます。そうでなければ、シャーシに N+1よりも高い冗長
性が要求されます。1つの電源に障害が発生し、そのため 1台または 2台の PSUに電源障
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害が発生した場合、別の電源回路に接続され機能が存続している PSUがシャーシに電力
を供給し続けます。

電源の冗長性の詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』
を参照してください。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

電源の冗長性方式

最大電力@ 110 V（W）最大電力@ 220 V（W）PSU冗長性

130025001+1（N+1）または 1（N）

260050002+1（N+1）または 2（N）ま
たは 2+2（グリッド）

390054723+1（N+1）または 3（N）

520054724（N）

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限の設定

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限
グローバル制限ポリシーで、ポリシー方式のシャーシグループの電力制限を選択すると、Cisco
UCSでは、停電のリスクを負うことなく、サーバのオーバーサブスクリプションを維持できま
す。オーバーサブスクリプションは、二重のプロセスによって実現できます。たとえば、Cisco
UCSのシャーシレベルでは、電源グループのメンバー間で使用可能な電力量を分割し、ブレー
ドレベルでは、シャーシに割り当てられた電力量をプライオリティに基づいてブレード間で分

割します。

サービスプロファイルの関連付けや関連付け解除が実行されるたびに、Cisco UCS Managerは
シャーシ内の各ブレードサーバへの電力割り当てを再計算します。必要に応じて、優先順位の

低いサービスプロファイルの電力が優先順位の高いサービスプロファイルに再分配されます。

データセンターの回路ブレーカーを安全に保護するために、UCS電源グループは1秒未満で電
力をキャップします。ブレードは、シャーシの電力配分が最適化されるまで 20秒間その上限
にとどまる必要があります。これは、必要とされる一時的なスパイクに反応することがないよ

う、意図的によりゆっくりとしたタイムスケールで実行されます。
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システムは、各スロットのサーバを起動するのに十分な電力をリザーブしています。これは、

スロットが空の場合でも同様です。このリザーブ電力が、より多くの電力を必要とするサーバ

で使用されることはありません。電力制限に準拠しないブレードはペナルティを課されます。

（注）

電力制御ポリシー
CiscoUCSは、電力制御ポリシーの優先順位設定をブレードタイプおよび設定とともに使用し
て、シャーシ内の各ブレードへの初期電力割り当てを計算します。通常の動作中、シャーシ内

のアクティブなブレードは、同じシャーシ内のアイドルブレードから電力を借りることができ

ます。すべてのブレードがアクティブで、電力制限に到達した場合は、優先順位が高い電力制

御ポリシーを備えたサービスプロファイルが、優先順位の低い電力制御ポリシーを備えたサー

ビスプロファイルよりも優先されます。

優先順位は 1～ 10の段階にランク付けされており、1が最も高い優先順位、10が最も低い優
先順位を表します。デフォルトのプライオリティは 5です。

CiscoUCSManager 3.2(2)以降、シャーシの動的な電力調整メカニズムがデフォルトで有効にな
ります。このメカニズムはブレードサーバの電力使用量を継続的に監視し、それに応じて電力

割り当てを調整します。シャーシの動的電力調整メカニズムは、Cisco UCS Managerによって
設定された全体的なシャーシ電力予算内で動作します。この予算は、使用可能な PSU電力と
グループ電力から計算されます。

ミッションクリティカルなアプリケーションには、no-capという特殊な優先順位も使用できま
す。優先順位を no-capに設定しても、ブレードサーバに最大電力が常に供給されるとは限り
ませんが、シャーシの動的電源調整の予算配分時には、他のサーバよりもブレードサーバが優

先されます。

すべてのブレードサーバに no-cap優先順位が設定されており、そのすべてが電力消費量の高
い負荷を実行している場合は、動的な調整により実行された電力配分に基づいて、一部のブ

レードサーバが高い電力使用量により制限を受ける可能性があります。

（注）

電力制御ポリシーはサービスプロファイルに含める必要があります。また、このサービスプ

ロファイルをイネーブルにするには、サーバに関連付ける必要があります。

（注）
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電力制御ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Power Control Policies]を右クリックし、[Create Power Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Network Control Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用で
きます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使
用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが

保存された後にこの名前を変更することはで

きません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所と

タイミングについての情報を含めることを推

奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字または
スペースを使用できます。ただし、`（アクセ
ント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引
用符）は使用できません。

[Description]フィールド
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説明名前

[Fan Speed Policy]ドロップダウン
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説明名前

Cisco UCS C125 M5サーバでは、接
続しているすべてのサーバに対して

（注）

同じ[Fan Speed Policy]が選択されて
いることを確認します。Cisco UCS
Managerは最後に関連付けるサーバ
の[Fan Speed Policy]を適用します。
すべてのサーバに対して同じ [Fan
Speed Policy]を選択することで、最
後に関連付けるサーバに関係なく希

望の [Fan Speed Policy]が選択され
ます。

ファン速度は、ラックサーバのみに対応しま

す。次のいずれかになります。

• [Low Power]：ファンはサーバを冷却し続
けるために必要な最低速度で稼働します。

• [Balanced]：ファンはサーバによって生じ
た熱に基づき、必要に応じてより高速で

稼働します。可能な場合、ファンは必要

な最低速度に戻ります。

• [Performance]：ファンは、より高度なサー
バパフォーマンスに必要な速度で維持さ

れます。これにはより多くの電力が使用

されますが、サーバが加熱し始めた場合

にファンがすでに高速で稼働しているこ

とを意味しています。

このフィールドの[Performance]
を選択する場合、[Power

（注）

Capping]フィールドでは[No
Cap]を選択していないことを確
認します。パワーキャッピング

のファン速度のポリシー、およ

びNoCapのパフォーマンスを選
択すると、サーバとサービスプ

ロファイルの関連付けが失敗し

ます。

• [HighPower]：ファンは電力消費量よりパ
フォーマンスを重視した、より高い速度

で維持されます。

• [Max Power]：ファンは常に最高速度で維
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説明名前

持されます。このオプションは最大の冷

却効果をもたらしますが、最大の電力を

使用します。

• [Any]：サーバが最適なファンの速度を決
定します。

電源グループ内の電力需要が電源装置を超え

た場合のサーバの挙動。次のいずれかになり

ます。

• [NoCap]：電源グループ内の他のサーバの
電力要求にかかわらず、サーバはフル

キャパシティで動作します。

このフィールドにNoCapを選択
するかどうかを Cisco UCS Cシ
リーズM5サーバでには、[ファ
ン速度 Policy ]フィールドのパ
フォーマンスを選択しないこと

を確認します。ファン速度ポリ

シーに [Performance]が選択さ
れ、パワーキャッピングに [No
Cap]が選択されている場合、
サーバとサービスプロファイル

の関連付けが失敗します。

（注）

• [Cap]：サーバは、サーバグループ内での
他のサーバとの相対的な優先順位に基づ

いて、最低限の電力容量を割り当てられ

ます。より多くの電力が使用可能になる

と、CiscoUCSは制限されたサーバが元の
割り当て量を超過することを許容します。

電源グループで使用可能な総電力にドロッ

プが発生したときのみ割り当てを減らし

ます。

[cap]を選択する場合、CiscoUCSManagerGUI
は [Priority]フィールドを表示します。

[Power Capping]フィールド

電力制限が有効になったときの、サーバの電

力グループ内での優先順位。

1～ 10の整数を入力し、1が優先順位最高に
なります。

[Priority]フィールド
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

ポリシーはサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにインクルード

します。

電力制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Power Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

UCS Managerの電源グループ
電源グループは、すべてが同じ配電ユニット（PDU）から電源を得ているシャーシのセットで
す。Cisco UCS Managerでは、1つ以上のシャーシを含む電源グループを作成し、その電源グ
ループに ACワット単位でピーク電力キャップを設定することができます。

シャーシレベルで電力制限を実装するには、以下が必要です。

• IOM、CIMC、および BIOSバージョン 1.4以上

• 2つの電源ユニット

ピーク電力キャップは、特定の電源グループ内のすべてのブレードサーバで使用可能な最大電

力を表すスタティック値です。電源グループにブレードを追加、または電源グループからブ

レードを除外し、手動でピーク電力値を変更しなかった場合、電源グループはピーク電力キャッ

プを調整して、その電源グループ内のすべてのブレードの基本的な電源投入要件に適合させま

す。

最低 AC 890ワットが各シャーシに設定されます。これは、空のシャーシに電源を供給するた
めに必要な最低電力量である DC電力 800ワットに変換されます。ハーフ幅のブレードを関連
付けるには、グループの制限値を AC電力 1475ワットに設定する必要があります。フル幅の
ブレードでは、AC電力 2060ワットに設定する必要があります。

シャーシが電源グループに追加されると、シャーシ内のブレードに関連付けられているすべて

のサービスプロファイルが、その電源グループの一部になります。同様に、シャーシに新規ブ
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レードを追加すると、そのブレードは、当然のこととして、シャーシの電源グループの一部に

なります。

電源グループの作成は、サーバプールの作成とは異なります。ただし、電源修飾子を作成して

サーバプールポリシーに追加することで、サーバプールに同じ電源グループのメンバを組み

入れることができます。

（注）

シャーシを除外または削除すると、そのシャーシは電源グループから削除されます。

UCS Managerは明示的な電源グループと暗黙的な電源グループをサポートしています。

• [Explicit]：電源グループを作成し、シャーシとラックを追加し、グループに電力バジェッ
トを割り当てることができます。

• [Implicit]：電力消費を安全限界内に制限することで、シャーシが常に保護されるようにし
ます。デフォルトでは、明示的な電源グループに属さないすべてのシャーシがデフォルト

グループに割り当てられ、適切な制限が設定されます。UCS Managerに接続する新しい
シャーシは、別の電源グループに移動するまで、デフォルトの電源グループに追加されま

す。

次の表は、電源バジェットの割り当て時および電源グループとの連動時に、表示される可能性

のあるエラーメッセージを示しています。

推奨処置Causeエラーメッセージ

電力制限を、指定された電源

グループの [Power Group]ペー
ジに表示された [Minimum
Power Cap for Allowing
Operations (W)]値まで増やし
ます。

シャーシに電力制限を割り当

てている状態で下限が満たさ

れなかった場合、またはブ

レードの追加や電源ポリシー

の変更のために電力要件が増

えた場合に、これらのメッ

セージのいずれかが表示され

ます。

電力グループ

POWERGROUP_NAME のバ

ジェットが不十分です

（Insufficient budget
for power group

POWERGROUP_NAME）

および/または

Chassis N cannot be
capped as group cap is
low. Please consider
raising the cap.

および/または

Admin committed
insufficient for power
group GROUP_NAME, using
previous value N

および/または

Power cap application
failed for chassis N
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推奨処置Causeエラーメッセージ

PSU入力電力と冗長性ポリ
シーをチェックし、シャーシ

用に十分な電力が使用可能で

あることを確認します。

PSUに障害がある場合は、PSU
を交換します。

シャーシの電力バジェット要

件が使用可能な PSU電力を上
回っている場合に表示されま

す。

Chassis N cannot be
capped as the available
PSU power is not enough
for the chassis and the
blades. Please correct
the problem by checking
input power or replace
the PSU

関連付けられていないサーバ

の電源をオフにします。

サーバが割り当てを超える電

力を消費しており、制限でき

ない場合、または電力が割り

当てられていないサーバに電

源が投入されている場合に表

示されます。

Power cap application
failed for server N

これは情報メッセージです。

サーバ電力を制限する必要が

ない場合は、サービスプロ

ファイルの電力制御ポリシー

の [Power Capping]フィールド
の値を [no-cap]に設定します。

サーバが、割り当てられた電

力以下に電力消費を削減する

よう制限されている場合に表

示されます。

P-State lowered as
consumption hit power
cap for server

これは、サポートされていな

い設定です。PSUはすべて同
様の電源に接続する必要があ

ります。

このエラーは、シャーシにハ

イラインとローラインの PSU
入力電源が混在して接続され

ている場合に発生します。

Chassis N has a mix of
high-line and low-line
PSU input power
sources.

電源グループの作成

始める前に

グローバル電力割り当てポリシーが [Global Policies]タブで [Policy Driven Chassis Group Cap]に
設定されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Power Groups]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
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[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにしま
す。

ステップ 6 [Create Power Group]ウィザードの最初のページで、次のフィールドに値を入力します。

a) 電源グループの一意の名前および説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペー
スは使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはで

きません。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create Power Group]ウィザードの [Add Chassis Members]ページで、次の手順を実行します。

a) [Chassis]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上のシャーシを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected Chassis]テーブルにシャー
シを追加するには、[>>]ボタンをクリックします。

電源グループから 1つ以上のシャーシを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Create Power Group]ウィザードの [Add Rack Members]ページで、次の手順を実行します。

a) [Rack Unit]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上のラックユニットを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのラックを表示する [Selected Rack Unit]テーブルにラック
を追加するには、[>>]ボタンをクリックします。

電源グループから 1つ以上のラックユニットを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Create Power Group]ウィザードの [Add FEX Members]ページで、次の手順を実行します。

a) [FEX]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上の FEXを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべての FEXを表示する [Selected FEX]テーブルにシャーシを追
加するには、[>>]ボタンをクリックします。

電源グループから 1つ以上の FEXを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 10 [Create Power Group]ウィザードの [Add FI Members]ページで、次の手順を実行します。

a) [FI]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上の FIを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected FI]テーブルに FIを追加す
るには、[>>]ボタンをクリックします。

電源グループから 1つ以上の FIを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 11 [Create Group Wizard]の [Power Group Attributes]ページで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

電源グループで使用可能な最大ピーク時電力（W）。

0～ 10000000の整数を入力します。

[Input Power(W)]フィールド

電源グループのすべてのメンバーに対する入力電力値の推

奨範囲。

[Recommended value for Input
Power]フィールド

b) [完了（Finish）]をクリックします。

電源グループへのシャーシの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを追加する電源グループを右クリックし、[Add Chassis Members]を選択します。

ステップ 5 [Add Members Chassis]ダイアログボックスで、次のようにします。

a) [Chassis]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上のシャーシを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected Chassis]テーブルにシャー
シを追加するには、[>>]ボタンをクリックします。

電源グループから 1つ以上のシャーシを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [OK]をクリックします。

電源グループからのシャーシの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを削除する電源グループを展開します。

ステップ 5 電源グループから削除するシャーシを右クリックし、[Delete]を選択します。
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ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

電源グループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する電源グループを右クリックして、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ブレードレベルの電力制限

手動によるブレードレベルの電力制限
手動によるブレードレベルの電力制限がグローバル制限ポリシーで設定されている場合は、

Cisco UCSドメインの各ブレードサーバに対して電力制限を設定できます。

次の設定オプションを使用できます。

• [Watts]：サーバが一度に消費可能な最大電力量を指定できます。この最大値には、0～
1100 Wの任意の量を指定できます。

• [Unbounded]：サーバに対して電力使用制限を課しません。サーバは、必要なだけ電力を
使用できます。

サーバの電力使用量の瞬間的な上昇がそのサーバに設定された最大値以上になっても、Cisco
UCS Managerによってサーバが切断またはシャットダウンされることはありません。代わり
に、サーバで使用可能な量まで電力が Cisco UCS Managerによって削減されます。この削減に
より、サーバの速度（CPU速度など）が低下する可能性があります。

手動によるブレードレベル電力制限は、[Equipment] > [Policies] > [Global Policies] > [Global
Power Allocation Policy]の順に設定します。電力制御ポリシーで設定された優先順位は関係あ
りません。

（注）
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サーバのブレードレベル電力制限の設定

始める前に

グローバル電力割り当てポリシーが [Global Policies]タブで [Manual Blade Level Cap]に設定さ
れていることを確認してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 電力使用量を設定するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Power Budget]領域で次の手順を実行します。

a) 見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックしてフィールドを表示します。
b) 次のフィールドに入力します。

説明名前

このサーバが電力制限されているかどうか。次のいずれか

になります。

• [Unbounded]：どのような場合でもサーバは電力制限さ
れません。

• [Enabled]：Cisco UCSManager GUIは [Watts]フィール
ドを表示します。

電力制限は、要求を満たす十分な電力がシャーシ

にない場合にのみ有効になります。十分な電力が

ある場合、サーバは必要なだけ電力を使用できま

す。

（注）

[Admin Status]フィールド

要求を満たす十分な電力がシャーシにない場合に、サーバ

が使用できる最大ワット数です。

値の範囲は 0～ 10000000です。

[Watts]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ブレードレベル電力制限の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis]の順に展開します。

ステップ 3 サーバ電力使用量を表示するシャーシを選択します。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

•シャーシ内のすべてのサーバの電力使用量を表示するには、[Work]ペインの [Power]タブ
をクリックします。

•シャーシ内の1台のサーバの電力使用量を表示するには、シャーシを展開して目的のサー
バをクリックします。その後、[Work]ペインの [Power]タブをクリックします。

ステップ 5 必要に応じて [Motherboards]ノードを展開し、電力カウンタを表示します。

グローバル電力プロファイリングポリシーの設定

グローバル電力プロファイリングポリシー
グローバル電力プロファイリングポリシーは、電力割り当てをシャーシ内のすべてのサーバに

どのように適用するかを指定します。このポリシーは、グローバル電力割り当てポリシーを

[PolicyDrivenChassisGroupCap]に設定している場合に適用されます。グローバル電力プロファ
イリングポリシーは次のいずれかに設定できます。

• [Disabled]：ブレードの最小/最大電力の制限値は、各コンポーネントの静的消費電力値に
基づき算出されています。

• [Enabled]：ブレードの最小/最大電力の制限値は、サーバディスカバリの一部として測定
されています。これらの値は、ブレードの実際の消費電力とほぼ同じです。

グローバル電力プロファイリングポリシーを有効にした後、最小/最大電力の上限値を取得す
るためにブレードを再認識させる必要があります。

（注）
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グローバル電力プロファイルポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 グローバル電力プロファイルポリシーをイネーブルにするには、[Global Power Profile Policy]
領域で [Profile Power]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

グローバル電力割り当てポリシーの設定

グローバル電力割り当てポリシー
グローバル電力割り当てポリシーを使用すると、ポリシー方式のシャーシグループ電力制限ま

たはブレードレベルの手動電力制限のいずれかの電力割り当て方式をシャーシ内のサーバに適

用できます。

デフォルトのポリシー方式のシャーシグループ電力制限による電力割り当て方式を適用するこ

とを推奨します。

ブレードレベルの手動電力制限の設定に変更を加えると、ポリシー方式のシャーシグループ

電力制限に設定されたグループや設定オプションが失われる結果になります。

重要

グローバル電力割り当てポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。
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ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Global Power Allocation Policy]領域で、Cisco UCSドメインで使用される電力制限管理モード
を設定するために [Allocation Method]フィールドで次のラジオボタンのいずれかをクリック
します。

• [Manual Blade Level Cap]：電力割り当ては、すべてのシャーシの個々のブレードサーバに
設定されます。このオプションを選択した場合、電源グループは作成できません。

• [Policy Driven Chassis Group Cap]：電力割り当ては、関連付けられたサービスプロファイ
ルに含まれる電力制御ポリシーによって、シャーシレベルで設定されます。このオプショ

ンを選択すると、Cisco UCSドメインに 1つ以上のシャーシを含む電源グループを作成で
きます。

デフォルトでは、電力割り当ては電力制御ポリシーによって各シャーシで実行されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

電源投入操作時の電源管理

電源投入時のブート調整

Cisco UCS Managerは、使用可能な電力量に基づいて、できるだけ多くのブレードをブートし
ようとします。ブレードをブートするために必要な電力が使用できない場合、CiscoUCSManager
は有限状態マシン（FSM）の CheckPowerAvailabilityステージでのブートに切り替え、ブレー
ドで「サーバ x/yに電源投入するために使用可能な電力が不足しています」とのエラーが表示
されます。

必要な電力が使用可能になると、FSMはブレードの電源投入を続行します。ブレードの電源が
オフになった後、割り当てられた電力バジェットは再利用されます。

ブレードに割り当てられた電力バジェットが再利用されると、割り当てられた電力は0Wとし
て表示されます。

（注）

制限事項

Cisco UCS Manager外でブレードの電源を入れた場合や、割り当てに使用できる電力が十分に
ない場合は、次の障害が発生します。

Power cap application failed for server x/y

サービスプロファイルの関連付け中の電力割り当て

サービスプロファイルの関連付け中にブレードに割り当てられる電力は、使用されている電力

制御ポリシーと、電力グループから使用可能な電力によって決まります。正常なサービスプロ

ファイルの関連付け中に電力がサーバに割り当てられた後は、ブレードの最小電力制限が保証
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されます。電力制御ポリシーの優先度がno-capに設定されている場合、ブレードには可能な最
大電力制限が割り当てられ、表示されている測定済みの最大電力制限を上回る場合がありま

す。

関連付けられたブレードの優先度がno-capに変更され、最大電力制限を割り当てることができ
ない場合は、次のいずれかのエラーが表示される場合があります。

• PSU-insufficient：PSUに使用可能な電力が不足しています。

• Group-cap-insufficient：グループの制限値がブレードには不足しています。

（注）

電源同期ポリシーの設定

電源同期ポリシー
Cisco UCS Managerには、関連するサービスプロファイルとサーバ間の電源同期の問題に対処
するためにグローバルな（デフォルト）電源同期ポリシーが含まれています。サービスプロ

ファイルの電源状態が、サーバの実際の電源状態と異なる場合、電源同期ポリシーを使用する

と、電源状態を同期することができます。このポリシーを使用すれば、サーバの関連付けられ

たサービスプロファイル上の電源状態をいつ同期するかを制御することができます。電源同期

ポリシーは他の電源関連ポリシーに影響しません。

電源同期ポリシーは、すべてのサービスプロファイルにデフォルトで適用されます。デフォル

トの電源同期ポリシーを削除できませんが、デフォルトのポリシーは編集できます。独自の電

源同期ポリシーを作成し、サービスプロファイルに適用できます。また、サービスプロファ

イルに固有の電源同期ポリシーを作成することもできます。作成したポリシーはデフォルトの

ポリシーよりも常に優先されます。

Cisco UCS Managerでは、サービスプロファイルで参照される電源同期ポリシーがない場合、
関連するサービスプロファイルにエラーが発生します。指定したサービスプロファイルの電

源同期ポリシーを作成するか、またはサービスプロファイルの既存のポリシーへの参照を変更

すると、Cisco UCS Managerではエラーが自動的にクリアされます。

電源同期の動作
Cisco UCS Managerは、サーバの実際の電源状態がオフの場合のみ電源状態を同期します。現
在の電源同期の動作は、シャローアソシエーションの後の実際の電源状態と望ましい電源状態

に基づいています。

たとえば、次のイベントによりシャローアソシエーションが行われます。

•ファブリックインターコネクト（FI）と IOMとの接続切断。
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• IOMのリセット

• FIの停電または再起動

•シャーシの再認識

•シャーシの停電

•サービスプロファイルの変更

次の表では、現在の電源同期動作について説明します。

イベント後の実際の電

源状態

イベント前の実際の電

源状態

望ましい電源状態イベント

ONOFFONシャローアソシエー

ション

OFFOFFOFFシャローアソシエー

ション

ONONONシャローアソシエー

ション

ONONOFFシャローアソシエー

ション

電源同期ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Power Sync Policies]を右クリックし、[Create Power Sync Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Power Sync Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用で
きます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使
用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが

保存された後にこの名前を変更することはで

きません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所と

タイミングについての情報を含めることを推

奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字または
スペースを使用できます。ただし、`（アクセ
ント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引
用符）は使用できません。

[Description]フィールド
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説明名前

物理サーバに関連付けられたサービスプロファ

イルの目的の電源状態を同期できるオプショ

ン。次のいずれかになります。

• [Default Sync]：最初のサーバアソシエー
ション後に、設定変更または管理接続を

行うと、サーバの再アソシエーションを

トリガーします。このオプションは、物

理サーバの電源状態がオフで、任意の電

源状態がオンの場合、必要な電源状態を

物理サーバに同期します。これはデフォ

ルトの動作です。

• [Always Sync]：最初のサーバアソシエー
ションまたはサーバ再アソシエーション

が行われると、このオプションは物理サー

バの電源状態がオンで必要な電源状態が

オフの場合であっても、必要な電源状態

を物理電源状態に同期します。

• [Initial Only Sync]：このオプションは、
サービスプロファイルがサーバに初めて

関連付けられた時やサーバが再稼働する

時にのみ電源状態をサーバに同期します。

このオプションを設定すると、物理サー

バ側から電源状態をリセットしてもサー

ビスプロファイルの任意の電源状態には

影響しません。

[Sync-Option]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

ポリシーはサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにインクルード

します。

電源同期ポリシーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
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ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [root]ノードからサービスプロファイルポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域から [Change Power Sync Policy]をクリックします。

表示される情報は、[Select the Power Sync Policy]ドロップダウンリストの選択内容により異な
ります。次のオプションを選択できます。

• [No Power Sync Policy]：このオプションを選択すると、Cisco UCS Manager GUIは他の情
報を一切表示しません。このオプションを選択すると、CiscoUCSManagerはデフォルトの
電源同期ポリシーを暗黙的に使用します。Cisco UCS Managerは、サービスプロファイル
組織でデフォルトの電源同期ポリシーを検索します。該当するポリシーが見つからない場

合、ルートにあるデフォルトの電源同期ポリシーを使用します。

• [Use an Existing Power Sync Policy]：グローバルポリシーを選択する場合、Cisco UCS
Manager GUIが [Power Sync Policy]ドロップダウンリストが表示され、既存のポリシーを
選択できます。

• [Create a Local Power Sync Policy]：このサービスプロファイルでのみアクセス可能な電源
同期ポリシーを作成するには、このオプションを選択します。また、[Power Sync Policy]
領域の [Create Power Sync Policy]リンクを使用して電源同期ポリシーを作成することもで
きます。

電源同期ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Power Sync Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ラックサーバの電源管理
次のラックサーバでは、パワーキャッピングがサポートされています。

• Cisco UCS C220 M4サーバ

• Cisco UCS C240 M4サーバ

• Cisco UCS C220 M5サーバ

• Cisco UCS C240 M5サーバ

• Cisco UCS C480 M5サーバ

• Cisco UCS C480 M5 MLサーバ

パワーキャッピングは Cisco UCS C125 M5サーバではサポートされません。

UCS Mini電源管理
リモートオフィスとブランチサイトに使用され、一部のサーバ導入用の6324Fabric Interconnect
（FI）でブレードサーバの電源を管理できます。UCS Managerは、6324 Fabric Interconnectと
ともに使用する場合に、デュアルライン電源装置と 110 Vをサポートします。110 V電源はフ
ル装備のシャーシに十分な電力を供給できない場合があるため、110 V使用時の電力配賦を管
理できます。デュアル電源は UCS Mini 6324の AC-48Vと DC-48Vの両方の標準です。
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第 6 章

ブレードサーバハードウェア管理

•ブレードサーバ管理（54ページ）
•ブレードサーバのブート（56ページ）
•サービスプロファイルからのラックマウントサーバのブート （56ページ）
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ブレードサーバ管理
Cisco UCS Managerによって、Cisco UCSドメイン内のすべてのブレードサーバを管理および
モニタできます。電源状態の変更など一部のブレードサーバ管理タスクは、サーバおよびサー

ビスプロファイルから実行できます。

残りの管理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

電源装置は、シャーシのブレードが2台以下の場合、省電力モードになります。3台目のブレー
ドがシャーシに追加され、完全に検出されると、電源装置は通常のモードに戻ります。

シャーシ内のブレードサーバスロットが空の場合、そのスロットに関する情報、エラー、お

よび障害が Cisco UCS Managerから提供されます。サーバミスマッチエラーを解決し、その
スロット内のブレードサーバをCisco UCSManagerで再検出するために、スロットを再認識さ
せることもできます。

ブレードサーバの削除および解放に関するガイドライン

Cisco UCS Managerを使ってブレードサーバを削除するか解放するかを決定する場合は、次の
ガイドラインを考慮してください。

ブレードサーバの解放

物理的に存在し接続されているブレードサーバを一時的に解放するには、構成から一時的に削

除します。サーバ情報の一部は、ブレードサーバが再稼働する場合に備えて、将来使用するた

めに Cisco UCS Managerによって保持されます。

ブレードサーバの削除

削除は、ブレードサーバをシャーシから接続解除して、Cisco UCS Managerから物理的に削除
する（取り外す）場合に実行します。ブレードサーバが物理的に存在し、シャーシに接続して

いるときは、Cisco UCS Managerから削除できません。ブレードサーバの物理的な削除が完了
すると、そのブレードサーバの設定を Cisco UCS Managerで削除できます。

削除時、そのブレードサーバへのアクティブリンクは無効化され、すべてのエントリがデー

タベースから削除されます。サーバは検出時に割り当てられたすべてのサーバプールから自動

的に削除されます。

自動的に削除されるのは、ディスカバリ中に自動的にサーバプールへ追加されたサーバだけで

す。サーバプールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）

削除したブレードサーバを再び設定に追加するには、それを再び接続して検出する必要があり

ます。Cisco UCS Managerに再導入したサーバは新規サーバとみなされ、詳細なディスカバリ
プロセスが実施されます。このため、Cisco UCSManagerによって以前とは異なる新しい IDが
サーバに割り当てられることがあります。
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予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項

サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合は、サーバの物理的な [Power]
または [Reset] ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をすべて使用
できます。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当て

られている場合は、サーバの電源状態の変更は次の方法でのみ行う必要があります。

• Cisco UCS Manager GUIで、サーバに関連付けられたサーバまたはサービスプロファイル
の [General]タブに移動し、[Actions]領域で [Boot Server]または [Shutdown Server]を選
択します。

• Cisco UCS Manager CLIで、サーバ、またはサーバに関連付けられたサービスプロファイ
ルに対して power upまたは power downコマンドを使用します。

電源がオフになっている関連サーバには、次のオプションのいずれも使用しないでください。

• GUIの [Reset]

• cycle cycle-immediateまたは CLIのreset hard-reset-immediate

•サーバの物理的な [Power] または [Reset] ボタン

重要

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーバ

の物理的な [Power]ボタンを使用すると、サーバの実際の電力状態がサービスプロファイルで
必要とされる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバとCiscoUCSManager
間の通信が中断したり、サービスプロファイルの設定が変更されると、Cisco UCS Managerに
よって、必要とされる電源の状態がサービスプロファイルからサーバに適用される場合があ

り、この結果予期しない電力変化が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があ

ります。

通信が中断された後のサーバ

の電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オンPowered Offアップ

電源オン

実行中のサーバは、

サービスプロファイ

ルに必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンダウン
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ブレードサーバのブート
[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャット
ダウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表
示されます。

サービスプロファイルからのラックマウントサーバの

ブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは
[up]ステータスが表示されます。
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ブレードサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [BootOrderDetails]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[ConfiguredBootOrder]タブをクリッ
クします。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[ActualBoot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示さ
れます。

（注）

ブレードサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [ShutdownServer]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

サービスプロファイルに関連付けられたブレードサーバをシャットダウンすると、VIFダウ
ンアラート F0283および F0479が自動的に制限されます。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オ
フ状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [ShutdownServer]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [down]
ステータスまたは [power-off]ステータスが表示されます。
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ブレードサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信され
ます。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。

オペレーティングシステムがグレースフルシャットダウンをサポートしていない場合は、サー

バの電源を切ってから入れ直します。サーバをリセットする前に、Cisco UCS Managerにすべ
ての管理操作を完了させるオプションでは、それらの操作がサーバのリセット前に完了する保

証はありません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電

源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクションを
選択します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意）このサーバの保留中の管理操作を Cisco UCS Managerによってすべて完了させる
場合は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]
タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

ブレードサーバの出荷時のデフォルト設定へのリセット
ブレードサーバを出荷時の設定にリセットできるようになりました。デフォルトでは、出荷時

へのリセット操作は、ストレージドライブおよび flexflashドライブに影響しません。これは
データの損失を防止するためです。ただし、これらのデバイスを既知の状態にリセットするこ

ともできます。
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ストレージデバイスをリセットすると、データが失われる可能性があります。重要

サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 出荷時のデフォルト設定にリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Reset to Factory Default]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

ステップ 7 表示される [Maintenance Server]ダイアログボックスから適切なオプションを選択します。

•すべてのストレージを削除するには、[Scrub Storage]チェックボックスを選択します。

•すべてのストレージを削除してからすべてのディスクを初期状態に戻すには、[Create Initial
Volumes]チェックボックスを選択します。

[Scrub Storage]チェックボックスを選択した場合のみ、このチェックボックスを選択でき
ます。JBODをサポートするサーバの場合、ディスクは JBOD状態になります。JBODを
サポートしないサーバの場合、各ディスクはディスク内のすべての領域を占有する単一

R0ボリュームで初期化されます。

ストレージプロファイルを使用するには、[Create InitialVolumes]ボックスを選択
しないでください。ストレージプロファイルを使用しているときに初期ボリュー

ムを作成すると、設定エラーが発生する可能性があります。

重要

•すべての flexflashストレージを削除するには、[Scrub FlexFlash]チェックボックスを選択
します。

Cisco UCS Managerサーバを出荷時のデフォルト設定にリセットします。

ブレードサーバの再確認
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出する必要がある場合は、次の手順

を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け

出せなくなっている場合に、この手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Re-acknowledge]をクリックし、次に [OK]をクリック
します。

Cisco UCS Managerはサーバを切断し、その後、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファ
ブリックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合があ

ります。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータス
が表示されます。

シャーシからのサーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 シャーシから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ステップ 7 シャーシの物理的な配置場所で、スロットからサーバハードウェアを取り外します。

サーバハードウェアの取り外し方法については、お使いのシャーシの『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

次のタスク

ブレードサーバを物理的に再設置する場合は、Cisco UCS Managerにそのサーバを再検出させ
るために、スロットの確認応答を再び行う必要があります。
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詳細については、「シャーシ内のサーバスロットの再確認（64ページ）」を参照してくださ
い。

ブレードサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、ブレードサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このア
クションがグレー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプー
ル名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約1分後、サーバCIMC
が自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ブレードサーバの解放

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。
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サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

次のタスク

ブレードサーバを物理的に再設置する場合は、Cisco UCS Managerにそのサーバを再検出させ
るために、スロットの確認応答を再び行う必要があります。

詳細については、「シャーシ内のサーバスロットの再確認（64ページ）」を参照してくださ
い。

存在しないブレードサーバエントリの削除
サーバを解放してサーバハードウェアを物理的に取り外したら、次の手順を実行します。この

手順では、[Decommissioned (デコミッション)]タブからブレードサーバの既存の古いエントリ
を削除します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 3 リストから削除する各ブレードサーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオ
ンにしてから、[Save Changes]をクリックします。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ブレードサーバの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 5 再稼動する各ブレードサーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオンにして
から、[Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ステップ 7 （任意）サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

シャーシ内のサーバスロットの再確認
物理ハードウェアをシャーシから取り外さずにブレードサーバをデコミッションした場合、

Cisco UCS Managerにサーバを再検出させて再稼働させるために、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 スロットを再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Managerに [Resolve Slot Issue]ダイアログボックスが表示された場合は、次のいずれ
かの手順を実行します。

説明オプション

このリンクをクリックして、確認ダイアログボックスで [Yes]をク
リックします。CiscoUCSManagerがスロットを再認識し、スロット
内のサーバを検出します。

[Situation]領域の [here]
リンク

[General]タブに移動するには、このボタンをクリックします。
[Actions]領域の [Reacknowledge Slot]リンクを使用すると、CiscoUCS

OK

Managerでスロットを再確認し、スロット内のサーバを検出できま
す。

存在しないブレードサーバの設定データベースからの削

除
サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。

サーバが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。

サーバを物理的に削除するには、シャーシからのサーバの削除（61ページ）を参照してくだ
さい。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除しま
す。サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

ブレードサーバのロケータ LEDの切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを点灯します。
• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを消灯します。
• [Turn on Master Locator LED]：Cisco UCS B460 M4ブレードサーバで、マスターノード
の LEDを点灯します。

• [Turn offMaster Locator LED]：CiscoUCSM4ブレードサーバで、マスターノードのLED
を消灯します。

• [Turn on Slave Locator LED]：Cisco UCS B460 M4ブレードサーバで、スレーブノードの
LEDを点灯します。

• [Turn off Locator LED]：Cisco UCS B460 M4ブレードサーバで、スレーブノードの LED
を消灯します。
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ブレードサーバのローカルディスクロケータ LEDのオ
ン/オフ切り替え

始める前に

•ディスクが配置されるサーバの電源が投入されていることを確認します。サーバがオフの
場合、ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えることはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブの順にクリックします。

ストレージコントローラインベントリが表示されます。

ステップ 5 ディスクをクリックします。
ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 6 [Details]領域で、[Toggle Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が [On]の場合は、[Off]に切り替わります。[Locator LED]の状態が [Off]
の場合は、[On]に切り替わります。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

ブレードサーバの CMOSのリセット
場合によっては、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要になること
があります。CMOSのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
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ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[ResetCMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

ブレードサーバの CIMCのリセット
ファームウェアの場合、サーバのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要にな
ることがあります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMC
のリセット後、CIMCは、そのサーバで実行中のバージョンのファームウェアを使ってリブー
トします。

CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまで、Cisco UCSの電力モニタリング機能が
短時間使用不能になります。通常は 20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超
える可能性があります。低い電力制限が設定された環境で、設定された電力キャップを超えな

いようにするには、CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してく
ださい。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]
をクリックします。

ブレードサーバの TPMのクリア
TPMがサポートされている Cisco UCS M4以降のブレードサーバおよびラックマウントサー
バでのみ、TPMをクリアできます。

TPMのクリアは危険性のある操作です。OSが起動を停止することがあります。また、データ
を損失する可能性もあります。

注意

始める前に

TPMが有効である必要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 TPMをクリアするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Clear TPM]をクリックし、[OK]をクリックします。

ブレードサーバの POST結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示
できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。

[POST Results]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表
示されます。

ステップ 6 （任意）アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

ブレードサーバからの NMIの発行
システムが応答しないままになっており、Cisco UCSManagerで、CIMCからBIOSまたはオペ
レーティングシステムに NMI（マスク不能割り込み）を発行する必要がある場合は、次の手
順を実行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティング

システム応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Diagnostic Interrupt]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。

ブレードサーバのヘルスイベントの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ヘルスイベントを表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Health]タブをクリックします。

このサーバでトリガーされたヘルスイベントが表示されます。このタブのフィールドは次のと

おりです。

説明名前

[Health Summary]領域

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのヘルスイベントのカンマ区切りの名前。

[Health Qualifier]フィールド
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説明名前

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのステータスイベントの最高重大度。次の

いずれかになります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Health Severity]フィールド

[Health Details]領域

ヘルスイベントの重大度。次のいずれかにな

ります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Severity]カラム

ヘルスイベントの名前。[Name]カラム

ヘルスイベントの詳細。[Description]カラム

ヘルスイベントの現在の値。[Value]カラム

[Details]領域には、[Health Details]領域で選択
するヘルスイベントの [Name]、[Description]
、[Severity]および [Value]の詳細が表示され
ます。

[Details]領域
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ヘルス LEDアラーム
ブレードヘルス LEDは、各 Cisco UCS Bシリーズブレードサーバの前面にあります。Cisco
UCS Managerを使用すると、ブレードヘルス LEDの色が緑色からオレンジ色、または点滅し
ているオレンジ色に変わるセンサーの障害を確認できます。

ヘルス LEDアラームには次の情報が表示されます。

説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

• [クリティカル（Critical）]：ブレードヘルス LEDがオレ
ンジで点滅します。これは赤色のドットで示されます。

• [Minor]：ブレードヘルスLEDがオレンジに点灯します。
これはオレンジ色のドットで示されます。

[Severity]カラム

アラームの簡単な説明。[Description]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[Sensor ID]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[Sensor Name]カラム

ヘルス LEDアラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ヘルス LEDアラームを表示する対象のサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[View Health LED Alarms]をクリックします。

[View Health LED Alarms]ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LEDアラームが一
覧表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして、[View Health LED Alarms]ダイアログボックスを閉じます。
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Smart SSD
CiscoUCSManagerリリース 3.1(3)から、SSDヘルスのモニタリングがサポートされています。
この機能は Smart SSDと呼ばれます。消耗ステータス（日数）、残り耐用期間のパーセンテー
ジなどのプロパティに関する統計情報が表示されます。プロパティごとに最小値、最大値、平

均値が記録され、表示されます。この機能では、プロパティのしきい値制限も表示されます。

Smart SSD機能は、一部の SSDでのみサポートされています。HDDではサポートされていま
せん。

（注）

サポートされる SSDの SATAレンジは次のとおりです。

• Intel

• Samsung

• Micron

サポートされる SSDの SASレンジは次のとおりです。

•東芝

• Sandisk

• Samsung

• Micron

• SAS SSDでは [Power-On Hours]と [Power Cycle Count]は使用できません。

• Smart SSD機能はM4サーバ以降でのみサポートされています。

（注）

SSDヘルスのモニタリング

手順

ステップ 1 [Equipment (機器)] > [Rack-Mounts (ラックマウント)] > [Servers (サーバ)] > [Server Number
(サーバ番号)] > [Inventory (インベントリ)] > [Storage (ストレージ)]に移動します。

ステップ 2 SSDヘルスを表示するコントローラコンポーネントをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Statistics]タブをクリックします。

ステップ 4 ヘルスプロパティを表示する SSDをクリックします。

次の値を確認します。
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• [PercentageLifeLeft]：耐用期間を表示します。これにより、必要に応じてアクションを実
行できます。

• [PowerCycleCount]：サーバのリブートで SSDの電源が再投入された回数を示します。

• [PowerOnHours]：SSDの電源がオンになっている期間を示します。要件に基づいて SSD
を交換するか、またはオフにできます。

他のプロパティが変化した場合は、更新後の [PowerOnHours]が表示されます。（注）

• [WearStatusInDays]：特定の時点でのワークロード特性に基づいて、SSDの消耗状況に関す
るガイダンスが示されます。

これらの値は 1時間ごとに更新されます。

これらの値に対してしきい値制限を指定できます。これにより、値がそのしきい

値制限に達するかまたは超過するとエラーとなります。Smart SSD機能は温度を
追跡します。温度がしきい値制限 (90°C)を超え、これが原因でディスクが劣化状
態になり、劣化の理由が通知されると、エラーを示します。

（注）
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第 7 章

ラックマウントサーバハードウェア管理

•ラックマウントサーバ管理（76ページ）
•ラックエンクロージャサーバ管理（76ページ）
•ラックマウントサーバの削除および解放に関するガイドライン（77ページ）
•予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項（78ページ）
•ラックマウントサーバのブート（79ページ）
•サービスプロファイルからのラックマウントサーバのブート （80ページ）
•ラックマウントサーバのブート順序の決定（80ページ）
•ラックマウントサーバのシャットダウン（81ページ）
•サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン （82ページ）
•ラックマウントサーバのリセット（82ページ）
•ラックマウントサーバの出荷時のデフォルト設定へのリセット（83ページ）
•ラックマウントサーバの再確認（84ページ）
•ラックマウントサーバからのインバンド設定の削除（85ページ）
•ラックマウントサーバの解放（85ページ）
•ラックマウントサーバの再稼動（86ページ）
•ラックマウントサーバの番号付け直し（86ページ）
•存在しないラックマウントサーバの設定データベースからの削除（87ページ）
•ラックマウントサーバのロケータ LEDの切り替え（88ページ）
•ラックマウントサーバのローカルディスクロケータ LEDのオン/オフ切り替え（88ペー
ジ）

•ラックマウントサーバの CMOSのリセット（89ページ）
•ラックマウントサーバの CIMCのリセット（90ページ）
•ラックマウントサーバの TPMのクリア（90ページ）
•ラックマウントサーバからの NMIの発行（91ページ）
•ラックマウントサーバのヘルスイベントの表示（91ページ）
•ラックマウントサーバの POST結果の表示（93ページ）
• Power Transition Logの表示（93ページ）
• Cisco UCS C125 M5サーバスロット IDの表示（94ページ）

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
75



ラックマウントサーバ管理
CiscoUCSManagerを使用して、CiscoUCSドメインに統合されているすべてのラックマウント
サーバを管理およびモニタすることができます。電力制限を除くすべての管理およびモニタリ

ング機能がラックマウントサーバでサポートされます。電源状態の変更など一部のラックマウ

ントサーバ管理タスクは、サーバとサービスプロファイルの両方から行うことができます。

残りの管理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

Cisco UCS Managerは、検出された各ラックマウントサーバに関する情報、エラー、および障
害を提供します。

サポートされる Cisco UCSラックマウントサーバと Cisco UCSManagerとの統合方法について
は、ご使用の Cisco UCS Managerのリリースに応じた Cisco UCS Cシリーズサーバ統合ガイド
または Cisco UCS Sシリーズサーバ統合ガイドを参照してください。

ヒント

ラックエンクロージャサーバ管理
このガイドで特に明記されていない限り、リリース4.0(1a)以降のCisco UCS ManagerではCisco
UCS C125 M5サーバの既存の機能すべてがサポートされます。

Cisco UCS C125 M5サーバは Cisco UCS C4200シリーズラックサーバシャーシに収容されて
います。各 Cisco UCS C4200シリーズラックサーバシャーシは、2〜 4個の Cisco UCS C125
M5サーバノードをサポートします。Cisco UCS C125 M5サーバノードを管理するため、Cisco
UCS Managerは以下をサポートします。

•ラック：

Cisco UCS ManagerGUIパス -[Equipment] > [Rack-Mounts] > [Enclosures]

示CiscoUCSManagerにより管理されているすべてのCiscoUCSC4200シリーズラックサー
バシャーシのリストを表示します。

• [Rack Enclosure]rack_enclosure_number:

Cisco UCS Manager GUIパス：Equipment > Rack-Mounts > Enclosures > Rack Enclosure
rack_enclosure_number

各[Rack Enclosure]は、1個の Cisco UCS C4200シリーズラックサーバシャーシであり、
最大 4つのCisco UCS C125 M5サーバノード、4つのファンユニット、2つの PSUを含む
ことができます。サーバのスロット IDについては、Cisco UCS C125 M5サーバスロット
IDの表示（94ページ）を参照してください。

Cisco UCS C125 M5サーバは、[Rack Enclosure]rack_enclosure_numberから他のラックサーバ
と同じ方法で管理できます。
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Cisco UCS C125 M5サーバでは Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトおよ
び Fabric Interconnect 6300シリーズのみをサポートします。

（注）

ラックマウントサーバの削除および解放に関するガイド

ライン
Cisco UCS Managerを使ってラックマウントサーバを削除するか解放するかを決定する場合
は、次のガイドラインを考慮してください。

ラックマウントサーバの解放

解放は、ラックマウントサーバが物理的に存在し接続されているが、一時的に設定から削除す

る必要がある場合に実行します。解放されたラックマウントサーバは最終的に再稼働すること

が予測されるので、サーバの情報部分は、将来の使用に備え、Cisco UCS Managerによって保
持されます。

ラックマウントサーバの削除

削除は、ラックマウントサーバをファブリックエクステンダから接続解除して、システムか

ら物理的に削除する（取り外す）場合に実行します。ラックマウントサーバが物理的に存在

し、ファブリックエクステンダに接続しているときは、Cisco UCS Managerから削除できませ
ん。ラックマウントサーバの接続を解除した後、その設定をCisco UCSManagerから削除でき
ます。

削除時、管理インターフェイスは接続解除され、すべてのエントリがデータベースから削除さ

れます。サーバは検出時に割り当てられたすべてのサーバプールから自動的に削除されます。

自動的に削除されるのは、検出時に自動的にサーバプールに追加されたサーバだけです。サー

バプールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）

削除したラックマウントサーバを再び設定に追加する場合は、それを再接続して再度検出する

必要があります。CiscoUCSManagerに再導入したサーバは新規サーバとみなされ、詳細なディ
スカバリプロセスが実施されます。このため、Cisco UCS Managerによって以前とは異なる新
しい IDがサーバに割り当てられることがあります。
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予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項
サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合は、サーバの物理的な [Power]
または [Reset] ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をすべて使用
できます。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当て

られている場合は、サーバの電源状態の変更は次の方法でのみ行う必要があります。

• Cisco UCS Manager GUIで、サーバに関連付けられたサーバまたはサービスプロファイル
の [General]タブに移動し、[Actions]領域で [Boot Server]または [Shutdown Server]を選
択します。

• Cisco UCS Manager CLIで、サーバ、またはサーバに関連付けられたサービスプロファイ
ルに対して power upまたは power downコマンドを使用します。

電源がオフになっている関連サーバには、次のオプションのいずれも使用しないでください。

• GUIの [Reset]

• cycle cycle-immediateまたは CLIのreset hard-reset-immediate

•サーバの物理的な [Power] または [Reset] ボタン

重要

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーバ

の物理的な [Power]ボタンを使用すると、サーバの実際の電力状態がサービスプロファイルで
必要とされる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバとCiscoUCSManager
間の通信が中断したり、サービスプロファイルの設定が変更されると、Cisco UCS Managerに
よって、必要とされる電源の状態がサービスプロファイルからサーバに適用される場合があ

り、この結果予期しない電力変化が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があ

ります。

通信が中断された後のサーバ

の電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オンPowered Offアップ

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
78

ラックマウントサーバハードウェア管理

予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項



通信が中断された後のサーバ

の電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オン

実行中のサーバは、

サービスプロファイ

ルに必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンダウン

ラックマウントサーバのブート
[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャット
ダウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表
示されます。
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サービスプロファイルからのラックマウントサーバの

ブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは
[up]ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 5 [BootOrderDetails]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[ConfiguredBootOrder]タブをクリッ
クします。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[ActualBoot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示さ
れます。

（注）

ラックマウントサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オ
フ状態が表示されます。
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サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [ShutdownServer]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [down]
ステータスまたは [power-off]ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信され
ます。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。

オペレーティングシステムがグレースフルシャットダウンをサポートしていない場合は、サー

バの電源を切ってから入れ直します。サーバをリセットする前に、Cisco UCS Managerにすべ
ての管理操作を完了させるオプションでは、それらの操作がサーバのリセット前に完了する保

証はありません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電

源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクションを
選択します。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意）このサーバの保留中の管理操作を Cisco UCS Managerによってすべて完了させる
場合は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]
タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

ラックマウントサーバの出荷時のデフォルト設定へのリ

セット
ラックマウントサーバを出荷時の設定にリセットできるようになりました。デフォルトでは、

出荷時へのリセット操作は、ストレージドライブおよび flexflashドライブなどのストレージに
影響しません。これはデータの損失を防止するためです。ただし、これらのデバイスを既知の

状態にリセットすることもできます。

ストレージデバイスをリセットすると、データが失われる可能性があります。重要

サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）
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ステップ 3 出荷時のデフォルト設定にリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Reset to Factory Default]をクリックし、[OK]をクリック
します。

ステップ 7 表示される [Maintenance Server]ダイアログボックスから適切なオプションを選択します。

•すべてのストレージを削除するには、[Scrub Storage]チェックボックスを選択します。

•すべてのストレージを削除してからすべてのディスクを初期状態に戻すには、[Create Initial
Volumes]チェックボックスを選択します。

[Scrub Storage]チェックボックスを選択した場合のみ、このチェックボックスを選択でき
ます。JBODをサポートするサーバの場合、ディスクは JBOD状態になります。JBODを
サポートしないサーバの場合、各ディスクはディスク内のすべての領域を占有する単一

R0ボリュームで初期化されます。

ストレージプロファイルを使用するには、[Create InitialVolumes]チェックボック
スを選択しないでください。ストレージプロファイルを使用しているときに初期

ボリュームを作成すると、設定エラーが発生する可能性があります。

重要

•すべての flexflashストレージを削除するには、[Scrub FlexFlash]チェックボックスを選択
します。

Cisco UCS Managerサーバを出荷時のデフォルト設定にリセットします。

ラックマウントサーバの再確認
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出する必要がある場合は、次の手順

を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け

出せなくなっている場合に、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Re-acknowledge]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerサーバを切断し、その後、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブ
リックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合があり

ます。サーバが認識されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータス
が表示されます。

ラックマウントサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、ラックサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアク
ションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプー
ル名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除してから約1分後に、サー
バ CIMCが自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ラックマウントサーバの解放

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
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（注） Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ラックエンクロージャから最後のCiscoUCSC125M5サーバを使用停止にする場合、
Cisco UCS Managerは [navigation]ペインからすべての Rack Enclosure
rack_enclosure_numberエントリを削除します。

（注）

ラックマウントサーバの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]で、[Rack-Mounts]ノードを選択します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
b) [Save Changes]をクリックします

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 6 （任意）サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

ラックマウントサーバの番号付け直し

始める前に

サーバ間で IDを交換する場合は、まず両方のサーバを解放し、サーバ解放 FSMが完了するの
を待ってから、番号の再設定手順に進みます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 [Servers]ノードを展開し、以下が含まれていないことを確認します。

•番号を付け直すラックマウントサーバ

•使用する番号を持つラックマウントサーバ

これらのサーバのいずれかが [Servers]ノードに表示されている場合は、それらのサーバを解放
します。続行前に、解放 FSMが完了し、サーバがノードにリストされなくなるまで待機する
必要があります。これには数分かかる場合があります。

ステップ 4 番号を付け直すラックマウントサーバを選択します。

ステップ 5 [Equipment]タブで [Rack-Mounts]ノードをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 7 番号を付け直す各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [ID]フィールド内でダブルクリックし、ラックマウントサーバに割り当てる新しい番号を
入力します。

b) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
c) [Save Changes]をクリックします

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 （任意）サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

存在しないラックマウントサーバの設定データベースか

らの削除
サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。

サーバが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
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（注） Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除しま
す。サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

ラックマウントサーバのロケータ LEDの切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]
• Turn off Locator LED

ラックマウントサーバのローカルディスクロケータLED
のオン/オフ切り替え

始める前に

•ディスクが配置されるサーバの電源が投入されていることを確認します。サーバがオフの
場合、ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えることはできません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブの順にクリックします。

ストレージコントローラインベントリが表示されます。

ステップ 5 ディスクをクリックします。
ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 6 [Details]領域で、[Toggle Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が [On]の場合は、[Off]に切り替わります。[Locator LED]の状態が [Off]
の場合は、[On]に切り替わります。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

ラックマウントサーバの CMOSのリセット
場合によっては、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要になること
があります。CMOSのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[ResetCMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。
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ラックマウントサーバの CIMCのリセット
ファームウェアの場合、サーバのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要にな
ることがあります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMC
のリセット後、CIMCは、そのサーバで実行中のバージョンのファームウェアを使ってリブー
トします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]
をクリックします。

ラックマウントサーバの TPMのクリア
TPMがサポートされている Cisco UCS M4以降のブレードサーバおよびラックマウントサー
バでのみ、TPMをクリアできます。

TPMのクリアは危険性のある操作です。OSが起動を停止することがあります。また、データ
を損失する可能性もあります。

注意

始める前に

TPMが有効である必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
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（注） Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 TPMをクリアするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Clear TPM]をクリックし、[OK]をクリックします。

ラックマウントサーバからの NMIの発行
システムが応答しないままになっており、Cisco UCSManagerで、CIMCからBIOSまたはオペ
レーティングシステムに NMI（マスク不能割り込み）を発行する必要がある場合は、次の手
順を実行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティング

システム応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで [Diagnostic Interrupt]をクリックし、[OK]をクリックしま
す。

Cisco UCS Manager BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。

ラックマウントサーバのヘルスイベントの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
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（注） Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ヘルスイベントを表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Health]タブをクリックします。

このサーバでトリガーされたヘルスイベントが表示されます。このタブのフィールドは次のと

おりです。

説明名前

[Health Summary]領域

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのヘルスイベントのカンマ区切りの名前。

[Health Qualifier]フィールド

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのステータスイベントの最高重大度。次の

いずれかになります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Health Severity]フィールド

[Health Details]領域

ヘルスイベントの重大度。次のいずれかにな

ります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Severity]カラム
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説明名前

ヘルスイベントの名前。[Name]カラム

ヘルスイベントの詳細。[Description]カラム

ヘルスイベントの現在の値。[Value]カラム

[Details]領域には、[Health Details]領域で選択
するヘルスイベントの [Name]、[Description]
、[Severity]および [Value]の詳細が表示され
ます。

[Details]領域

ラックマウントサーバの POST結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示
できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。

[POST Results]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表
示されます。

ステップ 6 （任意）アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

Power Transition Logの表示
Power Transition Logを確認できます。このログには、最後の 5つのサーバの電力遷移が表示
されます。表示される情報には、[Power Change Source]や [Timestamp]などがあります。
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一意の電力遷移イベントだけが表示されます。UCSMにより開始された電力遷移の場合、電力
遷移を引き起こした FSMが表示されます。

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers]を選択します。

ステップ 2 Power Transition Logを表示するサーバを選択します。

[General]タブに [Power Transition Log]が表示されます。

Cisco UCS C125 M5サーバスロット IDの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure][rack_enclosure_number]の順に
展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Slots]タブをクリックします。
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第 8 章

S3X60サーバノードハードウェア管理

• Cisco UCS S3260サーバノードの管理（96ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードのブート（96ページ）
•サービスプロファイルからの Cisco UCS S3260サーバのブート （96ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードのブート順序の決定（97ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードのシャットダウン（98ページ）
•サービスプロファイルからの Cisco UCS S3260サーバノードのシャットダウン （98ペー
ジ）

• Cisco UCS S3260サーバノードのリセット（99ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードの出荷時のデフォルト設定へのリセット（100ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードの再認識（101ページ）
•シャーシからの Cisco UCS S3260サーバノードの削除（102ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードからのインバンド設定の削除（102ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードの稼働停止（103ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードの再稼動（103ページ）
•サーバスロットの再認識 S3260シャーシ（104ページ）
•存在しない Cisco UCS S3260サーバノードの設定データベースからの削除（104ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードのロケータ LEDのオン/オフ切り替え（105ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードのローカルディスクロケータ LEDのオン/オフ切り替え（
105ページ）

• Cisco UCS S3260サーバノードの CIMCのリセット（106ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードの CMOSのリセット（107ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードからの NMIの発行（107ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードの POST結果の表示（108ページ）
• Cisco UCS S3260サーバノードのヘルスイベントの表示（108ページ）
•ヘルス LEDアラーム（110ページ）
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Cisco UCS S3260サーバノードの管理
Cisco UCS Managerを使用して、Cisco UCSドメインのCisco UCS S3260サーバノードすべてを
管理およびモニタできます。電源状態の変更など一部のサーバ管理タスクは、サーバおよび

サービスプロファイルから実行できます。

残りの管理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

シャーシ内のサーバスロットが空の場合、そのスロットに関する情報、エラー、および障害が

Cisco UCSManagerから提供されます。サーバミスマッチエラーを解決し、そのスロット内の
サーバを再検出するために、スロットを再認識させることもできます。

Cisco UCS S3260サーバノードのブート
[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャット
ダウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表
示されます。

サービスプロファイルからの Cisco UCS S3260サーバの
ブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
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ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織、または適切なサービスプロファイルが含まれている
組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは
[up]ステータスが表示されます。

Cisco UCS S3260サーバノードのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [BootOrderDetails]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[ConfiguredBootOrder]タブをクリッ
クします。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[ActualBoot
Order]タブをクリックします。
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Cisco UCS S3260サーバノードのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [ShutdownServer]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オ
フ状態が表示されます。

サービスプロファイルからのCisco UCS S3260サーバノー
ドのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [ShutdownServer]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 関連付けられているサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 シャットダウンするサーバと関連付けられたサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [down]
ステータスまたは [power-off]ステータスが表示されます。

Cisco UCS S3260サーバノードのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信され
ます。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。

オペレーティングシステムがグレースフルシャットダウンをサポートしていない場合は、サー

バの電源を切ってから入れ直します。サーバをリセットする前に、Cisco UCS Managerにすべ
ての管理操作を完了させるオプションでは、それらの操作がサーバのリセット前に完了する保

証はありません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電

源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクションを
選択します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意）このサーバの保留中の管理操作を Cisco UCS Managerによってすべて完了させる
場合は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]
タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。
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Cisco UCS S3260サーバノードの出荷時のデフォルト設定
へのリセット

Cisco UCS S3260サーバノードを出荷時の設定にリセットできるようになりました。デフォル
トでは、出荷時へのリセット操作は、ストレージドライブに影響しません。これはデータの損

失を防止するためです。ただし、これらのデバイスを既知の状態にリセットすることもできま

す。

次のガイドラインは、スクラブポリシーを使用する場合に Cisco UCS S3260サーバノードに
適用されます。

• Cisco UCS S3260サーバノードでは、スクラブポリシーを使用してストレージを削除する
ことはできません。

• Cisco UCS S3260サーバノードでは、FlexFlashドライブはサポートされていません。

• Cisco UCS S3260サーバノードで行える操作は、スクラブポリシーを使用した BIOSのリ
セットのみです。

ストレージデバイスをリセットすると、データが失われる可能性があります。重要

サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 出荷時のデフォルト設定にリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Reset to Factory Default]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

ステップ 7 表示される [Maintenance Server]ダイアログボックスから適切なオプションを選択します。

•すべてのストレージを削除するには、[Scrub Storage]チェックボックスを選択します。

Cisco UCS S3260サーバノードでは、スクラブポリシーを使用してストレージを
削除することはできません。

（注）
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•すべてのストレージを削除してからすべてのディスクを初期状態に戻すには、[Create Initial
Volumes]チェックボックスを選択します。

[Scrub Storage]チェックボックスを選択した場合のみ、このチェックボックスを選択でき
ます。JBODをサポートするサーバの場合、ディスクは JBOD状態になります。JBODを
サポートしないサーバの場合、各ディスクはディスク内のすべての領域を占有する単一

R0ボリュームで初期化されます。

ストレージプロファイルを使用するには、[Create InitialVolumes]ボックスを選択
しないでください。ストレージプロファイルを使用しているときに初期ボリュー

ムを作成すると、設定エラーが発生する可能性があります。

重要

Cisco UCS Managerサーバを出荷時のデフォルト設定にリセットします。

Cisco UCS S3260サーバノードの再認識
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出する必要がある場合は、次の手順

を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け

出せなくなっている場合に、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Re-acknowledge]をクリックし、次に [OK]をクリック
します。

Cisco UCS Managerはサーバを切断し、その後、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファ
ブリックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合があ

ります。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータス
が表示されます。
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シャーシからの Cisco UCS S3260サーバノードの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 シャーシから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ステップ 7 シャーシの物理的な配置場所で、スロットからサーバハードウェアを取り外します。

サーバハードウェアの取り外し方法については、お使いのシャーシの『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

次のタスク

サーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再認識して、Cisco UCS Managerにこの
サーバを再検出させる必要があります。

Cisco UCS S3260サーバノードからのインバンド設定の削
除

この手順では、ブレードサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このア
クションがグレー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
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サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプー
ル名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約1分後、サーバCIMC
が自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

Cisco UCS S3260サーバノードの稼働停止

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

次のタスク

サーバを物理的に取り付けなおす場合は、Cisco UCS Managerにスロットを再認識させ、その
サーバを再検出させる必要があります。

Cisco UCS S3260サーバノードの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各サーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオンにしてから、
[Save Changes]をクリックします。
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ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 6 （任意）サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

サーバスロットの再認識 S3260シャーシ
物理ハードウェアをシャーシから取り外さずにサーバの稼働を中止した場合、CiscoUCSManager
にサーバを再検出させ、再認識させるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 スロットを再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Managerに [Resolve Slot Issue]ダイアログボックスが表示された場合は、次のいずれ
かの手順を実行します。

説明オプション

このリンクをクリックして、確認ダイアログボックスで [Yes]をク
リックします。CiscoUCSManagerがスロットを再認識し、スロット
内のサーバを検出します。

[Situation]領域の [here]
リンク

[General]タブに移動するには、このボタンをクリックします。
[Actions]領域の [Reacknowledge Slot]リンクを使用すると、CiscoUCS

OK

Managerでスロットを再確認し、スロット内のサーバを検出できま
す。

存在しない Cisco UCS S3260サーバノードの設定データ
ベースからの削除

サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。

サーバが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。

サーバを物理的に削除するには、シャーシからの Cisco UCS S3260サーバノードの削除（102
ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除しま
す。サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

Cisco UCS S3260サーバノードのロケータ LEDのオン/オフ
切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを点灯します。
• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを消灯します。

Cisco UCS S3260サーバノードのローカルディスクロケー
タ LEDのオン/オフ切り替え

始める前に

•ディスクがゾーン分割されていることを確認します。ゾーン分割されていないディスクで
は、ロケータ LEDのオンおよびオフはできません。
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•ディスクが配置されるサーバの電源が投入されていることを確認します。サーバがオフの
場合、ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えることはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブの順にクリックします。

ストレージコントローラインベントリが表示されます。

ステップ 5 ディスクをクリックします。
ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 6 [Details]領域で、[Toggle Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が [On]の場合は、[Off]に切り替わります。[Locator LED]の状態が [Off]
の場合は、[On]に切り替わります。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS S3260サーバノードの CIMCのリセット
ファームウェアの場合、サーバのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要にな
ることがあります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMC
のリセット後、CIMCは、そのサーバで実行中のバージョンのファームウェアを使ってリブー
トします。

CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまで、Cisco UCSの電力モニタリング機能が
短時間使用不能になります。通常は 20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超
える可能性があります。低い電力制限が設定された環境で、設定された電力キャップを超えな

いようにするには、CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してく
ださい。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
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ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]
をクリックします。

Cisco UCS S3260サーバノードの CMOSのリセット
場合によっては、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要になること
があります。CMOSのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[ResetCMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

Cisco UCS S3260サーバノードからの NMIの発行
システムが応答しないままになっており、Cisco UCSManagerで、CIMCからBIOSまたはオペ
レーティングシステムに NMI（マスク不能割り込み）を発行する必要がある場合は、次の手
順を実行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティング

システム応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Diagnostic Interrupt]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。
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Cisco UCS Manager BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。

Cisco UCS S3260サーバノードの POST結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示
できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。

[POST Results]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表
示されます。

ステップ 6 （任意）アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

Cisco UCS S3260サーバノードのヘルスイベントの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ヘルスイベントを表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Health]タブをクリックします。

このサーバでトリガーされたヘルスイベントが表示されます。このタブのフィールドは次のと

おりです。

説明名前

[Health Summary]領域
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説明名前

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのヘルスイベントのカンマ区切りの名前。

[Health Qualifier]フィールド

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのステータスイベントの最高重大度。次の

いずれかになります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Health Severity]フィールド

[Health Details]領域

ヘルスイベントの重大度。次のいずれかにな

ります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Severity]カラム

ヘルスイベントの名前。[Name]カラム

ヘルスイベントの詳細。[Description]カラム

ヘルスイベントの現在の値。[Value]カラム
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説明名前

[Details]領域には、[Health Details]領域で選択
するヘルスイベントの [Name]、[Description]
、[Severity]および [Value]の詳細が表示され
ます。

[Details]領域

ヘルス LEDアラーム
サーバのヘルス LEDは各サーバの前面にあります。Cisco UCSManagerではセンサー故障が発
生すると、ブレードのヘルス LEDの色が緑からオレンジ、またはオレンジの点滅に変わりま
す。

ヘルス LEDアラームには次の情報が表示されます。

説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

•重要：サーバのステータスLEDがオレン
ジ色に点滅します。これは赤色のドット

で示されます。

•マイナー：サーバのステータスLEDがオ
レンジ色です。これはオレンジ色のドッ

トで示されます。

[Severity]カラム

アラームの簡単な説明。[Description]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[センサー ID（Sensor ID）]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[Sensor Name]カラム

ヘルス LEDアラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ヘルス LEDアラームを表示する対象のサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 5 [Actions]領域で、[View Health LED Alarms]をクリックします。

[View Health LED Alarms]ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LEDアラームが一
覧表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして、[View Health LED Alarms]ダイアログボックスを閉じます。
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第 9 章

サーバプール

•サーバプールの設定（113ページ）
• UUID接尾辞プールの設定（116ページ）
• IPプールの設定（118ページ）

サーバプールの設定

サーバプール

サーバプールは複数のサーバで構成されています。これらのサーバは通常、同じ特性を持って

います。これらの特性は、シャーシ内の位置であったり、サーバタイプ、メモリ容量、ローカ

ルストレージ、CPUのタイプ、ローカルドライブ設定などの属性だったりします。サーバを
手動でサーバプールに割り当てることも、サーバプールポリシーとサーバプールポリシー資

格情報を使用して割り当てを自動化することもできます。

システムが組織を通じて、マルチテナント機能を実装している場合、特定の組織で使用される

サーバプールを 1つ以上、指定できます。たとえば、CPUを 2個搭載したサーバをすべて含
むプールをマーケティング組織に割り当て、メモリのサイズが 64GBのサーバをすべて、財務
組織に割り当てることができます。

サーバプールには、システム内のどのシャーシにあるサーバでも入れることができます。1つ
のサーバは複数のサーバプールに属することができます。

サーバプールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pools]ノードを右クリックし、[Create Server Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool]ウィザードの [Set Name and Description]ページで、次のフィールドに値を入
力します。

説明名前

サーバプールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

サーバプールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create Server Pool]ウィザードの [Add Servers]ページで、次の手順を実行します。

a) [Available Servers]テーブルで、1つ以上のサーバを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックして、サーバプールにサーバを追加します。
c) 適切なサーバをすべてプールに追加したら、[Finish]をクリックします。

サーバプールの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Server Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サーバプールへのサーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 1つまたは複数のサーバを追加するプールを右クリックして、[Add Servers to Server Pool]を選
択します。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Servers]テーブルで、サーバプールに追加するサーバを選択します。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [>>]ボタンをクリックして、それらのサーバを [Pooled Servers]テーブルに移動し、サー
バプールに追加します。

c) [OK]をクリックします。

サーバプールからのサーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 1つまたは複数のサーバを削除するプールを右クリックし、[Add Servers to Server Pool]を選択
します。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Pooled Servers]テーブルで、サーバプールから削除するサーバを選択します。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [<<]ボタンをクリックして、選択したサーバを[Servers]テーブルに移動し、サーバプール
から削除します。

c) [OK]をクリックします。
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UUID接尾辞プールの設定

UUID接尾辞プール
UUID接尾辞プールは、サーバへの割り当てに使用できるSMBIOSUUIDの集まりです。UUID
の接頭辞を構成する先頭の桁の数字は固定です。残りの桁で構成されるUUID接尾辞は変数で
す。UUID接尾辞プールは、特定のプールを使用するサービスプロファイルに関連づけられた
各サーバについて、これらの変数が一意であることを保証して競合を回避します。

サービスプロファイルで UUID接尾辞プールを使用する場合は、サービスプロファイルに関
連付けられたサーバの UUIDを手動で設定する必要はありません。

UUID接尾辞プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [UUID Suffix Pools]を右クリックし、[Create UUID Suffix Pool]を選択します。

ステップ 5 [UUIDサフィックスプールの作成（Create UUID Suffix Pool）]ウィザードの [名前と説明の定
義（Define Name and Description）]ページで、次のフィールドを入力します。

説明名前

UUIDプールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

プールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Derived]：システムによって接尾辞が作成されます。

• [other]：任意の接尾辞を指定します。このオプションを
選択すると、任意の接尾辞を XXXXXXXX-XXXX-XXXXの
形式で入力できるテキストフィールドが Cisco UCS
Manager GUIに表示されます。

[Prefix]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム ID
を選択します。

• [Sequential]：CiscoUCSManagerはプールから最も小さい
使用可能な IDを選択します。

[Assignment Order]フィール
ド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [UUIDサフィックスプールの作成（Create UUID Suffix Pool）]ウィザードの [UUIDブロック
の追加（Add UUID Blocks）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 8 [UUIDサフィックスのブロックの作成（Create a Block of UUID Suffixes）]ダイアログボックス
で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の UUID。[From]フィールド

ブロック内の UUIDの数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次のタスク

UUID接尾辞プールはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインク
ルードします。

UUID接尾辞プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割

り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合
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•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [UUID Suffix Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

IPプールの設定

IPプール
IPプールは、用途が初期設定されていない IPアドレスの集合です。IPv4または IPv6アドレス
のプールを作成するCisco UCS Manager以下を実行します。

•サーバプロファイルに関連付けられているサーバのデフォルトの管理 IPプール ext-mgmt
をを置換します。Cisco UCS Managerは、サーバの Cisco Integrated Management Controller
（CIMC）で終端する外部アクセスのために、管理 IPプールに IPアドレスの各ブロック
を予約しています。サービスプロファイルが関連付けられていない場合は、CIMC用の
ext-mgmt IPプールを使用して IPアドレスを取得する必要があります。

• CIMC用の管理インバンドまたはアウトオブバンド IPアドレスの置き換え。

Cisco UCS Managerでは iSCSIブート IPv6プールを作成できません。（注）

IPv4アドレスのプールを作成する Cisco UCS Manager以下を実行します。

•デフォルトの iSCSIブート IPプール iscsi-initiator-poolを置換します。Cisco UCS Manager
は、指定した IPプールの IPアドレスの各ブロックを保存します。

•管理 IPアドレスと iSCSIブート IPアドレス両方の置き換え。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IP
アドレスが、IPプールに含まれていてはなりません。

（注）
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IPプールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [IP Pools]を右クリックし、[Create IP Pool]を選択します。

ステップ 4 [Create IP Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに入力し
ます。

説明名前

IPアドレスプールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ユーザ定義による IPアドレスプールの説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム ID
を選択します。

• [Sequential]：CiscoUCSManagerはプールから最も小さい
使用可能な IDを選択します。

[Assignment Order]フィール
ド

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create IP Pool]ウィザードの [Add IPv4 Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[Size]フィールド
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説明名前

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマス
ク。

[Subnet Mask]フィールド

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]フィールド

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプラ
イマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカ
ンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 8

ステップ 9 [Next]をクリックします。

ステップ 10 [Create IP Pool]ウィザードの [Add IPv6 Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 11 [Create a Block of IPv6 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロック内の最初の IPv6アドレス。[From]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[Size]フィールド

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられた
ネットワークアドレスプレフィクス。

Prefix

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられた
デフォルトゲートウェイ。

[Default Gateway]フィールド

この IPv6アドレスのブロックがアクセスする
プライマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

この IPv6アドレスのブロックがアクセスする
セカンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 12 [OK]をクリックします。

ステップ 13 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次のタスク

IPプールはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。
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IPプールへのブロックの追加
IPプールに IPv4または IPv6のアドレスのブロックを追加できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 目的の IPプールを右クリックし、次のうちの 1つを選択します。

• [Create Block of IPv4 Addresses]
• [Create Block of IPv6 Addresses]

ステップ 5 適切なダイアログボックスのフィールドに入力します。

a) [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4アドレスの範囲。[Name]カラム

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv4アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネット
マスク。

[Subnet]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルト
ゲートウェイ。

[Default Gateway]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプ
ライマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセ
カンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

b) [Create a Block of IPv6 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられている IPv6アドレスの範囲。[Name]カラム

ブロック内の最初の IPv6アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv6アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられたネットワーク
アドレスプレフィクス。

[Prefix]カラム
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説明名前

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられたデフォルト
ゲートウェイ。

[Default Gateway]カラム

この IPv6アドレスのブロックがアクセスするプライマリ
DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

この IPv6アドレスのブロックがアクセスするセカンダリ
DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

ステップ 6 [OK]をクリックします。

IPプールからのブロックの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Root]を展開します。

ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 IPアドレスのブロックを削除するプールを展開します。

ステップ 5 削除する IPアドレスブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

IPプールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割

り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
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ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する IPプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

デフォルトプールである [ext-mgmt]および [iscsi-initiator-pool]は削除できません。（注）

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 10 章

サーバのブート

•ブートポリシー（125ページ）
• UEFIブートモード（126ページ）
• UEFIセキュアブート（127ページ）
• CIMCセキュアブート（129ページ）
•ブートポリシーの作成（131ページ）
• SANブート（132ページ）
• iSCSIブート（134ページ）
• LANブート（162ページ）
•ローカルデバイスブート（163ページ）
•ブートポリシーの削除（170ページ）
• UEFIブートパラメータ（170ページ）

ブートポリシー
CiscoUCSManagerでは、ブレードサーバとラックサーバのブートポリシーを作成できます。

CiscoUCSManagerブートポリシーは、BIOS設定メニューのブート順序をオーバーライドし、
次のことを決定します。

•ブートデバイスの選択

•サーバのブート元である場所

•ブートデバイスの起動順序

たとえば、関連付けられたサーバをローカルディスクやCD-ROM（仮想メディア（VMedia））
などのローカルデバイスからブートしたり、SANブートや LAN（PXE）ブートを選択したり
することができます。

1つ以上のサービスプロファイルに関連付ける名前付きブートポリシーを作成するか、または
特定のサービスプロファイルに対するブートポリシーを作成できます。ブートポリシーを有

効にするには、ブートポリシーをサービスプロファイルに含め、このサービスプロファイル
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をサーバに関連付ける必要があります。サービスプロファイルにブートポリシーを含めない

場合、Cisco UCS Managerによってデフォルトのブートポリシーが適用されます。

ブートポリシーに対する変更は、そのブートポリシーを含んでいる、更新中のサービスプロ

ファイルテンプレートを使って作成されたすべてのサーバに伝播されます。BIOSにブート順
序情報を再書き込みするためのサービスプロファイルとサーバとの再関連付けは自動的にトリ

ガーされます。

また、ブートポリシーに次を指定することもできます。

•ローカル LUNの名前指定された名前は、展開される名前ではなく、ストレージプロファ
イル内の論理名です。プライマリ名のみを指定します。セカンダリ名を指定すると、設定

エラーが発生します。

• JBODディスクからブートするための特定の JBODディスク番号。

•下位互換性のための任意の LUN。ただし、これは非推奨です。その他のデバイスでは、
正常なブートを確保するために、ブート可能なイメージを保持している必要はありませ

ん。

（注）

UEFIブートモード
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）は、オペレーティングシステムとプラットフォー
ムファームウェア間のソフトウェアインターフェイスを定義する仕様です。CiscoUCSManager
では、BIOSファームウェアインターフェイスの代わりにUEFIが使用されます。これにより、
BIOSはレガシーサポートを提供する一方で UEFIで動作できるようになります。

ブートポリシーを作成する際は、レガシーブートモードまたは UEFIブートモードのいずれ
かを選択できます。レガシーブートモードは、Cisco UCS C125 M5サーバ以外のすべての
Cisco UCSサーバでサポートされます。UEFIブートモードはM3以降のサーバでのみサポー
トされ、このモードで UEFIセキュアブートモードを有効にできます。Cisco UCS C125 M5
サーバは UEFIブートモードのみサポートしています。

UEFI PXEブートは、Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)以降と統合された Cisco UCSラック
サーバ上のすべての Cisco VICアダプタでサポートされています。Cisco UCS Managerリリー
ス 2.2(1)以降では、すべての Ciscoブレードサーバで UEFI PXEブートがサポートされます。

次の制限は、UEFIブートモードに適用されます。

• UEFIブートモードは、次の組み合わせではサポートされません。

• Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSブレードサーバおよびラックサーバ上の
Gen-3 Emulexアダプタと QLogicアダプタ。

• Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSラックサーバ上の Broadcomアダプタに
対する iSCSIブート。
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• 2つの iSCSI LUNで UEFIブートモードを使用する場合は、Cisco UCS Managerに IQN接
尾辞プールからの名前の選択を許可するのではなく、基礎となる両方の iSCSI eNICに適
用されるサービスプロファイルに共通の iSCSIイニシエータ名を手動で指定する必要があ
ります。共通の名前を指定しない場合、Cisco UCS Managerは 2番目の iSCSI LUNを検出
できません。

•同じサーバで UEFIとレガシーブートモードを混在させることはできません。

•ブートポリシーに設定されているブートデバイスに UEFI対応オペレーティングシステ
ムがインストールされている場合にのみ、サーバは UEFIモードで正常に起動します。互
換性のある OSが存在しない場合、ブートデバイスは [Boot Order Details]領域の [Actual
Boot Order]タブに表示されません。

•ごくまれですが、UEFIブートマネージャエントリが BIOS NVRAMに正しく保存されな
かったため、UEFIブートが成功しない場合があります。UEFIシェルを使用すると、UEFI
ブートマネージャエントリを手動で入力することができます。この状況は、以下の場合

に発生する可能性があります。

• UEFIブートモードが有効なブレードサーバがサービスプロファイルから関連付けを
解除され、[Equipment]タブまたは前面パネルを使用してブレードの電源を手動でオ
ンにする場合。

• UEFIブートモードが有効なブレードサーバがサービスプロファイルから関連付けを
解除され、直接の VICファームウェアアップグレードが試行される場合。

• UEFIブートモードが有効なブレードサーバまたはラックサーバが SAN LUNから
ブートされ、サービスプロファイルが移行される場合。

Cisco UCS Managerで UEFIブートパラメータを作成できます。詳細については「UEFI
ブートパラメータ（170ページ）」を参照してください。

UEFIセキュアブート
Cisco UCSManagerは、Cisco UCS BシリーズM3以降のブレードサーバ、 Cisco UCS Cシリー
ズM3以降のラックサーバ、Cisco UCS SシリーズM4ラックサーバ、および Cisco UCS C125
M5サーバで UEFIセキュアブートをサポートしています。 Linuxセキュアブートは、リリー
ス 4.0 (4a)以降の SLES 15、SLES 13 SP4、Red Hat Linux 7.6オペレーティングシステムでサ
ポートされています。UEFIセキュアブートがイネーブルの場合、すべての実行可能ファイル
（ブートローダ、アダプタドライバなど）はロードされる前にBIOSによって認証されます。
認証されるには、そのイメージにCisco認証局（CA）またはMicrosoft CAによる署名が必要で
す。

UEFIセキュアブートには次の制限が適用されます。

• UEFIブートモードは、ブートポリシーで有効にする必要があります。

• UEFIブートモードは、ドライブでのみ使用可能です。
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• Cisco UCSManagerソフトウェアと BIOSファームウェアは、リリース 2.2以上である必要
があります。

UEFIブートモードは、リリース 2.2(3a)以降のCiscoUCSCシリー
ズおよび Sシリーズラックサーバでサポートされます。

（注）

•ユーザ生成された暗号キーはサポートされません。

• UEFIセキュアブートは、Cisco UCS Managerでのみ制御できます。

•サーバがセキュアブートモードのときにCiscoUCSManagerを以前のバージョンにダウン
グレードする場合は、ダウングレードする前に、サーバの関連付けを解除し、再び関連付

ける必要があります。これを行わないと、サーバディスカバリは失敗します。

• Cisco UCS Managerリリース 4.0では、次のオペレーティングシステムで UEFIセキュア
ブートがサポートされています。

• Cisco UCS Managerリリース 4.0(1)では、windows 2016およびWindows 2012 R2での
み UEFIセキュアブートがサポートされています。

• Cisco UCS Managerリリース 4.0(1)では、windows 2016およびWindows 2019でのみ
UEFIセキュアブートがサポートされています。

• Cisco UCSManagerリリース 4.0では、次でUEFIセキュアブートがサポートされてい
ます。

表 5 : Linuxオペレーティングシステム

fNICeNIC/nENICLinux OS

1.6.0.503.2.210.18.738.12RHEL 7.5

2.0.0.373.2.210.18.738.12RHEL 7.6

1.6.0.503.2.210.18.738.12Centos 7.5

1.6.0.503.2.210.18.738.12CentOS 7.6

2.0.0.323.2.210.18.738.12SLES 12.4

2.0.0.39-71.03.2.210.18.738.12SLES 15

受信トレイの動作受信トレイの動作ESXi
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• ESXiの場合、受信トレイのドライバは署名され、機能しま
す。非同期ドライバは署名されておらず、機能しません。

• Oracle OSは IPv6をサポートしていません。

• XEN OSは IPv6をサポートしていません。

（注）

表 6 : Windowsオペレーティングシステム

Nfsd NicneNICWindows OS

3.2.0.35.3.25.4Windows 2016

3.2.0.35.3.25.4Windows 2019

CIMCセキュアブート
CIMC セキュアブートでは、署名済みのシスコファームウェアイメージのみをサーバにイン
ストールし、実行できます。CIMCが更新されると、イメージは、ファームウェアがフラッ
シュされる前に認証されます。認証に失敗すると、ファームウェアはフラッシュされません。

これにより、CIMCファームウェアへの不正アクセスを防止します。

CIMCセキュアブートの注意事項と制約事項

• CIMCセキュアブートは、Cisco UCS M3ラックサーバでサポートされています。

CIMCセキュアブートは Cisco UCS C220 M4/M5、C240 M4/M5、
および C480 M5 /C480 M5 MLラックサーバでデフォルトで有効
になっており、Cisco UCS C460 M4ラックサーバでは、CIMC
ファームウェアリリース 2.2(3)以降にアップグレードした後に自
動的に有効になります。

（注）

• CIMCセキュアブートがイネーブルになると、それをディセーブルにすることはできませ
ん。

• CIMCセキュアブートがサーバ上でイネーブルになると、2.1(3)より前の CIMCファーム
ウェアイメージにダウングレードすることはできません。
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CIMCセキュアブートのステータスの判別

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment > Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]領域の [Secure Boot Operational State]フィールドをメモします。

次のいずれかになります。

• [Unsupported]：CIMCセキュアブートはサーバでサポートされていません。

• [Disabled]：CIMCセキュアブートはサーバでサポートされていますが、ディセーブルに
なっています。

• [Enabling]：CIMCセキュアブートはイネーブルで、操作は進行中です。

• [Enabled]：CIMCセキュアブートはサーバでイネーブルになっています。

ラックサーバの CIMCセキュアブートの有効化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment > Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable Secure Boot]をクリックします。

CIMCセキュアブートは、Cisco UCS M3ラックサーバでのみサポートされています。CIMC
セキュアブートがサポートされていないか、またはすでにイネーブルの場合は、このアクショ

ンはグレー表示されます。

ステップ 6 [Enable Secure Boot]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

イネーブルにした後に、CIMCセキュアブートをディセーブルにすることはできませ
ん。

（注）
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ブートポリシーの作成
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。

[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で

きません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意）ブート順序に変更を加えた後、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスを
確認して、このブートポリシーを使用するすべてのサーバを再起動します。

シスコ以外のVICアダプタがあるサーバに適用されるブートポリシーの場合、[Reboot on Boot
Order Change]チェックボックスがオフでも、SANデバイスが追加、削除または順序の変更が
なされると、ブートポリシーの変更の保存時にサーバは常にリブートします。

ステップ 7 （任意）必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにしま
す。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーと、[Boot Order]テーブルにリストさ
れた 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかのレポートとを表示します。

•オフにした場合は、Cisco UCSManagerがサービスプロファイルから（ブートオプション
に応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 8 [Boot Mode]フィールドで [Legacy]または [UEFI]オプションボタンをオンにします。

Cisco UCS C125 M5サーバは UEFIブートモードのみをサポートします。（注）
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ステップ 9 [UEFI]を選択した場合、UEFIブートセキュリティを有効にするには [ブートセキュリティ
（Boot Security）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 次の 1つ以上のオプションをブートポリシーに設定し、ブート順序を設定します。

• [Local Devices boot]：サーバのローカルディスクなどのローカルデバイスから、仮想メ
ディアまたはリモート仮想ディスクを起動するには、ブートポリシー用ローカルディス

クブートの設定（165ページ）に進みます。

• [SAN boot]：SANのオペレーティングシステムイメージから起動するには、ブートポリ
シー用 SANブートポリシー設定（133ページ）に進みます。

プライマリおよびセカンダリ SANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した
場合、サーバはセカンダリからのブートを試行します。

• [LAN boot]：集中型プロビジョニングサーバから起動するには、ブートポリシー用 LAN
ブートポリシー設定（162ページ）に進みます。

• [iSCSIブート（iSCSI boot）]：iSCSI LUNから起動するには、iSCSIブートポリシーの作
成（146ページ）に進みます。

次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられると、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域でブート順序を確認できます。

SANブート
SAN上のオペレーティングシステムイメージから1つ以上のサーバがブートするように、ブー
トポリシーを設定できます。ブートポリシーにはプライマリとセカンダリの SANブートを含
めることができます。プライマリブートが失敗した場合、サーバはセカンダリからのブートを

試行します。

シスコでは、システム内で最高のサービスプロファイルモビリティを提供する SANブートの
使用を推奨しています。SANからブートした場合、あるサーバから別のサーバにサービスプ
ロファイルを移動すると、新しいサーバは、同じオペレーティングシステムイメージからブー

トします。したがって、ネットワークからは、新しいサーバは同じサーバと認識されます。

SANブートを使用するには、次の項目が設定されていることを確認してください。

• Cisco UCSドメインが、オペレーティングシステムイメージをホストしている SANスト
レージデバイスと通信できること。

•オペレーティングシステムイメージが置かれているデバイス上のブートターゲットLUN
（論理ユニット番号）。
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SANブートは、CiscoUCSブレードおよびラックサーバ上のGen-3Emulexアダプタではサポー
トされていません。

（注）

ブートポリシー用 SANブートポリシー設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

ローカルディスクと SAN LUNの両方がブート順序のストレージタイプに設定されていて、
オペレーティングシステムまたは論理ボリュームマネージャ（LVM）の設定が誤っている場
合、サーバが SAN LUNではなくローカルディスクからブートする場合があります。

たとえば、Red Hat Linuxがインストールされているサーバで、LVMにデフォルトの LVMが
設定されていて、ブート順序に SAN LUNとローカルディスクが設定されている場合、Linux
は同じ名前の LVが 2つあるという通知を生成し、SCSI IDの値が最も小さい LV（ローカル
ディスクの可能性があります）からブートします。

ヒント

この手順は、ブートポリシーの作成（131ページ）から直接続いています。

始める前に

SAN LUNからサーバをブートするブートポリシーを作成し、安定した SANブート操作が必
要な場合は、サーバサービスプロファイルのブートポリシーからすべてのローカルディスク

と他の SAN LUNを最初に削除することをお勧めします。

これは、UCS Miniシリーズには適用されません。

（注）

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。

ステップ 2 [Add SAN Boot]リンクをクリックします。

ステップ 3 [Add San Boot]ダイアログボックスで、vHBAとタイプを指定して、[OK]をクリックします。

[Primary] または [Secondary]の SANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した場
合、サーバはセカンダリからのブートを試行します。[Any]オプションは、SANストレージデ
バイスに直接接続し、UCSManagerをバイパスしているサポート対象外のアダプタに使用しま
す。UCSMが管理するサポート対象の一連のアダプタの場合の SANブートには [Any]を使用
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しないでください。サポート対象外のアダプタについては、ベンダーの指示に従ってブート用

のアダプタを設定します。

ステップ 4 この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は、[Add SAN Boot Target]リンクを
クリックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで、ブートターゲット LUN、ブート
ターゲットWWPN、およびタイプを指定して、[OK]をクリックします。

ステップ 5 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。
• [OK]をクリックして終了します。

次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

iSCSIブート
iSCSIブートを利用すると、サーバはネットワークにリモートに配置されている iSCSIターゲッ
トマシンからオペレーティングシステムを起動できます。

iSCSIブートは次の Cisco UCSハードウェアでサポートされます。

• Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタを搭載し、Broadcomか
ら提供されるデフォルトのMACアドレスを使用する Cisco UCSブレードサーバ

• Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC-1280仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC-1340仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC 1455

• Cisco UCS VIC 1457

• Cisco UCS M61KR-B Broadcom BCM57712のネットワークアダプタを持つ Cisco UCSラッ
クサーバ。

• Cisco UCS P81E Virtual Interface Card

• Cisco UCSラックサーバ上の Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェイスカード
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iSCSIブートを設定する前に満たさなければならない前提条件があります。これらの前提条件
のリストについては、iSCSIブートのガイドラインと前提条件（136ページ）を参照してくだ
さい。

iSCSIブートを実装するための手順の概要については、iSCSIブートの設定（139ページ）を参
照してください。

iSCSIブートプロセス
Cisco UCS Managerは、サーバにあるアダプタをプログラムするための関連付けプロセスで、
サービスプロファイル用に作成された iSCSI vNICと iSCSIのブート情報を使用します。アダ
プタのプログラミング後に、サーバは最新のサービスプロファイル値で再起動します。電源投

入時セルフテスト（POST）の後、アダプタは、それらのサービスプロファイル値を使用して
初期化を試みます。値を使用して指定されたターゲットにログインできる場合、アダプタは

iSCSIブートファームウェアテーブル（iBFT）を初期化してホストメモリにポスト紙、有効
なブート可能 LUNをシステム BIOSにポストします。ホストメモリにポストされる iBFTに
は、プライマリ iSCSI VNICにプログラミングされた、イニシエータとターゲットの設定が含
まれています。

以前は、ホストは LUN検出が最初に終了したパスに応じて、設定されたブートパスのうち 1
つだけを参照し、そのパスから起動していました。現在は、設定された iSCSIブート vNICが
2つある場合、ホストは両方のブートパスを参照するようになりました。そのため、マルチパ
ス構成では、両方のブート vNICに単一の IQNを設定する必要があります。ホスト上のブート
vNICに設定された異なる IQNが存在する場合、ホストは PCI順序が低いブート vNICに設定
された IQNを使用して起動します。

（注）

次の手順であるオペレーティングシステム（OS）のインストールでは、iBFT対応の OSが必
要です。OSのインストール時に、OSインストーラは iBFTテーブルのホストのメモリをスキャ
ンし、iBFTテーブルの情報を使用してブートデバイスの検出とターゲット LUNへの iSCSIパ
ス作成を行います。OSによっては、このパスを完了するために NICドライバが必要です。こ
のステップが成功した場合、OSインストーラがOSをインストールする iSCSIターゲットLUN
を検出します。

iBFTは OSインストールのソフトウェアレベルで動作し、HBAモード（別名 TCPオフロー
ド）では動作しない場合があります。iBFTがHBAモードで動作するかどうかは、インストー
ル中の OSの機能によって異なります。また、Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダ
プタを含むサーバについては、iBFTはMTUジャンボ設定に関係なく、最大伝送単位（MTU）
サイズ 1500で正常に動作します。OSが HBAモードをサポートする場合、iSCSIインストー
ルプロセスの後に HBAモード、デュアルファブリックのサポートおよびジャンボMTUサイ
ズの設定が必要な場合があります。

（注）
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iSCSIブートのガイドラインと前提条件
iSCSIブートを設定する前に、これらのガイドラインと前提条件を満たす必要があります。

• iSCSIブートポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービ
スプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。

ただし、ls-compute権限しかないユーザは iSCSIブートポリシーを作成できません。

•セカンド vNIC（フェールオーバー vNIC）が iSCSI LUNから起動する必要があるWindows
2008サーバからの iSCSIブートを設定するには、Microsoft Knowledge Base Article 976042
を参照してください。Microsoftには、ネットワーキングハードウェアが変更されたとき
に、Windowsが iSCSIドライブからの起動に失敗するか、bugcheckエラーが発生する可能
性がある、という既知の問題があります。この問題を回避するには、Microsoftが推奨する
解決方法に従ってください。

•ストレージアレイは、iSCSIブートのライセンスが付与され、アレイサイド LUNマスキ
ングが正しく設定されている必要があります。

•各 iSCSIイニシエータに 1つずつ、2つの IPアドレスを決定する必要があります。IPアド
レスは、ストレージアレイと同じサブネット上にある必要があります（可能な場合）。IP
アドレスは、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）を使用して静的または動的に割
り当てられます。

•グローバルブートポリシーのブートパラメータは設定できません。代わりに、ブートパ
ラメータを設定した後、ブートポリシーを適切なサービスプロファイルに含めます。

•オペレーティングシステム（OS）は iSCSI Boot Firmware Table（iBFT）互換である必要が
あります。

• RHEL7.xの場合は、インストールの前にカーネルパラメータ「rd.iscsi.ibft=1」が必須
となります。パラメータを入力しないと、iSCSIブートに失敗することがあります。

• SLES 12.xの場合は、次のガイドラインに従う必要があります。

•カーネルをロードする前に、インストールディスクで「e」を押し、linuxefi (EFI
を使用している場合)またはカーネル (レガシーを使用している場合)を編集して、
カーネルパラメータ「rd.iscsi.ibft=1 rd.iscsi.firmware=1 rd.neednet=1」を追加しま
す。パラメータを入力しないと、iSCSIブートに失敗することがあります。

• ISCSIを使用する既存のシステムで、/etc/iscsi/iscsid.conf has node.startup=automatic
(manualではない)であることを確認します。このパラメータを /etc/default/grub/
に追加してから、grub2-mkconfig -o /boot/grub2/grub.cfgを実行して grub設定を再
構築します。

• Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタの場合：

• iSCSIブートを使用するサーバは、Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネット
ワークアダプタを含んでいる必要があります。アダプタカードの取り付け方法や交

換方法については、『Cisco UCS B250 Extended Memory Blade Server Installation and
Service Note』を参照してください。サービスノートは、
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http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-docの『Cisco UCS B-Series Servers
Documentation Roadmap』からアクセスできます。

• iSCSIデバイスのMACアドレスを設定します。

• DHCP Vendor ID（オプション 43）を使用している場合は、iSCSIデバイスのMACア
ドレスを /etc/dhcpd.confに設定します。

• HBAモード（別名 TCPオフロード）および Boot to Target設定がサポートされます。
ただし、インストール中の HBAモードはWindows OSだけがサポートします。

• OSをインストールする前に、iSCSIのアダプタポリシーで Boot to Target設定を無効
にし、OSをインストールした後で、Boot to Target設定を再度有効にします。

アダプタポリシーの設定を変更するたびに、アダプタはリブート

して新しい設定を適用します。

（注）

• iSCSIターゲットに OSをインストールするときは、iSCSIターゲットの順番を OSイ
メージが存在するデバイスよりも前にしておく必要があります。たとえば、CDから
iSCSIターゲットにOSをインストールする場合、ブート順序は最初に iSCSIターゲッ
ト、その後 CDとする必要があります。

•サーバが iSCSIブートされた後は、イニシエータ名、ターゲット名、LUN、iSCSIデ
バイス IP、ネットマスクやゲートウェイを Broadcomツールで変更しないでくださ
い。

• POST（電源投入時自己診断テスト）プロセスを中断しないでください。中断すると、
Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタは初期化に失敗しま
す。

• Cisco UCSM81KR仮想インターフェイスカードおよび Cisco UCS VIC-1240仮想インター
フェイスカードの場合：

Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカードの場合：

• iSCSIデバイスのMACアドレスを設定しないでください。

• HBAモードおよび Boot to Target設定はサポートされていません。

• iSCSIターゲットに OSをインストールするときは、iSCSIターゲットの順番を OSイ
メージが存在するデバイスよりも後にしておく必要があります。たとえば、CDから
iSCSIターゲットに OSをインストールする場合、ブート順序は最初に CD、その後
iSCSIターゲットとする必要があります。

• DHCP Vendor ID（オプション 43）を使用している場合、オーバーレイ vNICのMAC
アドレスを /etc/dhcpd.confに設定する必要があります。

•サーバの iSCSIブート後は、オーバーレイ vNICの IP詳細を変更しないでください。
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• VMware ESX/ESXiオペレーティングシステムは、iSCSIブートターゲット LUNへのコア
ダンプファイルの保存をサポートしていません。ダンプファイルはローカルディスクに

書き込む必要があります。

イニシエータ IQNの設定
CiscoUCSは、サービスプロファイルが物理サーバに関連付けられた時点で、以下のルールを
使用してアダプタ iSCSI vNICのイニシエータ IQNを決定します。

•サービスプロファイルレベルのイニシエータ IQNと iSCSI vNICレベルのイニシエータ
IQNを、1つのサービスプロファイルで一緒に使用することはできません。

•イニシエータ IQNをサービスプロファイルレベルで指定すると、DHCPオプション 43の
場合（イニシエータ IQNはアダプタ iSCSI vNICで空に設定される）を除き、すべてのア
ダプタ iSCSI vNICが同じイニシエータ IQNを使用するように設定されます。

•イニシエータ IQNを iSCSI vNICレベルで設定すると、サービスプロファイルレベルのイ
ニシエータ IQNは削除されます（存在する場合）。

•サービスプロファイルに 2つの iSCSI vNICがあり、一方にだけイニシエータ IQNが設定
されている場合、もう一方にはデフォルトの IQNプールが設定されます。この設定は後
で変更できます。唯一の例外は、DHCPオプション 43が設定されている場合です。その
場合、もう一方の iSCSI vNICのイニシエータ IQNは、サービスプロファイルを関連付け
るときに削除されます。

ベンダー IDを設定して、DHCPオプション 43を使用するように
iSCSI vNICを変更した場合、サービスプロファイルレベルで設
定したイニシエータ IQNは削除されません。サービスプロファ
イルレベルのイニシエータ IQNは、DHCPオプション 43を使用
しない別の iSCSI vNICで使用できます。

（注）

WindowsでのMPIOのイネーブル化
ストレージアレイで接続を最適化するには、MPIOをイネーブルにします。

ネットワークハードウェアを変更すると、Windowsが iSCSIドライブからの起動に失敗する場
合があります。詳細については、『Microsoft support Article ID: 976042』を参照してください。

（注）

始める前に

Microsoft Multipath I/O（MPIO）をイネーブル化するサーバには、Cisco VICドライバが必要で
す。
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ブート LUNに設定されたパスが複数ある場合、LUNがインストールされるときにイネーブル
にするパスは 1つのみです。

手順

ステップ 1 サーバに関連付けられたサービスプロファイルで、プライマリ iSCSI vNICを設定します。

詳細については、サービスプロファイル用 iSCSI vNICの作成（147ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 2 プライマリ iSCSI vNICを使用して、iSCSIターゲット LUNにWindowsオペレーティングシス
テムをインストールします。

ステップ 3 Windowsのインストールが完了したら、ホスト上でMPIOをイネーブルにします。

ステップ 4 サーバに関連付けられたサービスプロファイルで、ブートポリシーにセカンダリ iSCSI vNIC
を追加します。

詳細については、「iSCSIブートポリシーの作成（146ページ）」を参照してください。

iSCSIブートの設定
LUNターゲットから iSCSIブートするようCisco UCSでアダプタまたはブレードを設定する場
合、次のすべてのステップを完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

詳細については、iSCSIブートポリシー
の作成（146ページ）を参照してくだ
さい。

（任意） iSCSIブートのアダプタポリ
シーを設定します。

ステップ 1

詳細については、iSCSI認証プロファ
イルの作成（143ページ）を参照して
ください。

（任意）イニシエータとターゲットの

認証プロファイルを設定します。

ステップ 2

詳細については、iSCSIイニシエータ
IPプールの作成（145ページ）を参照
してください。

（任意） IPアドレスプールの IPアド
レスを使用するよう iSCSIイニシエー
タを設定するには、iSCSIイニシエー
タプールに IPアドレスのブロックを
追加します。

ステップ 3

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーの作成の詳細に

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーを作成します。

ステップ 4

ついては、iSCSIブートポリシーの作
成（146ページ）を参照してください。

または、特定のサービスポリシーに対

してのみローカルブートポリシーを作
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目的コマンドまたはアクション

成できます。ただし、複数のサービス

プロファイルと共有できるブートポリ

シーを作成することを推奨します。

ステップ 7において、サービスプロ
ファイルで iSCSIブートおよび vNIC

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーを作成した場合

ステップ 5

パラメータを設定するときに、サービは、それをサービスプロファイルに割

スプロファイルにブートポリシーを割

り当てることができます。

り当てます。それ以外の場合は、次の

ステップに進みます。

詳細については、サービスプロファイ

ル用 iSCSI vNICの作成（147ページ）
を参照してください。

サービスプロファイルで iSCSI vNIC
を作成します。

ステップ 6

詳細については、[Expert]ウィザードを
使用したサービスプロファイルの作成

expertモードでサービスプロファイル
において、またはサービスプロファイ

ステップ 7

（178ページ）またはサービスプロファルテンプレートにおいて、iSCSIブー
イルテンプレートの作成（197ページ）
を参照してください。

トパラメータ（iSCSI修飾子名
（IQN）、イニシエータ、ターゲット
インターフェイスなど）および iSCSI
vNICパラメータを設定します。

詳細については、「Verifying iSCSI
Boot」を参照してください。

iSCSIブート動作を確認します。ステップ 8

適切なパラメータを入力しないと、

iSCSIブート操作に失敗することがあ
ります。

OSをインストールする前に、OSが
iSCSIブートファームウェアテーブル
(iBFT)と互換性があることを確認しま
す。

ステップ 9

• RHEL 7.xの場合は、OSをインス
トールする前にカーネルパラメー

タ「rd.iscsi.ibft=1」が必須となりま
す。

• SLES12.xについては、カーネルを
ロードする前に、インストール

ディスクで「e」を押し、linuxefi
(EFIを使用している場合)または
カーネル(レガシーを使用している
場合)を編集して、カーネルパラ
メータ「rd.iscsi.ibft=1
rd.iscsi.firmware=1 rd.neednet=1」を
追加します。

詳細については、次のいずれかのド

キュメントを参照してください。

サーバに OSをインストールします。ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

•『Cisco UCS Bシリーズブレード
サーバ VMwareインストレーショ
ンガイド』

•『Cisco UCS Bシリーズブレード
サーバ Linuxインストレーション
ガイド』

•『Cisco UCS Bシリーズブレード
サーバ Windowsインストレーショ
ンガイド』

サーバをブートします。ステップ 11

iSCSIアダプタポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create iSCSI Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create iSCSI Adapter Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

Cisco UCSが、最初のログインに失敗し、iSCSIアダプタが使
用できないと見なすまで待機する秒数。

0～ 255の整数を入力します。0を入力すると、Cisco UCSは
アダプタファームウェアの値セットを使用します（デフォル

ト：15秒）。

[ConnectionTimeout]フィール
ド
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説明名前

iSCSI LUN検出中にエラーが発生した場合に接続を再試行す
る回数。

0～ 60の整数を入力します。0を入力すると、CiscoUCSはア
ダプタファームウェアの値セットを使用します（デフォル

ト：15秒）。

[LUN Busy Retry Count]
フィールド

DHCPサーバが使用できないとイニシエータが判断するまで
待機する秒数。

60～ 300の整数を入力します（デフォルト：60秒）。

[DHCP Timeout]フィールド

TCPタイムスタンプを使用する場合は、このボックスをオン
にします。この設定では、必要に応じてパケットのラウンド

トリップ時間を計算できるように、送信パケットにはパケッ

ト送信時のタイムスタンプが付きます。

このオプションは、CiscoUCSNICM51KR-Bアダプ
タを備えたサーバだけに適用されます。

（注）

[Enable TCP Timestamp]チェッ
クボックス

HBAモード（別名 TCPオフロード）をイネーブルにするに
は、このボックスをオンにします。

このオプションは、Windowsオペレーティングシス
テムを実行する Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプタ
があるサーバに対してのみイネーブルにするように

します。

重要

[HBAMode]チェックボックス

iSCSIターゲットから起動する場合は、このボックスをオンに
します。

このオプションは、CiscoUCSNICM51KR-Bアダプ
タを備えたサーバだけに適用されます。また、サー

バにオペレーティングシステムをインストールする

まではディセーブルにしておく必要があります。

（注）

[Boot to Target]チェックボック
ス
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、この Cisco UCSドメイン内の
サービスプロファイルとサービスプロファイルテンプ

レートでのみ使用できます。

• [Pending Global]：このポリシーの制御は、Cisco UCS
Centralに移行中です。移行が完了すると、このポリシー
は（Cisco UCS Centralに登録されている）すべての Cisco
UCSドメインで使用可能になります。

• [Global]：このポリシーCiscoUCSCentralはで管理されま
す。このポリシーを変更する場合は、必ず Cisco UCS
Centralを使用してください。

[Owner]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

アダプタポリシーはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

iSCSIアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]ノードを展開します。

ステップ 5 アダプタポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

iSCSI認証プロファイルの作成
iSCSIブートの場合、イニシエータおよびターゲットの iSCSI認証プロファイルを作成する必
要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles]を右クリックし、[iSCSI Authentication Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create Authentication Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

認証プロファイルの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

このプロファイルに関連付けられたユーザ ID。

1～ 128文字の文字、スペース、特殊文字を入力します。

[ユーザ ID（User ID）]フィー
ルド

このプロファイルに関連付けられたパスワード。

12～ 16文字（特殊文字を含む）を入力します。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

認証プロファイルはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

iSCSI認証プロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles]ノードを展開します。

ステップ 5 削除する IPプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

iSCSIイニシエータ IPプールの作成
iSCSIブートに使用する IPアドレスのグループを作成できます。Cisco UCS Managerは指定し
た IPv4 アドレスのブロックを予約します。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IP
アドレスが、IPプールに含まれていてはなりません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 [IP Pool iscsi-initiator-pool]を右クリックし、[Create Block of IPv4 Addresses]を選択します。

ステップ 6 [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4アドレスの範囲。[Name]カラム

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv4アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマス
ク。

[Subnet]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプラ
イマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカ
ンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

次のタスク

1つ以上のサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートを設定し、iSCSI
イニシエータ IPプールから iSCSIイニシエータ IPアドレスを取得します。

iSCSIブートポリシーの作成
ブートポリシーあたり最大 2つの iSCSI vNICを追加できます。一方の vNICはプライマリ
iSCSIブートソースとして動作し、もう一方はセカンダリ iSCSIブートソースとして動作しま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。

[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で

きません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意）ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するサーバをリブートするには、
[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。

Cisco UCS Manager GUIで、ブートポリシーの [順序を変更したときにリブートする（Reboot
on Boot Order Change]チェックボックスがオンになっていて、CD-ROMまたはフロッピーが
ブート順序の最後のデバイスの場合、デバイスを削除または追加してもブート順序には直接影

響せず、サーバは再起動しません。

これは、標準のブート順序を使用しているサーバにのみ適用されます。（注）

ステップ 7 （任意）必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにしま
す。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーと、[Boot Order]テーブルにリストさ
れた 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかのレポートとを表示します。
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•オフにした場合は、Cisco UCSManagerがサービスプロファイルから（ブートオプション
に応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 8 iSCSIブートをブートポリシーに追加するには、次の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
b) [Add iSCSI Boot]リンクをクリックします。
c) [Add iSCSI Boot]ダイアログボックスで、iSCSI vNICの名前を入力し、[OK]をクリックし
ます。

d) 別の iSCSI vNICを作成するには、ステップ b、cを繰り返します。

次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

サービスプロファイル用 iSCSI vNICの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 iSCSI vNICを作成するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを右クリックし、[Create vNICs]を選択します。

ステップ 6 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた LAN vNIC（存在する場
合）。

[Overlay vNIC]ドロップダウ
ンリスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー
（存在する場合）。

[iSCSI Adapter Policy]ドロッ
プダウンリスト
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説明名前

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSIアダプタを作
成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]
リンク

この iSCSI vNICに関連付けられたMACアドレス（存在する
場合）。MACアドレスが設定されていない場合、Cisco UCS
Manager GUIは [Derived]と表示します。

[MAC Address]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられたMACプール（存在する場
合）。

[MAC Pool]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN。デフォルトの
VLANは [default]です。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードお
よびCiscoUCSVIC-1240仮想インターフェイスカー
ドの場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICの
ネイティブ VLANと同じである必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタ
の場合、指定した VLANは、オーバーレイ vNICに
割り当てられたどの VLANでも設定できます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [iSCSI MAC Address]領域の [MAC Address Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれ
かを選択します。

• MACアドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)]を選択し
ます。このサービスプロファイルに関連付けられるサーバが Cisco UCS M81KR仮想イン
ターフェイスカードアダプタまたはCisco UCSVIC-1240仮想インターフェイスカードを
含む場合、このオプションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバに Cisco UCS NIC M51KR-B
アダプタが含まれる場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを
[MAC Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認する
には、対応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プー
ル名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可

能なMACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数
です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合は、プールカテゴリ
が 2つ存在することがあります。[Domain Pools]は Cisco UCSドメインでローカルに定義
され、[Global Pools]は Cisco UCS Centralで定義されます。
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ステップ 8 （任意）すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードでフィールドに値を入力します。

詳細については、『』『CiscoUCSManager NetworkManagementGuide, Release 3.2』の「Creating
a MAC Pool」セクションを参照してください。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 （任意）イニシエータ名を設定または変更する場合は、[iSCSI vNIC（iSCSI vNICs）]タブか
ら [イニシエータ名のリセット（Reset Initiator Name）]または [イニシエータ名の変更（Change
Initiator Name）]をクリックし、[イニシエータ名の変更（Change Initiator Name）]ダイアログ
ボックスのフィールドを入力するかクリックします。詳細については、「サービスプロファイ

ルレベルでのイニシエータ IQNの設定（149ページ）」を参照してください。

サービスプロファイルからの iSCSI vNICの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを展開します。

ステップ 6 削除する iSCSI vNICを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQNの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 編成の対象となるノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNICが含まれるサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [作業（Work）]ペインで、[iSCSI vNIC（iSCSI vNICs）]タブをクリックします。

ステップ 6 [Reset Initiator Name]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQNの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 編成の対象となるノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNICが含まれるサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [作業（Work）]ペインで、[iSCSI vNIC（iSCSI vNICs）]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Initiator Name]をクリックします。

ステップ 7 [Change Initiator Name]ダイアログボックスで、次のフィールドの値を変更します。

説明名前

ドロップダウンリストから、使用する IQNイ
ニシエータ名を選択します。

[Initiator Name Assignment]ドロップダウンリ
スト

手動によるイニシエータ名の割り当てを選択

した場合は、イニシエータ名を入力します。

[Initiator Name]フィールド

これをクリックして、新しい IQN接尾辞プー
ルを作成します。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

ステップ 8 [OK]をクリックします。

iSCSIブートパラメータの設定
iSCSI vNICのブート順序、ブートポリシー、iSCSI認証プロファイル、イニシエータインター
フェイス、ターゲットインターフェイスなど、iSCSIブートパラメータを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
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ステップ 7 [iSCSI vNICs]領域で、サーバのブート元の iSCSI vNICをダブルクリックしてそれらを [Boot
Order]テーブルに追加します。

ステップ 8 [iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリックします。

2つの iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを設定する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファ
イルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile]リ
ンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSIブートイニシエータ名の割り当て方法を選択します。
次の方法の中から 1つを選択してください。

• [Manual]：[Initiator Name]フィールドに名前を入力しま
す。イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用でき
ます。

• [プール（Pools）]：IQN接尾辞プールを選択します。こ
のプールから名前が割り当てられます。

[Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスでイ
ニシエータ名を設定すると、サービスプロファイル

レベルではなく、iSCSI vNICレベルでイニシエータ
IQNが設定されます。複数のパスが設定されている
場合、[iSCSI vNICs]タブから、またはサービスプロ
ファイルの作成時に、イニシエータ IQNを設定する
必要があります。

（注）

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセットできま

す。詳細については、サービスプロファイルレベルでのイニ

シエータ IQNの変更（150ページ）を参照してください。

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい IQN接尾辞プールを
作成するには、このリンクをクリックします。

[IQNサフィックスプールの作
成（Create IQN Suffix Pool）]
リンク
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説明名前

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

]Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

システムがDHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択しま
す。

[Select (DHCP used by
default)]

ステップ 13に進みます。

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づい
て iSCSIブート vNICに割り当てられます。

Static

ステップ 12に進みます。

IPv4アドレスが管理 IPアドレスプールから iSCSIブート vNICに割
り当てられます。

Pool

ステップ 13に進みます。

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストから [Static]を選択した場合は、次のフィー
ルドに値を入力します。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IPAddress Policy]
ドロップダウンリストで [Static]を選択する必要がありま
す。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[デフォルトゲートウェイ（Default
Gateway）]フィールド

プライマリ DNSサーバのアドレス。[プライマリDNS（PrimaryDNS）]
フィールド

セカンダリ DNSサーバのアドレス。[セカンダリDNS（Secondary
DNS）]フィールド
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ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティックターゲット

インターフェイスが作成されます。

[iSCSI Static Target
Interface]

ステップ 14に進みます。

システムにより、自動ターゲットインターフェイスが作成され

ます。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのど
ちらを使用するか指定する必要があります。

[iSCSI Auto Target
Interface]

ステップ 16に進みます。

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface]を選択した場合、[Static Target Interface]テーブルで [Add]をクリッ
クします。

ステップ 15 [Create iSCSI Static Target]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSIターゲットの iSCSI修飾名（IQN）または拡張固有識別
子（EUI）の名前を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準の IQNまたは EUIのガイドライ
ンに従って適切な形式にする必要があります。

重要

以下に、正しい形式の iSCSIターゲット名の例を示します。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name]フィール
ド

システムによって iSCSIターゲットに割り当てられたプライ
オリティ。

[Priority]フィールド

iSCSIターゲットに関連付けられたポート。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルト値は 3260です。

[Port]フィールド
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説明名前

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファ
イルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

iSCSIターゲットに割り当てられた IPv4アドレス。[IPv4 Address]フィールド

iSCSIターゲットの LUN識別子です。[LUN Id]フィールド

ステップ 16 [iSCSI Auto Target Interface]を選択した場合、[DHCP Vendor Id]フィールドにイニシエータ名ま
たはDHCPベンダー IDを入力します。イニシエータがすでに設定済みである必要があります。
ベンダー IDには、最大 32文字の英数字を指定できます。

ステップ 17 [OK]をクリックします。

iSCSIブートパラメータの変更
iSCSI vNICのブート順序、ブートポリシー、iSCSI認証プロファイル、イニシエータインター
フェイス、ターゲットインターフェイスなど、iSCSIブートパラメータを変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。

ステップ 7 ブート順序の iSCSI vNICを追加または削除する、またはブート順序を変更するには、次のい
ずれかを実行します。

• iSCSI vNICを追加するには、[iSCSI vNICs]領域で、iSCSI vNICをダブルクリックして [Boot
Order]テーブルに追加します。

•ブート順序から iSCSI vNICを削除するには、[Boot Order]テーブルで、iSCSI vNICを選択
して [Delete]をクリックします。

• iSCSI vNICのブート順序を変更するには、[Boot Order]テーブルで、iSCSI vNICを選択し
て [Move Up]または [Move Down]をクリックします。

ステップ 8 ブートパラメータを変更するには、[iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリッ
クします。
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2つの iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを変更する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスで、次のいずれかのフィールドの値を変更しま
す。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファ
イルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile]リ
ンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSIブートイニシエータ名の割り当て方法を選択します。
次の方法の中から 1つを選択してください。

• [Manual]：[Initiator Name]フィールドに名前を入力しま
す。イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用でき
ます。

• [プール（Pools）]：IQN接尾辞プールを選択します。こ
のプールから名前が割り当てられます。

[Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスでイ
ニシエータ名を設定すると、サービスプロファイル

レベルではなく、iSCSI vNICレベルでイニシエータ
IQNが設定されます。複数のパスが設定されている
場合、[iSCSI vNICs]タブから、またはサービスプロ
ファイルの作成時に、イニシエータ IQNを設定する
必要があります。

（注）

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセットできま

す。詳細については、サービスプロファイルレベルでのイニ

シエータ IQNの変更（150ページ）を参照してください。

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい IQN接尾辞プールを
作成するには、このリンクをクリックします。

[IQNサフィックスプールの作
成（Create IQN Suffix Pool）]
リンク
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説明名前

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

]Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストの選択を、次のいずれかに変更します。

説明オプション

システムがDHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択しま
す。

[Select (DHCP used by
default)]

ステップ 13に進みます。

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づい
て iSCSIブート vNICに割り当てられます。

Static

ステップ 12に進みます。

IPv4アドレスが管理 IPアドレスプールから iSCSIブート vNICに割
り当てられます。

Pool

ステップ 13に進みます。

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで [Static]を選択した場合、次のフィールド
を入力するか変更してください。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IPAddress Policy]
ドロップダウンリストで [Static]を選択する必要がありま
す。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[デフォルトゲートウェイ（Default
Gateway）]フィールド

プライマリ DNSサーバのアドレス。[プライマリDNS（PrimaryDNS）]
フィールド

セカンダリ DNSサーバのアドレス。[セカンダリDNS（Secondary
DNS）]フィールド
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ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティックターゲット

インターフェイスが作成されます。

[iSCSI Static Target
Interface]

ステップ 14に進みます。

システムにより、自動ターゲットインターフェイスが作成され

ます。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのど
ちらを使用するか指定する必要があります。

[iSCSI Auto Target
Interface]

ステップ 15に進みます。

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface]を選択した場合は、[Static Target Interface]テーブルで次のいずれ
かを実行します。

• iSCSIスタティックターゲットインターフェイスを追加するには、[Add]をクリックしま
す。iSCSIターゲットインターフェイスを変更するには、変更する iSCSIターゲットイン
ターフェイスを選択して [Modify]をクリックします。次に、[Create iSCSI Static Target]ダ
イアログボックスで、次のフィールドを入力または変更します。

説明名前

iSCSIターゲットの iSCSI修飾名（IQN）または拡張固有識
別子（EUI）の名前を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができま

す。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準の IQNまたは EUIのガイドラ
インに従って適切な形式にする必要があります。

重要

以下に、正しい形式の iSCSIターゲット名の例を示します。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name]フィー
ルド

システムによって iSCSIターゲットに割り当てられたプラ
イオリティ。

[Priority]フィールド
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説明名前

iSCSIターゲットに関連付けられたポート。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルト値は 3260で
す。

[Port]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロ
ファイルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

iSCSIターゲットに割り当てられた IPv4アドレス。[IPv4 Address]フィールド

iSCSIターゲットの LUN識別子です。[LUN Id]フィールド

• iSCSIターゲットインターフェイスを削除するには、削除する iSCSIターゲットインター
フェイスを選択して [Delete]をクリックします。

2つの iSCSIスタティックターゲットがあり、優先順位 1位のターゲットを削除する
と、優先順位 2位のターゲットが優先順位 1位のターゲットになります。ただし、こ
のターゲットは、Cisco UCS Managerでは、引き続き優先順位 2位のターゲットとし
て表示されます。

（注）

ステップ 15 [iSCSI Auto Target Interface]を選択した場合、[DHCP Vendor Id]フィールドのエントリをイニシ
エータ名または DHCPベンダー IDに変更します。イニシエータがすでに設定済みである必要
があります。ベンダー IDには、最大 32文字の英数字を指定できます。

ステップ 16 [OK]をクリックします。

IQNプール
IQNプールは、Cisco UCSドメイン内の iSCSI vNICによって発信側 IDとして使用される iSCSI
修飾名（IQN）の集合です。

IQNプールのメンバは、プレフィックス:サフィックス:数字の形式になります。これで、プレ
フィックス、サフィックス、および数字のブロック（範囲）を指定することができます。

IQNプールには、番号の範囲やサフィックスが異なる（ただし、プレフィクスは共通してい
る）複数の IQNブロックを含めることができます。
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IQNプールの作成

ほとんどの場合、最大 IQNサイズ（プレフィックス +サフィックス +追加文字）は 223文字
です。CiscoUCSNICM51KR-Bアダプタを使用する場合、IQNサイズを 128文字に制限する必
要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]を右クリックし、[Create IQN Suffix Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールド
に値を入力します。

説明フィールド

iSCSI修飾名（IQN）プールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]

プールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]

このプール用に作成された任意の IQNブロックのプレフィク
ス。

1～ 150文字を入力します。任意の文字や数字、および次の
特殊文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハ
イフン）。たとえば、iqn1.alpha.comを使用できます。

Prefix
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説明フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム ID
を選択します。

• [Sequential]：CiscoUCSManagerはプールから最も小さい
使用可能な IDを選択します。

[Assignment Order]フィール
ド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Add IQN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～ 64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特
殊文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハ
イフン）。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From]フィールド

ブロック内の接尾辞の数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次のタスク

IQNサフィックスプールはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

IQNプールへのブロックの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 目的の IQNプールを右クリックし、[Create a Block of IQN Suffixes]を選択します。
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ステップ 6 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～ 64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特
殊文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハ
イフン）。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From]フィールド

ブロック内の接尾辞の数。[Size]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

IQNプールからのブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、 Cisco UCS Managerはそのブロックの中の vNIC
またはvHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべて
の割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBA
に残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 IQN接尾辞のブロックを削除する IQNプールを選択します。

ステップ 6 [Work]ペインで、[IQN Blocks]タブをクリックします。

ステップ 7 削除するブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 8 [Yes]をクリックして削除を確認します。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。
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IQNプールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割

り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 削除するプールを右クリックして、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LANブート
LANの集中プロビジョニングサーバから 1つまたは複数のサーバをブートするブートポリ
シーを設定できます。LAN（または PXE）ブートは、その LANサーバからサーバに OSをイ
ンストールする際に頻繁に使用されます。

LANブートポリシーには、複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、ロー
カルディスクや仮想メディアブートをセカンダリブートデバイスとして追加できます。

ブートポリシー用 LANブートポリシー設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリ

ブートデバイスとしてローカルディスクや仮想メディアのブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成（131ページ）から直接続いています。
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手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。

ステップ 2 [Add LAN Boot]リンクをクリックします。

ステップ 3 [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]フィー
ルドに入力して、[OK]をクリックします。

ステップ 4 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。
• [OK]をクリックして終了します。

次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ローカルデバイスブート
Cisco UCS Manager異なるローカルデバイスから起動することができます。

強化されたブート順序を使用しているCisco UCSM3以降のブレードサーバとラックサーバの
場合、トップレベルと第 2レベルのどちらのブートデバイスも選択できます。

（注）

ローカルディスクブート

サーバにローカルドライブがある場合、ブートポリシーを設定して、トップレベルのローカ

ルディスクデバイスまたは第 2レベルのデバイスのいずれかからサーバを起動できます。

• [Local LUN]：ローカルディスクまたはローカル LUNからの起動を有効にします。

• [Local JBOD]：ブート可能な JBODからの起動を有効にします。

• [SD card]：SDカードからの起動を有効にします。

• [Internal USB]：内部 USBからの起動を有効にします。

• [External USB]：外部 USBからの起動を有効にします。

• [Embedded Local LUN]：すべての Cisco UCS C240 M4およびM5サーバ上の内蔵ローカル
LUNからの起動を有効にします。
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• [Embedded Local Disk]：すべての Cisco UCS C240 M4およびM5サーバ上の内蔵ローカル
ディスクからの起動を有効にします。

CiscoUCSC125M5サーバでは、別のPCIeストレージコントロー
ラがない場合、このオプションを使用しないでください。代わり

に、[Add Local Disk]オプションを使用します。

（注）

第 2レベルのデバイスは、強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレー
ドサーバとラックサーバに対してのみ使用できます。

（注）

仮想メディアブート

ブートポリシーを設定して、サーバからアクセスできる仮想メディアデバイスから 1つ以上
のサーバを起動できます。仮想メディアデバイスは、物理CD/DVDディスク（読み取り専用）
またはフロッピーディスク（読み取り書き込み）のサーバへの挿入を疑似的に実行します。こ

のタイプのサーバブートは、通常、サーバに手動でオペレーティングシステムをインストー

ルするために使用されます。

第 2レベルのデバイスは、強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレー
ドサーバとラックサーバに対してのみ使用できます。

（注）

リモート仮想ドライブのブート

ブートポリシーを設定して、サーバからアクセスできるリモート仮想ドライブから1つ以上の
サーバを起動できます。

NVMeのブート

リリース 3.2(1)以降、Cisco UCS Managerには NVMeデバイスをM5ブレードサーバやラック
サーバのブートポリシーに追加するオプションが備わっています。BIOSは、存在する NVMe
デバイスを列挙し、UEFI対応 OSがインストールされている最初の NVMeデバイスで起動し
ます。

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ

4.0(4a)以降、Cisco UCS ManagerはMarvell 88SE92xx PCIeから SATA 6Gb/sコントローラ
(UCS-M2-HWRAID)を搭載した Ciscoブート最適化M.2コントローラをサポートしています。
BIOSは、このコントローラにインストールされているM.2 SATAドライブを列挙し、その後
前面パネルの SATAドライブが UEFI対応 OSがインストールされている最初の SATAデバイ
スから起動します。
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ブートポリシー用ローカルディスクブートの設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリ

ブートデバイスとして SDカードのブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成（131ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 [ローカルデバイス (Local Devices)]領域を展開します。

ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [ローカルディスクの追加（Add Local Disk）]または

• [Add Local LUN]

• [Add Local JBOD (ローカル JBODの追加)]

• [Add SD Card]

• [Add Internal USB]

• [Add External USB]

• [Add Embedded Local LUN (内蔵ローカルLUNの追加)]

• [Add Embedded Local Disk (内蔵ローカルディスクの追加)]

Cisco Boot最適化M. 2 RAIDコントローラ (HWRAID)が設定されている場合
は、[Add Embedded Local Disk (組み込みローカルディスクを追加)]ダイア
ログボックスで、[いずれか (Any)]を選択してディスクを追加します。[プラ
イマリ (Primary)]または [セカンダリ (Secondary)]を選択しないでください。

重要

強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレードサーバとラック
サーバの場合、トップレベルと第 2レベルのどちらのブートデバイスも選択できま
す。

（注）

ステップ 3 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。
• [OK]をクリックして終了します。
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次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ブートポリシー用仮想メディアブートの設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。ローカルディスクブー

トをセカンダリブートデバイスとして追加できます。

仮想メディアでは、USBをイネーブルにする必要があります。USBの機能に影響するBIOS設
定を変更した場合は、仮想メディアにも影響します。したがって、最適なパフォーマンスを実

現するためには、次の USB BIOSをデフォルト設定のままにしておくことをお勧めします。

• [Make Device Non Bootable]：[disabled]に設定します。

• [USB Idle Power Optimizing Setting]：[high-performance]に設定します。

（注）

この手順は、ブートポリシーの作成（131ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。

ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [Add CD/DVD]または

• [Add Local CD/DVD]

• [Add Remote CD/DVD]（ラックサーバの KVM CD/DVD用）

M5ブレードサーバを使用した設定で、ISOを KVMコンソールにマッピングしてい
る場合は、ブート順序には [Remote CD/DVD]のみを使用してください。

• [Add Floppy]または

• [Add Local Floppy]

• [Add Remote Floppy]

• [Add Remote Virtual Drive]
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強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレードサーバとラック
サーバの場合、トップレベルと第 2レベルのどちらのブートデバイスも選択できま
す。

（注）

ステップ 3 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。
• [OK]をクリックして終了します。

次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ブートポリシー用 NVMeブートの設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリ

ブートデバイスとして SDカードのブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成（131ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。

ステップ 2 [Add NVMe]をクリックし、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

NVMeブートポリシーは、[Uefi]ブートモードでのみ使用できます。（注）

ステップ 3 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。
• [OK]をクリックして終了します。

次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。
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このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

vMediaサービスプロファイルへのブートポリシーの追加
この手順では、[Create Service Profile (expert)]ウィザードの [Server Boot Order]ページで、vMedia
のブートポリシーのオプションを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。
[Unified Computing System Manager]ペインが表示されます。

ステップ 5 [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要があり

ます。

ステップ 6 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。Select (pool default
used by default)

ステップ 8に進みます。

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサーバ
と関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは製造元
によってサーバに割り当てられた UUID値に設定されます。サービスプ
ロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサーバに一致
するように変更されます。

ステップ 8に進みます。

手動で割り当てる UUIDを使用します。

ステップ 7に進みます。

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
168

サーバのブート

vMediaサービスプロファイルへのブートポリシーの追加



説明オプション

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プール
から UUIDを割り当てます。

Pools Pool_Name

各プール名の後には、プール内で利用可能なUUIDの数およびUUIDの合
計数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

既存のプールを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイルが

アクセスできるプールを作成する場合は、ステップ4に進みます。それ以
外の場合はステップ 8に進みます。

ステップ 7 （任意） オプションを選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効な
UUIDを入力します。

ステップ 8 （任意）このサービスプロファイルで使用する新しい UUIDサフィックスプールを作成する
場合は、[Create UUID Suffix Pool]をクリックし、[Create UUID Suffix Pool]ウィザードのフィー
ルドに値を入力します。

詳細については、UUID接尾辞プールの作成（116ページ）を参照してください。

ステップ 9 （任意）テキストボックスに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

このサービスプロファイルのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できます。ただし、`（アクセン
ト記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

ステップ 10 [Next]をクリックします。

ステップ 11 [Create Service Profile (expert)]に移動し、[Server Boot Order]をクリックします。
[Boot Policy]ペインが表示されます。

ステップ 12 [Boot Policy]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのブートポリシーを割り

当てます。

Select Boot Policy to use

ステップ 13に進みます。

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルブートポリシーを作成できます。

[Create a Specific Boot
Policy]

サービスプロファイルに既存のブートポリシーを割り当てます。

このオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerでポリシーの
詳細が表示されます。

Boot Policies
Policy_Name

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create Boot
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説明オプション

Policy]をクリックします。それ以外の場合は、リストでポリシーを
選択し、ステップ 13に進みます。

ステップ 13 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートにアクセスできる新しいブートポリシー

を作成したら、[Boot Policy]ドロップダウンリストからそのポリシーを選択します。

ステップ 14 [Next]をクリックします。

次のタスク

サービスプロファイルを Cisco UCSサーバに関連付けます。

ブートポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Boot Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

UEFIブートパラメータ
サーバのUEFIブートモードは、プラットフォームハードウェアに保存されている情報によっ
て決まります。UEFI OSブートローダに関する情報を含むブートエントリは、サーバのBIOS
フラッシュに保存されます。2.2(4)より前の Cisco UCS Managerリリースでは、サービスプロ
ファイルがあるサーバから別のサーバに移行されると、ブートローダ情報は宛先サーバで使用

できなくなります。そのため、BIOSは、サーバをUEFIブートモードでブートするためのブー
トローダ情報をロードできません。

Cisco UCSMリリース 2.2(4)では、宛先サーバ上の UEFI OSブートローダの位置に関する情報
を BIOSに提供する UEFIブートパラメータが導入され、BIOS はその位置からブートローダ
をロードできます。サーバは、そのブートローダ情報を使用して、UEFIブートモードでブー
トできます。
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UEFIブートパラメータに関する注意事項と制約事項
•ブートモードが UEFIの場合のみ、UEFIブートパラメータを設定できます。

• CiscoUCSManagerをリリース2.2(4)以降にアップグレードする場合は、サービスプロファ
イルの移行中にUEFIブートが失敗しても自動的に処理されません。UEFI対応OSで正常
にブートするには、ターゲットデバイスでUEFIブートパラメータを明示的に作成してお
く必要があります。

• UEFIブートパラメータは、セカンドレベルのブート順序をサポートする、M3以降のす
べてのサーバでサポートされています。

•次のデバイスタイプの UEFIブートパラメータを指定できます。

• SAN LUN

• ISCSI LUN

•ローカル LUN

• UEFIブートパラメータは各オペレーティングシステム固有のパラメータです。次のオペ
レーティングシステムの UEFIブートパラメータを指定できます。

• VMware ESX

• SUSE Linux

• Microsoft Windows

• Red Hat Enterprise Linux 7

UEFIブートパラメータの設定

始める前に

ブートポリシーの [Boot Mode]が [Uefi]であることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [Boot Policies]を展開し、UEFIブートパラメータを設定するブートポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 LUNの UEFIブートパラメータを設定するには、[Boot Order]領域の LUNを選択し、[Set Uefi
Boot Parameters]をクリックします。

ローカル LUN、SAN LUN、iSCSI LUNに対してのみ UEFIブートパラメータを設定
できます。

重要
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ステップ 6 [Set Uefi Boot Parameters]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明フィールド

ブートローダの名前を指定します。これは必須フィールドです。[Boot Loader Name]

例：grub.efi

ブートローダがある場所のパスを指定します。これは必須フィー

ルドです。ブートローダの名前をこのフィールドに入力しない

でください。パスだけを指定する必要があります。

[Boot Loader Path]

例：\EFI\RedHat

ブートローダの詳細です。これは、F6ブートメニューに表示さ
れる可読形式の名前です。

[Boot Loader Description]

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

UEFIブートパラメータの変更

始める前に

ブートポリシーの [Boot Mode]が [Uefi]であることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [Boot Policies]を展開し、UEFIブートパラメータを変更するブートポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 UEFIブートパラメータを使用して、LUNの UEFIブートパラメータを変更するには、[Boot
Order]領域で LUNを選択し、[Modify Uefi Boot Parameters]をクリックします。

ローカル LUN、SAN LUN、および iSCSI LUNに対してのみ UEFIブートパラメータ
を設定できます。

重要

ステップ 6 [Modify Uefi Boot Parameters]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明フィールド

ブートローダの名前を指定します。これは必須フィール

ドです。

[Boot Loader Name]
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説明フィールド

ブートローダがある場所のパスを指定します。これは必

須フィールドです。

[Boot Loader Path]

ブートローダの詳細です。[Boot Loader Description]

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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第 11 章

Service Profiles

• UCS Managerのサービスプロファイル（175ページ）
•サーバ IDを上書きするサービスプロファイル（176ページ）
•サーバ IDを継承するサービスプロファイル（177ページ）
•サービスプロファイルに関するガイドラインおよび推奨事項（177ページ）
•サービスプロファイルの作成方法（178ページ）
•インバンドサービスプロファイル（182ページ）
•サービスプロファイルタスク（183ページ）
•サービスプロファイルのアソシエーション（194ページ）
•サービスプロファイルテンプレート（196ページ）
•サービスプロファイルテンプレートタスク（201ページ）
•サービスプロファイルのアソシエーション（206ページ）

UCS Managerのサービスプロファイル
サービスプロファイルは、単一のサーバおよびそのストレージとネットワークの特性を定義し

ます。Cisco UCS Managerおよび UCS Miniのサービスプロファイルを作成できます。サービ
スプロファイルがサーバに導入されると、UCS Managerは、サービスプロファイルで指定さ
れた設定に一致するよう、サーバ、アダプタ、ファブリックエクステンダ、ファブリックイ

ンターコネクトを自動的に設定します。

サービスプロファイルには、次の 4種類の情報が含まれています。

• [Server definition]：プロファイルに適用するために必要なリソース（特定のシャーシに挿
入された特定のサーバやブレード）を定義します。

• [Identity information]：UUID、各仮想 NIC（vNIC）のMACアドレス、各 HBAのWWN仕
様が含まれます。

• [Firmware revision specifications]：特定のテスト済みのファームウェアリビジョンをインス
トールする必要がある場合、またはその他の理由で特定のファームウェアを使用する必要

がある場合に使用します。
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• [Connectivity definition]：ネットワークアダプタ、ファブリックエクステンダ、および親
インターコネクトを設定します。ただし、この情報には各ネットワークコンポーネントの

設定方法の詳細が含まれていないため抽象的です。

UCSシステムは、サーバ IDを継承するサービスプロファイルとサーバ ID をオーバーライド
するサービスプロファイルの 2つのタイプのサービスプロファイルを提供しています。

サーバ IDを上書きするサービスプロファイル
このタイプのサービスプロファイルにより、柔軟性と制御性が最大化されます。このプロファ

イルでは、アソシエーション時にサーバに設定されていた ID値を上書きし、CiscoUCSManager
で設定されたリソースプールとポリシーを使用して一部の管理タスクを自動化できます。

このサービスプロファイルは、あるサーバとの関連付けを解除して、別のサーバに関連付ける

ことができます。この再アソシエーションは手動で行うこともできますし、自動サーバプール

ポリシーを通じて行うこともできます。UUIDやMACアドレスなど、新しいサーバの工場出
荷時の設定は、サービスプロファイルでの設定で上書きされます。その結果、サーバでの変更

はネットワークに対して透過的です。新しいサーバの使用を開始するために、ネットワークで

コンポーネントやアプリケーションを再設定する必要はありません。

このプロファイルにより、次のようなリソースプールやポリシーを通じて、システムリソー

スを利用し、管理できるようになります。

• MACアドレスのプール、WWNアドレス、UUIDなどの仮想 ID情報

•イーサネットおよびファイバチャネルアダプタプロファイルポリシー

•ファームウェアパッケージポリシー

•オペレーティングシステムブート順序ポリシー

サービスプロファイルに電源管理ポリシー、サーバプール資格情報ポリシー、または特定の

ハードウェア設定が必要な別のポリシーが含まれていない場合は、そのサービスプロファイル

を Cisco UCSドメインのどのタイプのサーバにも使用できます。

これらのサービスプロファイルは、ラックマウントサーバまたはブレードサーバのどちらか

に関連付けることができます。サービスプロファイルの移行の可否は、サービスプロファイ

ルの移行制限を選択するかどうかによって決まります。

移行を制限しない場合、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Managerに
よる新規サーバの互換性チェックは実行されません。両方のハードウェアが似ていない場合、

関連付けが失敗することがあります。

（注）
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サーバ IDを継承するサービスプロファイル
このハードウェアベースのサービスプロファイルは使用も作成も簡単です。このプロファイル

は、サーバのデフォルト値を使用して、ラックマウント型サーバの管理を模倣します。これは

特定のサーバに関連付けられているため、別のサーバへの移動や移行はできません。

このサービスプロファイルを使用するために、プールや設定ポリシーを作成する必要はありま

せん。

このサービスプロファイルは、アソシエーション時に存在する次のような ID情報および設定
情報を継承し、適用します。

• 2つの NICのMACアドレス

•統合ネットワークアダプタまたは仮想インターフェイスカードについては、2つの HBA
のWWNアドレス

• BIOSバージョン

•サーバの UUID

このプロファイルをサーバに関連付ける前に、製造元でサーバのハードウェアに設定された値

が変更された場合、このサービスプロファイルを通じて継承されたサーバの IDおよび設定情
報は、この値とは異なる可能性があります。

重要

サービスプロファイルに関するガイドラインおよび推奨

事項
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含まれるポリシー（ロー

カルディスク設定ポリシーなど）やプールに固有のガイドラインと推奨事項に加え、サービス

プロファイルとサーバを関連付ける機能に影響する以下のガイドラインと推奨事項も順守して

ください。

ラックマウントサーバで設定できる vNIC数の制限

Cisco UCS Managerと統合されているラックマウントサーバでは、Cisco UCS P81E仮想イン
ターフェイスカード（N2XX-ACPCI01）などのサポート対象のアダプタごとに最大 56の vNIC
を設定できます。
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ラックマウントサーバの電力制限はサポート対象外

電力制限はラックサーバではサポートされません。ラックマウントサーバに関連付けられて

いるサービスプロファイルに電力制御ポリシーを含めた場合、そのポリシーは実行されませ

ん。

vNICに関する QoSポリシーのガイドライン

QoSポリシーのプライオリティ設定が fc（ファイバチャネルシステムクラス）ではない場合
にのみ、そのポリシーを vNICに割り当てることができます。QoSポリシーのプライオリティ
に他のシステムクラスを設定できます。

vHBAに関する QoSポリシーのガイドライン

QoSポリシーのプライオリティ設定が fc（ファイバチャネルシステムクラス）である場合に
のみ、そのポリシーを vHBAに割り当てることができます。

QoSポリシーのホスト制御設定は vNICにのみ適用されます。vHBAには影響しません。

サービスプロファイルの作成方法

[Expert]ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。

ステップ 5 [Identify Service Profile]パネルで、サービスプロファイルの [Name]、[UUID assignment]を指定
して、[Next]をクリックします。

任意で、このサービスプロファイルの説明を設定できます。UUIDが使用できない場合、この
パネルから UUIDサフィックスプールを作成することもできます。

サービスプロファイルをすばやく作成するには、名前を指定した後に [Finish]をク
リックします。Cisco UCSManagerは、指定された名前とすべてのシステムデフォル
ト値を使用して新しいサービスプロファイルを作成します。

（注）

ステップ 6 （オプション）[Networking]パネルで、[Dynamic vNIC Connection Policy]と [LAN Connectivity]
のセクションに必要な情報を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからダイナミック vNIC接続ポリシーおよび LAN接続ポリシーを作成できます。
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LAN接続ポリシーに対応する vNICを作成する場合、ダイナミック vNIC、usNICお
よび VMQはサポートされません。イーサネットアダプタポリシーを設定する場合
は、RoCE、VXLAN、NvGREはサポートされません。

（注）

ステップ 7 （オプション）[Storage]パネルで、[Local Storage Policy]、[SAN Connectivity]、[WWNN]、
[VSAN]などの、SAN構成情報を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからローカルディスク設定ポリシーおよび SAN接続ポリシーを作成できます。

ストレージポリシーに従って vHBAを設定する場合は、FC vNICはサポートされま
せん。

（注）

ステップ 8 (オプション)[ゾーニング (Zoning)]パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [次へ (Next)]
をクリックします。

このパネルから vHBAイニシエータグループを作成できます。

ステップ 9 （オプション）[vNIC/vHBA Placement]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next]をク
リックします。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。

ステップ 10 （オプション）[Server Boot Order]パネルで、ドロップダウンリストから [Boot Policy]を指定
して [Next]をクリックします。

このパネルからブートポリシーを作成できます。

ステップ 11 （任意）[MaintenancePolicy]パネルで、メンテナンスポリシーを指定して [Next]をクリックし
ます。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定

できます。

ステップ 12 （オプション）[Server Assignment]パネルで、[Server Assignment]をドロップダウンリストか
ら選択して指定し、サーバ割り当てに適用する電源状態を指定して [Next]をクリックします。

このパネルからサーバプールまたはホストファームウェアパッケージを作成できます。

ステップ 13 （オプション）[Operational Policies]パネルで、[BIOSConfiguration]、[External IPMIManagement
Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration(Thresholds)]、[Power Control
Policy Configuration]、[Scrub Policy]などのシステムの動作情報を指定して [Finish]をクリック
します。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンド IPv4または IPv6アドレスをセット
アップするには、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに入力します。

（注）

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。
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サーバ IDを継承するサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Naming]領域で、次のフィールドに値を入力しま
す。

a) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力しま
す。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

b) [Description]フィールドに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

ステップ 6 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [vNICs]領域で、プライマリおよびセカンダリの
vNICを選択します。

ステップ 7 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [vHBAs]領域で、プライマリおよびセカンダリの
vHBAを選択します。

ステップ 8 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Boot Order]領域で、プライマリおよびセカンダ
リのブートデバイスを選択します。

ステップ 9 （任意） [Server Association (optional)]領域の [Select]カラムで、サーバのオプションボタンを
クリックして、このサービスとこのサーバを関連付けます。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ブレードサーバのハードウェアベースのサービスプロファイルの作

成

ハードウェアベースのサービスプロファイルを別のサーバに移動することはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ハードウェアベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Create Service Profile in Organization]ドロップダウンリストから、サービスプロファイル
を作成する組織を選択します。

b) ラジオボタンをクリックします。
c) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

d) CiscoUCSManagerでサービスプロファイルの vNICを作成する場合、[CreateDefault vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vHBAを作成する場合、[Create Default
vHBAs]チェックボックスをオンにします。

f) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerがサーバの IDおよび設定情報を継承して自動的に適用し、サービスプロ
ファイルを作成してから、それをサーバに関連付けます。

ラックマウントサーバのハードウェアベースのサービスプロファイ

ルの作成

ハードウェアベースのサービスプロファイルを別のサーバに移動することはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 ハードウェアベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
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a) [Create Service Profile in Organization]ドロップダウンリストから、サービスプロファイル
を作成する組織を選択します。

b) ラジオボタンをクリックします。
c) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

d) CiscoUCSManagerでサービスプロファイルの vNICを作成する場合、[CreateDefault vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vHBAを作成する場合、[Create Default
vHBAs]チェックボックスをオンにします。

f) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerがサーバの IDおよび設定情報を継承して自動的に適用し、サービスプロ
ファイルを作成してから、それをサーバに関連付けます。

インバンドサービスプロファイル

サービスプロファイルからのインバンド設定の削除

この手順では、サービスプロファイルからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。
このアクションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

サービスプロファイルのインバンド管理 IPアドレスの設定が削除されます。
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サービスプロファイルタスク

サービスプロファイルの名前の変更

サービスプロファイルの名前を変更すると、次のことが起こります。

•サービスプロファイルの以前の名前を参照するイベントログと監査ログは、その名前の
まま保持されます。

•名前変更の操作を記録する、新しい監査データが作成されます。

•サービスプロファイルの以前の名前で生じたすべての障害データは、新しいサービスプ
ロファイル名に転送されます。

保留中の変更があるサービスプロファイルの名前は変更できません。（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 名前を変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 名前を変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Rename Service Profile]をクリックします。

ステップ 7 [Rename Service Profile]ダイアログボックスで、[New Name]フィールドフィールドにサービ
スプロファイルの新しい名前を入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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サービスプロファイルのクローン化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 クローンするサービスプロファイルを右クリックし、[Create a Clone]を選択します。

ステップ 5 [Create Clone From Service Profile]ダイアログボックスで次の作業を行います。

a) 新しいプロファイルに使用する名前を [Clone Name]フィールドに入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要が

あります。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 6 作成したサービスプロファイルに移動し、すべてのオプションが正しいことを確認します。

サービスプロファイルの UUIDの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 UUIDを変更したいサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバの UUIDを変更する必要のあるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change UUID]をクリックします。

ステップ 7 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。
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説明オプション

デフォルトのUUID接尾辞プールから
UUIDを割り当てます。

[Select (pool default used by default)]

ステップ 9に進みます。

製造元によってサーバに割り当てられ

た UUIDを使用します。
[Hardware Default]

このオプションを選択した場合、UUID
はサービスプロファイルがサーバと

関連付けられるまで割り当てられませ

ん。この時点で、UUIDは製造元に
よってサーバに割り当てられたUUID
値に設定されます。サービスプロファ

イルを後で別のサーバに移動すると、

UUIDは新しいサーバに一致するよう
に変更されます。

ステップ 9に進みます。

手動で割り当てる UUIDを使用しま
す。

XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX

ステップ 8に進みます。

ドロップダウンリストの下部のリス

トから選択するUUID接尾辞プールか
ら UUIDを割り当てます。

Pools Pool_Name

各プール名の後には、プール内で利用

可能なUUIDの数およびUUIDの合計
数を示す、括弧に囲まれた2つの数字
が表示されます。

ステップ 9に進みます。

ステップ 8 （任意） オプションを選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効な
UUIDを入力します。

b) 選択した UUIDが使用可能であることを確認するには、[here]リンクをクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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サービスプロファイルのブート順序の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ブート順序を変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 ブート順序を変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Modify Boot Policy]をクリックして既存のブートポリシーを変更します。

ステップ 7 [Modify Boot Policy]ダイアログボックスで、[Boot Policy]ドロップダウンリストから次のいず
れかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのブートポリシーを割り

当てます。

Select Boot Policy to use

ステップ 14に進みます。

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルブートポリシーを作成できます。

[Create a Specific Boot
Policy]

ステップ 8に進みます。

サービスプロファイルに既存のブートポリシーを割り当てます。

このオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerでポリシーの
詳細が表示されます。

Boot Policies
Policy_Name

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create Boot
Policy]をクリックし、ステップ2に進みます。それ以外の場合はス
テップ 14に進みます。

ステップ 8 ブートポリシーの作成を選択した場合は、[Create Boot Policy]ダイアログボックスにポリシー
の一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で

きません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 9 （任意）ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートす

るには、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
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Cisco UCS Manager GUIで、ブートポリシーの [順序を変更したときにリブートする（Reboot
on Boot Order Change]チェックボックスがオンになっていて、CD-ROMまたはフロッピーが
ブート順序の最後のデバイスの場合、デバイスを削除または追加してもブート順序には直接影

響せず、サーバは再起動しません。

ステップ 10 （任意）必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにしま
す。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーと、[Boot Order]テーブルにリストさ
れた 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかのレポートとを表示します。

•オフにした場合は、Cisco UCSManagerがサービスプロファイルから（ブートオプション
に応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 11 ローカルディスク、仮想 CD-ROM、または仮想フロッピーをブート順序に追加するには、次
の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
b) 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [ローカルディスクの追加（Add Local Disk）]または

• [Add Local LUN]

• [Add Local JBOD (ローカル JBODの追加)]

• [Add SD Card]

• [Add Internal USB]

• [Add External USB]

• [Add Embedded Local LUN (内蔵ローカルLUNの追加)]

• [Add Embedded Local Disk (内蔵ローカルディスクの追加)]

• [Add CD/DVD]または

• [Add Local CD/DVD]

• [Add Local Remote CD/DVD]

M5ブレードサーバを使用した設定で、ISOを KVMコンソールにマッピングし
ている場合は、ブート順序には [Remote CD/DVD]のみを使用してください。

c) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終
了します。

ステップ 12 LANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。
b) [Add LAN Boot]リンクをクリックします。
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c) [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]
フィールドに入力して、[OK]をクリックします。

d) 別のデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了しま
す。

ステップ 13 SANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。
b) [Add SAN Boot]リンクをクリックします。
c) [Add San Boot]ダイアログボックスで、vHBAとタイプを指定して、[OK]をクリックしま
す。

d) この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は [Add SAN Boot Target]リンク
をクリックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで、ブートターゲット LUN、
ブートターゲットWWPN、およびタイプを指定して、[OK]をクリックします。

e) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終
了します。

ステップ 14 [OK]をクリックします。

サービスプロファイル用の vNICの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vNICを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vNICを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vNICs]ノードを右クリックし、[Create vNICs]を選択します。

ステップ 6 既存の vNICテンプレートを使用するには、[vNICの作成（Create vNIC）]ダイアログボックス
で名前を入力し、[MACアドレスの割り当て（MAC Address Assignment）]を選択して [vNIC
テンプレートの使用（Use vNIC Template）]チェックボックスをオンにします。

この領域ではMACプールを作成することもできます。

ステップ 7 ファブリック IDを選択し、使用するVLANを選択してから、CDN名とMTUを選択し、ピン
グループを選択します。

この領域から VLANおよび LANピングループを作成することもできます。

ステップ 8 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。

ステップ 9 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]、[QoS Policy]、および [Network Control
Policy]を選択します。
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この領域では、イーサネットアダプタポリシー、QoSポリシー、ネットワーク制御ポリシー
も作成できます。

ステップ 10 [Connection Policy]領域で、[Dynamic vNIC]、[usNIC]または [VMQ] ラジオボタンを選択して、
対応するポリシーを選択します。

この領域では、ダイナミック vNIC、usNIC、または VMQの接続ポリシーも作成できます。

ステップ 11 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルからの vNICの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vNICを削除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vNICを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 vNICノードを展開します。

ステップ 6 削除する vNICを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイル用の vHBAの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vHBAを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vHBAs]ノードを右クリックし、[Create vHBAs]を選択します。

ステップ 6 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 7 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data]の順に選択します。

この領域から VSANまたは SANピングループを作成することもできます。

ステップ 8 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。

ステップ 9 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]と [QoS Policy]を選択します。
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この領域からファイバチャネルアダプタポリシーまたはQoSポリシーを作成することもでき
ます。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

vHBAに対するWWPNの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 WWPNを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 WWPNを変更する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Change World Wide Name]をクリックします。

ステップ 8 [Change World Wide Port Name]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

vHBAの永続的なバインディングのクリア

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 永続的なバインディングをクリアする vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Clear Persistent Binding]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイルからの vHBAの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAを削除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vHBAを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vHBAs]ノードを展開します。

ステップ 6 削除する vHBAを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルへの vHBAイニシエータグループの追加

手順

ステップ 1 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 2 vHBAイニシエータグループを追加するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開し
ます。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 vHBAイニシエータグループを追加するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Storage] > [vHBA Initiator Groups]をクリックします。

ステップ 5 テーブルの右にあるアイコンバーの [+]をクリックします。

ステップ 6 [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、名前と説明を設定するには、次のフィー
ルドに入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが保存された後

にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

グループの説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックス
ラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等
号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）
は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 7 [Select vHBA Initiators]テーブルで、vHBAイニシエータグループに含める各 vHBAの [Select]
列のチェックボックスをオンにします。

ステップ 8 イニシエータグループにストレージ接続ポリシーを追加するには、次のオプションの1つを選
択します。

• [Storage Connection Policy]ドロップダウンリストから既存のストレージ接続ポリシーを選
択します。ステップ 10に進みます。

• CiscoUCSドメイン内の他の vHBAのイニシエータグループで使用可能な新しいストレー
ジ接続ポリシーを作成する場合は、リンクをクリックします。詳細については、「Creating
a Fibre Channel Storage Connection Policy」を参照してください。ストレージ接続ポリシー
を作成した後、ステップ 10に進みます。

•この vHBAのイニシエータグループにのみ利用可能なストレージ接続ポリシーを作成す
るには、オプションを選択します。ステップ 9に進みます。

ステップ 9 この vHBAのイニシエータグループにのみ利用可能なストレージ接続ポリシーを作成するに
は、[Specific Storage Connection Policy]領域で、次のフィールドを入力します。

説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [None]:Cisco UCS Managerファイバチャネルゾーニング
は設定されていません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCS Managerは、
vHBAとストレージポートのペアごとに、ゾーンを 1つ
自動的に作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含ま
れます。ゾーンの数がサポートされている最大値を超え

ると予想される場合を除いて、このタイプのゾーン分割

を設定することを推奨します。

• [Single InitiatorMultiple Targets]：CiscoUCSManagerは、
vHBAごとにゾーンを 1つ自動的に作成します。ゾーン
の数がサポートされている最大値に到達またはそれを超

えると予想される場合は、このタイプのゾーン分割を設

定することを推奨します。

[Zoning Type]フィールド

このポリシーに関連付けられたファイバチャネルターゲット

エンドポイントこのテーブルには、次のカラムとボタンがあ

ります。

• [WWPN]カラム：エンドポイントに関連付けられたワー
ルドワイドポート名。

• [Path]カラム：エンドポイントへのパス。

• [VSAN]カラム：エンドポイントに関連付けられた
VSAN。

• [Add]ボタン：新しいFCターゲットエンドポイントを作
成します。

• [Delete]ボタン：選択したエンドポイントを削除します。

• [Properties]ボタン：選択したエンドポイントのすべての
プロパティを表示します。

[FC Target Endpoints]テーブ
ル

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Organization_Name] を展開します.

ステップ 3 削除するサービスプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのアソシエーション

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場

合、またはサービスプロファイルを関連付けるブレードサーバまたはサーバプールを変更す

る場合には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 新しいサーバまたはサーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織の
ノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバに関連付けるサービスプロファイルを右クリックし、[Associate Service Profile]を選択
します。

ステップ 5 [Associate Service Profile]ダイアログボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ドロップダウンリストからサーバプールを選択します。 Cisco UCS
Managerは、このプールから取得したサーバをサービスプロファイル
に割り当てます。

サーバプール

ステップ 7に進みます。

ナビゲーションツリーで適切な使用可能サーバに移動し、サービスプ

ロファイルに割り当てるサーバを選択します。

[サーバ（Server）]
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説明オプション

ステップ 7に進みます。

サービスプロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシお

よびスロットを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、

[Custom Server]

またはそれ以外の理由で使用できない場合、サービスプロファイル

は、サーバが使用できるようになったらサーバに関連付けられます。

ステップ 6に進みます。

ステップ 6 [Custom Server]を選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [Chassis Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
b) [Server Id]フィールドで、選択したサーバが配置されているスロットの番号を入力します。

ステップ 7 サーバに関連付けられた後にサービスプロファイルの移行を制限する場合は、[RestrictMigration]
チェックボックスをオンにします。

移行を制限しない場合、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Managerに
よる新規サーバの互換性チェックは実行されません。両方のハードウェアが似ていない場合、

関連付けが失敗することがあります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け解除

サービスプロファイルの関連付けを解除すると、CiscoUCSManagerにより、サーバのオペレー
ティングシステムのシャットダウンが試みられます。適度な時間が経過してもオペレーティン

グシステムがシャットダウンされない場合は、Cisco UCS Managerにより、サーバが強制的に
シャットダウンされます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サーバまたはサーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織の
ノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバとの関連付けを解除するサービスプロファイルを右クリックし、[Disassociate Service
Profile]を選択します。

ステップ 5 [Disassociate Service Profile]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックしてサービスプロファイ
ルの関連付けを解除することを確認します。
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ステップ 6 （任意）サーバのステータスおよび有限状態マシン（FSM）をモニタして、アソシエーション
の解除が完了したことを確認します。

サービスプロファイルテンプレート

初期テンプレートと既存のテンプレート

サービスプロファイルテンプレートを使用して、vNICや vHBAの個数などの同じ基本パラ
メータ、および同じプールから取得された ID情報を使ってすばやく複数のサービスプロファ
イルを作成できます。

既存のサービスプロファイルに類似した値を持つ 1つのサービスプロファイルだけが必要な
場合は、Cisco UCS Manager GUIでサービスプロファイルを複製できます。

ヒント

たとえば、データベースソフトウェアをホストするサーバの設定に、類似した値を持つ数個の

サービスプロファイルが必要である場合、手動、または既存のサービスプロファイルから、

サービスプロファイルテンプレートを作成できます。その後、このテンプレートを使用して、

サービスプロファイルを作成します。

Cisco UCSは、次のタイプのサービスプロファイルテンプレートをサポートしています。

初期テンプレート

初期テンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパティをす

べて継承します。初期のサービスプロファイルテンプレートから作成されたサービスプ

ロファイルはテンプレートにバインドされます。ただし、初期のテンプレートに対して行

われた変更は、バインドされたサービスプロファイルに自動的に伝播されません。バイン

ドされたサービスプロファイルに変更を伝播したい場合は、そのサービスプロファイル

をアンバインドしてから、再び初期テンプレートにバインドします。

アップデートテンプレート

アップデートテンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロ

パティをすべて継承し、そのテンプレートへの接続をそのまま保持します。アップデート

テンプレートを変更すると、このテンプレートから作成されたサービスプロファイルが自

動的にアップデートされます。

初期テンプレートと標準のサービスプロファイルから作成されたサービスプロファイルは、

[リセット (Reset)]がクリックされると、順次プール内で使用可能な最小の IDを取得します。

アップデートテンプレートから作成されたサービスプロファイルは、[リセット (Reset)]がク
リックされると、順次プール内のより小さい IDが未使用の場合でも、同じ IDを保持します。

（注）
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サービスプロファイルテンプレートの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルテンプレートを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile Template]を選択します。

ステップ 5 [Identify Service Profile Template]パネルで、サービスプロファイルの [Name]、[Type]、[UUID
Assignment]を指定し、[Next]をクリックします。

このサービスプロファイルテンプレートの説明（任意）を入力できます。

サービスプロファイルテンプレートをすばやく作成するには、名前を指定した後に

[Finish]をクリックします。CiscoUCSManagerは、指定された名前とすべてのシステ
ムデフォルト値を使用して、新しいサービスプロファイルテンプレートを作成しま

す。

（注）

ステップ 6 （任意）[Networking]パネルで、[Dynamic vNIC Connection Policy]と [LAN Connectivity]セク
ションに必要な情報を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからダイナミック vNIC接続ポリシーおよび LAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 7 （任意）[Storage]パネルで、SAN設定情報（[Local Storage Policy]、[SAN Connectivity]、
[WWNN]、[vHBAs]など）を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからローカルディスク設定ポリシーおよび SAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 8 （任意）[Zoning]パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [Next]をクリックします。

このパネルから vHBAイニシエータグループを作成できます。

ステップ 9 （オプション）[vNIC/vHBA Placement]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next]をク
リックします。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。

ステップ 10 （オプション）[Server Boot Order]パネルで、ドロップダウンリストから [Boot Policy]を指定
して [Next]をクリックします。

このパネルからブートポリシーを作成できます。

ステップ 11 （任意）[MaintenancePolicy]パネルで、メンテナンスポリシーを指定して [Next]をクリックし
ます。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定

できます。
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ステップ 12 （任意）[Server Assignment]パネルで、ドロップダウンリストの [Pool Assignment]と、割り当
てに適用する電源状態を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからサーバプールまたはホストファームウェアパッケージを作成できます。

ステップ 13 （オプション）[Operational Policies]パネルで、[BIOSConfiguration]、[External IPMIManagement
Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration(Thresholds)]、[Power Control
Policy Configuration]、[Scrub Policy]などのシステムの動作情報を指定して [Finish]をクリック
します。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンド IPv4または IPv6アドレスをセット
アップするには、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに入力します。

（注）

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。

サービスプロファイルテンプレートから1つ以上のサービスプロファ
イルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルのベースとして使用するサービスプロファイルテンプレートを含む組
織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 プロファイルの作成元となるサービスプロファイルテンプレートを右クリックし、[Create
Service Profiles From Template]を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profiles From Template]ダイアログボックスで、必要なフィールドに値を入力し
ます。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ブレードサーバのテンプレートベースのサービスプロファイルの作

成

始める前に

Cisco UCSManagerには、適切な値の設定された正規のサービスプロファイルテンプレートが
存在する必要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 テンプレートベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ラジオボタンをクリックします。
b) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

c) ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファイルの作成元となる
テンプレートを選択します。

ドロップダウンリストには、選択したブレードサーバと互換性のあるサービス

プロファイルテンプレートだけが表示されます。

（注）

d) [OK]をクリックします。

ラックマウントサーバのテンプレートベースのサービスプロファイ

ルの作成

始める前に

Cisco UCSManagerには、適切な値の設定された正規のサービスプロファイルテンプレートが
存在する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 テンプレートベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。
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ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ラジオボタンをクリックします。
b) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

c) ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファイルの作成元となる
テンプレートを選択します。

d) [OK]をクリックします。

サービスプロファイルからのサービスプロファイルテンプレートの

作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 テンプレートのベースとして使用するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開し
ます。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 テンプレートの作成元となるサービスプロファイルを右クリックし、[Create a Service Profile
Template]を選択します。

ステップ 5 [Create Template From Service Profile]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力しま
す。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのアセットタグの設定

手順

ステップ 1 [Servers] > [Service Profiles]を選択します。
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ステップ 2 アセットタグを作成するノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備わっていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Asset Tag]フィールドに、サーバを識別する名前を入力します。

この名前には 2～ 32文字の英数字を使用できます。次を除く任意の特殊文字またはスペース
を使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重
引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 変更を反映するため、サーバを手動でリブートします。

サービスプロファイルテンプレートタスク

サービスプロファイルテンプレートへのサービスプロファイルのバ

インディング

サービスプロファイルをサービスプロファイルテンプレートにバインドすることができます。

サービスプロファイルをテンプレートにバインドした場合、Cisco UCS Managerにより、サー
ビスプロファイルテンプレートに定義された値を使って、サービスプロファイルが設定され

ます。既存のサービスプロファイル設定がサービスプロファイルテンプレートに一致しない

場合、Cisco UCS Managerにより、サービスプロファイルが再設定されます。バインドされた
サービスプロファイルの設定は、関連付けられたテンプレートを使用してのみ変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 バインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 バインドするサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 7 [Bind to a Service Profile Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Service Profile Template]ドロップダウンリストから、サービスプロファイルにバインドす
るテンプレートを選択します。
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b) [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートからのサービスプロファイルの

バインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 バインドを解除するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 バインドを解除するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Unbind from the Template]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートの UUIDの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。

ステップ 3 UUIDを変更するサービスプロファイルテンプレートを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 UUID割り当てを変更するサービスプロファイルテンプレートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change UUID]をクリックします。

ステップ 7 [UUID Assignment]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。Select (pool default
used by default)

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。
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説明オプション

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサー
バと関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは製
造元によってサーバに割り当てられた UUID値に設定されます。サー
ビスプロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサー
バに一致するように変更されます。

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プー
ルから UUIDを割り当てます。

Pools Pool_Name

各プール名の後には、プール内で利用可能な UUIDの数および UUID
の合計数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルに割り当てられた UUIDの、サービスプロファ
イルテンプレートのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられている UUIDサフィックスプー
ルを変更しても、そのテンプレートで作成されたサービスプロファイルに割り当てられている

UUIDは Cisco UCSManagerによって変更されません。Cisco UCSManagerを使用して、新しく
サービスプロファイルに割り当てられたプールからUUIDを割り当て、関連付けられたサーバ
に反映させるには、UUIDをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連
付けられたサーバに割り当てられている UUIDは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されてい
て、UUID接尾辞プールから割り当てられた UUIDがインクルードされている。

• UUID接尾辞プール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が
空でない場合です。

• UUIDの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 UUIDをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを展
開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 関連付けられたサーバのUUIDを別のUUID接尾辞プールにリセットする必要があるサービス
プロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Reset UUID]をクリックします。

この処理が表示されない場合、そのサービスプロファイルのUUID設定はUUIDのリセット要
件を満たしていません。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

vNICに割り当てられたMACアドレスの、サービスプロファイルテン
プレートのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているMACプールを変更して
も、そのテンプレートで作成されたサービスプロファイルに割り当てられているMACアドレ
スはCiscoUCSManagerによって変更されません。CiscoUCSManagerを使用して、新しくサー
ビスプロファイルに割り当てられたプールからMACアドレスを割り当て、関連付けられた
サーバに反映させるには、MACアドレスをリセットする必要があります。サービスプロファ
イルおよび関連付けられたサーバに割り当てられているMACアドレスは、次の状況でのみリ
セットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されてい
て、MACプールからMACアドレスが割り当てられている。

• MACプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空でな
い場合です。

• MACアドレスの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 MACアドレスをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応する
ノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]を展開します。

ステップ 5 リセットするMACアドレスに対応する vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Reset MAC Address]をクリックします。
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ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

vHBAに割り当てられたWWPNの、サービスプロファイルテンプレー
トのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているWWPNプールを変更して
も、そのテンプレートで作成されたサービスプロファイルに割り当てられているWWPNは
Cisco UCSManagerによって変更されません。Cisco UCSManagerを使用して、新しくサービス
プロファイルに割り当てられたプールからWWPNを割り当て、関連付けられたサーバに反映
させるには、WWPNをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連付け
られたサーバに割り当てられているWWPNは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されてい
て、WWPNプールからWWPNが割り当てられている。

• WWPNプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空で
ない場合です。

• WWPNの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 WWPNをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを
展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 リセットするWWPNに対応する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Reset WWPN]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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サービスプロファイルテンプレートからのインバンド設定の削除

この手順では、サービスプロファイルテンプレートからインバンド管理 IPアドレスの設定を
削除します。このアクションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていま

せん。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Template] > [Service_Profile_Template_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートのインバンド管理 IPアドレスの設定が削除されます。

サービスプロファイルのアソシエーション

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場

合、またはサービスプロファイルを関連付けるブレードサーバまたはサーバプールを変更す

る場合には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 新しいサーバまたはサーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織の
ノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバに関連付けるサービスプロファイルを右クリックし、[Associate Service Profile]を選択
します。

ステップ 5 [Associate Service Profile]ダイアログボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。
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説明オプション

ドロップダウンリストからサーバプールを選択します。 Cisco UCS
Managerは、このプールから取得したサーバをサービスプロファイル
に割り当てます。

サーバプール

ステップ 7に進みます。

ナビゲーションツリーで適切な使用可能サーバに移動し、サービスプ

ロファイルに割り当てるサーバを選択します。

[サーバ（Server）]

ステップ 7に進みます。

サービスプロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシお

よびスロットを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、

[Custom Server]

またはそれ以外の理由で使用できない場合、サービスプロファイル

は、サーバが使用できるようになったらサーバに関連付けられます。

ステップ 6に進みます。

ステップ 6 [Custom Server]を選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [Chassis Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
b) [Server Id]フィールドで、選択したサーバが配置されているスロットの番号を入力します。

ステップ 7 サーバに関連付けられた後にサービスプロファイルの移行を制限する場合は、[RestrictMigration]
チェックボックスをオンにします。

移行を制限しない場合、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Managerに
よる新規サーバの互換性チェックは実行されません。両方のハードウェアが似ていない場合、

関連付けが失敗することがあります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートとサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルテンプレートとサーバプールを関連付けなかった場合、また

はこのテンプレートから作成されたサービスプロファイルに関連付けるサーバプールを変更

する場合には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。

ステップ 3 サーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 サーバプールに関連付けるサービスプロファイルテンプレートを右クリックして、[Associate
with Server Pool]を選択します。

[Associate with Server Pool]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Pool Assignment]ドロップダウンリストの [Server Pool]セクションから、サーバプールを選択
します。

[Assign Later]を選択すると、サービスプロファイルテンプレートはサーバプールに関連付け
られません。

ステップ 6 （任意） [Select Qualification]ドロップダウンリストから、このテンプレートで作成したサー
ビスプロファイルに関連付けられているサーバに適用するサーバプールポリシー資格情報を

選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け解除

サービスプロファイルの関連付けを解除すると、CiscoUCSManagerにより、サーバのオペレー
ティングシステムのシャットダウンが試みられます。適度な時間が経過してもオペレーティン

グシステムがシャットダウンされない場合は、Cisco UCS Managerにより、サーバが強制的に
シャットダウンされます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サーバまたはサーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織の
ノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバとの関連付けを解除するサービスプロファイルを右クリックし、[Disassociate Service
Profile]を選択します。

ステップ 5 [Disassociate Service Profile]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックしてサービスプロファイ
ルの関連付けを解除することを確認します。

ステップ 6 （任意）サーバのステータスおよび有限状態マシン（FSM）をモニタして、アソシエーション
の解除が完了したことを確認します。
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サーバプールからのサービスプロファイルテンプレートの関連付け

解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。

ステップ 3 サーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開
します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルテンプレートを右クリックし、
[Disassociate Template]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 12 章

サーバ関連ポリシー

• BIOS設定（211ページ）
•トラステッドプラットフォームモジュール（301ページ）
•一貫したデバイスの命名（303ページ）
• CIMCセキュリティポリシー（308ページ）
•グラフィックスカードポリシー（311ページ）
•ローカルディスクポリシー（312ページ）
•永続メモリモジュール（327ページ）
•スクラブポリシー（327ページ）
• DIMMエラー管理（331ページ）
• Serial over LANポリシー設定（334ページ）
•サーバ自動構成ポリシー（336ページ）
•サーバディスカバリポリシー設定（338ページ）
•サーバ継承ポリシー設定（341ページ）
•サーバプールポリシー設定（343ページ）
•サーバプールポリシー資格情報設定（345ページ）
• vNIC/vHBA配置ポリシー設定（352ページ）
• CIMCマウント vMedia（368ページ）

BIOS設定

サーバ BIOS設定
Cisco UCSでは、Cisco UCSドメイン内のサーバ上の BIOS設定をグローバルに変更する方法
が 2つ用意されています。サーバまたはサーバの集合のニーズに合う特定の BIOS設定グルー
プを含む BIOSポリシーを 1つ以上作成するか、特定のサーバプラットフォームに対するデ
フォルトの BIOS設定を使用できます。

BIOSポリシーおよびサーバプラットフォームのデフォルトのBIOS設定のどちらででも、Cisco
UCS Managerによって管理されるサーバの BIOS設定を微調整できます。
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データセンターのニーズに応じて、一部のサービスプロファイルについてはBIOSポリシーを
設定し、同じCiscoUCSドメイン内の他のサービスプロファイルについてはBIOSのデフォル
トを使用したり、そのいずれかのみを使用したりできます。また、Cisco UCS Managerを使用
して、サーバの実際の BIOS設定を表示し、それらが現在のニーズを満たしているかどうかを
確認できます。

Cisco UCS Managerは、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定による BIOS設定の変更
をCisco IntegratedManagement Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更は
バッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけでは
ありません。

（注）

メイン BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して行うことができるメインサー
バの BIOS設定を示しています。

説明名前

Properties

1つ以上のBIOS設定を変更した後、サーバをリブート
するタイミング。

この設定を有効にした場合、サーバのサービスプロファ

イルのメンテナンスポリシーに従ってサーバがリブー

トされます。たとえば、メンテナンスポリシーでユー

ザの確認応答が必要な場合、サーバはリブートされず、

ユーザが保留中のアクティビティを確認するまでBIOS
の変更は適用されません。

この設定を有効にしない場合、BIOSの変更は、別の
サーバ設定変更の結果であれ手動リブートであれ、次

回のサーバのリブート時まで適用されません。

[Reboot on BIOS Settings Change]

BIOS設定
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説明名前

BIOSがPowerOnSelf-Test（POST）中に表示する内容。
次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：BIOSはブート中にすべての
メッセージとオプションROM情報を表示します。

• [enabled][Enabled]：BIOSはロゴ画面を表示します
が、ブート中にメッセージやオプション ROM情
報を表示しません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Quiet Boot]

POST中にサーバで重大なエラーが発生した場合の処
理。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：BIOSはサーバのブートを続行
します。

• [enabled][Enabled]：POST中に重大なエラーが発生
した場合、BIOSはサーバのブートを一時停止し、
Error Managerを開きます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[POST error pause]

予期しない電力損失後に電力が復帰したときにサーバ

がどのように動作するかを決定します。次のいずれか

になります。

• [stay-off][StayOff]：手動で電源をオンにするまで
サーバの電源がオフのままになります。

• [last-state][LastState]：サーバの電源がオンになり、
システムが最後の状態を復元しようとします。

• [reset][Reset]：サーバの電源がオンになり、自動的
にリセットされます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Resume on AC power loss]
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説明名前

前面パネルの電源ボタンとリセットボタンがサーバに

よって無視されるかどうかを決定します。次のいずれ

かになります。

• [disabled][Disabled]：前面パネルの電源ボタンとリ
セットボタンはアクティブであり、サーバに影響

を与えるために使用できます。

• [enabled][Enabled]：電源ボタンとリセットボタンは
ロックアウトされます。サーバをリセットしたり、

電源をオンにしたりできるのは、CIMC GUIから
だけです。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Front panel lockout]

一貫したデバイスの命名によって、一貫した方法でイー

サネットインターフェイスに名前を付けることができ

ます。これによりイーサネットインターフェイスの名

前は、より統一され、識別しやすくなり、アダプタや

他の設定に変更が加えられても永続的に保持されます。

一貫したデバイスの命名をイネーブルにするかどうか。

次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：一貫したデバイスの命名は
BIOSポリシーでディセーブルになっています。

• [enabled][Enabled]：一貫したデバイスの命名はBIOS
ポリシーでイネーブルになっています。これによ

り、イーサネットインターフェイスに一貫した方

法で命名できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[CDN Control]

プロセッサの BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるプロセッ
サの BIOS設定を示しています。
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説明名前

プロセッサでインテルターボブーストテクノロジーを

使用するかどうか。このテクノロジーでは、仕様より

も低い電力、温度、または電圧でプロセッサが動作し

ていると、自動的にそのプロセッサの周波数が上がり

ます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサの周波数は自動的
には上がりません。

• [enabled][Enabled]：必要に応じてプロセッサでTurbo
Boost Technologyが利用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Intel Turbo Boost Tech]

プロセッサで拡張版 Intel SpeedStepテクノロジーを使
用するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサ

の電圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。

このテクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発

生量が減少する可能性があります。次のいずれかにな

ります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサの電圧または周波
数を動的に調整しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサでEnhanced Intel
SpeedStep Technologyが使用され、サポートされて
いるすべてのスリープ状態でさらに電力を節約す

ることが可能になります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Enhanced Intel SpeedStep Tech]
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説明名前

プロセッサでインテルハイパースレッディングテクノ

ロジーを使用するかどうか。このテクノロジーでは、

マルチスレッドソフトウェアアプリケーションのス

レッドを各プロセッサ内で並列に実行できます。次の

いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでのハイパースレッ
ディングを禁止します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの
並列実行を許可します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel HyperThreading Tech]

Intel Speed Selectテクノロジーを使用して CPUのパ
フォーマンスを向上させ、論理プロセッサコア、頻度、

および TDPスレッド設定の数に基づいて、3つの動作
プロファイルのいずれかで実行するCPUを調整し、基
本プラットフォームのデフォルト設定でパフォーマン

スを向上させます。これらのプロファイルは、高、中、

および低のコア設定に対応しており、次のいずれかに

なります。

•基本：プロセッサでは高度コア設定を使用します。

•オプション 1：プロセッサでは中度コア設定を使
用します。

•オプション2：プロセッサでは低コア設定を使用し
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

低コアプロファイルを使用すると、CPUを最大周波数
で動作させることができます。Intel速度の選択（291
ページ）設定例を参照してください。

Intel速度の選択
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説明名前

パッケージ内のCPUごとの論理プロセッサコアの状態
を設定します。この設定を無効にした場合は、Intel
Hyper Threading Technologyも無効になります。次のい
ずれかになります。

• [all]：すべての論理プロセッサコアの多重処理を
有効にします。

• 1～ n：サーバで実行可能な CPUあたりの論理プ
ロセッサコアの数を指定します。マルチプロセッ

シングを無効にして、サーバで動作するCPUごと
の論理プロセッサコアを 1つだけにするには、[1]
を選択します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[コア多重処理（Core Multi
Processing）]

サーバのメモリ領域を分類し、アプリケーションコー

ドを実行可能な場所を指定します。この分類の結果、

悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しようと

した場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および

特定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃

を防止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがメモリ領域を分
類しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサがメモリ領域を分類
します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable Bit]
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説明名前

プロセッサで Intel Virtualization Technologyを使用する
かどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプ

リケーションをそれぞれ独立したパーティション内で

実行できます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止
します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、複数のオペレー
ティングシステムをそれぞれ独立したパーティショ

ン内で実行できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

このオプションを変更した場合は、設定を有

効にするためにサーバの電源を再投入する必

要があります。

（注）

[Intel Virtualization Technology]

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリ

から取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可
するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：ハードウェアプリフェッチャ
は使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問
題が検出されたときにハードウェアプリフェッチャ

を使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

この値を指定するには、[CPU Performance]
を [Custom]に設定する必要があります。
[Custom]以外の値の場合は、このオプション
よりも、選択された CPUパフォーマンスプ
ロファイルの設定が優先されます。

（注）

[Hardware Prefetcher]
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説明名前

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶

数または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどう

か。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサで必要な行のみを
取得します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで必要な行およびペ
アの行の両方を取得します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

この値を指定するには、[CPU Performance]
を [Custom]に設定する必要があります。
[Custom]以外の値の場合は、このオプション
よりも、選択された CPUパフォーマンスプ
ロファイルの設定が優先されます。

（注）

[Adjacent Cache Line Prefetcher]

プロセッサで DCU IPプリフェッチメカニズムを使用
して履歴キャッシュアクセスパターンを分析し、L1
キャッシュ内で最も関連性の高い行をプリロードしま

す。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み
取り要求を予測しようとせず、明示的に要求され

た行のみを取得します。

• [enabled][Enabled]：DCUPrefetcherでキャッシュ読
み取りパターンを分析し、必要と判断した場合に

キャッシュ内の次の行を事前に取得します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DCU Streamer Prefetch]
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説明名前

プロセッサで DCU IPプリフェッチメカニズムを使用
して履歴キャッシュアクセスパターンを分析し、L1
キャッシュ内で最も関連性の高い行をプリロードしま

す。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでキャッシュデー
タをプリロードしません。

• [enabled][Enabled]：DCUIP Prefetcherで最も関連性
が高いと判断されたデータを含むL1キャッシュを
プリロードします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DCU IP Prefetcher]

KTIプリフェッチは、DDRバス上でメモリ読み込みが
早期に開始されるようにするメカニズムです。これは

次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでキャッシュデー
タをプリロードしません。

• [enabled][Enabled]：KTIPrefetcherで最も関連性が高
いと判断されたデータを含むL1キャッシュをプリ
ロードします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[KTI Prefetch]ドロップダウンリスト

プロセッサがLLCプリフェッチメカニズムを使用して
日付を LLCにフェッチするかどうか。次のいずれかに
なります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでキャッシュデー
タをプリロードしません。

• [enabled][Enabled]：LLCPrefetcherで最も関連性が
高いと判断されたデータを含むL1キャッシュをプ
リロードします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[LLCPrefetch]ドロップダウンリスト
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説明名前

XPTプリフェッチを使用して、最後のレベルのキャッ
シュに読み取り要求を送信できるようにして、その要

求のコピーをメモリコントローラのプリフェッチャに

発行するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：CPUは XPT Prefetchオプショ
ンを使用しません。

• [enabled][Enabled]：CPUはXPT Prefetcherオプショ
ンを有効にします。

•自動化：CPU自動化では XPT Prefetcherオプショ
ンを有効にします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[XPTPrefetch]ドロップダウンリスト

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマン
スを向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [auto][Auto]：CPUは、I/Oデバイスからプロセッサ
キャッシュにデータを配置する方法を決定します。

• [disabled][Disabled]：データはI/Oデバイスから直
接プロセッサキャッシュには入れられません。

• [enabled][Enabled]：データはI/Oデバイスから直接
プロセッサキャッシュに入れられます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Direct Cache Access]
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説明名前

アイドル期間中にシステムが省電力モードに入ること

ができるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：システムは、アイドル時にも
高パフォーマンス状態を維持します。

• [enabled][Enabled]：システムはDIMMや CPUなど
のシステムコンポーネントへの電力を低減できま

す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Processor C State]

C1に入ってプロセッサが最低周波数に遷移できるよう
にします。この設定は、サーバをリブートするまで有

効になりません。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：CPUは C1状態でも引き続き
最大周波数で動作します。

• [enabled][Enabled]：CPUは最小周波数に移行しま
す。このオプションでは、C1状態での最大電力量
が削減されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor C1E]
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説明名前

プロセッサからオペレーティングシステムにC3レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [enabled][Enabled]：プロセッサからC3レポートを
OSに送信します。

• [disabled][Disabled]：プロセッサからC3レポートを
送信しません。

• [acpi-c2][ACPI C2]：プロセッサからAdvanced
Configuration and Power Interface（ACPI）C2フォー
マットを使用して C3レポートを送信します。

• [acpi-c3][ACPIC3]：プロセッサからACPIC3フォー
マットを使用して C3レポートを送信します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

CiscoUCSB440 Serverの場合、[BIOS Setup]メニューで
これらのオプションに対して [enabled]と [disabled]が
使用されます。[acpi-c2]または [acpi-c2]を指定すると、
このサーバではそのオプションの BIOS値に [enabled]
が設定されます。

[Processor C3 Report]

プロセッサからオペレーティングシステムにC6レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサからC6レポートを
送信しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサからC6レポートを
送信します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor C6 Report]

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
223

サーバ関連ポリシー

プロセッサの BIOS設定



説明名前

プロセッサからオペレーティングシステムにC7レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [c7][C7]：プロセッサからC7フォーマットを使用
してレポートを送信します。

• [c7s][C7s]：プロセッサからC7sフォーマットを使
用してレポートを送信します。

• [disabled][Disabled]：プロセッサからC7レポートを
送信しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサからC7レポートを
送信します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor C7 Report]ドロップダウン
リスト

CMCIの生成を有効にします。次のいずれかになりま
す。

• [disabled][Disabled]：プロセッサはCMCIを無効に
します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサはCMCIを有効にし
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor CMCI]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

サーバのCPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。次のいずれかになります。

• [Custom]：

• [enterprise][Enterprise]：M3以降のサーバに対して、
すべてのプリフェッチャとデータの再利用がイネー

ブルになります。

• [high-throughput][High Throughput]：データの再利
用とDCUIPプリフェッチャはイネーブルになり、
他のすべてのプリフェッチャはディセーブルにな

ります。

• [hpc][HPC]：プリフェッチャはすべてイネーブルに
なり、データの再利用はディセーブルになります。

この設定はハイパフォーマンスコンピューティン

グとも呼ばれます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[CPU Performance]

平均修復時間（MTRR）変数の数を選択できます。次
のいずれかになります。

• [auto-max][AutoMax]：BIOSはプロセッサのデフォ
ルト値を使用します。

• 8：BIOSはMTRR変数に指定された数を使用しま
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Max Variable MTRR Setting]
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説明名前

Application Policy Infrastructure Controller（APIC）アー
キテクチャタイプを設定できます。次のいずれかにな

ります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがローカルX2APIC
を無効にします。

• [enabled][Enabled]：プロセッサがローカルX2APIC
を有効にします。

• [xapic][XAPIC]：標準のxAPICアーキテクチャを使
用します。

• [x2apic][X2APIC]：拡張x2APICアーキテクチャを
使用してプロセッサの32ビットアドレス指定能力
をサポートします。

• [auto][Auto]：検出されたxAPICアーキテクチャを
自動的に使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Local X2 APIC]
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説明名前

次のオプションのCPU電源管理設定を指定できます。

• [Enhanced Intel Speedstep Technology]

• [Intel Turbo Boost Technology]

• [Processor Power State C6]

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：サーバでCPU電源管理は実行
されず、前述の BIOSパラメータの設定が無視さ
れます。

• [Energy Efficient]：前述のBIOSパラメータに最適
な設定が決定され、これらのパラメータの個々の

設定は無視されます。

• [performance][Performance]：サーバは前述のBIOS
パラメータのパフォーマンスを自動的に最適化し

ます。

• [custom][Custom]：サーバは前述のBIOSパラメー
タの個々の設定を使用します。これらの BIOSパ
ラメータのいずれかを変更する場合は、このオプ

ションを選択する必要があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Power Technology]
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説明名前

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれか

になります。

• [performance][Performance]：サーバでは、すべての
サーバコンポーネントに全電力を常時提供します。

このオプションでは、最高レベルのパフォーマン

スが維持され、最大量の電力が必要となります。

• [balanced-performance][BalancedPerformance]：サー
バは、すべてのサーバコンポーネントに、パフォー

マンスと電力のバランスを保つのに十分な電力を

提供します。

• [balanced-energy][BalancedEnergy]：サーバは、すべ
てのサーバコンポーネントに、パフォーマンスと

電力のバランスを保つのに十分な電力を提供しま

す。

• [energy-efficient][EnergyEfficient]：サーバは、すべ
てのサーバコンポーネントに提供する電力を少な

くし、電力消費を抑えます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[Energy Performance]
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説明名前

アイドル時に、CPUがターボを除く最大周波数よりも
低い周波数にできるようにするかどうか。次のいずれ

かになります。

• [disabled][Disabled]：アイドル中にCPUをターボを
除く最大周波数よりも低くできます。このオプショ

ンでは電力消費が低下しますが、システムパフォー

マンスが低下する可能性があります。

• [enabled][Enabled]：アイドル状態のときにCPUを
最大非ターボ周波数よりも低くできません。この

オプションではシステムパフォーマンスが向上し

ますが、消費電力が増加することがあります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Frequency Floor Override]

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポート
モデルを伝達する方法を定義できます。Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様では、次
の 3つのモデルが定義されています。

• [hw-all][HWALL]：プロセッサハードウェアが、依
存性のある論理プロセッサ（パッケージ内のすべ

ての論理プロセッサ）間の P-stateを調整します。

• [sw-all][SWALL]：OSPowerManager（OSPM）が、
依存性のある論理プロセッサ（物理パッケージ内

のすべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整し
ます。すべての論理プロセッサで遷移を開始する

必要があります。

• [sw-any][SWANY]：OS Power Manager（OSPM）
が、依存性のある論理プロセッサ（パッケージ内

のすべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整し
ます。ドメイン内の任意の論理プロセッサで遷移

を開始する場合があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Power Technology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよ
うにしない場合、このパラメータの設定は無

視されます。

（注）

[P STATE Coordination]
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説明名前

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整

できます。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUがDRAMクロックスロットリン
グ設定を決定します。

• [balanced][Balanced]：DRAMクロックスロットリ
ングを低下させ、パフォーマンスと電力のバラン

スをとります。

• [performance][Performance]：DRAMクロックスロッ
トリングはディセーブルです。追加の電力をかけ

てメモリ帯域幅を増やします。

• [Energy Efficient]：DRAMのクロックスロットリン
グを上げてエネルギー効率を向上させます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DRAM Clock Throttling]

CPUがメモリブロックを分割して、インターリーブさ
れたチャネル間にデータの連続部分を分散し、同時読

み取り動作を有効にするかどうか。次のいずれかにな

ります。

• [auto][Auto]：実行するインターリーブはCPUによっ
て決定されます。

• [1 Way]：

• [2-way][2Way]：

• [3-way][3Way]：

• [4-way][4-way]：最大量のチャネルインターリーブ
が使用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Channel Interleaving]
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説明名前

1つのランクを更新中に別のランクにアクセスできるよ
う、CPUがメモリの物理ランクをインターリーブする
かどうか。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：実行するインターリーブはCPUによっ
て決定されます。

• [1 Way]：

• [2-way][2Way]：

• [4-way][4-way]

• [8-way][8Way]：最大量のランクインターリーブが
使用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Rank Interleaving]ドロップダウンリ
スト

CPUがサブNUMAクラスタリングをサポートするかど
うか。そのクラスタリングでは、タグディレクトリと

メモリチャネルは常に同じ領域にあります。次のいず

れかになります。

• [disabled][Disabled]：サブNUMAクラスタリングは
発生しません。

• [enabled][Enabled]：サブNUMAクラスタリングが
発生します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Sub NUMA Clustering]ドロップダウ
ンリスト

この BIOSオプションは、Integrated Memory Controller
（IMC）間のインターリーブを制御します。

• [1-way Interleave]：インターリーブはありません。

• [2-way Interleave]：2つの IMC間でアドレスがイン
ターリーブされます。

• [Auto]：CPUが IMCのインターリーブモードを決
定します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[IMC Interleave]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

メモリの更新中に別のメモリにアクセスできるように、

CPUが物理メモリをインターリーブするかどうか。次
のいずれかになります。

• [2-way-node-interleave][2Way Node Interleave]：

• [4-way-node-interleave][4Way Node Interleave]

• [Numa - 1 Way Node Interleave]

• [8-way-node-interleave][8Way interleaving Inter Socket]

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Memory Interleaving]

CPUまたは I/Oから読み取り要求があった時に発生し
たシングルビットメモリエラーを、システムで修正す

るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：1ビットメモリエラーは修正
されません。

• [enabled][Enabled]：1ビットメモリエラーがメモリ
内部で修正され、修正されたデータが、読み取り

要求への応答として設定されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Demand Scrub]
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説明名前

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み
取りまたは書き込みを行うときのみ、システムは

メモリの ECCエラーをチェックします。

• [enabled][Enabled]：システムは定期的にメモリを読
み書きしてECCエラーを探します。エラーが見つ
かると、システムは修正を試みます。このオプショ

ンにより、単一ビットエラーは複数ビットエラー

になる前に修正される場合がありますが、パトロー

ルスクラブの実行時にパフォーマンスが低下する

場合もあります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Patrol Scrub]

次のいずれかになります。

• [disabled][無効（Disabled）]：

• [enabled][有効（Enabled）]：

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

DCPMMファームウェアのダウング
レード

Thermal Design Power (TDP)のカスタマイズされた値を
設定できます。次のいずれかになります。

•自動：プロセッサの定格 TDP値を使用します。

•手動：TDP値をカスタマイズできます。

設定可能な TDPコントロール
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説明名前

物理サーバがインストールされている地点のおよその

海抜（m単位）。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：物理的な高度をCPUが決定します。

• [300-m][300M]：サーバは、海抜約 300 mです。

• [900-m][900M]：サーバは、海抜約 900 mです。

• [1500-m][1500M]：サーバは、海抜約 1500mです。

• [3000-m][3000M]：サーバは、海抜約 3000mです。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Altitude]

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
234

サーバ関連ポリシー

プロセッサの BIOS設定



説明名前

[Package C State Limit]
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説明名前

アイドル時にサーバコンポーネントが使用できる電力

量。次のいずれかになります。

C220M4、C240M4、C460M4、および S3260
M4サーバの場合は、パッケージ Cの状態制

（注）

限を制限なし、またはプラットフォームのデ

フォルトに設定することを推奨します。

パッケージCの状態制限制限なしに変更する
場合は、パワーテクノロジーがカスタムに設

定されていることを確認します。

• [auto][Auto]：物理的な高度をCPUが決定します。

• [no-limit][NoLimit]：サーバは、使用可能な任意の
Cステートに入ることがあります。

• [c0][C0]：サーバでは、すべてのサーバコンポーネ
ントに全電力を常時提供します。このオプション

では、最高レベルのパフォーマンスが維持され、

最大量の電力が必要となります。

• [c1][C1]：CPUがアイドル状態の場合、システム
は、わずかに電力消費を削減します。このオプショ

ンでは、必要な電力がC0よりも少なく、サーバは
すばやくハイパフォーマンスモードに戻ることが

できます。

• [c3][C3]：CPUのアイドル時に、システムは C1オ
プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。この場合、必要な電力は C1または C0よりも
少なくなりますが、サーバがハイパフォーマンス

モードに戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [c6][C6]：CPUのアイドル時に、システムは C3オ
プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。このオプションを使用すると、C0、C1、また
はC3よりも電力量が節約されますが、サーバがフ
ルパワーに戻るまでにパフォーマンス上の問題が

発生する可能性があります。

• [c2][C2]：CPUのアイドル時に、システムは C1オ
プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。この場合、必要な電力は C1または C0よりも
少なくなりますが、サーバがハイパフォーマンス

モードに戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [c7][C7]：CPUのアイドル時に、サーバはコンポー
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説明名前

ネントが使用できる電力量を最小にします。この

オプションでは、節約される電力量が最大になり

ますが、サーバがハイパフォーマンスモードに戻

るのに要する時間も最も長くなります。

• [c7s][C7s]：CPUのアイドル時に、サーバはコンポー
ネントが使用できる電力量を最小にします。この

オプションでは、C7よりも多い電力を節約できま
すが、サーバがハイパフォーマンスモードに戻る

のに要する時間も最も長くなります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

プロセッサのHardware PowerManagement（HWPM）を
イネーブルにします。次のいずれかになります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

• [disabled][Disabled]：HWPMがディセーブルになり
ます。

• [hwpm-native-mode][HWPM Native Mode]：HWPM
ネイティブモードがイネーブルになります。

• [hwpm-oob-mode][HWPMOOBMode]：HWPMアウ
トオブボックスモードがイネーブルになります。

• [Native Mode with no Legacy]（GUIのみ）

[CPU Hardware Power Management]ド
ロップダウンリスト

BIOSまたはOSによってエネルギーパフォーマンスの
バイアス調整をオンにできるかどうかを指定します。

オプションは [BIOS]と [OS]です。

• [BIOS]：

• [OS]：

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Energy Performance Tuning]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

この機能を使用すると、ワークロードを最適化できま

す。オプションは [Balanced]と [I/O Sensitive]です。

• [Balanced]：

• [IO Sensitive]：

• [NUMA]：（GUIのみ）

• [UMA]：（GUIのみ）

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Balanced]を使用することを推奨します。

[WorkloadConfiguration]ドロップダウ
ンリスト

AMDプロセッサがアイドル状態（ほとんど使用されて
いない状態）のときにコアの周波数を上げるかどうか

を指定します。次のいずれかになります。

• [Auto]：パフォーマンスをブーストする方法をCPU
で自動的に決定します。

• [Disabled]：CPUにより自動的にブーストパフォー
マンスが決定されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Core Performance Boost]ドロップダ
ウンリスト

AMDプロセッサが IOベースの Cステートおよび DF
Cステートを制御するかどうかに関係なく、これは次
のうちいずれかになります。

• [Auto]：CPUで IOベースのCステートの生成方法
を自動的に決定します。

• [Disabled]：グローバルCステートの制御が無効に
なります。

• [Enabled]：グローバルCステートの制御が有効に
なります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Global C-state Control]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

プロセッサで、AMDハードウェアプリフェッチャが
必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、L1キャッシュに入れることを許可するかど
うか。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUは、I/Oデバイスからプロセッサ
キャッシュにデータを配置する方法を決定します。

• [disabled][Disabled]：ハードウェアプリフェッチャ
は使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問
題が検出されたときにハードウェアプリフェッチャ

を使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[L1 Stream HW Prefetcher]ドロップ
ダウンリスト

プロセッサで、AMDハードウェアプリフェッチャが
必要に応じてメモリからデータおよび命令ストリーム

を取得し、L2キャッシュに入れることを許可するかど
うかを指定します。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUは、I/Oデバイスからプロセッサ
キャッシュにデータを配置する方法を決定します。

• [disabled][Disabled]：ハードウェアプリフェッチャ
は使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問
題が検出されたときにハードウェアプリフェッチャ

を使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[L2 Stream HW Prefetcher]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

物理メモリの更新中に別のメモリにアクセスできるよ

う、AMD CPUがメモリをインターリーブするかどう
かを指定します。このオプションは、ファブリックレ

ベルでメモリのインターリーブを制御します。チャネ

ル、ダイ、ソケットの要件はメモリによって異なるた

め、選択したオプションがメモリでサポートされない

場合これらは無視されます。次のいずれかを選択でき

ます。

• [Auto]：CPUがメモリのインターリーブの方法を
決定します。

• [Channel]：各チャネルに単一の連続したアドレス
空間を配置するのではなく、複数のチャネル全体

に物理アドレス空間をインターリーブします。

• [Die]：各ダイに単一の連続したアドレス空間を配
置するのではなく、複数のダイ全体に物理アドレ

ス空間をインターリーブします。

• [None]：同一の物理メモリから連続したメモリブ
ロックにアクセスします。

• [Socket]：各ソケットに単一の連続したアドレス空
間を配置するのではなく、複数のソケット全体に

物理アドレス空間をインターリーブします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[AMDMemory Interleaving]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

インターリーブされるメモリブロックのサイズを決定

します。また、インターリーブの開始アドレス（ビッ

ト 8、9、10、11）も指定します。次のいずれかになり
ます。

• 1 KB

• 2 KB

• 256バイト

• 512バイト

•自動: CPU、メモリブロックのサイズを決定しま
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[AMDMemory Interleaving Size]ド
ロップダウンリスト

ノード 0に選択するDRAMチップ経由でメモリブロッ
クがインターリーブされるかどうか。次のいずれかに

なります。

• [Auto]：CPUでチップセレクトのインタリーブの
方法を自動的に決定します。

• [Disabled]：チップの選択は、メモリコントローラ
内でインターリーブされません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Chipselect Interleaving]ドロップダ
ウンリスト

物理アドレスをアプリケーションに割り当てる方法を

決定します。次のいずれかになります。

• [Auto]：アプリケーションへの物理アドレスの割
り当て方法を CPUで自動的に決定します。

• [Disabled]：バンクグループスワップは使用され
ません。

• [Enabled]：バンクグループスワップによりアプリ
ケーションのパフォーマンスを向上させます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Bank Group Swap]ドロップダウン
リスト
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説明名前

AMDプロセッサにより動作方法を決定できます。次の
いずれかになります。

• [Auto[：CPUはデフォルトの決定論的な電源設定
を自動で使用します。

• [Performance]：プロセッサは、最適なパフォーマ
ンスかつ一貫した方法で動作します。

• [Power]：プロセッサは、ダイごとに許容される最
大のパフォーマンスで動作します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Determinism Slider]ドロップダウン
リスト

出入力メモリ管理ユニット（IOMMU）により、AMD
プロセッサが物理アドレスへ仮想アドレスをマッピン

グすることが可能です。次のいずれかになります。

• [Auto]：これらのアドレスのマッピング方法をCPU
で決定します。

• [Disabled]：IOMMUは使用されません。

• [Enabled]：IOMMUによりアドレスマッピングを
行います。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IOMMU]ドロップダウンリスト
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説明名前

AMDプロセッサコアを無効にしているため、有効に
するコアの数を選択できます。次のいずれかになりま

す。

• [FOUR（2+2）]：各 CPUコンプレックスで 2つの
コアを有効にします。

• [FOUR（4+0）]：片方の CPUコンプレックスのみ
で 4つのコアを有効にします。

• [SIX（3+3）]：各 CPUコンプレックスで 3つのコ
アを有効にします。

• [THREE（3+0）]：片方の CPUコンプレックスの
みで 3つのコアを有効にします。

• [TWO（1+1）]：各 CPUコンプレックスで 1つの
コアを有効にします。

• [TWO（2+0）]：片方の CPUコンプレックスのみ
で 2つのコアを有効にします。

• [Auto]：有効化する必要のあるコアの数を CPUで
判断します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Downcore control]ドロップダウンリ
スト

プロセッサが AMDセキュア仮想マシンテクノロジを
使用するかどうか。次のいずれかを選択できます。

• [Disabled]：プロセッサで SVMテクノロジーを使
用しません。

• [Enabled]：プロセッサで SVMテクノロジーを使
用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SVMMode]ドロップダウンリスト
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説明名前

プロセッサで AMD Simultaneous MultiThreadingテクノ
ロジーを使用するかどうかを指定します。このテクノ

ロジーでは、マルチスレッドソフトウェアアプリケー

ションのスレッドを各プロセッサ内で並列に実行でき

ます。次のいずれかになります。

• [Auto]：プロセッサは、マルチスレッドの並列実
行を許可します。

• [Off]：プロセッサでマルチスレッディングを禁止
します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SMT Mode]ドロップダウンリスト

プロセッサで、メモリの暗号化サポートを実現する

Secure Memory Encryption Enable（SMEE）機能を使用
するかどうかを指定します。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでSMEE機能を使用しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサで SMEE機能を使用しま
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SMEE]ドロップダウンリスト

Intel Directed I/Oの BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して行うことができる IntelDirected
I/Oの BIOS設定を示しています。
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説明名前

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [disabled][Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロ
ジーを使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロ
ジーを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

他の Intel Directed I/O BIOS設定を変更する場
合は、このオプションをイネーブルにする必

要があります。

（注）

[Intel VT for Directed IO]

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポート
するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがリマッピングを
サポートしません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサが必要に応じてVT-d
Interrupt Remappingを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Intel VTD interrupt Remapping]

プロセッサで Intel VT-d Coherencyをサポートするかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがコヒーレンシを
サポートしません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサが必要に応じてVT-d
Coherencyを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Intel VTD coherency support]
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説明名前

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかにな
ります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがATSをサポート
しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサが必要に応じてVT-d
ATSを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Intel VTD ATS support]

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMAをサポート
するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがパススルーDMA
をサポートしません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサが必要に応じてVT-d
パススルー DMAを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Intel VTD pass through DMA support]

RASメモリの BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるRASメモリのBIOS
設定の一覧を示します。
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説明名前

サーバに対するメモリの信頼性、可用性および機密性

（RAS）の設定方法。次のいずれかになります。

• [maximum-performance][MaximumPerformance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [mirroring][Mirroring]：システムのメモリの半分を
バックアップとして使用することにより、システ

ムの信頼性が最適化されます。このモードはUCS
M4以前のブレードサーバに使用します。

• [lockstep][Lockstep]：サーバ内のDIMMペアが、同
一のタイプ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャ
ネルにまたがって装着されている場合、ロックス

テップモードをイネーブルにして、メモリアクセ

ス遅延の最小化およびパフォーマンスの向上を実

現できます。B440サーバでは [lockstep]がデフォ
ルトでイネーブルになっています。

• [MirrorMode 1LM]：ミラーモード 1LMは、ミラー
リングされるシステム内の1LMメモリ全体を設定
し、結果的にメモリ容量を半減させます。このモー

ドは UCS M5ブレードサーバに使用します。

• [部分的なミラーモード 1LM (Partial Mirror Mode
1LM)]：部分的なミラーモード 1LMは、ミラーリ
ングされるシステム内の1LMメモリの一部全体を
設定し、結果的にメモリ容量を半減させます。こ

のモードは UCS M5ブレードサーバに使用しま
す。

• [sparing][Sparing]：システムの信頼性は、他のDIMM
が故障した場合に使用できるように、メモリを予

備に保持することによって最適化されます。この

モードは、メモリの冗長性を実現しますが、ミラー

リングほどの冗長性は提供されません。

• ADDDCSparing：システムの信頼性は、他のDIMM
が故障した場合に使用できるように、メモリを予

備に保持することによって最適化されます。この

モードは、メモリの冗長性を実現しますが、ミラー

リングほどの冗長性は提供されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Memory RAS configuration]

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
247

サーバ関連ポリシー

RASメモリの BIOS設定



説明名前

BIOSで NUMAをサポートするかどうか。次のいずれ
かになります。

• [disabled][Disabled]：BIOSで NUMAをサポートし
ません。

• [enabled][Enabled]：NUMAに対応したオペレーティ
ングシステムに必要な ACPIテーブルを BIOSに
含めます。このオプションをイネーブルにした場

合は、一部のプラットフォームでシステムのソケッ

ト間メモリインターリーブをディセーブルにする

必要があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[NUMA optimized]

Post Package Repair (PPR)は、スペアセルに置き換え
て、障害のあるメモリセルを修復する機能を提供しま

す。次のいずれかになります。

• Disabled：BIOSでPPRタイプの選択をサポートし
ません。

• HardPPR：これにより、破損したストレージセル
が永続的に再マッピングされることになります。

これがデフォルトのオプションです。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[PPRタイプ設定の選択 (Select PPR
Type Configuration)]

部分的なメモリのミラーモードの容量を、合計メモリ

容量の 50%に制限します。メモリサイズは、0 GB ~
65535 GBの範囲で 1 GBずつ増加します。

[メモリサイズ制限 (GB) (Memory
Size Limit in GB)]
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説明名前

メモリのミラーリングでは、メモリに 2つの同じデー
タイメージを保存することにより、システムの信頼性

が向上します。

このオプションは、[Memory RAS Config]で [mirroring]
オプションを選択したときのみ使用可能です。次のい

ずれかを指定できます。

• [inter-socket][Inter-Socket]：メモリは、CPUソケッ
トをまたいで 2台の Integrated Memory Controller
（IMC）間でミラーリングされます。

• [intra-socket][Intra-Socket]：1台の IMCが同じソケッ
トの別の IMCとミラーリングされます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Mirroring Mode]

スペアリングはメモリを予備に保持することで信頼性

を最適化し、別のDIMMの障害発生時に使用できるよ
うにします。このオプションは、メモリの冗長性を実

現しますが、ミラーリングほどの冗長性は提供されま

せん。使用可能なスペアリングのモードは、現在のメ

モリの数によって異なります。

このオプションは、[MemoryRASConfig]で [sparing]オ
プションを選択したときのみ使用可能です。次のいず

れかを指定できます。

• [dimm-sparing][DIMM Sparing]：1枚の DIMMが予
備に保持されます。DIMMに障害が発生すると、
そのDIMMの内容はスペアDIMMに移されます。

• [rank-sparing][Rank Sparing]：DIMMのスペアラン
クが予備に保持されます。あるランクの DIMMに
障害が発生した場合、そのランクの内容がスペア

ランクに移されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Sparing Mode]
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説明名前

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで

優先するか。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUが、低電圧メモリ動作または高
周波メモリ動作のどちらを優先するかを決定しま

す。

• [power-saving-mode][PowerSaving Mode]：低電圧メ
モリ動作が高周波メモリ動作よりも優先されます。

このモードでは、電圧を低く維持するために、メ

モリの周波数が低下する可能性があります。

• [performance-mode][PerformanceMode]：高周波動作
が低電圧動作よりも優先されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[LV DDR Mode]

内部メモリ用の更新間隔レート。次のいずれかになり

ます。

• [1x]

• [2x]

• [3x]

• [4x]

• [auto][Auto]

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DRAM Refresh Rate]

set dram-refresh-rate-config
dram-refresh

デュアル電圧 RAMに使用される電圧。次のいずれか
になります。

• DDR3 1500mv

• DDR3 1350mv

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DDR3 Voltage Selection]
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説明名前

部分的なメモリミラーリングを使用すると、GB単位
またはメモリ容量の割合によって部分的にミラーリン

グすることができます。ここで選択したオプションに

応じて、使用可能なフィールドで、部分的なミラーの

割合または部分的なミラー容量を GB単位で定義でき
ます。メモリ容量の最大 50%を部分的にミラーリング
できます。次のいずれかを設定できます。

•無効:部分的なメモリミラーが無効になります。
これがデフォルトのオプションです。

•容量：部分メモリモードでミラーリングされるメ
モリの量は、合計メモリの割合として定義されま

す。

•値 (GB):部分的なメモリモードでミラーリングさ
れるメモリの合計は GBで定義されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

部分的なメモリミラーモードは標準のミラー

リングモードに対して相互に排他的です。

（注）

部分的なミラー 1 ~ 4は、関連オプションで GBまたは
割合で設定されている容量制限を超えない限り、任意

の数または設定で使用できます。

[PartialMemoryMirrorMode (部分メ
モリミラーモード)]

使用可能なメモリの総量を、合計メモリの割合として

制限します。これは、0.00 ~ 50.00%の範囲で 0.01%増
加します。

[部分的なミラー割合 (Partial Mirror
percentage)]

部分的なMirror1のメモリの量を GB単位で制限しま
す。これは、0 GB ~ 65535 GBの範囲で 1 GBずつ増加
します。

[部分ミラー 1サイズ (GB) (Partial
Mirror1 Size in GB)]

部分的なMirror2のメモリの量を GB単位で制限しま
す。これは、0 GB ~ 65535 GBの範囲で 1 GBずつ増加
します。

[部分ミラー 2サイズ (GB) (Partial
Mirror2 Size in GB)]

部分的なMirror3のメモリの量を GB単位で制限しま
す。これは、0 GB ~ 65535 GBの範囲で 1 GBずつ増加
します。

[部分ミラー 3サイズ (GB) (Partial
Mirror3 Size in GB)]
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説明名前

部分的なMirror4のメモリの量を GB単位で制限しま
す。これは、0 GB ~ 65535 GBの範囲で 1 GBずつ増加
します。

[部分ミラー 4サイズ (GB) (Partial
Mirror4 Size in GB)]

シリアルポートの BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できるシリアルポートの
BIOS設定の一覧を示します。

説明名前

シリアルポートAを有効にするか無効にするか。次の
いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：シリアルポートはディセーブ
ルです。

• [enabled][Enabled]：シリアルポートはイネーブルで
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Serial port A enable]

USBの BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる USB BIOS設定の
一覧を示します。

説明名前

サーバがUSBデバイスからブートできるかどうか。次
のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：サーバはUSBデバイスから
ブートできます。

• [enabled][Enabled]：サーバはUSBデバイスからブー
トできません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Make Device Non Bootable]
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説明名前

システムでレガシーUSBデバイスをサポートするかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：USBデバイスは、EFIアプリ
ケーションでのみ使用できます。

• [enabled][Enabled]：レガシーUSBのサポートは常
に使用できます。

• [auto][Auto]：USBデバイスが接続されていない場
合、レガシーUSBのサポートがディセーブルにな
ります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Legacy USB Support]

USB EHCIのアイドル時電力消費を減らすために USB
アイドル時電力最適化設定を使用するかどうか。この

設定で選択した値によって、パフォーマンスが影響を

受けることがあります。次のいずれかになります。

• [high-performance][High Performance]：最適なパ
フォーマンスを電力節約より優先するため、USB
システムのアイドル時電力最適化設定はディセー

ブルにされます。

このオプションを選択すると、パフォーマンスが

大幅に向上します。サイトにサーバの電源制限が

ない場合はこのオプションを選択することを推奨

します。

• [lower-idle-power][Lower Idle Power]：電力節約を最
適なパフォーマンスより優先するため、USBシス
テムのアイドル時電力最適化設定はイネーブルに

されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[USB Idle Power Optimizing Setting]
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説明名前

USB前面パネルアクセスロックは、USBポートへの
前面パネルアクセスをイネーブルまたはディセーブル

にするために設定されます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]

• [enabled][Enabled]

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[USB Front Panel Access Lock]

完全な USBキーボードレガシーサポートのために
60h/64hエミュレーションをシステムでサポートするか
どうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：60h/64エミュレーションはサ
ポートされません。

• [enabled][Enabled]：60h/64エミュレーションはサ
ポートされます。

サーバでUSB非対応オペレーティングシステムを
使用する場合は、このオプションを選択する必要

があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Port 60/64 Emulation]

前面パネルのUSBデバイスを有効にするか無効にする
か。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：前面パネルのUSBポートを
ディセーブルにします。これらのポートに接続さ

れるデバイスは、BIOSおよびオペレーティング
システムによって検出されません。

• [enabled][Enabled]：前面パネルのUSBポートをイ
ネーブルにします。これらのポートに接続される

デバイスは、BIOSおよびオペレーティングシス
テムによって検出されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[USB Port Front]
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説明名前

内部USBデバイスを有効にするか無効にするか。次の
いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：内部USBポートをディセーブ
ルにします。これらのポートに接続されるデバイ

スは、BIOSおよびオペレーティングシステムに
よって検出されません。

• [enabled][Enabled]：内部USBポートをイネーブル
にします。これらのポートに接続されるデバイス

は、BIOSおよびオペレーティングシステムによっ
て検出されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[USB Port Internal]

KVMポートを有効にするか無効にするか。次のいずれ
かになります。

• [disabled][Disabled]：KVMキーボードとマウスデ
バイスをディセーブルにします。キーボードとマ

ウスは KVMウィンドウで機能しなくなります。

• [enabled][Enabled]：KVMキーボードとマウスデバ
イスをイネーブルにします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[USB Port KVM]

背面パネルのUSBデバイスを有効にするか無効にする
か。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：背面パネルのUSBポートを
ディセーブルにします。これらのポートに接続さ

れるデバイスは、BIOSおよびオペレーティング
システムによって検出されません。

• [enabled][Enabled]：背面パネルのUSBポートをイ
ネーブルにします。これらのポートに接続される

デバイスは、BIOSおよびオペレーティングシス
テムによって検出されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[USB Port Rear]
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説明名前

SDカードドライブを有効にするか無効にするか。次
のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：SDカードドライブをディセー
ブルにします。SDカードドライブは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されま

せん。

• [enabled][Enabled]：SDカードドライブをイネーブ
ルにします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[USB Port SD Card]

仮想メディアデバイスを有効にするか無効にするか。

次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：vMediaデバイスをディセーブ
ルにします。

• [enabled][Enabled]：vMediaデバイスをイネーブルに
します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[USB Port VMedia]

すべての物理および仮想USBデバイスを有効にするか
無効にするか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：すべてのUSBデバイスがディ
セーブルです。

• [enabled][Enabled]：すべてのUSBデバイスがイネー
ブルです。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[All USB Devices]
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説明名前

xHCIモードを有効または無効にします。次のいずれか
になります。

• [disabled][Disabled]：xHCIモードは無効になりま
す。

• [enabled][Enabled]：xHCIモードは有効です。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[xHCI Mode]

PCI設定の BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができる PCI設定
の BIOS設定を示しています。

説明名前

PAEサポートなしで動作しているオペレーティングシ
ステムのメモリ使用率を、BIOSがシステム設定に応じ
て 4GB以下で最大化するかどうか。次のいずれかにな
ります。

• [disabled][Disabled]：メモリ使用率を最大化しませ
ん。PAEをサポートするオペレーティングシステ
ムすべてにこのオプションを選択します。

• [enabled][Enabled]：PAEをサポートしないオペレー
ティングシステムについて4GB以下でメモリ使用
率を最大化します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Maximum memory below 4GB]
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説明名前

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に
対するメモリマップド I/Oを有効にするか無効にする
か。レガシーなオプション ROMは 4 GBを超えるアド
レスにアクセスできません。PCIデバイスが 64ビット
対応でも、レガシーなオプション ROMを使用する場
合は、この設定を有効にしても正しく機能しないこと

があります。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：64ビット PCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングしませ
ん。

• [enabled][Enabled]：64ビットPCIデバイスの I/Oを
4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Memory mapped IO above 4GB]

システムに複数の VGAデバイスがある場合は、VGA
グラフィックスデバイスの優先順位を設定できます。

次のいずれかになります。

• [onboard][Onboard]：プライオリティがオンボード
VGAデバイスに与えられます。BIOSポスト画面
およびOSブートはオンボードVGAポート経由で
駆動されます。

• [offboard][Offboard]：プライオリティがPCIEグラ
フィックスアダプタに与えられます。BIOSポス
ト画面および OSブートは外部グラフィックスア
ダプタポート経由で駆動されます。

• [onboard-vga-disabled][OnboardVGADisabled]：PCIE
グラフィックアダプタが優先され、オンボード

VGAデバイスが無効になります。

オンボードVGAがディセーブルの場合、
vKVMは機能しません。

（注）

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オンボード VGAデバイスのみが Cisco UCS
Bシリーズサーバでサポートされます。

（注）

[VGA Priority]
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説明名前

BIOSでのASPM（アクティブ電源状態管理）サポート
のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：ASPMサポートは、BIOSで
ディセーブルです。

• [auto][Auto]：電力状態をCPUが決定します。

• [forcel0][ForceL0]：すべてのリンクを強制的にL0
スタンバイ（L0s）状態にします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[ASPM Support]

不正な外部 DMAからの脅威を緩和する PCI BMEビッ
トを無効にできます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PCI BMEビットは BIOSで無効になっ
ています。

• [Enabled]：PCI BMEビットは BIOSで有効になっ
ています。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[BME DMAMitigation Support]

QPIの BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができる QPIの
BIOS設定を示しています。
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説明名前

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガトラン
スファー/秒（MT/s）単位）。次のいずれかになります。

• [6400][6.4GT/s]

• [7200][7.2GT/s]

• [8000][8.0GT/s]

• [9600][9.6GT/s]

• [auto][Auto]：QPIリンク周波数が CPUによって決定され
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイ
プとベンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれ
るこの属性の値を使用します。

[QPI Link Frequency Select]

次のいずれかになります。

• [home-snoop][HomeSnoop]：スヌープは、常に、メモリコ
ントローラのホームエージェント（集中型リング停止）

によって起動されます。このモードは、早期スヌープよ

りローカル遅延が多いですが、未処理トランザクション

が増えた場合に予備のリソースを使用できます。

• [cluster-on-die][ClusterOn Die]：このモードは、コアが 10
以上のプロセッサでのみ使用できます。高度にNUMA最
適化されたワークロードに最適なモードです。

• [home-directory-snoop-with-osb][HomeDirectory Snoop with
OSB]

• [early-snoop][EarlySnoop]：分散キャッシュリング停止で、
別のキャッシングエージェントにスヌーププローブまた

は要求を直接送信できます。このモードは、遅延が少な

く、スレッド全体でデータセットを共有しているために

キャッシュ間転送からメリットが得られるワークロード

やNUMA最適化されていないワークロードに最適です。

• [auto][Auto]：QPIスヌープモードは CPUによって決定さ
れます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイ
プとベンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれ
るこの属性の値を使用します。

[QPI Snoop Mode]
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LOMおよび PCIeスロットの BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる USB BIOS設定の
一覧を示します。

説明名前

オプションROMがSASポートで使用できるかどうか。次のいずれか
になります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[PCIe Slot SAS
OptionROM]

このオプションを使用すると、PCIeスロット nに装着されているア
ダプタカードの最大速度を制限できます。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[PCIe Slot n Link Speed]
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説明名前

オプション ROMがポートで使用できるかどうか。次のいずれかにな
ります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[PCIe Slot n
OptionROM]

オプション ROMが HBAポートで使用できるかどうか。次のいずれ
かになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[PCIe Slot HBA
OptionROM]

オプション ROMがMLOMポートで使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[PCIe Slot MLOM
OptionROM]
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説明名前

オプション ROMがポートで使用できるかどうか。次のいずれかにな
ります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[PCIe Slot Nx
OptionROM]

オプション ROMが 10G LOMポートで使用できるかどうか。次のい
ずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[PCIe 10G LOM2 Link]

PCI ROM Command Line Protocol（CLP）は、カード上の iSCSIや PxE
などのさまざまなオプション ROMの実行を制御します。デフォルト
では、無効になっています。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCI ROM CLP
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説明名前

システム I/Oコントローラ 1（SIOC1）のオプションROMをサーバが
使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SIOC1 Option ROM

システム IOコントローラ 2（SIOC2）にあるオプション ROMをサー
バが使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SIOC2 Option ROM

SBMezz1コントローラのオプションROMをサーバが使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SBMEZZ1 Option
ROM
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説明名前

SBMezz2コントローラのオプションROMをサーバが使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SBMEZZ2 Option
ROM

オプション ROMが IOEスロット 1で有効かどうか。次のいずれかに
なります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IOESlot1 OptionROM

オプション ROMが IOE Mezz1で有効かどうか。次のいずれかになり
ます。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IOEMEZZ 1
OptionROM
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説明名前

オプション ROMが IOEスロット 2で有効かどうか。次のいずれかに
なります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IOESlot2OptionROM

オプション ROMが IOE NVMe1で有効かどうか。次のいずれかにな
ります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IO ENVME1 Option
ROM

オプション ROMが IOE NVMe2で有効かどうか。次のいずれかにな
ります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IO ENVME2 Option
ROM
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説明名前

SBNVMe1コントローラのオプション ROMをサーバが使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SBNVME1 Option
ROM

オプション ROMがMRAIDポートで使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[PCIe Slot MRAID
OptionROM]ドロップ
ダウンリスト

オプション ROMが RAIDポートで使用できるかどうか。次のいずれ
かになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot RAID
OptionROM
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説明名前

オプション ROMが背面 NVMEnポートで使用できるかどうか。次の
いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot Rear Nvmen
OptionRom

このオプションを使用すると、背面 PCIeスロット 1に取り付けられ
た NVMEカードの最大速度を制限できます。次のいずれかになりま
す。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

Rear NVME1 Link
Speed
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説明名前

このオプションを使用すると、背面 PCIeスロット 2に取り付けられ
た NVMEカードの最大速度を制限できます。次のいずれかになりま
す。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

Rear NVME2 Link
Speed

このオプションでは、前面 PCIeスロット 1に取り付けられた NVME
カードの最高速度を制限することができます。次のいずれかになりま

す。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

Front NVME1 Link
Speed
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説明名前

このオプションでは、前面 PCIeスロット 2に取り付けられた NVME
カードの最高速度を制限することができます。次のいずれかになりま

す。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

Front NVME2 Link
Speed

このオプションでは、HBAカードの最高速度を制限することができ
ます。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

HBA Link Speed

このオプションを使用するとMLOMアダプタの最大速度を制限でき
ます。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

MLOM Link Speed
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説明名前

このオプションでは、MRAIDの最高速度を制限することができます。
次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

MRAID Link Speed

このオプションを使用するとRAIDの最大速度を制限できます。次の
いずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [auto][Auto]：最大速度は自動的に設定されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

RAID Link Speed

すべてのオンボード LOMポートがイネーブルであるか、ディセーブ
ルであるか。次のいずれかになります。

• [enabled][Enabled]：すべてのオンボードLOMがイネーブルです。

• [disabled][Disabled]：すべてのオンボードLOMがディセーブルで
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

All Onboard LOM
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説明名前

オプション ROMが LOMポート 1で使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

LOM Port 1
OptionRom

オプション ROMが LOMポート 2で使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

LOM Port 2
OptionRom

PCIeスロット nに取り付けられているアダプタカードの状態。次の
いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[Slot n State]
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説明名前

SBNVMe1コントローラのオプション ROMをサーバが使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[SBNVMe1
OptionROM]

SBNVMe2コントローラのオプション ROMをサーバが使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[SBNVMe2
OptionROM]

SIOCNVMe1コントローラのオプション ROMをサーバが使用できる
かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[SIOCNVMe1
OptionROM]リスト
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説明名前

SIOCNVMe2コントローラのオプション ROMをサーバが使用できる
かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[SIOCNVMe2
OptionROM]

SBLom1コントローラのオプション ROMをサーバが使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [uefi-only][UEFI Only]：拡張スロットはUEFIでのみ使用できま
す。

• [legacy-only][LegacyOnly]：レガシーの場合にのみ拡張スロットを
使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[SBLom1 OptionROM]

SBNVMeスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[SBNVMenLink Speed]

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
274

サーバ関連ポリシー

LOMおよび PCIeスロットの BIOS設定



説明名前

SIOCNVMeスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[SIOCNVMen Link
Speed]

SIOCスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[SIOCn Link Speed]

SBMezzスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[SBMezzn Link Speed]
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説明名前

IOEスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[IOESlotn Link Speed]

IOEMezzスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[IOEMezzn Link Speed]

IOENVMeスロット nのリンク速度。次のいずれかになります。

• [gen1][Gen 1]：最大速度が2.5 GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [gen2][Gen 2]：最大速度が5 GT/sになります。

• [gen3][Gen 3]：最大速度が8 GT/sになります。

• [enabled][Enabled]：最大速度が制限されます。

• [disabled][Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[IOENVMen Link
Speed]
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説明名前

イーサネットネットワーキング識別子の命名規則を、ConsistentDevice
Naming（CDN）と従来の命名規則のどちらに準拠させるかを指定し
ます。次のいずれかになります。

•有効：OSイーサネットネットワーク識別子に、LOMポート 0や
LOMポート 1のように、物理的な LAN on Motherboard（LOM）
のポート番号付けに基づくConsistentDeviceNaming（CDN）規則
で名前を付けます。

• [Disabled]：OSイーサネットネットワーキング識別子に、デフォ
ルトの規則に従ってETH0、ETH1などの名前を付けます。デフォ
ルトで、CDNオプションはディセーブルになっています。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[CDN Support for
LOMs]

PCIeバスに接続されている NVMe SSDをスワップできるかどうかを
指定します。この設定により、これらのドライブの LEDステータス
ライトも標準化されます。LEDステータスライトは、特定の障害イ
ンジケータパターンを表示するようにオプションでプログラムできま

す。

次のいずれかになります。

• [Enabled]：PCIeバスに接続されている NVMe SSDのホットス
ワップを許可します。

• [Disabled]：PCIeバスに接続されている NVMe SSDのホットス
ワップを禁止します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[VMD Enable]

アクセスコントロールサービス (ACS)を使用すると、プロセッサで
は制御スロットnの複数のデバイス間のピアツーピア通信を有効また
は無効にすることができます。次のいずれかになります。

•有効:制御スロット nの複数のデバイス間のピアツーピア通信を
有効にします。

•無効:制御スロット nの複数のデバイス間のピアツーピア通信を
無効にします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

ACS Control SLOT-n

n = 11 ~ 14
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説明名前

GPUスロット nのオプション ROMが有効かどうか。nは、1 ~ 8のス
ロット番号です。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：拡張スロットを使用できません。

• [enabled][Enabled]：拡張スロットを使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot GPUn
OptionROMドロップ
ダウンリスト

次の場合のみ Cisco
UCS C480M5MLサー
バ

アクセスコントロールサービス (ACS)を使用すると、プロセッサで
は GPUの複数のデバイス間のピアツーピア通信を有効または無効に
することができます。次のいずれかになります。

•無効: GPUの複数のデバイス間のピアツーピア通信を有効にしま
す。

•有効: GPUの複数のデバイス間のピアツーピア通信を無効にしま
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

ACS Control GPU-n

n = 1 ~ 8

グラフィックス構成の BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して実行できるグラフィックス
構成の BIOS設定の一覧を示します。

説明名前

統合グラフィックスをイネーブルにします。次のいず

れかになります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

• [enabled]：統合グラフィックスがイネーブルにな
ります。

• [disabled]：統合グラフィックスがディセーブルに
なります。

[Integrated Graphics]
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説明名前

統合グラフィックスコントローラのマップドメモリの

サイズを設定できます。次のいずれかになります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

•
•
•
•
•
•

Integrated Graphics Aperture Size

オンボードグラフィックス（KVM）をイネーブルにし
ます。次のいずれかになります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

• [enabled]：オンボードグラフィックがイネーブル
になります。

• [disabled]：オンボードグラフィックスがディセー
ブルになります。

Onboard Graphics

ブートオプションの BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるブートオ
プションの BIOS設定を示しています。

説明名前

BIOSでユーザ入力を待機せずに非EFIベースのブート
オプションを再試行するかどうか。次のいずれかにな

ります。

• [disabled]：ユーザ入力を待機してから非 EFIベー
スのブートオプションを再試行します。

• [Enabled]：ユーザ入力を待たずにNON-EFIベース
のブートオプションを継続的に試行します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Boot option retry]
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説明名前

Intel SAS Entry RAIDモジュールがイネーブルかどう
か。次のいずれかになります。

• [disabled]：Intel SAS Entry RAIDモジュールはディ
セーブルです。

• [enabled]：Intel SASEntryRAIDモジュールはイネー
ブルです。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SAS RAID]

Intel SAS Entry RAIDモジュールがどのように設定され
るか。次のいずれかになります。

• [it-ir-raid]：Intel IT/IR RAIDを使用するよう RAID
モジュールを設定します。

• [intel-esrtii]：Intel Embedded Server RAID Technology
IIを使用するようRAIDモジュールを設定します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SAS RAID module]

オンボードソフトウェア RAIDコントローラをサーバ
に使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：ソフトウェア RAIDコントローラを使
用できません。

• [enabled]：ソフトウェア RAIDコントローラを使
用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[オンボード SCUストレージサポー
ト（Onboard SCU Storage Support）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

次のブート試行までの待機時間（秒単位）。次のいず

れかになります。

• 15：次のブートを試行するまで、システムは15秒
間待機します。

• 45

• 90

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

このトークンは、[Boot Option Retry]トークンがイネー
ブルになっている場合にのみ有効になります。

[Cool Down Time (sec)]ドロップダウ
ンリスト

ブートの試行回数。次のいずれかになります。

• [infinite][Infinite]：システムは起動のすべてのオプ
ションを試行します。

• [13]：システムは起動を 5回試行します。

• 5

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Number of Retries]ドロップダウンリ
スト

このオプションでは、P-SATAモードを選択できます。
次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：P-SATAモードは無効になりま
す。

• [lsi-sw-raid][LSI SWRAID]：LSI SWRAIDの場合、
SATAコントローラと sSATAコントローラの両方
を RAIDモードに設定します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[P-SATA mode]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

このトークンでは、F2 BIOS設定を使用する前に BIOS
パスワードを設定する必要があります。有効にすると、

IO設定、BIOSセットアップ、BIOSを使用したオペ
レーティングシステムへの起動など、BIOS機能にア
クセスする前にパスワードを検証する必要があります。

次のいずれかを指定できます。

• [disabled][Disabled]：電源オンパスワードは無効に
なります。

• [enabled][Enabled]：電源オンパスワードが有効に
なります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Power On Password]ドロップダウン
リスト

PXEの IPv6サポートを有効または無効にします。次の
いずれかになります

• [無効（disabled）][無効（Disabled）]：IPV6PXEの
サポートは利用できません。

• [enabled][Enabled]：IPV6PXEのサポートを常に利
用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IPV6 PXEサポート（IPV6 PXE
Support）]ドロップダウンリスト

このトークンが有効になっているときに、BIOSはCPU/
メモリ設定情報と共にメモリトレーニング結果(最適化
されたタイミング/電圧値)を保存し、それらをその後
のリブートに再使用して、ブート時間を短縮します。

保存済みメモリのトレーニング結果は、最後の保存操

作後の24時間以内に、リブートが発生した場合にのみ
使用されます。次のいずれかになります。

•無効になっています:適応型のメモリトレーニング
が無効になっています。

• Enabled—適応型のメモリトレーニングが有効に
なっています。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[アダプティブメモリトレーニング
（Adaptive Memory Training）]ド
ロップダウンリスト
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説明名前

このトークンを有効にするには、出力レベルより細か

く制御がBIOSTechログが使用できます。これにより、
冗長であるか、あまり使用しない BIOS Techログメッ
セージの数が減少します。次のいずれかになります。

• Disabled—BIOS Techlogレベルが無効になってい
ます。

• Enabled—BIOS Techlogレベルが有効になってい
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[BIOS Techlogレベル（BIOS Techlog
Level）]

BIOS Techメッセージレベルのコン
トロール(C125 M5)

オプション ROMの起動は PCIスロットレベルでっ管
理され、デフォルトで有効になっています。多数のネッ

トワークコントローラおよびオプション ROMをもつ
ストレージHBAから成る設定では、すべてのオプショ
ン ROMは、PCIスロットのオプション ROMコント
ロールがすべてに対して有効になっている場合に起動

できます。ただし、コントローラのサブセットのみを、

ブートプロセスで使用できます。このトークンが有効

になっているときに、ブートポリシーに存在するこれ

らのコントローラでのみオプション ROMが起動され
ます。次のいずれかになります。

• Disabled—OptionROM起動最適化が無効です。

• Enabled—OptionROM起動最適化が有効になって
います。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[OptionROM起動最適化
（OptionROM Launch
Optimization）]
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CiscoUCSManagerのBIOSパラメータ仮想化機能により、統合された一連のサービスプロファ
イルの BIOS設定を実際の BIOSサポートパラメータにマッピングします。ただし、すべての
BIOS設定項目がすべてのサーバモデルやプラットフォームに適用できるわけではありませ
ん。カスタムBIOSポリシーを作成し、[Boot Option Retry]を選択したときに、ブート可能なオ
プションがない場合は、Cisco UCS B420 M3または Cisco UCS B420 M4サーバのリブートは失
敗し、CiscoUCSManagerは次のメッセージを表示します。「Reboot and Select proper Boot device
or Insert Boot Media in selected Boot device and press a key」。ブートパスを修正した後には、手
動でブートオプションを設定して、サーバが停電の後にリブートできるようにしておく必要が

あります。BIOSデフォルトサーバのポリシー、および BIOSオプションとそのデフォルト設
定の詳細については、BIOSポリシー（293ページ）およびサーバBIOS設定（211ページ）を
参照してください。

（注）

サーバ管理 BIOS設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるサーバ管理BIOS設
定の一覧を示します。

General Settings

説明名前

システムエラー（SERR）の発生時に、BIOSがマスク
不能割り込み（NMI）を生成し、エラーをログに記録
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SERRの発生時に、BIOSは NMIを生
成することもエラーをログに記録することもしま

せん。

• [Enabled]：SERRの発生時に、BIOSは NMIを生
成し、エラーをログに記録します。[Assert NMI on
PERR]を有効にする場合は、この設定を有効にす
る必要があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Assert NMI on SERR]
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説明名前

プロセッサバスパリティエラー（PERR）の発生時に、
BIOSがマスク不能割り込み（NMI）を生成し、エラー
をログに記録するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PERRの発生時に、BIOSは NMIを生
成することもエラーをログに記録することもしま

せん。

• [Enabled]：PERRの発生時に、BIOSは NMIを生
成し、エラーをログに記録します。この設定を使

用するには、[AssertNMIonSERR]をイネーブルに
する必要があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Assert NMI on PERR]

BIOSが定義済みのタイムアウト値を持つウォッチドッ
グタイマーをプログラムするかどうか。タイマーが切

れる前にオペレーティングシステムのブートを完了し

ない場合、CIMCはシステムをリセットし、エラーが
ログに記録されます。次のいずれかになります。

• [Disabled：サーバのブートにかかる時間のトラッ
キングにウォッチドッグタイマーは使用されませ

ん。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッ
チドッグタイマーでトラッキングします。サーバ

が事前に定義した時間内にブートしない場合、

CIMCはシステムをリセットし、エラーを記録し
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

この機能には、オペレーティングシステムのサポート

または Intel管理ソフトウェアが必要です。

[OS Boot Watchdog Timer]
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説明名前

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実

行されるアクション。次のいずれかになります。

• [Power Off]：OSブート中にウォッチドッグタイ
マーが期限切れになった場合、サーバは電源オフ

になります。

• [reset][Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタ
イマーが切れた場合、サーバはリセットされます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

このオプションは、[OS Boot Watchdog Timer]をイネー
ブルにした場合にだけ利用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Policy]

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用される
タイムアウト値。次のいずれかになります。

• [5-minutes]：ウォッチドッグタイマーはOSブート
開始から 5分後に期限切れになります。

• [10-minutes]：ウォッチドッグタイマーは OSブー
ト開始から 10分後に期限切れになります。

• [15-minutes]：ウォッチドッグタイマーは OSブー
ト開始から 15分後に期限切れになります。

• [20分（20-minutes）]：ウォッチドッグタイマーは
OSブート開始から20分後に期限切れになります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

このオプションは、[OS Boot Watchdog Timer]をイネー
ブルにした場合にだけ利用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]
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説明名前

POST中にシステムがハングした場合に、システムを回
復するために FRB-2タイマーが使用されるかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：FRB-2タイマーは使用されません。

• [Enabled]：POST中にFRB-2タイマーが開始され、
必要に応じてシステムの回復に使用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[FRB-2タイマー（FRB-2 Timer）]

コンソールリダイレクション設定

説明名前

POSTおよびBIOSのブート中に、シリアルポートをコ
ンソールリダイレクションに使用できるようにします。

BIOSのブートが完了し、オペレーティングシステム
がサーバを担当すると、コンソールリダイレクション

は関連がなくなり、無効になります。次のいずれかに

なります。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクショ
ンは発生しません。

• [serial-port-a]または [COM0]または [Enabled]：POST
中にコンソールリダイレクト用のシリアルポート

Aを有効にします。このオプションはブレードサー
バおよびラックマウントサーバに対して有効です。

• [serial-port-b]または [COM1]：POST中のコンソー
ルリダイレクションのためシリアルポートBをイ
ネーブルにし、サーバ管理タスク実行を許可しま

す。このオプションは、ラックマウントサーバで

のみ有効です。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

このオプションを有効にする場合は、POST
中に表示される Quiet Bootのロゴ画面を無効
にします。

（注）

[Console redirection]
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説明名前

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するか

どうか。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使
用すると、隠れた端末問題が原因で発生する可能性が

あるフレームコリジョンを減らすことができます。次

のいずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• RTS-CTS：RTS/CTSがフロー制御に使用されま
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Flow Control]

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレー

ト。[Console Redirection]を無効にする場合は、このオ
プションを使用できません。次のいずれかになります。

• [9.6k]：9600ボーレートが使用されます。

• [19.2k]：19200ボーレートが使用されます。

• [38.4k]：38400ボーレートが使用されます。

• [57.6k]：57600ボーレートが使用されます。

• [115.2k]：115200ボーレートが使用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Baud rate]
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説明名前

コンソールリダイレクションに使用される文字フォー

マットのタイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されま
す。

• [VT100]：サポートされている vt100ビデオ端末と
その文字セットが使用されます。

• [VT100-PLUS]：サポートされている vt100-pluビ
デオ端末とその文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使
用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Terminal type]

シリアルポートでレガシーなオペレーティングシステ

ム（DOSなど）からのリダイレクションを有効にする
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：コンソールリダイレクションがイネー
ブルになっているシリアルポートは、レガシーな

オペレーティングシステムから認識されません。

• [Enabled]：コンソールリダイレクションがイネー
ブルになっているシリアルポートはレガシーオペ

レーティングシステムに表示されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Legacy OS redirection]
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説明名前

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段の
キーのアクションを変更できます。次のいずれかにな

ります。

• [VT100]：ファンクションキーによって ESC OP
～ ESC O[ を生成します。

• [LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣します。
ファンクションキー F6～ F12はデフォルトモー
ドと同様に動作しますが、F1～ F5は ESC [[A～
ESC [[Eを生成します。

• [XTERMR6]：ファンクションキー F5～ F12がデ
フォルトモードと同様に動作します。ファンクショ

ンキー F1～ F4によって ESC OP～ ESC OSを生
成します。これはデジタル端末のキーパッドの上

段によって生成されるシーケンスです。

• [SCO]：ファンクションキー F1～ F12が ESC [M
～ ESC [Xを生成します。ファンクションキーと
Shiftキーによって ESC [Y～ ESC [jを生成しま
す。Ctrlキーとファンクションキーによって ESC
[k～ ESC [vを生成します。Shift、Ctrlおよび
ファンクションキーによって ESC [w～ ESC [{
を生成します。

• [escn][ESCN]：デフォルトモードです。ファンク
ションキーはデジタル端末の一般的な動作と一致

します。ファンクションキーによって ESC [11~
や ESC [12~などのシーケンスを生成します。

• [VT400]：ファンクションキーがデフォルトモー
ドと同様に動作します。テンキーの最上段のキー

によって ESC OP～ ESC OSを生成します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Putty KeyPad]

set console-redir-config
putty-function-keypad
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説明名前

Windowsの Special Administration Control（SAC）で使
用。このオプションを使用すると、Windows緊急管理
サービスに使用できるCOMポート0を設定できます。
このセットアップオプションに基づいて ACPI SPCR
テーブルが報告されます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：Windowsオペレーティングシ
ステムで使用する汎用ポートとして COMポート
0を設定します。

• [enabled][Enabled]：Windows緊急管理サービスの
リモート管理ポートとして COMポート 0を設定
します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Out of Band Management]ドロップダ
ウンリスト

BIOSPOSTが完了し、OSブートローダに制御が渡され
た後に、BIOSコンソールリダイレクションがアクティ
ブであるかどうか。次のいずれかになります。

• [always_enable][Always Enable]：OSブート時と実
行時に BIOSレガシーコンソールリダイレクショ
ンがアクティブになります。

• [bootloader][Bootloader]：OSブートローダに制御
が渡される前に BIOSレガシーコンソールリダイ
レクションが無効になります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Redirection After BIOS POST]ドロッ
プダウンリスト

set console-redir-config
putty-function-keypad

Intel速度の選択
[Intel速度選択 (Intel Speed Select)]を使用すると、論理プロセッサコア、頻度、および TDPス
レッド設定の数に基づき、3つの動作プロファイルのいずれかを選択して、CPUのパフォーマ
ンスを最適化できます。速度選択は、SKUに基づいて BIOSポリシーを使用して設定できま
す。ブート時に、BIOSはサポートされている CPUを検出し、指定した 3つのプロファイルの
いずれかに設定します。

速度選択BIOSポリシートークンを設定して、プロファイルを設定します。パフォーマンスの
ニーズに基づいてポリシーを作成します。調整は、ワークロードやVMのニーズに基づいて、
データセンターのサーバ使用率を向上させる必要があります。または、コアごとのパフォーマ
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ンス SLAを改善する必要があります。低コアプロファイルを使用すると、CPUは最大周波数
で動作します。

速度選択プロファイルは次のとおりです。

•基本：高度コア設定汎用目的の VMインスタンスに推奨されます。

•設定 1：中度コア設定高パフォーマンス VMインスタンスまたはストレージ SKUの場合
に推奨されます。

•設定 2：低度コア設定非常に高い周波数のベアメタルサーバまたは VMインスタンスに
対して提案されます。

次の表に、Intel® Xeon® Gold CPU 6240Yに基づくサンプルプロファイル値を示します。基本
がデフォルトのプロファイルです。

表 7 :基本設定

LLC/Core (Mb)All Core Turboコアの周波数

（GHz）
コアSKU

1/493.12.4248260Y

1.3753.32.6186240Y

1.3752.72.21242 14Y

Tj Max (ºC)TDP (W)SKU

1041608260Y

881506240Y

888542 14Y

表 8 :設定1

/コア (Mb)All Core Turboコアの周波数

（GHz）
コアSKU

1.793.32.5208260Y

1.773.42.8146240Y

1.652.72.31042 14Y

Tj Max (ºC)TDP (W)SKU

TControl仕様1558260Y

TControl仕様1506240Y
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Tj Max (ºC)TDP (W)SKU

TControl仕様8542 14Y

表 9 :設定2

/コア (Mb)All Core Turboコアの周波数

（GHz）
コアSKU

2.233.62.7168260Y

3.093.63.186240Y

2.062.92.4842 14Y

Tj Max (ºC)TDP (W)SKU

TControl仕様1508260Y

TControl仕様1506240Y

TControl Spec8542 14Y

プロファイルを変更すると、CPUが異なる周波数で実行されるようになりますが、[CIMCプ
ロセッサインベントリ (CIMCprocessor inventory)]ページにはプロセッサの基本周波数、コア、
およびスレッドの情報が表示されます。実行中の周波数は表示されません。

（注）

BIOSポリシー
BIOSポリシーは、サーバまたはサーバグループに対する BIOS設定の設定を自動化するポリ
シーです。ルート組織内のすべてのサーバに対して使用可能なグローバル BIOSポリシーを作
成するか、サブ組織の階層に対してだけ使用可能な BIOSポリシーを作成できます。

BIOSポリシーを使用するには、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Managerで BIOSポリシーを作成します。

2. BIOSポリシーを 1つ以上のサービスプロファイルに割り当てます。

3. サービスプロファイルをサーバと関連付けます。

サービスプロファイルの関連付け時に、Cisco UCS Managerはサーバ上の BIOS設定を BIOS
ポリシー内の設定と一致するように変更します。BIOSポリシーを作成せず、BIOSポリシーを
サービスプロファイルに割り当てていない場合は、サーバの BIOS設定にそのサーバプラッ
トフォームのデフォルトが使用されます。
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デフォルトの BIOS設定
CiscoUCSManagerには、CiscoUCSがサポートするサーバの各タイプのためのデフォルトBIOS
設定が含まれています。デフォルト BIOS設定は、ルート組織だけで使用でき、グローバルで
す。Cisco UCSでサポートされている各サーバプラットフォームには、1セットの BIOS設定
だけを適用できます。デフォルト BIOS設定は変更できますが、デフォルト BIOS設定の追加
セットの作成はできません。

デフォルト BIOS設定の各セットは、サポートされているサーバの特定のタイプに合わせて設
計されており、サービスプロファイルにBIOSポリシーが含まれていない、特定のタイプのす
べてのサーバに適用されます。

Cisco UCS実装にサーバ特定の設定によって満たされない特定の要件があるのでない限り、
Cisco UCSドメイン内のサーバの各タイプ用に設計されたデフォルト BIOS設定を使用するこ
とをお勧めします。

Cisco UCS Managerにより、これらのサーバプラットフォーム固有の BIOS設定が次のように
適用されます。

•サーバに関連付けられたサービスプロファイルには、BIOSポリシーはインクルードされ
ません。

• BIOSポリシーには、特定の設定に対するプラットフォームデフォルトのオプションが設
定されます。

CiscoUCSManagerによって提供されるデフォルトBIOS設定は変更できます。ただし、デフォ
ルトの BIOS設定に対する変更は、その特定のタイプまたはプラットフォームのすべてのサー
バに適用されます。特定のサーバの BIOS設定だけを変更する場合は、BIOSポリシーを使用
することを推奨します。

M5サーバ以降の BIOSトークンは読み取り専用であり、変更することはできません。BIOS
トークン、デフォルト値、および値の完全な最新リストについては、[CiscoUCSM5ServerBIOS
Tokens]を参照してください。

BIOSポリシーの作成

Cisco UCS Managerは、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定による BIOS設定の変更
をCisco IntegratedManagement Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更は
バッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけでは
ありません。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を右クリックして [Create BIOS Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create BIOS Policy]ウィザードの [Main]ページで [Name]フィールドに BIOSポリシーの名前
を入力します。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で

きません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 [BIOSポリシーの作成（Create BIOS Policy）]ウィザードで、次の手順を実行してBIOS設定を
実行します。

a) BIOS設定を変更する場合は、該当するオプションボタンをクリックするか、ドロップダ
ウンリストから適切な項目を選択します。

各 BIOS設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照して
ください。

• [Main]ページ：メイン BIOS設定（212ページ）

• [Processor]ページ：プロセッサの BIOS設定（214ページ）

• [Intel Directed IO]ページ：Intel Directed I/Oの BIOS設定（244ページ）

• RAS Memoryページ：RASメモリの BIOS設定（246ページ）

• [Serial Port]ページ：シリアルポートの BIOS設定（252ページ）

• [USB]ページ：USBの BIOS設定（252ページ）

• [PCI Configuration]ページ：PCI設定の BIOS設定（257ページ）

• [Boot Options]ページ：ブートオプションの BIOS設定（279ページ）

• [Server Management]ページ：サーバ管理 BIOS設定（284ページ）

b) 各ページの後に [Next]をクリックします。

ステップ 7 ポリシーの BIOS設定がすべて完了したら、[Finish]をクリックします。
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BIOSのデフォルトの修正
設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけでは
ありません。

Cisco UCS実装にサーバ特定の設定によって満たされない特定の要件があるのでない限り、
Cisco UCSドメイン内のサーバの各タイプ用に設計されたデフォルト BIOS設定を使用するこ
とをお勧めします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Defaults]を展開して、デフォルトの BIOS設定を変更するサーバのモデル番号または希
望のポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで該当するタブをクリックしてから、必要なオプションボタンをクリックする
か、ドロップダウンリストから選択してデフォルトの BIOS設定を変更します。

各 BIOS設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照してくだ
さい。すべての BIOS設定がサーバの各タイプに使用できるわけではありません。

• [Main]タブ：メイン BIOS設定（212ページ）

• [Advanced]タブ：

• [Processor]サブタブ：プロセッサの BIOS設定（214ページ）

• [Intel Directed IO]サブタブ：Intel Directed I/Oの BIOS設定（244ページ）

• [RAS Memory]サブタブ：RASメモリの BIOS設定（246ページ）

• [Serial Port]サブタブ：シリアルポートの BIOS設定（252ページ）

• [USB]サブタブ：USBの BIOS設定（252ページ）

• [PCI Configuration]サブタブ：PCI設定の BIOS設定（257ページ）

• [Boot Options]タブ：ブートオプションの BIOS設定（279ページ）

• [Server Management]タブ：サーバ管理 BIOS設定（284ページ）

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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サーバの実際の BIOS設定の表示
サーバの実際の BIOS設定を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 実際の BIOS設定を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Motherboard]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [BIOS Settings]領域で、見出しの右側にある [Expand]アイコンをクリックして領域を開きま
す。

[BIOS Settings]領域の各タブに、そのサーバプラットフォームの設定が表示されます。いくつ
かのタブには追加情報を含むサブタブがあります。

メモリ RAS機能
Intel® Xeon®プロセッサは、BIOS経由で追加の RASメモリ機能をサポートします。これらの
機能は、メモリ DIMMのパフォーマンスと信頼性を向上させるために、プロセッサの機能を
拡張します。

Post-Package Repair (PPR)
Post Package Repair (PPR)を使用すると、DDR4 DRAM内で追加の予備容量を使用して、シス
テムのブート時に検出された障害のあるセル領域を置き換えることができます。

hard post-repairの場合は、再マッピングが永続的です。別の行に対して元に戻す、またはリダ
イレクトすることはできません。

Post Package Repairの有効化

有効にすると、修復プロセスは取消不能になります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [ポリシー (Policies)]セクションで、BIOSセクションを右クリックして、ポップアップから
[BIOSポリシーの作成 (CreateBIOSPolicy)]を選択します。[BIOSポリシー (BIOSPolicy)]フォー
ムに名前と説明 (任意)を入力します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。

ステップ 5 [ポリシー (Policies)] > [ルート (Root)] > [BIOSポリシー (BIOS Policies):に移動し、新しいポリ
シーを選択します。

ステップ 6 メインの作業ペインで、[アドバンスト (Advanced)]タブを選択し、[RASメモリ (RASMemory)]
タブを選択します。

ステップ 7 システムブート中に検出された障害のあるセル領域の自動修復を有効にするには、[PPRタイ
プ設定の選択 (Select PPR Type Configuration)]で [Hard PPR]を選択します。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

提示されたメモリの制限

ユーザーに表示されるメモリの量は、BIOSで制限できます。システムに高容量DIMMモジュー
ルが完全に装着されている場合は、実際に使用されるメモリ量を減らすことが望ましい場合が

あります。

メモリ制限は、取り付けられている使用可能なすべての DIMMで可能な限り均等に適用され
ます。指定できる提供メモリの最小量は 1 GBです。次のパラメータが適用されます。

0 =制限なし。取り付けられているメモリの量がすべて表示されます。

1 ~ 231 -1 =提示されたメモリのサイズ (GB)

実際に提示されるメモリサイズは、常に指定されたメモリサイズに等しいか、それよりも小

さくなります。

メモリサイズの制限

実際に提示されるメモリサイズは、常に指定されたメモリサイズに等しいか、それよりも小

さくなります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [ポリシー (Policies)]セクションで、BIOSセクションを右クリックして、ポップアップから
[BIOSポリシーの作成 (CreateBIOSPolicy)]を選択します。[BIOSポリシー (BIOSPolicy)]フォー
ムに名前と説明 (任意)を入力します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。
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ステップ 5 [ポリシー (Policies)] > [ルート (Root)] > [BIOSポリシー (BIOS Policies):に移動し、新しいポリ
シーを選択します。

ステップ 6 メインの作業ペインで、[アドバンスト (Advanced)]タブを選択し、[RASメモリ (RASMemory)]
タブを選択します。

ステップ 7 ミラーリングする提供メモリの量を制限するには、[Memory Size limit ] (gb)に移動し、ユーザ
に提示する必要があるメモリ量の値 (gb)を入力します。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

部分メモリのミラーリング

DIMMがアドバンスト RAS機能の場合は、部分的なメモリミラーリング。ゴールドおよびプ
ラチナナム SKU CPUのみがこの機能をサポートしています

部分的な DIMMミラーリングによって完全なミラーコピーを保持するのではなく、メモリセ
ルの特定の領域のミラーコピーが作成されます。部分的なメモリのミラーリングは、BIOSポ
リシーのセットアップメニューまたは Linuxオペレーティングシステムから実行できます。
部分的なミラーリングでは、部分的なミラーコピーの属性を使用して、メモリマップにミラー

領域が作成されます。最大 4個の部分的なミラーを使用して、合計メモリ容量の最大 50%を
ミラーリングできます。

ミラーリングの場合、各 IMCに少なくとも 2個のDDRチャネルを装着する必要があります。
部分的なミラーリングでは、最大 4個のミラーリージョンを持つ、IMCあたり 1個の DDR4
ミラーリージョンがサポートされます。

双方向チャネルインターリーブでは、2個のチャネルが各 IMCに入力されます。3方向チャネ
ルインターリーブでは、3個のチャネルが各 IMCに入力されます。

部分的なミラーリングは、ランクのスペアリングと ADDDCとの互換性がありません。

部分的なミラーリングには、次のルールが適用されます。

• DIMMの装着は、ミラーリングされたチャネルで同一である必要があります。

•ミラーペアは、IMC DDRチャネル内の同じM2M内にある必要があります。

• 1個の iMC内の DDR4部分的なミラーリージョンは、双方向チャネルのインターリーフ
または 3方向チャネルインターリーブのいずれかである必要があります。2および 3方向
チャネルのインターリーフを混在させることはできません。ミラーリージョンが iMCsを
またがる場合、チャネルのインターリーフは同じである必要があります。

部分メモリのミラーリングの有効化

部分的な DIMMメモリミラーリングの量は、使用可能なメモリリソースまたはギガバイト単
位のいずれかの割合で設定できます。
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始める前に

部分的なメモリミラーモードは、標準のミラーリングモードとは相互に排他的です。（注）

部分的なミラーリングは、ランクのスペアリングとADDDCとの互換性がありません。これら
が選択されていないことを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [ポリシー (Policies)]セクションで、BIOSセクションを右クリックして、ポップアップから
[BIOSポリシーの作成 (CreateBIOSPolicy)]を選択します。[BIOSポリシー (BIOSPolicy)]フォー
ムに名前と説明 (任意)を入力します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。

ステップ 5 [ポリシー (Policies)] > [ルート (Root)] > [BIOSポリシー (BIOS Policies):に移動し、新しいポリ
シーを選択します。

ステップ 6 メインの作業ペインで、[アドバンスト (Advanced)]タブを選択し、[RASメモリ (RASMemory)]
タブを選択します。

ステップ 7 [メモリ RAS設定 (MEMORY RAS Configuration)]に移動し、ドロップダウンリストから [部
分的なミラーモード 1LM (Partial Mirror Mode 1LM)]を選択します。

ステップ 8 部分的なミラーを割合で設定するには、[部分的なメモリミラーモード (PartialMemoryMirror
Mode)]に移動し、ドロップダウンから [割合 (Percentage)]を選択します。

ステップ 9 [部分的なミラーの割合 (Partial Mirror percentage)]に移動し、ミラーリングするメモリの目的
の割合を表す 0.01 ~ 50.00の値を入力します。

ステップ 10 部分的なミラーをギガバイトで設定するには、[部分的なメモリミラーモード (PartialMemory
Mirror Mode)]に移動し、ドロップダウンから [GBの値 (Value in GB)]を選択します。

ステップ 11 [部分的なミラー 1 (Partial Mirror 1)]の [制限 (limit)]フィールドに表示されるメモリの 1 ~ GB
の範囲の値を入力します。

ステップ 12 必要に応じて、追加の値を [部分的なミラー 2 (Partial Mirror 2)]、[部分的なミラー 3 (Partial
Mirror 3)]、および [部分的なミラー 4 (Partial Mirror 4)]に入力します。これらのミラーに入
力された合計値は、使用可能な合計メモリを超えることはできません。

ステップ 13 [Save Changes]をクリックします。

次のタスク

システムをリブートします。
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トラステッドプラットフォームモジュール

トラステッドプラットフォームモジュール

トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、サーバの認証に使用するアーティファ
クトを安全に保存できるコンポーネントです。これらのアーティファクトには、パスワード、

証明書、または暗号キーを収録できます。プラットフォームが信頼性を維持していることを確

認するうえで効果的なプラットフォームの尺度の保存でも、TPMを使用できます。すべての
環境で安全なコンピューティングを実現するうえで、認証（プラットフォームがその表明どお

りのものであることを証明すること）および立証（プラットフォームが信頼でき、セキュリ

ティを維持していることを証明するプロセス）は必須の手順です。これは Intelの Trusted
Execution Technology（TXT）セキュリティ機能の要件であり、TPMを搭載したサーバの BIOS
設定で有効にする必要があります。Cisco UCS M4以降のブレードサーバとラックマウント
サーバは TPMをサポートしています。デフォルトでは、TPMはこれらのサーバで有効になっ
ています。

• Cisco UCS Managerをリリース 2.2(4)以降にアップグレードすると、TPMが有効になりま
す。

• TPMが有効な状態で Cisco UCS Managerをリリース 2.2(4)からダウングレードすると、
TPMが無効になります。

重要

Intel Trusted Execution Technology
Intel Trusted Execution Technology（TXT）を使用すると、ビジネスサーバ上で使用および保管
される情報の保護機能が強化されます。この保護の主要な特徴は、隔離された実行環境および

付随メモリ領域の提供にあり、機密データに対する操作をシステムの他の部分から見えない状

態で実行することが可能になります。Intel TXTは、暗号キーなどの機密データを保管できる
封印されたストレージ領域を提供し、悪意のあるコードからの攻撃時に機密データが漏洩する

のを防ぐために利用できます。Cisco UCS M4以降のブレードサーバとラックマウントサーバ
は TXTをサポートしています。TXTは、デフォルトではこれらのサーバで無効になっていま
す。

TXTは、[TMP]、[Intel Virtualization Technology (VT)]、および [Intel Virtualization Technology for
Directed I/O (VT-d)]を有効にした後でのみ、有効にすることができます。TXTのみを有効にす
ると、暗黙的に TPM、VT、および VT-dも有効になります。
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トラステッドプラットフォームの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 TPMを設定する組織のノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を展開し、TPMを設定する BIOSポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで [Advanced]タブをクリックします。

ステップ 6 [Trusted Platform]サブタブをクリックします。

ステップ 7 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TPMを無効にする[disabled]

TPMを有効にする[enabled]

TPMを有効にする[Platform Default]

ステップ 8 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TXTを無効にする[disabled]

TXTを有効にする[enabled]

TXTを無効にする[Platform Default]

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

トラステッドプラットフォームの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 TPMを設定する組織のノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を展開し、TPMを設定する BIOSポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで [Advanced]タブをクリックします。
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ステップ 6 [Trusted Platform]サブタブをクリックします。

ステップ 7 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TPMを無効にする[disabled]

TPMを有効にするenable

TPMを有効にする[Platform Default]

ステップ 8 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TXTを無効にする[disabled]

TXTを有効にするenable

TXTを無効にする[Platform Default]

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

TPMのプロパティの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順
に展開します

ステップ 3 TPM設定を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Motherboard]サブタブをクリックします。

一貫したデバイスの命名
オペレーティングシステムが一貫した方法でイーサネットインターフェイスに命名できるメ

カニズムがない場合は、サーバの構成が変更されたネットワーク接続の管理は困難になりま

す。Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)で導入された一貫したデバイスの命名（CDN）を使用
すると、イーサネットインターフェイスに一貫した方法で名前を付けることができます。これ
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により、アダプタまたは他の設定が変更された場合でも、イーサネットインターフェイスの名

前がより永続的になります。

vNICの CDNを設定するには、次の手順を実行します。

• BIOSポリシーで一貫したデバイスの命名を有効にします。

• BIOSポリシーとサービスプロファイルを関連付けます。

• vNICの一貫した命名を設定します。

一貫したデバイスの命名の注意事項と制約事項

• CDNは次のオペレーティングシステムでサポートされています。

• Windows 2012 R2

• Windows 2016

• Windows Server 2019

• Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 6.xおよび 7.x

• SLES 12 SP3、SLES 12 SP4、および SLES 15 ( 4.0 (4a)以降)

• ESXi 6.7

• CDNは、M3以降のすべてのブレードサーバとラックマウントサーバでサポートされま
す。

• CDNをサポートするには、BIOSとアダプタファームウェアがリリース 2.2(4)以降のバン
ドルに組み込まれている必要があります。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1以降のリリースでは、次のアダプタで CDNがサポートさ
れています。

• Cisco UCS VIC 1455 (UCSC-PCIE-C25Q-04)

• Cisco UCS VIC 1457 (UCSC-MLOM-C25Q-04)

• Cisco UCS VIC 1385（UCSC-PCIE-C40Q-03）

• Cisco UCS VIC 1387（UCSC-MLOM-C40Q-03）

• RHELオペレーティングシステムがサーバにインストールされている場合、「sysfs label」
としてコマンド「biosdevname -d」を実行すると、CDNが表示されます。CDNによって
カーネル名が変更されることはありません。

• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、CDNは次のアダプタでのみサポートされます。

• Cisco UCS VIC 1225（UCSC-PCIE-CSC-02）

• Cisco UCS MLOM 1227（UCSC-MLOM-CSC-02）

• Cisco UCS VIC 1225T（UCSC-PCIE-C10T-02）
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• Cisco UCS MLOM 1227T（UCSC-MLOM-C10T-02）

• Cisco UCS VIC 1240（UCSB-MLOM-40G-01）

• Cisco UCS VIC 1280（UCS-VIC-M82-8P）

• Cisco UCS VIC 1340（UCSB-MLOM-40G-03）

• Cisco UCS VIC 1380（UCSB-VIC-M83-8P）

• CDNは vNICテンプレートおよびダイナミック vNICでサポートされています。

•同じサービスプロファイル内の複数のvNICに同じCDN名を指定することはできません。

• CDN名が vNICに指定されていない場合は、vNIC名が CDN名として使用されます。

• vNICに設定するCDN名は、[Admin CDNName]として表示されます。vNICに最後に適用
された CDN名前は、[Oper CDN Name]として表示されます。たとえば、「vnic0」という
名前の vNICの [管理者 CDN名（Admin CDN Name）]が cdn0の場合、この vNICの [オペ
レータ CDN名（Oper CDN Name）]は cdn0になりますが、同じ vNICでも [管理者 CDN
名（Admin CDN Name）]が指定されていない場合は [オペレータ CDN名（Oper CDN
Name）]は vnic0になります。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1以降では、CDN対応の BIOSポリシーがサーバに割り当
てられている場合、アダプタファームウェアのダウングレードは禁止されています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、CDNが関連付けられたサーバに割り当てられた
BIOSポリシーで有効な場合、Cisco UCSManagerのダウングレードは禁止されています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、CDN対応 BIOSポリシーがサーバに割り当てら
れている場合は、BIOSファームウェアのダウングレードは禁止されています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、CDN対応 BIOSポリシーがサーバに割り当てら
れている場合は、アダプタファームウェアのダウングレードは禁止されています。

•適用された BIOSポリシーが CDN非対応から CDN対応に、または CDN 対応から CDN
非対応に変更された場合は、BIOS更新プログラムのリブートが有効かどうかに関係なく、
警告が表示されホストがリブートします。

• Windowsオペレーティングシステムをインストールする前に、BIOSポリシーで CDNを
有効にし、vNIC に CDN 名を追加しておくことを推奨します。

• Windowsオペレーティングシステムがすでにサーバにインストールされ、CDN が BIOS
ポリシーで有効な場合は、次の手順を実行します。

1. ネットワークドライバをアンインストールします。

2. システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらをアンインストールします。

3. システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワークドライバを再インス
トールします。

これを行わないと、vNICが設定された CDN名で認識されません。
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•サービスプロファイルで、適用された BIOSポリシーが CDN非対応から CDN対応に、
または CDN 対応から CDN非対応に変更された場合は、次の手順を実行します。

1. ネットワークドライバをアンインストールします。

2. システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらを削除します。

3. システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワークドライバを再インス
トールします。

BIOSポリシーがCDN対応からCDN非対応に変更された場合は、
CDN名がシステム上のすべての vNICから削除されたことを確認
します。

（注）

• vNICに変更が加えられた場合、システム上のすべてのデバイスの BDFも変更されます。
次に、システムに存在するすべての vNICのBDFの変更をトリガするいくつかのシナリオ
を示します。

• vNICが追加または削除された場合

• vNICがシステム上のあるアダプタからシステム上の別のアダプタに移動された場合

これらの変更がシステムに加えられた場合は、次の手順を実行します。

1. 存在するすべてのネットワークインターフェイスからネットワークドライバをアン
インストールします。

2. システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらをアンインストールします。

3. システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワークコントローラにネット
ワークドライバを再インストールします。

非表示のデバイスが削除されないと、ネットワークアダプタのCDN名はCiscoUCSManager
に設定されたとおりに表示されません。

各種アダプタが混在する場合の CDN

CDN名が CDN がサポートされているアダプタとCDNがサポートされていないアダプタが混
在するシステム内の vNICに設定されると、システム配置において、CDNが設定された vNIC
が CDNをサポートするアダプタに配置されない場合があります。

CDNがBIOSポリシーで有効であり、システム配置によって、CDN が設定されたvNIC（Admin
CDN設定済み）がCDNをサポートしていないアダプタに配置された場合は、情報エラーが発
生しますが、サービスプロファイルの設定問題は無視されます。

CDNが BIOSポリシーで有効であり、システム配置によって、vNIC（Admin CDN未設定）が
CDNをサポートしていないアダプタに配置された場合は、情報エラーが発生しますが、サー
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ビスプロファイルの設定問題は無視されます。この場合、[OperCDNName]は空になり、vNIC
名から派生されません。

CDN名をサーバのホストネットワークインターフェイス名として展開する場合は、サポート
されるアダプタに手動で vNICを配置する必要があります。

BIOSポリシーでの一貫したデバイスの命名の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [root] を展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を展開します。

ステップ 5 CDNを設定する BIOSポリシーを選択します。

ステップ 6 [Main]タブの [Consistent Device Naming]フィールドで次のいずれかをクリックして、CDNを
設定します。

説明オプション

BIOSポリシーで CDNを無効にします。[disabled]

BIOSポリシーで CDNを有効にします。enabled

BIOSは、サーバタイプとベンダーに関するBIOSのデフォルト
設定に含まれるこの属性の値を使用します。

Platform Default

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

vNICの CDN名の設定
CDN名が vNICに指定されていない場合は、vNIC名が CDN名として使用されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 CDN名を設定する vNICを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 CDN名を設定する vNICを含むサービスプロファイルと [vNICs]ノードを展開します。

ステップ 5 vNICを選択します。

ステップ 6 [General]タブをクリックします。
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ステップ 7 [Properties]領域で [CDN Source]として [User Defined]を選択します。

ステップ 8 vNICの CDN名を [CDN名 (CDN Name)]フィールドに入力します。

vNICに設定する CDN名は [CDN Name]として表示されます。vNICに最後に適用さ
れた CDN名は、[Oper CDN Name]として表示されます。たとえば、「vnic0」という
名前の vNICの [CDN Name]が cdn0の場合、この vNICの [Oper CDN Name]は cdn0
になりますが、同じ vNICでも [CDN Name]が指定されていない場合は [Oper CDN
Name]は vnic0になります。

（注）

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

CIMCセキュリティポリシー
Cisco UCS Managerセキュリティを強化するために次のポリシーを提供しています。

• KVM管理ポリシー

• IPMIアクセスプロファイル

IPMIアクセスプロファイル
このポリシーでは、IPアドレスを使用して、IPMIコマンドを直接サーバに送信できるかどう
かを決定することができます。たとえば、CIMCからセンサーデータを取得するためのコマン
ドを送信することができます。このポリシーは、サーバでローカルに認証可能なユーザ名とパ

スワードを含む IPMIアクセス、およびこのアクセスが読み取り専用か、読み取りと書き込み
であるかを定義します。

また、IPMIアクセスプロファイルの IPMI over LANを無効または有効にして、リモート接続
を制限することもできます。デフォルトでは、IPMI over LANは、関連付けされていないすべ
てのサーバ、および IPMIアクセスポリシーがないすべてのサーバで無効になっています。
IPMIアクセスポリシーを作成すると、デフォルトで、IPMI over LANが「有効」に設定され
ます。この値を「無効」に変更しない場合は、関連するすべてのサーバで IPMI over LANが有
効になります。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また、このサービスプロ

ファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

IPMIアクセスプロファイルの作成

始める前に

IPMIプロファイルは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提
にしています。
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•適切な権限があり、サーバのオペレーティングシステムによる認証が可能なユーザ名

•このユーザ名のパスワード

•ユーザ名と関連付けられている権限

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IPMI Access Profiles]を右クリックし、[Create IPMI Access Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create IPMI Access Profile]ダイアログボックスで次の手順を実行します。

a) プロファイルの一意の名前および説明を入力します。
b) [IPMI Over LAN]フィールドで、リモート接続を許可するか、禁止するかを選択します。
c) [OK]をクリックします。

ステップ 6 ナビゲータの [IPMI Users]領域で、[+]をクリックします。

ステップ 7 [Create IPMI User]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

この IPMIまたはRedfishプロファイルに関連付けたユーザ
名。

1～ 16文字の英数字を入力します。「@」（アットマー
ク）、「_」（アンダースコア）、「-」（ハイフン）も使
用できます。プロファイルの保存後は、この名前を変更で

きません。

[Name]フィールド

このユーザ名に関連付けられるパスワード。

1～20文字の標準ASCII文字を入力します（ただし、「=」
（等号）、「$」（ドル記号）、「|」（縦棒）は除く）。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィール
ド

ユーザロール。次のいずれかになります。

• [Admin]

• [Read Only]

[Role]フィールド

IPMIまたは Redfishユーザのユーザ定義の説明。[Description]フィールド
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b) [OK]をクリックします。

ステップ 8 別のユーザを追加するには、ステップ 6および 7を繰り返します。

ステップ 9 [OK]をクリックして、[Work]ペインの IPMIプロファイルに戻ります。

次のタスク

IPMIプロファイルはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインク
ルードします。

IPMIアクセスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [IPMI Profiles]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

KVM管理ポリシー
KVM管理ポリシーを使用して、KVM経由でサーバにアクセスするときに仮想メディア
（vMedia）暗号化を有効にするかどうかを指定できます。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また、このサービスプロ

ファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

KVM仮想メディア（vMedia）セッションがマッピングされた後、KVM管理ポリシーを変更す
ると、仮想メディア（vMedia）セッションは失われます。KVM仮想メディア（vMedia）セッ
ションを再度マッピングする必要があります。

（注）

Cisco UCS Managerリリース 4.0 (4)以前では、ポート 2068が唯一の KVMポートでした。リ
リース 4.0(4)から、KVMポートとして 1024 ~ 49151のポート番号を設定できます。ポート
2068は引き続きデフォルトの KVMポート番号です。
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KVM管理ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [KVM Management Policies]を右クリックし、[Create KVM Management Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create KVM Management Policy]ダイアログボックスで次の手順を実行します。

a) ポリシーの一意の名前と説明を入力します。
b) [vMedia Encryption]フィールドで、vMedia暗号化をイネーブルにするかどうかを選択しま
す。

c) [KVMポート (KVM Port)]フィールドで、KVMの場合は 1024 ~ 49151の範囲のポート番
号を入力します。

デフォルトの KVMポート番号は 2068です。

d) [OK]をクリックします。

KVM仮想メディア（vMedia）セッションがマッピングされた後、KVM管理ポリシー
を変更すると、仮想メディア（vMedia）セッションは失われます。KVM仮想メディ
ア（vMedia）セッションを再度マッピングする必要があります。

（注）

グラフィックスカードポリシー
Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)ではグラフィックスカードのサポートが拡張され、グラ
フィックスカードモードを変更する機能が追加されました。グラフィックスカードポリシー

を使用してグラフィックスカードモードを設定できます。グラフィックスカードモードを次

に示します。

•コンピューティング

• Graphics

• Any Configuration
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グラフィックスカードポリシーの作成

CiscoUCSManagerは、GPUの設定変更を、グラフィックスカードポリシーを介してProcessor
Node Utility Operating System（PNuOS）にプッシュします。これらの変更は、サーバがリブー
トされるまで有効になりません。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Graphics Card Policies]を右クリックして、[Create Graphics Card Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Graphics Card Policy]ダイアログボックスの [Main]ページで、次の操作を実行します。

a) ポリシーの一意の名前を入力します。
b) （任意）ポリシーの説明を入力します。
c) [Graphics Card Mode]フィールドで、次のいずれかを選択します。

•コンピューティング

• Graphics

• Any Configuration

d) [OK]をクリックします。

ローカルディスクポリシー

ローカルディスク設定ポリシー

このポリシーは、ローカルドライブのオンボードRAIDコントローラを通じて、サーバ上にイ
ンストールされているオプションのSASローカルドライブを設定します。このポリシーでは、
ローカルディスク設定ポリシーをインクルードしているサービスプロファイルに関連付けら

れたすべてのサーバに対してローカルディスクモードを設定できます。

ローカルディスクモードには次のものがあります。
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• No Local Storage：ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用します。このオプ
ションを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサービスプロファイルを、ローカ

ルディスクを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スルー
プットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、

すべてのデータが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生
した場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小
さい方の空き容量に等しくなります。

• Any Configuration：変更なしのローカルディスク設定を転送するサーバ設定で使用しま
す。

• No RAID：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロードを変更しない状態のままに
するサーバ設定で使用します。

No RAIDを選択し、このポリシーをすでに RAIDストレージが設定されているオペレー
ティングシステムを使用するサーバに適用した場合、システムによってディスクの内容が

削除されません。そのため、[No RAID]モードの適用後にサーバでの違いがわからないこ
とがあります。よって、ポリシーの RAID設定と、サーバの [Inventory] > [Storage]タブ
に表示される実際のディスク設定とが一致しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除させるには、No RAIDコンフィギュ
レーションモードの適用後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用

します。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各
ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ

情報が格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切
なデータスループットを提供します。

• [RAID 6 Striped Dual Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、2
つのパリティディスクを使用して、最大2つの物理ディスクの障害に対する保護を提供し
ます。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

• [RAID 10Mirrored and Striped]：RAID 10はミラー化されたディスクのペアを使用して、
完全なデータ冗長性と高いスループットレートを提供します。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたパリティディ
スクセットにストライプ化され、高いスループットと複数のディスク故障耐性を提供しま

す。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたパリティ
ディスクセットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク故障耐性を提供

します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このポリシーを有効

にするには、サーバに関連付ける必要があります。
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組み込みオンボードRAIDコントローラを搭載したCiscoUCSManagerと統合されたCiscoUCS
Cシリーズサーバの場合、ローカルディスクモードは常に [任意の設定（AnyConfiguration）]
でなければならず、RAIDはコントローラ上で直接設定する必要があります。

（注）

すべてのローカルディスク設定ポリシーに関するガイドライン

ローカルディスク設定ポリシーを作成する前に、次のガイドラインを考慮してください。

HDDと SSDを混合しない

1台のサーバや RAID設定に、HDDと SSDを使用しないでください。

JBODモードのサポート

B200 M3サーバでは、ローカルディスクの JBODモードがサポートされています。

ローカルディスクの JBODモードをサポートしているのは、B200M3および B22M3ブレード
サーバのみです。

（注）

RAID用に設定されているローカルディスク設定ポリシーに関するガ
イドライン

MegaRAIDストレージコントローラを搭載したサーバ用のローカルディスク設定ポリシーに
RAID設定を設定する

ブレードサーバまたは統合されたラックマウントサーバにMegaRAIDコントローラが搭載さ
れている場合、そのサーバのサービスプロファイルに含まれるローカルディスク設定ポリシー

でドライブのRAID設定を設定する必要があります。これを実行するには、そのサーバに定義
されている RAIDモードのいずれかを使用して、サービスプロファイルのローカルディスク
設定ポリシーを設定するか、[AnyConfiguration]モードとLSIユーティリティツールセットを
使用して、RAIDボリュームを作成します。

OSをインストールする前に RAID LUNを設定していないと、インストール時にディスク検出
エラーが発生し、「No Device Found」といったエラーメッセージが表示される可能性があり
ます。

サーバプロファイルで [Any Configuration]モードが指定されている場合、RAID 1クラスタ移行
後にサーバが起動しない

RAID1クラスタの移行後、サービスプロファイルをサーバに関連付ける必要があります。サー
ビスプロファイル内のローカルディスク設定ポリシーにRAID 1ではなく [AnyConfiguration]
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モードが設定されていると、RAIDLUNは、関連付け中およびその後も「非アクティブ」状態
のままになります。その結果、サーバは起動できなくなります。

この問題を回避するには、サーバに関連付けるサービスプロファイルに、移行前の元のサービ

スプロファイルとまったく同じローカルディスク設定ポリシーが含まれるようにし、[Any
Configuration]モードは含まれないようにします。

MegaRAIDストレージコントローラを搭載したサーバ上で JBODモードを使用しない

MegaRAIDストレージコントローラが搭載されたブレードサーバまたは統合ラックマウント
サーバ上で JBODモードまたは JBOD操作を設定または使用しないでください。JBODモード
と操作は、このサーバで完全に機能するよう設計されていません。

統合されたラックマウントサーバ内の RAIDボリュームと RAIDコントローラはそれぞれ 1つま
で

Cisco UCS Managerとともに登録されており、サーバ上に存在するハードドライブの数とは関
係なく、RAIDボリュームを 1つまでしか設定できません。

統合されたラックマウントサーバ内のローカルハードドライブは、1つの RAIDコントロー
ラのみにすべて接続される必要があります。Cisco UCS Managerとの統合では、ローカルハー
ドドライブが単一のラックマウントサーバ内の複数の RAIDコントローラに接続することは
サポートされていません。そのため、Cisco UCS Managerと統合されるラックマウントサーバ
を発注する際は、単一の RAIDコントローラ構成を要求することを推奨します。

また、サードパーティ製ツールを使用して、ラックマウントサーバ上に複数の RAID LUNを
作成しないでください。Cisco UCS Managerは、そのような設定をサポートしていません。

ブレードサーバ内の RAIDボリュームと RAIDコントローラはそれぞれ 1つまで

ブレードサーバは、サーバ内に存在するドライブの数とは関係なく、RAIDボリュームを 1つ
までしか設定できません。ローカルハードドライブは、1つのRAIDコントローラのみにすべ
て接続される必要があります。たとえば、B200M3に LSIコントローラと Intel Patsburgコント
ローラが搭載されていても、LSIコントローラだけが RAIDコントローラして使用できます。

また、サードパーティ製ツールを使用して、ブレードサーバ上に複数の RAID LUNを作成し
ないでください。Cisco UCS Managerは、そのような設定をサポートしていません。

一部のサーバの特定の RAID設定オプションでは、ライセンスが必要

一部のCisco UCSサーバには、特定の RAID設定オプションのライセンスが必要です。Cisco
UCS Managerで、このローカルディスクポリシーを含むサービスプロファイルとサーバを関
連付けると、Cisco UCS Managerによって選択された RAIDオプションに適切なライセンスが
備わっているかが確認されます。問題がある場合は、サービスプロファイルを関連付ける際

に、Cisco UCS Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。
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B420 M3サーバでは全コンフィギュレーションモードはサポートされていない

B420M3サーバでは、ローカルディスク設定ポリシーで、次のような設定オプションはサポー
トされていません。

• RAIDなし

• [RAID 6 Striped Dual Parity]

また、B420 M3では JBODモードや操作はサポートされていません。

ローカルディスク設定ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を右クリックし、[Create Local Disk Configuration Policy]を選択しま
す。

ステップ 5 [Create Local Disk Configuration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド
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説明名前

次のローカルディスクポリシーモードのいずれかを選択で

きます。

• No Local Storage

• [RAID 0 Striped]

• RAID 1 Mirrored

• [Any Configuration]

• [No RAID]

NoRAIDを選択し、このポリシーをすでにRAIDストレー
ジが設定されているオペレーティングシステムを使用す

るサーバに適用した場合、システムによってディスクの

内容が削除されません。そのため、[No RAID]モードの
適用後にサーバでの違いがわからないことがあります。

よって、ポリシーのRAID設定と、サーバの [Inventory]>
[Storage]タブに表示される実際のディスク設定とが一致
しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除させ
るには、NoRAIDコンフィギュレーションモードの適用
後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシー

を適用します。

• RAID 5 Striped Parity

• [RAID 6 Striped Dual Parity]

• [RAID 10 Mirrored and Striped]

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]

一部のCiscoUCSサーバには、特定のRAID設定オプ
ションのライセンスが必要です。CiscoUCSManager
で、このローカルディスクポリシーを含むサービ

スプロファイルとサーバを関連付けると、CiscoUCS
Managerによって選択された RAIDオプションに適
切なライセンスが備わっているかが確認されます。

問題がある場合は、サービスプロファイルを関連付

ける際に、Cisco UCS Managerに設定エラーが表示
されます。

特定のCisco UCSサーバの RAIDライセンス情報に
ついては、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

（注）

[Mode]ドロップダウンリスト
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説明名前

オンにすると、サーバは、サービスプロファイルとの関連付

けが解除されても、ローカルディスク設定ポリシー内の設定

を保持します。

サーバ内の 1つ以上のディスクに障害が発生する
と、[Protect Configuration]は機能しなくなります。

注意

このプロパティは、デフォルトでオンになっています。

サービスプロファイルがサーバから関連付けを解除され、新

しいサービスプロファイルが関連付けられると、新しいサー

ビスプロファイルの Protect Configurationプロパティの設定が
優先され、前のサービスプロファイルの設定が上書きされま

す。

このオプションが有効になっていると、サーバが稼働停止し

て再稼働された後でもディスク上のデータは保護されます。

したがって、サーバとサービスプロファイルの再関連付けは

失敗します。

このオプションがイネーブルの状態でサーバとサー

ビスプロファイルの関連付けを解除した後、その

サーバに新しいサービスプロファイルを関連付け、

そのサービスプロファイル内のローカルディスク

設定ポリシーに前とは異なるプロパティが含まれて

いると、サーバから設定不一致のエラーが返され、

関連付けは失敗します。

（注）

[Protect Configuration]チェッ
クボックス

SDカードの FlexFlashコントローラを有効化または無効化に
するには、該当するボタンをクリックしてください。

このパラメータは、SDカードモジュールのあるサー
バのみ該当します。

（注）

[FlexFlash State]オプションボ
タン

RAIDレポートを有効化または無効化にするには、該当するボ
タンをクリックしてください。RAIDレポートを有効にする
と、RAIDステータスがモニタリングされ、障害が有効化され
ます。

1枚のSDカードのみが装着されている場合は、RAID
レポートが有効な場合でも、RAIDステータスは
「Disabled」と表示され、RAIDの状態は「NA」と
表示されます。

（注）

[FlexFlash RAID Reporting
State]ラジオボタン
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説明名前

FlexFlash SDカードの [removable]状態を選択するには、適切
なボタンをクリックします。

• [Yes]:このオプションを使用して [removable]として、SD
カードを定義します。

• [No]:このオプションを使用して [fixed]または
[non-removable]として、SDカードを定義します。

• [No Change]:ハイパーバイザが SDカードの [preset]状態
を必要としない場合は、このオプションを使用してくだ

さい。

[FlexFlashRemovable State]ラ
ジオボタン

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ローカルディスク設定ポリシーの変更

この手順は、関連付けられたサービスプロファイルからローカルディスク設定ポリシーを変

更するものです。[Servers]の [Policies]ノードからローカルディスク設定ポリシーを変更する
こともできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 変更するローカルディスク設定ポリシーを持つサービスプロファイルを含む組織を展開しま
す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するローカルディスク設定ポリシーを含むサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Local Disk Configuration Policy]をクリックします。

ステップ 7 [Change Local Disk Configuration Policy]ダイアログボックスで、[Select the Local Disk Configuration
Policy]ドロップダウンリストから次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

このオプションの下のリストから既存のローカルディスク設定ポリ

シーを選択します。Cisco UCSManagerは、このポリシーをサービス
プロファイルに割り当てます。

Use a Disk Policy
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説明オプション

選択されたサービスプロファイルだけがアクセスできるローカル

ディスク設定ポリシーを作成できます。

Create a Local Disk
Policy

デフォルトのローカルディスクポリシーを選択します。No Disk Policy

UCSサーバが Cisco UCSManagerに接続している場合、[No
Disk Policy]を選択すると RAIDが消去され、接続されてい
るサーバでデフォルトの RAID設定がサポートサれていな
い場合は個々の RAID 0ディスクで置き換えられます。

（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 （任意） [Local Disk Configuration Policy]領域を展開し、変更が行われたことを確認します。

ローカルディスク設定ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Local Disk Config Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

FlexFlashのサポート

概要

Cisco UCS Bシリーズサーバ、CシリーズM3以降のサーバ、SシリーズM4サーバは、内部
セキュアデジタル（SD）メモリカードをサポートしています。SDカードは、Cisco Flexible
Flashストレージコントローラ（SDカード用スロットが 2つある PCIベースのコントローラ）
によってホストされます。カードには、HVと呼ばれる単一のパーティションが含まれます。
FlexFlashが有効な場合、Cisco UCSManagerでは、BIOSとホストホストオペレーティングシ
ステムのどちらに対しても、HVパーティションを USBドライブとして表示します。

提供される一方または両方の SDカードスロットを装着できます。SDカードが 2つ装着され
ている場合は、ミラー化モードで使用できます。
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サーバ内で異なる容量のカードを混在させないでください。（注）

SDカードはオペレーティングシステムのブートイメージやその他の情報を保存するために使
用できます。次の図に、SDカードスロットを示します。

図 1 : SDカードスロット

FlexFlashはデフォルトでディセーブルになっています。サービスプロファイルで使用される
ローカルディスクポリシーで FlexFlashをイネーブルにできます。FlexFlashがローカルディ
スクポリシーでイネーブルと定義され、サーバがSDカードをサポートしている場合、FlexFlash
コントローラはサービスプロファイルを関連付ける際にイネーブルになります。サーバが SD
カードをサポートしていない場合や CIMCバージョンが古い場合は、構成エラーメッセージ
が表示されます。

サポートされるサーバの FlexFlashを無効にすると、ハイパーバイザまたは HVパーティショ
ンはホストからすぐに切断されます。FlexFlashコントローラは、関連サービスプロファイル
の関連付け解除の一環としてもディセーブルになります。

FlexFlashコントローラはデュアル SDカード用の RAID-1をサポートします。FlexFlashスクラ
ブポリシーは、両方のカードのHVパーティションを削除し、そのカードを正常なRAID状態
にすることができます。
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RAIDペアの新しい SDカードを設定し、次の方法のいずれかを使用してそれらをフォーマッ
トすることができます。

• SDカードをフォーマットします。詳細な情報についてはSDカードのフォーマット（326
ページ）を参照してください。

•サーバからサービスプロファイルの関連付けを解除します。デフォルトのスクラブポリ
シーを変更後サーバを認識し、サーバプロファイルをサーバに再度関連付けます。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』の「Scrub Policy Settings」セクションに
は、スクラブポリシーの使用方法に関する詳細情報が記載されています。

ペアリングが完了したらすぐにスクラブポリシーをディセーブルにします。（注）

HVパーティションから起動するには、SDカードがサービスプロファイルで使用されるブー
トポリシーで定義されている必要があります。

FlexFlashファームウェア管理

FlexFlashコントローラファームウェアは、CIMCイメージの一部としてバンドルされます。
CIMCをアップグレードする際に、最新のファームウェアバージョンが FlexFlashコントロー
ラで使用可能な場合、コントローラは管理されなくなり、FlexFlashインベントリには、[Controller
State]が [Waiting For User Action]として、[Controller Health]が [Old Firmware Running]として表
示されます。FlexFlashコントローラのファームウェアをアップグレードするには、ボードコ
ントローラの更新を行う必要があります。詳細については、該当する『 Cisco UCS B-Series
Firmware Management Guide』、次の URLで入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
を参照してください。

Cisco Flexible Flashストレージコントローラの制約事項：

• Cisco Flexible Flashストレージコントローラは 16 GB、32 GBおよび 64 GBの SDカード
のみをサポートしています。

16 GBおよび 32 GBカードはM3ブレードサーバでのみサポート
され、64 GB SDカードはM4およびM5ブレードサーバでのみサ
ポートされます。

（注）

•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカー
ドをラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの
交換は SDカードのデータ損失につながる可能性があります。

•一部のCisco UCS Cシリーズラックマウントサーバには、4つのパーティション（HV、
HUU、SCU、ドライバ）を持つ SDカードが搭載されています。Cisco UCS Managerでは
HVパーティションのみが表示されます。FlexFlashスクラブポリシーを使用して、4つの
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パーティションを持つ SDカードを単一 HVパーティションカードに移行できますが、
データを喪失する可能性があります。

• FlexFlashコントローラは RAID-1同期（ミラー再構築）をサポートしません。SDカード
がRAIDデグレード状態である場合、あるいはメタデータエラーがコントローラによって
報告された場合は、FlexFlashスクラブポリシーを実行して RAIDのためのカードを組み
合わせる必要があります。FlexFlashのスクラブポリシーの詳細については、「サーバ関
連ポリシー」を参照してください。次の条件によって RAIDデグレードやメタデータエ
ラーが引き起こされる可能性があります。

•サーバの 1つのスロットにすでに SDカードが装着されているときに、別のスロット
に新しいまたは使用されていた SDカードを挿入する。

•異なるサーバの 2つの SDカードを挿入する。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(1a)以上が必要です。

FlexFlash FX3Sのサポート

リリース 2.2(3)以降、CiscoUCSManagerではFX3Sコントローラによる追加のFlexFlashサポー
トが可能になりました。FX3Sコントローラは次のサーバ上に存在します。

• Cisco UCSB200 M4およびM5ブレードサーバ

• Cisco UCSC220 M4およびM5ラックサーバ

• Cisco UCSC240 M4およびM5ラックサーバ

• C480 M5ラックサーバ

• C480 M5 MLブレードサーバ

• B480 M5ブレードサーバ

• Cisco UCS C125 M5サーバ

FX3S制御を使用した FlexFlash操作は、Cisco Flexible Flashストレージコントローラでの操作
と同じです。FlexFlashはデフォルトでは無効で、ローカルディスクポリシーを使用して有効
化されます。また、コントローラをリセットし、SDカードをフォーマットして、一対の SD
カードを自動同期させることもできます。

FX3Sコントローラの SDカードには、ハイパーバイザと呼ばれる単一のパーティションが含
まれています。

Cisco FX3Sコントローラの制約事項：

• FX3Sコントローラは、32 GBおよび 64 GBの SDカードのみをサポートします。16 GB
のカードはサポートされません。

• FX3Sコントローラは、M5以上のブレードで 128 GBのカードをサポートします。
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•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカー
ドをラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの
交換は SDカードのデータ損失につながる可能性があります。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(3a)以上が必要です。

FlexFlash SDカードを使用したブレードサーバの起動

16 GB以上の FlexFlashカードを使用してブレードサーバを起動するには、次の手順を使用し
ます。この手順では、ブレードサーバ、ソフトウェア、および関連付けられたインフラストラ

クチャを設定する方法を知っていることと、機能していることを確認することが必要です。こ

の Cisco UCS Managerの制御手順は、任意のバージョンのファームウェアを実行しているすべ
てのブレードサーバに適用されます。この手順はラックサーバには適用されません。作業環

境で FlexFlashカードを有効にする前に、次の手順に従います。

FlexFlashをすでに使用している状態で次の手順を使用すると、カードからすべてのデータが失
われます。

注意

この手順では、FlexFlashカードの使用方法や、FlexFlashシステムのその他の機能は扱ってい
ません。

（注）

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 2 [Work]ペインで、[FlexFlash Controller]ウィンドウ内の FlexFlashカードの詳細情報を確認しま
す。

ステップ 3 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 4 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 5 サービスプロファイルを含む組織のノードを展開し、[Storage]をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[Actions]領域の [Change Local Disk Configuration Policy] をクリックし、[Create
Local Disk Configuration Policy]リンクを展開します。ローカルディスク設定ポリシーの作成（
316ページ）の手順に従ってローカルディスクの設定ポリシーを作成します。

FlexFlashポリシー名には、空白や特殊文字を使用することはできません。

ステップ 7 [Change Disk Local Configuration Policy]を展開し、作成したポリシーを選択し、[OK]をクリッ
クします。

ステップ 8 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
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ステップ 9 スクラブポリシーの作成（330ページ）の手順に従って Scrub-FF-nameなどの名前でポリシー
を作成し、[OK]をクリックします。

スクラブポリシー名には、空白や特殊文字を使用することはできません。

ステップ 10 ドロップダウンボックスから作成したポリシーを選択します。

ステップ 11 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 12 [Work]ペインで、[General]タブをクリックし、[Actions]領域から [Server Maintenance]を選択
します。

ステップ 13 [Maintenance Server]ダイアログボックスで [Re-acknowledge]オプションボタンをクリックし、
[OK]をクリックします。

ステップ 14 [Action]領域の [Server Maintenance]をクリックし、[Re-acknowledge]オプションボタンをもう
一度クリックします。

ステップ 15 [Inventory]タブで [Storage]サブタブを選択します。
[Work]領域の [FlexFlash Controller]ウィンドウで、有効な FlexFlashカードの詳細情報を確認で
きます。

ステップ 16 KVMManagerを起動してオペレーティングシステムにログオンします。デバイスとドライブ
フォルダのハイパーバイザパーティションの詳細を確認します。カードサイズによって、HV
パーティションには 32GB、64GB、または 128 GBのいずれかの詳細情報が表示されます。
FlexFlashカードは同期され、使用可能になりました。

FlexFlash SDカードのサポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を展開し、FlexFlashサポートをイネーブルにするローカルディスク
設定ポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [FlexFlash State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [FlexFlash RAID Reporting State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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自動同期のイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 自動同期を有効にするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Auto-sync]をクリックします。

ステップ 7 [Enable Auto-sync]ダイアログボックスで、プライマリとして使用するSDカードの [Admin Slot
Number]を選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

SDカードのフォーマット

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 SDカードをフォーマットするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Format SD Cards]をクリックします。

ステップ 7 [Yes]をクリックして、SDカードをフォーマットします。

FlexFlashコントローラのリセット

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 FlexFlashコントローラをリセットするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。
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ステップ 6 [Actions]領域で [Reset FlexFlash Controller]をクリックします。

ステップ 7 FlexFlashコントローラをリセットするには [Yes]をクリックします。

永続メモリモジュール
Cisco UCSManager Release 4.0 (4)では、第二世代インテル® Xeon® Scalableプロセッサに基づく
UCS M5サーバ上の Intel® Optane™データセンター永続メモリモジュールのサポートが導入さ
れています。永続メモリモジュールは、第二世代インテル

® Xeon® Scalableプロセッサでのみ
使用できます。

永続メモリモジュールは、メモリの低遅延とストレージの永続化を実現する不揮発性メモリ

モジュールです。永続メモリモジュールに保存されているデータは、他のストレージデバイ

スに比べてすぐにアクセスでき、電源サイクルで保持されます。

永続メモリモジュールの設定の詳細については、『Cisco UCS: Intel®Optane™Data Center永続
メモリモジュールの設定と管理』を参照してください。

スクラブポリシー

スクラブポリシーの設定

このポリシーは、ディスカバリプロセス中にサーバのローカルデータおよび BIOS設定に何
が起こるか、サーバがいつ再認識されるか、またはサーバとサービスプロファイルの関連付け

がいつ解除されるかを決定します。

ローカルディスクスクラブポリシーは、 Cisco UCS Managerによって管理されるハードドラ
イブにのみ適用され、USBドライブなど他のデバイスには適用されません。

（注）

スクラブポリシーの設定によっては、そのようなときに次の処理が行われます。

ディスクスクラブ

ローカルドライブのデータに対しては、アソシエーションが解除されるときに、次のいずれか

が発生します。

•有効になっている場合は、ローカルドライブ上のすべてのデータが破棄されます。

•無効 (デフォルト)になっている場合は、ローカルドライブ上のすべてのデータが保持さ
れます（ローカルストレージ設定を含む）。

サービスプロファイルに関連付けられているサーバの場合、サービスプロファイルに使用さ

れているスクラブポリシーに基づいて、割り当て解除時にディスクスクラブが行われます。
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関連付けられていないサーバの場合、デフォルトのスクラブポリシーに基づいて、サーバディ

スカバリプロセス時にディスクスクラブが行われます。

スクラブポリシーは、すべての Bシリーズプラットフォーム、および次に示す一部の Cシ
リーズプラットフォームでサポートされます。

• Cisco UCS C220 M4サーバ

• Cisco UCS C240 M4サーバ

• Cisco UCS C460 M4ストレージサーバ

• Cisco UCS C220 M5サーバ

• Cisco UCS C240 M5サーバ

• Cisco UCS C480 M5サーバ

• Cisco UCS C480 M5 MLサーバ

• Cisco UCS S3260M4ストレージサーバ:同じドライブを使用して作成されたブートドライ
ブと VDのみをスクラブできます。

• Cisco UCS S3260M5ストレージサーバ:同じドライブを使用して作成されたブートドライ
ブと VDのみをスクラブできます。

次の場合、LUNの削除に関連する変更を確認するために、サーバを再認識させる必要があり
ます。

• Cisco UCS S3260 M4または Cisco UCS S3260 M5ストレージサーバを使用して設定された
SASコントローラの下に LUNがあるブートドライブをスクラブしています。

• Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラで LUNをスクラブしています。

（注）

BIOS設定スクラブ

BIOS設定に対しては、スクラブポリシーを含むサービスプロファイルがサーバからアソシ
エーション解除されるときに、次のいずれかが発生します。

•有効になっている場合は、サーバのすべてのBIOS設定が消去され、そのサーバタイプと
ベンダーに応じた BIOSのデフォルトにリセットされます。

•無効 (デフォルト)になっている場合は、サーバの既存の BIOS設定が保持されます。

FlexFlashスクラブ

FlexFlashスクラブにより、新規またはデグレードしたSDカードの組み合わせ、FlexFlashメタ
データの設定エラーの解決、4パーティションの旧式 SDカードから単一パーティション SD
カードへの移行を実行することができます。スクラブポリシーを含むサービスプロファイル
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とサーバとの関連付けが解除されるとき、またはサーバが再認識されるときに、SDカードに
対して次のいずれかが発生します。

•有効になっている場合は、PNUOSフォーマットユーティリティにより SDカードの HV
パーティションがフォーマットされます。SDカードが 2枚ある場合、それらカードは
RAID-1ペアになっており、両方のカードの HVパーティションが有効と見なされます。
スロット 1のカードはプライマリ、スロット 2のカードはセカンダリと見なされます。

•無効 (デフォルト)の場合、既存の SDカード設定が保持されます。

•サービスプロファイルに関連付けられているサーバの場合、サービスプロファイルに使
用されているスクラブポリシーに基づいて、割り当て解除時に FlexFlashスクラブが行わ
れます。関連付けられていないサーバの場合、デフォルトのスクラブポリシーに基づい

て、サーバディスカバリプロセス時に FlexFlashスクラブが行われます。

• FlexFlashスクラブによって SDカードの HVパーティションが消去されるため、FlexFlash
スクラブを実行する前に、使用しているホストオペレーティングシステムのユーティリ

ティを使用して SDカードを完全にバックアップすることをお勧めします。

•サービスプロファイルのメタデータ設定不具合を解決するには、FlexFlashスクラブを実
行する前にローカルディスク設定ポリシーの FlexFlashをディセーブルにし、サーバが再
認識された後に FlexFlashをイネーブルにする必要があります。

•ペアリングが完了したら、またはメタデータの不具合が解決したら、ただちにスクラブポ
リシーを無効にしてください。

• Cisco UCS S3260ストレージサーバでは FlexFlashスクラブはサポートされません。

（注）

永続メモリスクラブ

永続メモリスクラブを使用すると、サーバ上の永続メモリの設定とデータを保存または削除す

ることができます。

•有効な場合:

•すべての永続メモリデータを消去します。

•工場出荷時のデフォルト設定にリセットします

• DIMMセキュリティを無効にします

•無効(デフォルト)の場合、サーバ上の既存の永続メモリ設定とデータを保持します。DIMM
ロック状態は変更されません。

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
329

サーバ関連ポリシー

スクラブポリシーの設定



スクラブポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Scrub Policies]を右クリックし、[Create Scrub Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Scrub Policy]ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

このフィールドを [Yes]に設定すると、このスクラブポリシー
を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除さ

れたときに、サーバのローカルドライブにあるすべてのデー

タが完全に消去されます。このフィールドを [No]に設定する
と、すべてのローカルストレージ設定を含むローカルドライ

ブ上のデータは保存されます。

[ディスクスクラブ（Disk
Scrub）]フィールド

このフィールドを [Yes]に設定すると、このスクラブポリシー
を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除さ

れたときに、そのサーバの BIOS設定が消去され、そのサー
バタイプとベンダーのデフォルトにリセットされます。この

フィールドを [No]に設定すると、BIOS設定は保存されます。

[BIOS設定スクラブ（BIOS
Settings Scrub）]フィールド
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説明名前

フィールドを [Yes]に設定すると、サーバが再認識されたとき
に、SDカードの HVパーティションは PNUOSフォーマット
ユーティリティを使用してフォーマットされます。このフィー

ルドを [No]に設定すると、SDカードは保存されます。

[FlexFlashスクラブ（FlexFlash
Scrub）]フィールド

このフィールドを [Yes]に設定すると、このスクラブポリシー
を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除さ

れたときに、そのサーバのすべての永続メモリモジュールが

消去され、そのサーバタイプとベンダーのデフォルトにリ

セットされます。このフィールドが [No (いいえ)]に設定され
ている場合、永続メモリモジュールは保持されます。

[Persistent Memory Scrub (永
続メモリスクラブ)]フィール
ド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

[Disk scrub]および [FlexFlash Scrub]オプションは、Cisco UCS S3260ストレージサー
バではサポートされませんCisco UCS S3260ストレージサーバ。

（注）

スクラブポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Scrub Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

DIMMエラー管理

DIMMの修正可能なエラー処理
Cisco UCS Managerでは、DIMMが事前定義されたウィンドウにおいて修正可能な重大エラー
に遭遇した場合、ステータスが Degradedと表され、機能しないデバイスと見なされます。

DIMMの修正可能なエラー処理機能により、サーバ内のすべての DIMMに関する修正可能お
よび修正不可能なメモリエラーをすべてリセットできます。エラー設定をリセットすると、当
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該 DIMMのエラー数はクリアされ、ステータスは操作可能に変わり、DIMMのセンサー状態
がリセットされます。

メモリエラーのリセット

Cisco UCS Managerとベースボード管理コントローラ（BMC）で発生したすべての修正可能お
よび修正不可能なメモリエラーをリセットするには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 エラー設定をリセットするサーバを右クリックし、[ResetAllMemoryErrors]を選択します。ま
た、[Actions]領域から [Reset All Memory Errors]を選択することもできます。

ステップ 4 UCS Manager Cisco UCS Manager GUIに確認のダイアログボックスが表示された場合は、[Yes]
をクリックします。

DIMMのブラックリスト化
Cisco UCSManagerで、デュアルインラインメモリモジュール（DIMM）の状態は、SELイベ
ントレコードに基づいています。メモリテストの実行中にBIOSで修正不可能なメモリエラー
に遭遇した場合、DIMMは不良としてマークされます。不良な DIMMは機能しないデバイス
と見なされます。

DIMMのブラックリスト化を有効にすると、Cisco UCS Managerはメモリテスト実行メッセー
ジをモニタし、DIMM SPDデータ内でメモリエラーに遭遇した DIMMをブラックリストに載
せます。これにより、ホストは修正不可能な ECCエラーに遭遇した DIMMをマップから外す
ことができます。

DIMMのブラックリストのイネーブル化

メモリポリシーは、Cisco UCSドメインの既存のサーバ、およびメモリポリシーを設定した
後で追加されたサーバに適用できるグローバルポリシーです。
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•この機能は、Cisco UCS Bシリーズブレードサーバおよび UCS Cシリーズラックサーバ
の両方でサポートされています。

Cisco UCS Cシリーズ 420 M3ラックサーバはこの機能をサポー
トしていません。

（注）

•このグローバルポリシーをサービスプロファイルに追加することはできません。

（注）

始める前に

• Cisco Bシリーズブレードサーバの場合、サーバファームウェアはリリース 2.2(1)以降の
リリースである必要があります。

•シスコ Cシリーズおよび Sシリーズラックサーバの場合、サーバファームウェアはリ
リース 2.2(3)である必要があります。

•次の権限のいずれかでログインする必要があります。

•管理者

•サーバポリシー

•サーバプロファイルのサーバポリシー

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ブラックリストをイネーブルにする組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Memory Policy]を展開して [default]を選択します。

ステップ 5 [Blacklisting]領域で、[Enabled]オプションボタンをクリックします。

DIMMのブラックリストは、ドメインレベルポリシーでイネーブルにされ、これらの変更は、
その特定のドメイン内のすべてのサーバに適用されます。

サーバのCisco IMCがDIMMのブラックリストをサポートしない場合、情報レベルのエラーが
生成されます。

（注）
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Serial over LANポリシー設定

Serial over LANポリシーの概要
このポリシーは、このポリシーを使用するサービスプロファイルと関連付けられているすべて

のサーバに対する Serial over LAN接続の設定を行います。デフォルトでは、Serial over LAN接
続はディセーブルにされています。

Serial over LANポリシーを実装する場合、IPMIプロファイルを作成することも推奨します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また、このサービスプロ

ファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

Serial over LANポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Serial over LAN Policies]を右クリックし、[Create Serial over LAN Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Serial over LAN Policy]ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用で
きます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使
用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが

保存された後にこの名前を変更することはで

きません。

[Name]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所と

タイミングについての情報を含めることを推

奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字または
スペースを使用できます。ただし、`（アクセ
ント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引
用符）は使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Disable]：Serial over LANアクセスはブ
ロックされます。

• [Enable]：Serial over LANアクセスは許可
されます。

[Serial over LAN State]フィールド

次のいずれかになります。

• [9600]

• [19200]

• [38400]

• [57600]

• 115200

[Speed]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

Serial over LANポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Serial over LAN Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サーバ自動構成ポリシー

サーバ自動構成ポリシーの概要

Cisco UCS Managerでは、このポリシーを使用して、新しいサーバの設定方法を決定します。
サーバ自動構成ポリシーを作成すると、新しいサーバの起動時に次の処理が行われます。

1. サーバに対してサーバ自動構成ポリシーの資格認定が実行されます。

2. 必要な資格を満たしている場合、サーバは、サーバ自動構成ポリシーで設定されたサービ
スプロファイルテンプレートから作成されたサービスプロファイルと関連付けられます。

そのサービスプロファイルの名前は、Cisco UCS Managerによって付与されるサーバの名
前に基づきます。

3. サービスプロファイルは、サーバ自動構成ポリシーで設定された組織に割り当てられま
す。

自動構成ポリシーの作成

始める前に

このポリシーは、次のリソースの1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にして
います。

•サーバプールポリシークレデンシャル

•サービスプロファイルテンプレート

•組織（システムによりマルチテナント機能が実装されている場合）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにしま
す。

ステップ 6 [Create Autoconfiguration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

この自動設定ポリシーに関連付けられているサーバプールポ

リシー資格情報。

サーバプールポリシー資格情報で指定された基準に合致する

新しいサーバが検出されると、Cisco UCSは、[Service Profile
Template Name]ドロップダウンリストで選択されたサービ
スプロファイルテンプレートに基づいて、自動的にサービス

プロファイルを作成し、それをサーバに関連付けます。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

この自動構成ポリシーに関連付けられた組織。

Cisco UCSが自動的にサービスプロファイルを作成してサー
バに関連付ける場合、サービスプロファイルはこのフィール

ドで選択された組織に配置されます。

[Org]ドロップダウンリスト

このポリシーに関連付けられたサービスプロファイルテンプ

レート。

[Service Profile TemplateName]
ドロップダウンリスト

ステップ 7 [OK]をクリックします。

自動構成ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。
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ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 削除する自動構成ポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバディスカバリポリシー設定

サーバディスカバリポリシーの概要

サーバディスカバリポリシーにより、新しい UCSブレードサーバや UCS Miniを追加したと
きの UCS Managerの対応方法を定義します。サーバディスカバリポリシーを作成する場合、
サーバがシャーシに追加されたときに、システムにより詳細なディスカバリを行うのか、また

は、ユーザがまず新しいサーバを確認する必要があるのかどうかを制御できます。デフォルト

では、システムにより完全なディスカバリが実行されます。

サーバディスカバリポリシーを作成した場合は、新しいサーバを起動すると次の処理が行わ

れます。

1. サーバディスカバリポリシー資格情報はサーバに対して実行されます。

2. サーバが必要な資格を満たしている場合、Cisco UCS Managerはサーバに次の処理を適用
します。

•この処理に関して選択されたオプションに応じて、UCS Managerが新しいサーバをた
だちに検出するか、または新しいサーバに対するユーザの確認応答を待機する

•サーバにスクラブポリシーを適用する

ハードウェアの挿入、削除、または交換によって自動的に詳細なディスカバリがトリガーされ

ると、以下が実行されます。

1. サーバが「保留アクティビティ」リストに移動されます。

2. サーバで重大なハードウェア不一致エラーが発生し、ハードウェアの不一致がUCSMによ
り検出されたことが示されます。

3. 詳細なディスカバリをトリガーするには、サーバを明示的に認識する必要があります。
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Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、ブロックサイズが 4Kのドライブはブレードサーバ
ではサポートされませんが、ラックマウントサーバではサポートされます。ブロックサイズ

が 4 Kのドライブがブレードサーバに挿入された場合、検出は失敗し、次のエラーメッセー
ジが表示されます。

Unable to get Scsi Device Information from the system（システムからSCSIデ

バイス情報を取得できません）

このエラーが発生した場合は、次の手順を実行します。

1. 4 Kのドライブを取り外します。

2. サーバを再認識します。

サーバを再認識するとサーバがリブートし、その結果、サービスが失われます。

重要

サーバディスカバリポリシーの作成

始める前に

このポリシーとサーバプールを関連付ける予定がある場合は、サーバプールポリシークレデ

ンシャルを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Discovery Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 4 テーブルアイコンバーの [+]アイコンをクリックして、[Create Server Discovery Policy]ダイア
ログボックスを開きます。

ステップ 5 [Description]フィールドに、ディカバリポリシーの説明を入力します。

ステップ 6 [Action]フィールドで、次のオプションのいずれかを選択します。

• [immediate]：Cisco UCS Managerによって新しいサーバの自動検出が試みられます。

• [User Acknowledged]—ユーザーが新しいサーバの検索を指示するまで Cisco UCSManager
は待機します。

ステップ 7 （任意）このポリシーをサーバプールに関連付けるには、[Qualification]ドロップダウンリ
ストでサーバプールポリシーの資格情報を選択します。

ステップ 8 （任意）スクラブポリシーを含めるには、[Scrub Policy]ドロップダウンリストでポリシーを
選択します。
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ステップ 9 [OK]をクリックします。

次のタスク

サーバディスカバリポリシーはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両

方にインクルードします。

サーバディスカバリポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Discovery Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 4 削除するサーバディスカバリポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ハードウェア変更検出ポリシー

ハードウェア変更検出は、ハードウェアコンポーネントの変更が生じた場合の Cisco UCS
Managerの動作を設定するためのグローバルポリシーです。ポリシーには次の 2つの値があり
ます。

• [UserAcknowledged]：ハードウェアインベントリ不一致エラーをすべてクリアするには、
サーバを確認する必要があります。

• [AutoAcknowledged]：ハードウェアコンポーネントの変更が検出されると、自動の詳細な
ディスカバリがトリガーされます。

UCSMがサーバハードウェアコンポーネントの変更を検出すると、クリティカルハードウェ
アインベントリ不一致エラーがサーバで発生します。エラーをクリアしてハードウェアイン

ベントリを完了するには、手動でサーバを確認する必要があります。サーバを確認すると、詳

細なディスカバリと詳細な関連付けがトリガーされます。

ラックサーバの場合、エラーをクリアしてハードウェアインベントリを完了するには、サー

バを解放してから、再稼働する必要があります。

ハードウェアインベントリ不一致エラーがある場合には、ポリシーを変更できません。
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ハードウェア変更検出ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Policies] > [Global Policies]を選択します。

ステップ 2 [Hardware Change Discovery Policy]ポリシーで次のいずれかを選択します。

• [UserAcknowledged]：ハードウェアインベントリ不一致エラーをすべてクリアするには、
サーバを確認する必要があります。

• [AutoAcknowledged]：ハードウェアコンポーネントの変更が検出されると、自動の詳細な
ディスカバリがトリガーされます。

ステップ 3 [Save Changes]をクリックします。

サーバ継承ポリシー設定

サーバ継承ポリシーの概要

このポリシーは、サーバ用のサービスプロファイルを作成するために、サーバディスカバリ

プロセス中に呼び出されます。このポリシーから作成されたサービスプロファイルはすべて、

製造元でブレードに設定された値を使用します。このポリシーは次の機能を実行します。

•サーバのインベントリの分析

•選択された組織へのサーバの割り当て（設定されている場合）

•製造元でサーバに設定された IDを使って、このサーバのサービスプロファイルを作成

このポリシーを使って作成したサービスプロファイルは他のサーバに移行できません。

サーバ継承ポリシーの作成

VICアダプタが搭載されたブレードサーバまたはラックマウントサーバ（Cisco UCS M81KR
仮想インターフェイスカードなど）の場合、製造時にサーバのアイデンティティ値がサーバ

ハードウェアに書き込まれていません。その結果、アダプタのアイデンティティは、デフォル

トプールから取得する必要があります。デフォルトプールに、サーバに割り当てるのに十分

なエントリが格納されていない場合、サービスプロファイルの関連付けが設定エラーで失敗し

ます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Inheritance Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの下部にあるアイコンバーで、[+ Add]をクリックします。

[+ Add]が無効になっている場合は、テーブルのエントリをクリックして有効にします。

ステップ 5 [Create Server Inheritance Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバプールに関連付ける
場合は、これらのプールを識別するサーバプールの資格ポリ

シーを選択します。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

このポリシーに組織を関連付ける場合、または現在の関連付

けを変更する場合は、その組織をドロップダウンリストから

選択します。

[Org]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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サーバ継承ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Inheritance Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 4 削除するサーバ継承ポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールポリシー設定

サーバプールポリシーの概要

このポリシーはサーバディスカバリプロセス中に呼び出されます。これは、サーバプールポ

リシー資格情報により、サーバと、ポリシーで指定されたターゲットプールが一致した場合に

どのような処理が行われるかを定義します。

サーバが複数のプールに適合したときに、これらのプールにサーバプールポリシーがあった

場合、このサーバはこれらすべてのプールに追加されます。

サーバプールポリシーの作成

始める前に

このポリシーは、次のリソースの1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にして
います。

•少なくとも 1つのサーバプール

•サーバプールポリシークレデンシャル（サーバをプールに自動的に追加する場合）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Server Pool Policies]を右クリックし、[Create Server Pool Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

このポリシーをサーバプールに関連付ける場合は、ドロップ

ダウンリストから該当のプールを選択します。

[Target Pool]ドロップダウン
リスト

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバプールに関連付ける
場合は、これらのプールを識別するサーバプールの資格ポリ

シーを選択します。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

サーバプールポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Server Pool Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サーバプールポリシー資格情報設定

サーバプールポリシー資格情報の概要

このポリシーは、ディスカバリプロセス中に実行されたサーバのインベントリに基づいて、

サーバを資格認定します。資格情報は、サーバが選択基準を満たすかどうかを判断するため

に、ポリシーで設定されたルールです。たとえば、データセンタープールのサーバの最小メモ

リ容量を指定するルールを作成できます。

資格情報は、サーバプールポリシーだけではなく、その他のポリシーでも、サーバを配置す

るために使用されます。たとえば、サーバがある資格ポリシーの基準を満たしている場合、こ

のサーバを 1つ以上のサーバプールに追加したり、自動的にサービスプロファイルと関連付
けたりできます。

サーバプールポリシー資格情報を使用すると、次の基準に従ってサーバを資格認定できます。

•アダプタのタイプ

•シャーシの場所

•メモリのタイプと設定

•電源グループ

• CPUのコア数、タイプ、および設定

•ストレージの設定と容量

•サーバのモデル

実装によっては、サーバプールポリシー資格情報を使用して、次を含む複数のポリシーを設

定する必要があります。

•自動構成ポリシー

•シャーシディスカバリポリシー

•サーバディスカバリポリシー

•サーバ継承ポリシー

•サーバプールポリシー
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サーバプールポリシーの資格情報の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを右クリックし、[Create Server Pool Policy Qualification]
を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool Policy Qualification]ダイアログボックスに、ポリシーの一意の名前および説
明を入力します。

ステップ 6 （任意）このポリシーを使用して、アダプタ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するに

は、次の手順を実行します。

a) [Create Adapter Qualifications]をクリックします。
b) [Create Adapter Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

アダプタタイプ

アダプタの資格を保存すると、このタイプは変更できなく

なります。

[Type]ドロップダウンリス
ト

アダプタ PIDが一致する必要のある正規表現。[PID]フィールド

選択されたタイプの最大容量

容量を指定するには、[Select]を選択し、必要な最大容量を
入力します。1～ 65535の整数を入力できます。

[Maximum Capacity]フィー
ルド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 （任意）このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシに基づいたサーバの資

格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications]をクリックします。
b) [Create Chassis and Server Qualifications]ダイアログボックスの 領域で次のフィールドに値
を入力して、使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID]フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバプールが使用で
きる最初のシャーシ ID。

• [Number ofChassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[FirstChassis ID]
フィールドで指定されたシャーシから始まります）。
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例：

たとえば、シャーシ 5、6、7、および 8を使用する場合、[First Chassis ID]フィールドに
5を入力し、[Number of Chassis]フィールドに 4を入力します。シャーシ 3だけを使用す
る場合、[First Chassis ID]フィールドに 3を入力し、[Number of Chassis]フィールドに
1を入力します。

シャーシ 5、6、および 9を使用する場合、5～ 6の範囲のシャーシ/サーバ資格を
作成し、シャーシ9には別の資格を作成します。必要に応じた数のシャーシ/サー
バ資格を作成できます。

ヒント

c) [Finish]をクリックします。

ステップ 8 （任意）このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシとスロットの両方に基

づいたサーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications]をクリックします。
b) [Create Chassis and Server Qualifications]ダイアログボックスの 領域で次のフィールドに値
を入力して、使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID]フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバプールが使用で
きる最初のシャーシ ID。

• [Number ofChassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[FirstChassis ID]
フィールドで指定されたシャーシから始まります）。

c) テーブルで、[Add]をクリックします。
d) [CreateServerQualifications]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力して、使用す
る範囲のサーバの範囲を指定します。

• [First Slot ID]フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバプールから取
得できる最初のスロット ID。

• [Number of Slots]フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバプールから
取得できるスロットの合計数。

e) [Finish Stage]をクリックします。
f) 別のスロットの範囲を追加するには、[Add]をクリックし、ステップ dおよび eを繰り返
します。

g) スロット範囲の指定を終了したら、[Finish]をクリックします。

ステップ 9 （任意）このポリシーを使用して、メモリ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、

次の手順を実行します。

a) [Create Memory Qualifications]をクリックします。
b) [CreateMemory Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

必要な最小クロック速度（MHz）。[Clock]フィールド

許容される最大遅延（ナノ秒）。[Latency]フィールド
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説明名前

最小限必要なメモリ容量（MB単位）。[Min Cap]フィールド

メモリの許容最大容量（MB単位）。[Max Cap]フィールド

データバスの最小幅。[Width]フィールド

[Width]フィールドの値と関連付けられる測定単位。[Units]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 10 （任意）このポリシーを使用して、CPU/コア構成に基づいたサーバの資格認定を実行するに
は、次の手順を実行します。

a) [Create CPU/Cores Qualifications]をクリックします。
b) [Create CPU/Cores Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

このポリシーが適用される CPUアーキテクチャ。[Processor Architecture]ドロッ
プダウンリスト

プロセッサ PIDが一致する必要のある正規表現。[PID]フィールド

最小限必要な CPUコアの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Min Number of Cores]フィー
ルド

CPUコアの許容最大数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Max Number of Cores]フィー
ルド

最小限必要な CPUスレッドの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Min Number of Threads]
フィールド

CPUスレッドの許容最大数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Max Number of Threads]
フィールド

最小限必要な CPU速度。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最小速度を
入力します。

[CPU Speed]フィールド

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
348

サーバ関連ポリシー

サーバプールポリシーの資格情報の作成



説明名前

最小限必要な CPUバージョン。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最大速度を
入力します。

[CPU Stepping]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 11 （任意）このポリシーを使用して、ストレージ構成および容量に基づいたサーバの資格認定を

実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Storage Qualifications]をクリックします。
b) [Create Storage Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

使用可能なストレージをディスクレスにする必要があるか

どうか。次のいずれかになります。

• [Unspecified]：どのストレージタイプも受け入れ可能
です。

• [Yes]：ストレージをディスクレスにする必要がありま
す。

• [No]：ストレージをディスクレスにできません。

[Diskless]フィールド

最小限必要なブロック数。

容量を指定するには、[select]を選択し、ブロックの数を入
力します。

[Number of Blocks]フィール
ド

最小限必要なブロックサイズ（バイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ブロックのサイズ
を入力します。

[Block Size]フィールド

サーバ内のすべてのディスクの最小ストレージ容量（MB
単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ストレージの最小
容量を入力します。

[Min Cap]フィールド

ストレージの許容最大容量（メガバイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ストレージの最大
容量を入力します。

[Max Cap]フィールド
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説明名前

最小限必要なディスクあたりのストレージ容量（ギガバイ

ト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、各ディスクの最小
容量を入力します。

[Per Disk Cap]フィールド

ユニット数。

容量を指定するには、[select]を選択し、必要なユニットを
入力します。

[Units]フィールド

FlexFlashカードの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、必要なユニットを
入力します。

[Number of Flex Flash Cards]
フィールド

ディスクタイプ。次のいずれかになります。

• [Unspecified]：どのディスクタイプも受け入れ可能で
す。

• [HDD]：ディスクは HDDにする必要があります。

• [SSD]：ディスクは SSD（SATAまたは SAS）にする
必要があります。

[Disk Type]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 12 （任意）このポリシーを使用して、サーバのモデルに基づいたサーバの資格認定を実行するに

は、次の手順を実行します。

a) [Create Server Model Qualifications]をクリックします。
b) [Create Server Model Qualifications]ダイアログボックスに、[Model]フィールドと一致する
正規表現を入力します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 13 （任意）このポリシーを使用して、電源グループに基づいたサーバの資格認定を実行するに

は、次の手順を実行します。

a) [Create Group Power Qualifications]をクリックします。
b) [Create Group Power Qualifications]ダイアログボックスで、[Power Group]ドロップダウン
リストから電源グループを選択します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 14 （任意）このポリシーを使用して、関連付けられたサーバプールに追加できるラックマウン

トサーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Rack Qualifications]をクリックします。
b) [Create Storage Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

このポリシーに関連付けられているサーバプールが取得に

使用できる最初のラックマウントサーバスロット ID。
[First Slot ID]フィールド

このポリシーに関連付けられているサーバプールが取得に

使用できるラックマウントサーバスロットの合計数。

[Number of Slots]フィールド

ステップ 15 テーブル内の資格を確認し、必要に応じて修正します。

ステップ 16 [OK]をクリックします。

サーバプールポリシーの資格情報の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシー資格情報を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールポリシーの資格情報からの資格の削除

1つまたは複数の資格のセットを削除してサーバプールポリシーの資格情報を変更するには、
この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Qualifications]タブを選択します。

ステップ 6 資格のセットを削除するには、次の手順を実行します。

a) テーブルで、資格のセットを示す行を選択します。
b) この行を右クリックし、[Delete]を選択します。
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ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

vNIC/vHBA配置ポリシー設定

vNIC/vHBA配置ポリシー
vNIC/vHBA配置ポリシーは、次のことを決定するために使用されます。

•仮想ネットワークインターフェイス接続（vCon）をサーバ上の物理アダプタにマッピン
グする方法。

•各 vConに割り当てることのできる vNICまたは vHBAのタイプ。

各 vNIC/vHBA配置ポリシーには、物理アダプタの仮想表現である 4つの vConが含まれてい
ます。vNIC/vHBA配置ポリシーがサービスプロファイルに割り当てられ、サービスプロファ
イルがサーバに関連付けられると、vNIC/vHBA配置ポリシーの vConが物理アダプタに割り当
てられ、vNICと vHBAがそれらの vConに割り当てられます。

1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合は、Cisco UCSがすべての vCon
をそのアダプタに割り当てます。4つのアダプタを含むサーバでは、Cisco UCSが vCon1を
Adapter1に、vCon2をAdapter2に、vCon3をAdapter3に、vCon4にAdapter4に割り当てます。

2つまたは 3つのアダプタを搭載したブレードサーバまたはラックサーバの場合、Cisco UCS
は、サーバのタイプと選択された仮想スロットマッピングスキーム（ラウンドロビンまたは

線形順序）に基づいて vConを割り当てます。使用可能なマッピングスキームの詳細について
は、vConのアダプタへの配置（353ページ）を参照してください。

Cisco UCSは、vConの割り当て後、vNICと vHBAを各 vConの [Selection Preference]に基づい
て割り当てます。次のいずれかになります。

vHBAの PCI順序を指定できますが、任意の順序は、vNICまたは vHBAなど、相互間ではな
く、デバイスのクラス内で機能します。アダプタ内で、vNICは vHBAよりも常に前に配置さ
れます。

（注）

• [All]：設定されている vNICおよび vHBAすべてを vConに割り当て可能です。明示的に
割り当てられているか、割り当て解除されているか、ダイナミック割り当てかは問いませ

ん。これはデフォルトです。

• [AssignedOnly]：vNICおよび vHBAは vConに明示的に割り当てる必要があります。サー
ビスプロファイルや vNICまたは vHBAのプロパティにより、明示的に割り当てることが
できます。
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• [Exclude Dynamic]：ダイナミック vNICおよび vHBAを vConに割り当てることはできま
せん。vConは静的な vNICと vHBAに使用可能で、割り当て解除または明示的な割り当て
を行います。

• [Exclude Unassigned]：設定解除されている vNICおよび vHBAを vConに割り当てること
はできません。vConは動的な vNICや vHBAの他、明示的に割り当てられた静的な vNIC
や vHBAに使用できます。

• [Exclude usNIC]：Cisco usNICを vConに割り当てることはできません。vConは、明示的
に割り当てられている、割り当てられていない、または動的であっても、その他すべての

設定された vNICと vHBAに使用できます。

exclude-usnicに設定されている vConに明示的に割り当てられて
いる SRIOV usNICは、引き続きその vConに割り当てられたまま
になります。

（注）

vNIC/vHBA配置ポリシーをサービスプロファイルに含めない場合、Cisco UCS Managerはデ
フォルトで、vConマッピングスキームを [ラウンドロビン（Round Robin）]、vNIC/vHBA選
択プリファレンスを [すべて（All）]に設定し、各アダプタの機能と相対的な処理能力に基づ
いて vNICと vHBAをアダプタ間に配分します。

vConのアダプタへの配置
Cisco UCSは、サービスプロファイルの各 vConをサーバ上の物理アダプタにマッピングしま
す。マッピングの実行方法、およびサーバ内の特定のアダプタへの vConの割り当て方法は、
次の条件によって決まります。

•サーバのタイプ。2つのアダプタカードを搭載した N20-B6620-2および N20-B6625-2ブ
レードサーバは、他のサポートされるラックサーバまたはブレードサーバとは異なるマッ

ピングスキームを使用します。

•サーバ内のアダプタの数。

• vNIC/vHBA配置ポリシー内の仮想スロットマッピングスキームの設定（該当する場合）。

vNICおよび vHBAを vConに割り当てるための vNIC/vHBA選択環境設定を設定するときは、
この配置を検討する必要があります。

vConのアダプタへの配置は、アダプタの PCIEスロット番号とは関係ありません。vConの配
置のために使用されるアダプタ番号は、アダプタの PCIEスロット番号ではなく、サーバ検出
中にそれらに割り当てられる IDです。

（注）
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N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバでの vConのアダプタへの配置

N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバの場合は、2つのアダプタを左から右に、
vConを右から左に数えます。これらのブレードサーバのうちの 1台に単一のアダプタが備え
られている場合、Cisco UCSは、そのアダプタにすべての vConを割り当てます。サーバに 2
個のアダプタがある場合、vCons割り当ては仮想スロットのマッピング方式によって異なりま
す。

• [Round Robin]：Cisco UCSは vCon4を Adapter1に、vCon1と vCon3を Adapter2に割り当
てます。これはデフォルトです。

• [Linear Ordered]—Cisco UCSは vCon3と vCon4をアダプタ 1に、vCon1と vCon2をアダ
プタ 2に割り当てます。

vConのアダプタへの配置（他のすべてのサポート対象サーバの場合）

N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバに加え、Cisco UCSによりサポートされるそ
の他すべてのサーバでは、vConの割り当ては、サーバに搭載されるアダプタ数と仮想スロッ
トマッピングスキームに応じて異なります。

1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合は、Cisco UCSがすべての vCon
をそのアダプタに割り当てます。4つのアダプタを含むサーバでは、Cisco UCSが vCon1を
Adapter1に、vCon2をAdapter2に、vCon3をAdapter3に、vCon4にAdapter4に割り当てます。

2つまたは 3つのアダプタを搭載したブレードサーバまたはラックサーバの場合、Cisco UCS
は、選択した仮想スロットマッピングスキーム（ラウンドロビンまたは線形順序）に基づい

て vConsを割り当てます。

表 10 :ラウンドロビンマッピングスキームを使用した vConのアダプタへの配置

vCon4の割り当てvCon3の割り当てvCon2の割り当てvCon1の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ1アダプタ2アダプタ12

アダプタ2アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

ラウンドロビンはデフォルトのマッピングスキームです。

表 11 :線形順序マッピングスキームを使用した vConのアダプタへの配置

vCon4の割り当てvCon3の割り当てvCon2の割り当てvCon1の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ2アダプタ1アダプタ12

アダプタ3アダプタ3アダプタ2アダプタ13

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
354

サーバ関連ポリシー

N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバでの vConのアダプタへの配置



vCon4の割り当てvCon3の割り当てvCon2の割り当てvCon1の割り当てアダプタの数

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

vConへの vNIC/vHBAの割り当て
Cisco UCS Managerには、vNIC/vHBA配置ポリシーによって vConに vNICおよび vHBAを割
り当てる 2種類のオプション（明示的割り当てと暗黙的割り当て）があります。

vNICおよび vHBAの明示的割り当て

明示的割り当てでは、vConを指定してから、vNICまたは vHBAを割り当てるアダプタを指定
します。この割り当てオプションは、サーバ上のアダプタに vNICおよび vHBAを配布する方
法を決める必要がある場合に使用します。

明示的割り当ての場合、vConおよび関連付ける vNICと vHBAを設定するには、次の手順を実
行します。

• vCon設定を任意の使用可能なオプションに設定します。vConは、vNIC/vHBA配置ポリ
シーを使用して設定するか、サーバに関連付けられているサービスプロファイルで設定で

きます。vConで [All]が設定されている場合でも、vNICまたは vHBAをその vConに明示
的に割り当てることができます。

• vNICおよび vHBAを vConに割り当てます。この割り当ては、vNICまたは vHBAの仮想
ホストインターフェイス配置プロパティを使用して行うか、サーバに関連付けられている

サービスプロファイルで設定できます

vNICや vHBAをそれらのタイプ用に設定されていない vConに割り当てようとすると、Cisco
UCS Managerによって、設定エラーを示すメッセージ表示されます。

サービスプロファイルの関連付け中、Cisco UCS Managerは、ポリシーの設定に従って vNIC
および vHBAを割り当てる前に、設定された vNICおよび vHBAの配置をサーバ内の物理アダ
プタの数および機能と比較して検証します。負荷分散は、このポリシーで設定された vConお
よびアダプタへの明示的な割り当てに基づいて実行されます。

1つ以上の vNICまたは vHBAの割り当てがアダプタでサポートされない場合、Cisco UCS
Managerはサービスプロファイルに対してエラーを発生させます。

vHBAの PCI順序を指定できますが、任意の順序は、vNICまたは vHBAなど、相互間ではな
く、デバイスのクラス内で機能します。アダプタ内で、vNICは vHBAよりも常に前に配置さ
れます。

（注）

vNICおよび vHBAの暗黙的割り当て

暗黙的割り当てでは、CiscoUCSManagerは vConを決定した後で、アダプタの機能とそれらの
相対的な処理能力に基づいて vNICまたは vHBAを割り当てるアダプタを決定します。この割
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り当てオプションは、vNICまたは vHBAを割り当てるアダプタがシステム設定において重要
ではない場合に使用します。

暗黙的割り当ての場合に vConを設定するには、次の手順を実行します。

• vCon設定を [All]、[Exclude Dynamic]、または [Exclude Unassigned]に設定します。vCon
は、vNIC/vHBA配置ポリシーを使用して設定するか、サーバに関連付けられているサー
ビスプロファイルで設定できます。

• vCon設定を [Assigned Only]にしないでください。この設定を使用して暗黙的割り当てを
実行することはできません。

• vNICまたは vHBAを vConに割り当てないでください。

サービスプロファイルの関連付け中、Cisco UCS Managerは、サーバ内の物理アダプタの数お
よび機能を検証し、それに従って vNICおよび vHBAを割り当てます。負荷分散はアダプタの
機能に基づいて実行され、vNICおよび vHBAの配置は、システムで決定された実際の順序に
従って実行されます。たとえば、あるアダプタが他のアダプタよりも多くの vNICを処理でき
る場合、そのアダプタにはより多くの vNICが割り当てられます。

サーバに設定されている数の vNICおよび vHBAをアダプタでサポートできない場合、Cisco
UCS Managerは、サービスプロファイルに対する障害を生成します。

デュアルアダプタ環境での vNICの暗黙的割り当て

各スロットにアダプタカードを搭載したデュアルスロットサーバで暗黙的な vNIC割り当て
を使用する場合、Cisco UCS Managerは通常、次のように vNIC/vHBAを割り当てます。

•サーバの両方のスロットに同じアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは、各アダプタ
に vNICと vHBAを半分ずつ割り当てます。

•サーバに 1つの非 VICアダプタと 1つの VICアダプタがある場合、Cisco UCS Manager
は、2つの vNICと 2つの vHBAを非 VICアダプタに割り当て、残りの vNICと vHBAを
VICアダプタに割り当てます。

•サーバに 2つの異なる VICアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは、2つのアダプタ
の相対的な処理能力に基づいて、vNICと vHBAを比例的に割り当てます。

次の例は、サポートされるアダプタカードのさまざまな組み合わせに対して、CiscoUCSManager
が vNICと vHBAを割り当てる一般的な方法を示しています。

• 4つの vNICを設定する場合で、サーバには 2つのCiscoUCSM51KR-BBroadcomBCM57711
アダプタ（それぞれ 2つの vNIC）が搭載されている場合、Cisco UCS Managerは 2つの
vNICを各アダプタに割り当てます。

• 50の vNICを設定する場合で、サーバには 1つの Cisco UCS CNA M72KR-Eアダプタ（2
つの vNIC）および 1つの Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードアダプタ（128
の vNIC）が搭載されている場合、Cisco UCS Managerは 2つの vNICを Cisco UCS CNA
M72KR-Eアダプタに割り当て、48の vNICを Cisco UCS M81KR仮想インターフェイス
カードアダプタに割り当てます。
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• 150の vNICを設定する場合で、サーバには 1つの Cisco UCS M81KR仮想インターフェイ
スカードアダプタ（128の vNIC）および 1つの Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイ
スカードアダプタ（256の vNIC）が搭載されている場合、Cisco UCS Managerは 50の
vNICを Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードアダプタに割り当てて、100の
vNICを Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカードアダプタに割り当てます。

vNICをファブリックフェールオーバー用に設定し、ダイナミック vNICをサーバ用に設定し
た場合に、この暗黙的な割り当てに対する例外が発生します。

（注）

1つのアダプタが vNICフェールオーバーをサポートしない環境で vNICファブリックフェー
ルオーバーを含む設定を行った場合、Cisco UCS Managerは、ファブリックフェールオーバー
が有効になっているすべての vNICを、それらをサポートしているアダプタに暗黙的に割り当
てます。ファブリックフェールオーバー用に設定された vNICのみが設定に含まれている場
合、それらをサポートしてないアダプタには vNICが暗黙的に割り当てられません。一部の
vNICがファブリックフェールオーバー用に設定され、一部の vNICがそうでない場合、Cisco
UCS Managerは、上記の比率に従って、すべてのフェールオーバー vNICをそれらをサポート
しているアダプタに割り当て、少なくとも 1つの非フェールオーバー vNICをそれらをサポー
トしていないアダプタに割り当てます。

ダイナミック vNICが含まれる設定では、同様の暗黙的な割り当てが発生します。Cisco UCS
Managerは、すべてのダイナミックvNICを、それらをサポートするアダプタに割り当てます。
ただし、ダイナミック vNICとスタティック vNICの組み合わせでは、少なくとも 1つのスタ
ティック vNICがダイナミック vNICをサポートしていないアダプタに割り当てられます。

vNIC/vHBA配置ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vNIC/vHBA Placement Policies]を右クリックし、[Create Placement Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Placement Policy]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

この配置ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが保存された後

にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

[Virtual Slot Mapping
Scheme]フィールド
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説明名前

Cisco UCSサーバの PCIeアダプタカードに、仮想ネット
ワークインターフェイス接続（vCon）を割り当てます。各
vConは、vNICsや vHBAに割り当て可能な物理アダプタと
して仮想表示されます。

1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場
合は、CiscoUCSがすべての vConをそのアダプタに割り当
てます。4つのアダプタを含むサーバでは、Cisco UCSが
vCon1を Adapter1に、vCon2を Adapter2に、vCon3を
Adapter3に、vCon4に Adapter4に割り当てます。

2つまたは 3つのアダプタを持つブレードサーバやラック
サーバの場合は、CiscoUCSは選択された仮想スロットマッ
ピングスキームに基づいて、vConを割り当てます。次の
いずれかになります。

• [RoundRobin]：2つのアダプタカードを持つサーバの
場合、Cisco UCSは vCon1と vCon3をアダプタ 1に、
vCon2と vCon4をアダプタ 2に割り当てます。

サーバの 3つのアダプタカードCisco UCSAdapter1、
vCon2および Adapter2に vCon4 Adapter3に vCon3に
vCon1を割り当てます。

これがデフォルトのスキームです。

• [LinearOrdered]：2つのアダプタカードを持つサーバ
の場合、CiscoUCSは vCon1と vCon2をアダプタ 1に、
vCon3と vCon4をアダプタ 2に割り当てます。

サーバに 3つのアダプタカードにがある場合、Cisco
UCSは vCon1を Adapter1に、vCon2を Adapter2に、
vCon3と vCon4を Adapter3に割り当てます。

N20-B6620-2およびN20-B6625-2ブレードサーバ
の場合は、2つのアダプタを左から右に、vConを

（注）

右から左に数えます。これらのブレードサーバ

のうちの1台に単一のアダプタが備えられている
場合、Cisco UCSは、そのアダプタにすべての
vConを割り当てます。サーバに 2個のアダプタ
がある場合、vCons割り当ては仮想スロットの
マッピング方式によって異なります。

• [Round Robin]：Cisco UCSは vCon4を
Adapter1に、vCon1と vCon3を Adapter2に
割り当てます。これはデフォルトです。

• [Linear Ordered]—Cisco UCSは vCon3と
vCon4
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説明名前

をアダプタ 1に、vCon1と vCon2をアダプタ
2に割り当てます。

Cisco UCSは、vConの割り当て後、vNICと vHBAを各
vConの [Selection Preference]に基づいて割り当てます。

b) 各 [Virtual Slot]の [Selection Preference]カラムのドロップダウンリストで、次のいずれ
かを選択します。

• [All]：設定されている vNICおよび vHBAすべてを vConに割り当て可能です。明示的
に割り当てられているか、割り当て解除されているか、ダイナミック割り当てかは問

いません。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]：vNICおよび vHBAは vConに明示的に割り当てる必要があります。
サービスプロファイルや vNICまたは vHBAのプロパティにより、明示的に割り当て
ることができます。

• [Exclude Dynamic]：ダイナミック vNICおよび vHBAを vConに割り当てることはで
きません。vConは静的な vNICと vHBAに使用可能で、割り当て解除または明示的な
割り当てを行います。

• [Exclude Unassigned]：設定解除されている vNICおよび vHBAを vConに割り当てる
ことはできません。vConは動的な vNICや vHBAの他、明示的に割り当てられた静的
な vNICや vHBAに使用できます。

• [Exclude usNIC]：Cisco usNICを vConに割り当てることはできません。vConは、明
示的に割り当てられている、割り当てられていない、または動的であっても、その他

すべての設定された vNICと vHBAに使用できます。

exclude-usnicに設定されている vConに明示的に割り当てられている SRIOV
usNICは、引き続きその vConに割り当てられたままになります。

（注）

c) [OK]をクリックします。

vNIC/vHBA配置ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [NIC/vHBA Placement Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
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ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

vConへの vNICの明示的割り当て

始める前に

vNIC/vHBA配置ポリシーまたはサービスプロファイルで次のいずれかの値を使用して、vCon
を設定します。

• [Assigned Only]

• [Exclude Dynamic]

• Exclude Unassigned

vConで [All]が設定されている場合、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てるこ
とができます。しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vNICを、明示的に vConに割り当てるサービスプロファイルを含む組織のノードを展開しま
す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。

ステップ 5 明示的に vConに割り当てる vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement]セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vNIC用のユーザ指定仮想ネットワークインターフェイス
（vCon）配置。次のいずれかになります。

• [Any]：CiscoUCSManagerが vNICの割り当てられる vCon
を決定できます。

• [1]：vNICを vCon1に明示的に割り当てます。

• [2]：vNICを vCon2に明示的に割り当てます。

• [3]：vNICを vCon3に明示的に割り当てます。

• [4]：vNICを vCon4に明示的に割り当てます。

[Desired Placement]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

サーバの vNICの実際の vCon割り当て。[Actual Assignment]フィールド

vNICをその vNICタイプ用に設定されていない vConに割り当てようとすると、Cisco UCS
Managerは設定エラーを知らせるメッセージボックスを表示します。別の vConに vNICを割
り当てるか、サービスプロファイルの vCon設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order]セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vNICのユーザ指定の PCI順序。

0～ 128の整数を入力します。サーバには 128を超える vNIC
を作成できません。

[Desired Order]フィールド

サーバの vNICの実際の PCI順序。[Actual Order]フィールド

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

vConへの vHBAの明示的割り当て

始める前に

vNIC/vHBA配置ポリシーまたはサービスプロファイルで次のいずれかの値を使用して、vCon
を設定します。

• [Assigned Only]

• [Exclude Dynamic]

• Exclude Unassigned

vConで [All]が設定されている場合、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てるこ
とができます。しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAを明示的に vConに割り当てるサービスプロファイルを含む組織のノードを展開しま
す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
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ステップ 5 明示的に vConに割り当てる vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement]セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vHBA用のユーザ指定仮想ネットワークイン
ターフェイス（vCon）配置。次のいずれかに
なります。

• [Any]：CiscoUCSManagerが、vHBAを割
り当てる vConを決定できるようにしま
す。

• [1]：vHBAを vCon1に明示的に割り当て
ます。

• [2]：vHBAを vCon2に明示的に割り当て
ます。

• [3]：vHBAを vCon3に明示的に割り当て
ます。

• [4]：vHBAを vCon4に明示的に割り当て
ます。

[Desired Placement]フィールド

サーバの vHBAの実際の vCon割り当て。[Actual Assignment]フィールド

vHBAをその vHBAタイプ用に設定されていない vConに割り当てようとすると、Cisco UCS
Managerは設定エラーを知らせるメッセージボックスを表示します。別の vConに vHBAを割
り当てるか、サービスプロファイルの vCon設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order]セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vHBAのユーザ指定の PCI順序。

0～ 128の整数を入力します。サーバには 128
を超える vHBAを作成できません。

[Desired Order]フィールド

サーバの vHBAの実際の PCI順序。[Actual Order]フィールド

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。
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ダイナミック vNICの前にスタティック vNICを配置
最適なパフォーマンスを得るために、スタティック vNICとスタティック vHBAは、PCIeバス
上のダイナミック vNICの前に配置する必要があります。スタティック vNICは、スタティッ
ク vNICおよび vHBAの両方を参照します。Cisco UCSManagerリリース 2.1は、スタティック
およびダイナミック vNICの順序に関する次の機能を備えています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.1にアップグレードした後、既存のサービスプロファイル
（CiscoUCSManagerリリース 2.1以前のリリースで定義されたプロファイル）に変更がな
い場合は、vNICの順序は変更されません。

• Cisco UCS Managerリリース 2.1へのアップグレード後、vNIC関連の変更によって vNIC
マップの順序が変更される場合があります。その場合、結果としてすべてのダイナミック

vNICがスタティック vNICの後に配置されます。

• Cisco UCS Managerリリース 2.1で新しく作成されたサービスプロファイルでは、スタ
ティック vNICが常にダイナミック vNICの前に順序付けられます。

•上記の動作は、スタティック vNICまたはダイナミック vNICの作成または削除の順番に
依存しません。

• SRIOV対応のサービスプロファイルの場合は、UCSMによって対応する仮想関数（VF）
の前に vNIC物理関数（PF）が挿入されます。この方式では、VFが PCIeバスおよび BDF
上の親 PF vNICの近くに配置され、VFの継続的な増分順序になることが保証されます。

例

Cisco UCS Managerリリース 2.0での当初のデバイス順序
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2

Cisco UCS Managerリリース 2.0での新たなデバイス順序（2つのスタティック vNIC
を追加）

dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

Cisco UCS Managerリリース 2.1へのアップグレード後（vNIC関連の変更がサービス
プロファイルで行われる前）

dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

Cisco UCS Managerリリース 2.1での新たなデバイス順序（ポリシー数を 2から 4に変
更することによって 2つのダイナミック vNICを追加）
dyn-vNIC-1 3
dyn-vNIC-2 4
eth-vNIC-1 1
eth-vNIC-2 2
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dyn-vNIC-3 5
dyn-vNIC-4 6

多機能 PCIeデバイスとしてのダイナミック vNIC

Cisco UCS Managerバージョン 2.1は、0機能デバイス（すべてのスタティック vNICに対応す
る新しい BUS）としてスタティック vNICをプロビジョニングします。多機能ダイナミック
vNICは、新しいバススロットから最後のスタティック vNIC/vHBAの後に配置されます。

Cisco UCS Managerバージョン 2.1は、新しい StaticZeroモードをサポートしています。（注）

表 12 :バージョンの互換性

Cisco UCS Manager

バージョン 2.1

方式：
ZeroFunction/MultiFunction/StaticZero

バージョン 2.0

方式：
ZeroFunction/MultiFunction

バージョン 1.4

方式：ZeroFunction

スタティック vNICまたは PF
は、バス [0-57]、関数 [0]上に
あります。SRIOV：対応する
VFが同一バスおよび関数
[1-255]上にあります。
No-SRIOV：ダイナミック
vNICは、バス [0-57]、関数
[0-7]上にあります。

< StaticZeroモード>

スタティックvNICおよびダイ
ナミック vNICは、バス
[0-57]、関数 [0-7]上にありま
すバス 0、関数 0

バス 0、関数 7

バス 1、関数 0

< MultiFunctionモード >

スタティックおよびダイナ

ミック vNICはすべて、バス
[0-57]、関数 [0]上にありま
す。

< ZeroFunctionモード >

Balboaからのアップグレード
では、バスが <= 57になるま
でBDFの番号の付け直しは行
われません（ZeroFunctionモー
ドのまま）。デバイスが 58台
またはプラットフォーム固有

の最大 PCIeバス数を超える
か、SRIOV設定に変更される
と、StaticZeroモードに切り替
わります。

Balboaからのアップグレード
では、バスが <= 57になるま
でBDFの番号の付け直しは行
われません（ZeroFunctionモー
ドのまま）。

デバイスが58台を超えると、
MultiFunctionモードに切り替
わります。
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Cisco UCS Manager

バージョン 2.1

方式：
ZeroFunction/MultiFunction/StaticZero

バージョン 2.0

方式：
ZeroFunction/MultiFunction

バージョン 1.4

方式：ZeroFunction

Cisco UCSManagerバージョン
2.0からのアップグレードで
は、BDFの番号の付け直しは
行われません

（ZeroFunction/MultiFunction
モードのまま）。デバイスが

58台またはプラットフォーム
固有の最大PCIeバス数を超え
るか、SRIOV設定に変更され
ると、StaticZeroモードに切り
替わります。

vNIC/vHBAのホストポートの配置
vNIC/vHBAを vConに割り当てた後、それを特定のアダプタのホストポートのいずれかに配
置できます。配置先のホストポートは明示的に指定するか、またはCisco UCSManagerにより
自動的にホストポートに vNICs/vHBAを割り当てることができます。

Cisco UCS VIC 1340および VIC 1380アダプタをサポートするサーバへの vNIC/vHBAホスト
ポート配置を実行できます。

（注）

vNIC/vHBAのホストポート配置により、アダプタのvNIC/vHBAの順序が決まります。最初の
ホストポートに配置されたvNIC/vHBAは最初に列挙され、2番目のホストポートのvNIC/vHBA
がそれに続きます。

ホストポート配置の設定

Cisco UCS VIC 1340およびVIC 1380アダプタと Cisco UCS VIC 1385および Cisco UCS VIC 1387
アダプタ、Cisco UCS VIC 1455および Cisco VIC 1457をサポートするサーバで、vNICのホス
トポートの配置を設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ホストポートに配置する vNICと関連付けるサービスプロファイルを選択します。
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ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。

ステップ 5 [vNICs]サマリーテーブルの下で、設定する vNICの [Admin Host Port]の値をダブルクリック
し、次のいずれかを選択します。

• [Any]：Cisco UCS Managerが、vNICを割り当てるホストポートを決定できるようにしま
す。

• [1]：ホストポート 1に vNICを明示的に割り当てます。

• [2]：ホストポート 2に vNICを明示的に割り当てます。

[Actual Host Port]には、ホストポートの vNICの実際の割り当てが表示されます。この機能が
サポートされていない場合は、[None]と表示されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

CIMCマウント vMedia

スクリプト可能な vMediaの使用

Cisco UCS Managerリモート UCSサーバの vMediaデバイス ISOイメージをプロビジョニング
できます。スクリプト可能な vMediaを使用して、リモートサーバに IMGまたは ISOイメー
ジをマウントするようにプログラミングできます。CIMCマウント vMediaを使用すると、メ
ディア接続を追加することなく、データセンター内の他のマウントメディア間で通信できるよ

うになります。スクリプト可能な vMediaを使用すると、ブラウザを使用せずに仮想メディア
デバイスを制御して、手動で各 UCSサーバを個別にマッピングできます。

スクリプト可能 vMediaは、NFS、CIFS、HTTP、および HTTPSの共有など、複数の共有タイ
プをサポートします。スクリプト可能な vMediaは BIOS設定によって有効になり、Web GUI
および CLIインターフェイスを介して設定されます。

Cisco UCS Managerスクリプト可能な vMediaは次の機能をサポートしています。

•特定の vMediaデバイスからのブート

•マウントされた共有からローカルディスクへのファイルのコピー

• OSドライバのインストールおよび更新

Cisco UCSManagerスクリプト可能 vMediaのサポートは、CIMCマップドデバイスにのみ適用
します。既存の KVMベースの vMediaデバイスはサポートされません。

（注）

次の条件に合致する場合、vMediaのマウントは失敗します。
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1. vMediaポリシー内のリモート vMediaイメージファイル名が [Service-Profile-Name]に設定
されている。

2. サービスプロファイルの名前が変更されている。

これは、サービスプロファイルの名前を変更しても、vMediaポリシー内のリモート vMediaイ
メージファイル名は変更されないためです。イメージファイル名は引き続き、リモートデバ

イス上の古いイメージをポイントするため、検出できません。

vMediaポリシーの作成
リモートの vMediaデバイスのマッピング情報を設定するために、vMediaポリシーが使用され
ます。1つの vMediaポリシーで、CD用とHDD用の 2つの vMediaデバイスとマッピングを使
用できます。同時に、1つの ISOと 1つの IMGを設定できます。ISO構成は CDドライブに、
IMG構成は HDDデバイスにマッピングします。

デバイスをリモートフォルダにマッピングする場合、IMGを作成し、HDDデバイスとして
マッピングします。

（注）

始める前に

次にアクセスできることを確認します。

•リモート vMediaサーバ

• vMediaデバイス

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vMedia Policies]ポリシーを右クリックし、[Create vMedia Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

vMediaポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[名前（Name）]

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場所や条件について

の情報を含めることを推奨します。最大 115文字を入力でき
ます。

Description

障害の発生時にvMediaがマウントを続行するかどうかを指定
します。ここに表示される値は次のとおりです。

•あり

•なし

デフォルト設定は、[Yes]です。[Yes]を選択する
と、マウントに成功するか、このオプションが無効

化されるまで、リモートサーバは vMediaマウント
プロセスのマウントを試行し続けます。[No]を選択
すると、警告メッセージが表示され、マウントが失

敗した場合にはリトライが機能しないことが示され

ます。

（注）

[Retry on Mount Failure]

ステップ 6 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

ステップ 7 [Create vMedia Mount ]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vMediaマウントポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[名前（Name）]

マウントするリモートvMediaのタイプ。ここに表示される値
は次のとおりです。

• [CDD]：スクリプト可能 vMedia CD。

• [HDD]：スクリプト可能 vMedia HDD。

デバイスタイプ
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説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のオプ

ションボタンのいずれかをクリックして、マウントされたリ

モートサーバとの通信に使用するプロトコルを指定します。

ここに表示される値は次のとおりです。

• [NFS]：Network Files System。

• [CIFS]：Common Internet File System。

• [HTTP]：Hypertext Transfer Protocol。

• [HTTPS]：Hypertext Transfer Protocol over Secure。

[Protocol]
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説明名前

リモートサーバと通信するためのプロトコルとして CIFSを
使用する場合に、認証に使用するプロトコル。CIFS以外のプ
ロトコルを使用する場合、このフィールドは使用できません。

認証プロトコルを指定するには、ドロップダウンリストから

次のいずれかを選択します。

• [default]：NT LAN Managerのセキュリティサポートプ
ロバイダー（NTLMSSP）プロトコル。このオプション
は、Windows 2008 R2およびWindows 2012 R2でのみ使用
します。

• [None]：認証は使用されません。

• [ntlm]：NT LAN Manager（NTLM）セキュリティプロト
コル。このオプションは、Windows 2008 R2および
Windows 2012 R2でのみ使用します。

• [Ntlmi]：NTLMiのセキュリティプロトコル。このオプ
ションは、CIFSWindowsサーバでデジタル署名が有効な
場合のみ使用します。

• [Ntlmssp]：NT LAN Managerのセキュリティサポートプ
ロバイダー（NTLMSSP）プロトコル。このオプション
は、Windows 2008 R2およびWindows 2012 R2でのみ使用
します。

• [Ntlmsspi]：NTLMSSPiプロトコル。このオプションは、
CIFSWindowsサーバでデジタル署名が有効な場合のみ使
用します。

• [Ntlmv2]：NTLMv2セキュリティプロトコル。このオプ
ションは、Samba Linuxでのみ使用します。

• [Ntlmv2i]：NTLMv2iのセキュリティプロトコル。このオ
プションは、Samba Linuxでのみ使用します。

認証プロトコルオプションは、プロトコルとして

[CIFS]を選択した場合のみ使用可能です。他のすべ
てのプロトコルでは、[AuthenticationProtocol]フィー
ルドは無効になります。

（注）

Authentication Protocol
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説明名前

バックアップファイルを格納する場所の IPアドレスまたはホ
スト名を入力します。これは、サーバ、ストレージアレイ、

ローカルドライブ、またはファブリックインターコネクトが

ネットワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書き込み
メディアなどがあります。

ホスト名を使用する場合、Cisco UCS Managerで DNSサーバ
を使用するように設定する必要があります。[Inband]ネット
ワークがそのサーバに設定されている場合、ホスト名（DNS）
を使用できます。

[Hostname/IPAddress]

イメージに使用される名前。ここに表示される値は次のとお

りです。

• [None]：ファイル名を [Remote File]フィールドに入力す
る必要があります。

• [Service Profile Name]：ファイル名は自動的に、仮想メ
ディア（vMedia）ポリシーが関連付けられているサービ
スプロファイルの名前になります。

（注） • [Service Profile Name]を [Image Name]変数とし
て選択した場合、[Remote File]フィールドは無
効になります。

• [Service Profile Name]を [Image Name]変数とし
て選択した場合は、サービスプロファイルの名

前を変更しないでください。サービスプロファ

イルの名前を変更すると、仮想メディア

（vMedia）のマウントが失敗することがありま
す。

[Image Name Variable]

ISOやその他のイメージファイルのフルパスを入力します。

ファイルへのフルパスは、共有名に続き「/」で始
まることを確認します。

（注）

このフィールドにはファイル名（ファイル拡張子付き）だけ

を含めることができます。

[Remote File]

リモートサーバの共有の名前（たとえば「share」）を入力し
ます。

Remote Path
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説明名前

Cisco UCS Managerでのリモートサーバへのログインに使用
するユーザ名を入力します。

プロトコルが NFSの場合、このフィールドは適用されませ
ん。プロトコルが HTTPの場合、このフィールドの選択は任
意です。

Username

ユーザ名に関連付けるパスワードを入力します。

プロトコルが NFSの場合、このフィールドは適用されませ
ん。プロトコルが HTTPの場合、このフィールドの選択は任
意です。

Password

このチェックボックスをオンにすると、マウントされたvMedia
がイジェクトされた後に再マッピングされます。

イジェクト時の再マッピング

このチェックボックスをオンにすると、vMediaマウントを書
き込み可能として設定します。このチェックボックスをオフ

にすると、vMediaマウントは読み取り専用のままになりま
す。

vMediaマウントは、デフォルトでは読み取り専用です。

次の両方の条件が満たされている場合にのみ、vMediaマウン
トを書き込み可能として設定できます。

•デバイスタイプは HDDです

•プロトコルは NFSまたは CIFSです

writable

ステップ 8 [OK]をクリックします。
リモートサーバの詳細は、[Create vMedia Mount]ダイアログボックスの [vMedia Mounts]領域
に一覧表示されます。

次のタスク

vMediaブートポリシーを作成します。

サービスプロファイルへの vMediaポリシーの追加
Scriptable vMediaを使用する前に、vMediaおよび Bootポリシーをサービスプロファイルに追
加する必要があります。vMediaポリシーとブートポリシーがサービスプロファイルに追加さ
れた後、そのサービスプロファイルをCiscoUCSサーバに関連付けることができます。次の手
順に、vMediaポリシーをサービスプロファイルに追加する方法を示します。
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始める前に

サービスプロファイルに追加する vMediaポリシーを設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。
[Unified Computing System Manager]ペインが表示されます。

ステップ 5 [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要があり

ます。

ステップ 6 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。Select (pool default
used by default)

ステップ 8に進みます。

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサーバ
と関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは製造元
によってサーバに割り当てられた UUID値に設定されます。サービスプ
ロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサーバに一致
するように変更されます。

ステップ 8に進みます。

手動で割り当てる UUIDを使用します。

ステップ 7に進みます。

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プール
から UUIDを割り当てます。

Pools Pool_Name

各プール名の後には、プール内で利用可能なUUIDの数およびUUIDの合
計数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。
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説明オプション

既存のプールを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイルが

アクセスできるプールを作成する場合は、ステップ4に進みます。それ以
外の場合はステップ 8に進みます。

ステップ 7 （任意） オプションを選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効な
UUIDを入力します。

b) 選択した UUIDが使用可能であることを確認するには、[here]リンクをクリックします。

ステップ 8 （任意）このサービスプロファイルで使用する新しいUUID接尾辞プールを作成する場合は、
[Create UUID Suffix Pool]をクリックし、[Create UUID Suffix Pool]ウィザードのフィールドに値
を入力します。

ステップ 9 （任意）テキストボックスに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

このサービスプロファイルのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できます。ただし、`（アクセン
ト記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

ステップ 10 [Next]をクリックします。

ステップ 11 [vMedia]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにvMediaポリシーを割り当てられるよ
うにします。

[Select vMedia Policy to
use]

ステップ 12に進みます。

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできる

ローカル vMediaポリシーを作成できます。
[Create a Specific vMedia
Policy]

サービスプロファイルに既存のvMediaポリシーを割り当てます。
このオプションを選択した場合、Cisco UCSManagerでポリシーの
詳細が表示されます。

vMedia Policies
Policy_Name

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create vMedia
Policy]をクリックします。それ以外の場合は、リストでポリシー
を選択し、ステップ 13に進みます。

ステップ 12 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートにアクセスできる新しい vMediaポリシー
を作成したら、[vMedia]ドロップダウンリストからそのポリシーを選択します。

ステップ 13 [Next]をクリックします。
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CIMC vMediaポリシーの表示

始める前に

vMediaポリシーを設定しておきます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Policies] > [vMedia Policies]を展開します。

ステップ 3 [vMedia Policies]ノードを展開して、[vMedia Policies]のリストを表示します。

ステップ 4 vMediaポリシーの名前をダブルクリックし、選択した [vMedia Mount]のプロパティを表示し
ます。

[Properties]ページで、[vMedia Mounts]で使用されるプロパティを変更できます。
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第 13 章

ファームウェアアップグレード

•ファームウェアアップグレード（379ページ）
•コンポーネントのファームウェアバージョンの確認（379ページ）

ファームウェアアップグレード
Cisco UCS Managerリリース 4.1(1)以降、Ciscoは Cisco UCS Managerの各リリースと併せて、
次の各プラットフォーム用のユニファイド Cisco UCS Managerソフトウェアおよびファーム
ウェアアップグレードをリリースしています。

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト Cisco UCS Bシリーズ、Cシリー
ズ、および Sシリーズサーバ

• Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectと Cisco UCS Bシリーズ、Cシリーズ、および
Sシリーズサーバ

• Cisco UCS 6200シリーズ Fabric Interconnectと Cisco UCS Bシリーズ、Cシリーズ、および
Sシリーズ

• Cisco UCSBシリーズおよびCシリーズサーバとのCisco UCS 6324ファブリックインター
コネクト（別名 UCS Mini）

サービスプロファイル内のパッケージである自動インストール機能により、ファームウェア自

動同期サーバポリシーを使用して、またはエンドポイントで直接、ファームウェアをアップグ

レードできます。ファームウェアのガイドラインとインストール方法の詳細については、『Cisco
UCS Firmware Management Guide』を参照してください。

コンポーネントのファームウェアバージョンの確認

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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ステップ 2 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 3 [InstalledFirmware]タブで、各コンポーネントに対して一覧表示されたファームウェアバージョ
ンを確認します。

ファームウェアのガイドラインとインストール方法の詳細については、『Cisco UCS Firmware
Management Guide』を参照してください。
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第 14 章

診断の設定

• Cisco UCS Manager診断の概要（381ページ）
•診断ポリシーの作成（382ページ）
•ブレードサーバでの診断テスト（383ページ）
•ラックサーバでの診断テスト（383ページ）
•すべてのサーバでの診断テストの開始（384ページ）
•すべてのサーバでの診断テストの停止（385ページ）
•サーバ診断のステータス/結果の表示（385ページ）
•診断のトラブルシューティング（386ページ）

Cisco UCS Manager診断の概要
Cisco UCS Manager診断ツールでは、サーバのハードウェアコンポーネントの状態を検証でき
ます。診断ツールには各種テストが用意されており、サーバのさまざまなハードウェアサブシ

ステム（メモリや CPUなど）に対して、負荷を与えたりすることができます。ハードウェア
コンポーネントを修復するか、交換した後のサーバの状態の健全性チェックを実行するための

ツールを使用できます。このツールは、実稼働環境に新しいサーバを導入する前に、包括的な

バーンインテストを実行するときにも使用できます。

新しいシステムの場合、orgスコープでデフォルトの診断ポリシーが作成されます。このデフォ
ルトのポリシーは defaultという名前であり、削除できません。ユーザがこのポリシーを削除
しようとするとエラーメッセージが表示されます。デフォルトの診断ポリシーは、すべての

サーバで同じテストセットを実行する際に推奨される方法です。デフォルトポリシーを含む

すべての診断ポリシーはカスタマイズ可能です。

デフォルトポリシーには 1つのメモリテストだけが含まれています。メモリテストのデフォ
ルトのパラメータは変更できます。また、デフォルト診断ポリシー内のメモリテストは削除で

きます。メモリテストがない場合、診断ポリシーは実行されません。
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診断ポリシーの作成

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。

手順

ステップ 1 [Servers] > [Policies] > [Diagnostics Policies]を選択します。

ステップ 2 [Add]をクリックします。

ステップ 3 次のフィールドに入力します。

[説明（Description）]フィールド

診断ポリシーの名前。文字数制限は16文字で
す。

[名前（Name）]

診断ポリシーの説明。これは任意です。Description

ステップ 4 [Next]をクリックします。

ステップ 5 [Add]をクリックします。

ステップ 6 次のフィールドに入力します。

説明名前

テストの実行順序。Order

CPUフィルタをすべての CPUまたは指定した CPUに設定し
ます。

[CPU Filter]

ループカウントを指定された反復回数に設定します。値の範

囲は 1～ -1000です。
[Loop Count]

メモリチャンクを 5mb-chunkまたは big-chunkに設定します。[Memory Chunk Size]

メモリサイズを特定の値に設定します。Memory Size

メモリテストを butterfly、killer、prbs、prbs-addr、または
prbs-killerに設定します。

Pattern

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 [完了（Finish）]をクリックします。
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ブレードサーバでの診断テスト

ブレードサーバでの診断テストの開始

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Chassis] > [Server]を選択します。

ステップ 2 診断テストを開始するサーバを選択します。

ステップ 3 [Diagnostics]タブをクリックします。

ステップ 4 [Start]をクリックします。診断テストが開始されると、ボタンはグレー表示になります。

ブレードサーバでの診断テストの停止

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Chassis] > [Server]を選択します。

ステップ 2 診断テストを停止するサーバを選択します。

ステップ 3 [Diagnostics]タブをクリックします。

ステップ 4 [Stop]をクリックします。診断テストが停止すると、ボタンはグレー表示になります。

ラックサーバでの診断テスト

ラックサーバでの診断テストの開始

診断テストは C220 M5、 C240 M5および C480 M5/C480 M5 MLラックサーバのためにのみ使
用可能です。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。
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手順

ステップ 1 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Server]に移動します。

ステップ 2 診断テストを開始するサーバを選択します。

ステップ 3 [Diagnostics]タブをクリックします。

ステップ 4 [Start]をクリックします。診断テストが開始されると、ボタンはグレー表示になります。

ラックサーバでの診断テストの停止

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Server]に移動します。

ステップ 2 診断テストを停止するサーバを選択します。

ステップ 3 [Diagnostics]タブをクリックします。

ステップ 4 [Stop]をクリックします。診断テストが停止すると、ボタンはグレー表示になります。

すべてのサーバでの診断テストの開始

すべてのサーバの診断テストを開始すると、個々のサーバがリブートされます。（注）

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Diagnostics]を選択します。

ステップ 2 [Start]をクリックします。診断テストが開始されると、リンクはグレー表示になります。
[Diagnostic Result]テーブルで、次の情報を確認できます。

[説明（Description）]フィールド

システム定義のサーバ名。[名前（Name）]
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シャーシの固有識別情報。この数字の識別情

報は、システム内のこのシャーシの場所に基

づいて割り当てられます。

ラックサーバには適用されません。（注）

Chassis ID

サーバモデル PID。PID

サーバでの診断テストの全体的な進捗割合の

説明。

[Overall Progress Percentage]

サーバの診断操作ステータスの説明。Operation Status

サーバが診断テストを実行できない場合は、サーバリンクをクリックし、[Diagnostics]
タブでエラーの説明を確認してください。また、[Faults]タブで生成されたエラーを
確認することもできます。

（注）

すべてのサーバでの診断テストの停止

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Diagnostics]を選択します。

ステップ 2 [Stop]をクリックします。診断テストが停止すると、リンクはグレー表示になります。

サーバ診断のステータス/結果の表示

始める前に

CLIから個々のサーバに対して診断テストを実行し、このページでステータスを確認できま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Servers]の順に展開します。

または、ラックサーバの場合は、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Server]の順に展開します。

ステップ 3 診断ステータスを確認するサーバを選択し、[Diagnostics]タブをクリックします。

以下の情報を確認できます。

説明名前

ユーザが診断ポリシーを選択して特定のサーバに適用できる

ようにします。

[Diagnostic Policies]

ユーザが特定のサーバに対する診断テストを開始または停止

できるようにします。

[Start]/[Stop]

サーバの診断操作ステータス。有効な値は [Idle]、
[In-Progress]、[Completed]、[Failed]、[Cancelled]です。

[Operation State]

サーバの診断操作での現行タスクの簡単な説明。[FSM Status Descr]

サーバで実行中の診断操作の全体的な進行状況。[FSM Progress]

診断テストの全体的な進行状況。[Test Overall Progress]

診断操作から返されるエラーの説明。[Error Description]

表 13 :診断結果

説明名前

テストに関連付けられている固有識別情報[ID]

診断テストのタイプ。[Test Type]

テスト実行のステータス。値は [Idle]、[In Progress]、
[Completed]、[Failed]です。

[Status]

診断テスト実行の説明。テストが完了すると、結果の詳細な

説明が表示されます。

Description

診断テストの結果。値は [Pass]、[Fail]、または [NA]です。結果

診断テストの進捗状況の割合。[Progress Percentage]

診断のトラブルシューティング

デバッグ手順問題
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診断操作の結果の他に、メモリ関連のエラーを参照してください。BIOS
が不

良
DIMM
を検

出す

る

と、

その
DIMM
は無

効に

な

り、

診断

操作

では

認識

され

ませ

ん。

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
387

診断の設定

診断のトラブルシューティング



診断操作の結果の他に、メモリ関連のエラーを参照してください。DIMM
ブ

ラッ

クリ

スト

機能

が有

効で

あ

り、
DIMM
がブ

ラッ

クリ

スト

に追

加さ

れる

と、

その
DIMM
は診

断操

作で

は認

識さ

れま

せ

ん。
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該当なしサー

バに

不良
DIMM
があ

り、

これ

が原

因で

サー

バが

起動

でき

ない

場

合、

診断

操作

が正

常に

実行

され

ない

可能

性が

あり

ま

す。
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該当なし修正

でき

ない

エ

ラー

が原

因で

サー

バリ

ブー

トが

行わ

れる

場

合、

診断

操作

が失

敗す

る可

能性

があ

りま

す。
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該当なしメモ

リエ

ラー

が原

因で

診断

操作

が停

止す

る場

合、

診断

操作

エ

ラー

が発

生す

る可

能性

があ

りま

す。

Cisco UCS Managerリリース 4.1サーバ管理ガイド
391

診断の設定

診断のトラブルシューティング



このエラーは外部イベントによってトリガーされます。診断操作をやり直します。
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診断

操作

は、

管理

型エ

ンド

ポイ

ント

の

フェー

ル

オー

バー

やク

リ

ティ

カル

な
UCSM
プロ

セス

の再

起動

など

の外

部イ

ベン

トに

より

中断

する

こと

があ

りま

す。

この

よう

な状

況で

は、

診断

操作

が取

り消

さ
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れ、

メモ

リテ

スト

が失

敗と

して

マー

クさ

れま

す。

[Chassis/Server/Faults]タブで、サーバエラーを確認します。

[Chassis/Server/SEL Logs]タブで、SELログを調べて DIMMエラーを確認します。

メモ

リテ

スト

が失

敗し

てエ

ラー

が発

生し

ま

す。

修正

でき

ない

エ

ラー

が検

出さ

れま

す。

プライマリ FIの /workspaceパーティションにある次のログファイルアーカイブで、診断操作のロ
グを確認します：
diagnostics/diag_log_<system-name>_<timestamp>_<chassis-id>_<blade-id>.tgz

前述のログファイルアーカイブ内で分析ファイル

tmp/ServerDiags/MemoryPmem2.<id>/MemoryPmem2.analysisを参照します。

次のコマンドを使用して、分析ファイルで診断ログを見つけます。

# for file in `ls /workspace/diagnostics/*diag*`; do tar -tzvf $file |
grep analysis && echo "IN " $file; done

メモ

リテ

スト

エ

ラー

をさ

らに

分析

する

必要

があ

りま

す。
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